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候でも促- れた '1" 1 : 能をもっ、舶来 11Jl の

追| 胞を許さない製品です。
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絶対不燃で、独特の美しい

パ ターン の 天井 i以昔板

事、?、 - 1 守守 3、
凡ゆる材質にもl i 'tfii - r 可能 な

l吹付 方式のロ ッグウ ール新製品

ｄ ［ｊｾｾＭＯｊ，＠ ＱＳ ＮＺｴ ｾＹＯｩ シ民
保温 ・ Ｑｾｾ 冷 ・ 吸音にすばらしい |  全 ゆ る タ イ アの ジ ョ イ ン トに

性 能 の 断 熱 ・I吸音付 |  完 全 防ノ'Jc抜き♂目封紙付
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日 東 紡 績 株 式

A

Q

玄
社

大阪支!山 大阪市東区高 麗杭 5 - 1  興銀ビ. ル T  E  L  (202)  1301  

東 京 名 古 屋 稲 岡

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

- 程よい弾力性

・ 美 し い 色 彩

・工 事 が 簡 単

・価 格 が 手 頃

ピ= ヲート哩明

寄 縫製 品 リノリユーム・リノタイル・ N タイル・ス ポ ン ジ シート

美 し い 床 材 を つ く っ て 40年

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 ・大阪F肝街区}1[fll J t IIJT;邑り 4 丁 目 ( 三和ピ、J レ) T Eし271- 5051 ( 代)

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁目 (三和ビル) T E L 561- 1701. 2お4



白ィ， 曹

あいつぐ中小ビルの建設・それに伴うエレベータの

小的イ七という問題を取り〈んできた三菱電機がホテ

ルアバートオフィス周として完成した標準エレベー

タです

γ イ 川 町 可 能 に な っ た 備 と 維 持 貨 の 軽

0 誰にも安全で容易に線作できる運転手なしの乗合

全自動方式

@危険防止のためドアは七ーフティシュー付

ｾ＠ 0 高級エレベ - "51 に準じた俊稚なデザイン

事

標 準 乗 用 エ レ ベ ー タ

= 蚕工レペット

人
三 菱 電 機 株 式 会 社
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あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平川 ｾｍｐ ボイヲ

‘  

直ちに O K . ノ

あなたの工場て・の蒸気単価 はいくらですか ?

M P ボイラでは 560円/ T O Nを 保 証 致 します。

トダウン製品のコス

卒 川 鍛 工 所

T  E  L  (458)  3 6 3  1  ｾ＠ 5  

T  E  L  (272)  2  72 1  ( 代)

T E L ( 52)  4 8 6 2  

T E L  里子洲局 4 0  S  

赤土

大| 坂 i li :大 淀 区 大 仁 西 2 の 1

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 宮 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 '/l s 野 洲 IIl J 三 上

本t I : . 工 場

東京営業所

九州 出張所

滋 賀 工 場

武キ米
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. あ な た の 忠 実 な …

ド ア ー ボ ー イ /

米 繁 綬 寝 穿 に 輝 〈 米

=明白，

t i 7・事Z噌"

E 本 金 異 製 作 所

敏 造 元 ヂ' ( / ( ヲヱ. 練武曾栓

亜 鉛 鍍 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン ゲ ス プ リ ン グ シ ヤ y タ ー

ｊｊ えかい附まざ ｉｾＧ をく ｬ わた…

. ス プ リ ン グ シ ヤ y タ - ・ 重 量 ス プ リン グ シ ヤ J ター

. 自 動 シ ヤ y タ ー ・ 手 動 電 動 ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー

重 量 状 優 美

故 障 絶 無

Ｒ ぜ匂ＭＮｾ寝弓ｾ拘要，司更ヨ宅 . . . . .  圃 . 閉 -【'

孟 い ツ タ ー 株 式 会 社
木社 ・工場 太阪市西叫川区加4 ノ33 T  E  L <O - 2812 - 3-3116 似 14

斑 車 主 町 東 京都大田区 師井市 5 ノ 5 4  7  T  E  L  ( i 71) ー 1171

4 古屋支 V; 名古尾市中区下日誼町 1 T 円7吊l自T E L ③ 595- 1 ω2 4

出頓 所歯車阜 、 車 ｲＮ ｾ . 神 戸 . ｉ 品 ｾｅＮ 11¥. 福 岡

その他 ili 傾 向 1; 約日; ｉｾ 全国工宮部市にあり
詳 細 カ タ ロ グ 呈 上
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驚 異 的 伝 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中高層建築に最も理想的な

規格型乗客用昇降機

， Ｂｔｾ リペ ＭＹ
定 貝 6 人 間 ・ 8 人 川

illl i伝条 件 交 流 可 変 速 度 45 m/ m i n  

操 作方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ 7 チ プ

( 運 転 手 な し 乗 合 全 自 動 式 )

位 ;畳表 示 フ ラ ' /:.-' ュ ラ イ ト式

[jf， 来 場 、 カ ゴ 共 1 枚 片 引 自 動 (;f;

( 勺 フ テ ィ ー エ ァヂ付 )

来 場 寸 法 760市 x 2050市

③ 日 本エレベータ Ｑ ］ｨｊＩ ｾｾＮｷＮｴ

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てに画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
J - 3 0  

シュニ7 -

食 堂 明 事1苫 向

川 中 I II I 0 0 V / 2 0 Q V X H P

! ti ｾ＠ r;; 2  5  k g  11J ｾ子，生 ｉ ｑ 2 0 m 

グ ｊ コ ｴ 珂 Ｎ，Ｎ ｾ "  ｾｉｊ＠ 5  0  0  x  5  0  0  x  6  0  0 吋 "

押 印式 会 自 動遭 舵 各 階 上 下 引 骨肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 開 摘 が 壁 付 の た め 通 路 工 ・ 簡 易

M - 5 0  

重 量 旅 館 向

ｭ 宜 ｉ ｾ ｴ 20 0  V  M H  P  

t n ，Id.t m 50k興 1ft タ} o虫IIt 30  I I I  

カ Ｒ ・ Ｕ 鴎ｾィ ￯ｾｊｊ 60 0  x  6 0 0 x  750 "' ，4.， 

押 釦 式 全 自 酌 軍配 畜 階 上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向1 8 由

M - 1 0 0  

料 理 屈 ホ テ ル 牢 棺 桔 食 間 f苫

e 工 場 向

三 Ｑ ｉ Ｑ 交 ｉｾｻＮ 2 0 0  V  1  11 I、

! n  ｾ ＶＡＮ＠ m IOOk fol， il J シ} d住1τ 3 0 m

カ コ 5綱同'Fl ( ，令'1) 750 ^  7 5 0 '" 9 0 0 陶句

押 釦 式全 自 劃 軍 配 苔 陪 上 下 引 骨

周 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M - 2 0 0  

111 ，父 d t 2 0 Q V  2 11 P  

間 耐 1，1 2  0  0  阿 Ｑｉｊ 吋 ｉｾ ｉ ｾ 3 0 m  

n コ3関山 9 0 0 メ 9 0 0 :-:: 1 0 5 0 " ' ...... 

1'1' 1口まt 宝E 自 軍力週u 王 書 ｲｾｾ ｭ Ｑ 寸

M - 3 0 0  

ニ 付l 交，t. t 2 0 Q V  3 H P  

1"  ，fdl. 1it 3  0  0  ｫｾ＠ Ｑ Ｑｊ ラ ｉｽｩｾ 担 ｉ ｾ 3 0 m  

"コ 5飼1-:.! 1.  0 0 0  x  1  .  0 0 0  x  1 .  2  0  ｏｾ＠

押 釦 式全 自 動 置 転 各 階 層 付

タマb 可工業株式2 盆

大阪市西区京 ｾｉｉ 痢二丁目 三 十 番地

屯 話 441- 4748 ・0209 ・7788 381- 0822 ・2686 ・4527

東 京 支 庖

名古屋支庖

京都営業所

東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9  T E  L 東京 (911) 4253 ・(919) 3062 

名 古 屋 市 中 区 東 陽 町 7- 2 T E L 名古屋 (24)  0  3  7  2  

京都市中京区二条通西洞院西入 T E L  京 都 (23)  9  5  3  2  
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N S 文 字 ー ル ザ V 2，

N Sヨニ 7 ・7" ' - ル q

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 株 式 会 社

金属成型事業部

大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 区 WI 後 111)' (綿 業会 館内) 屯 大 阪 (231) 8088 ・7958

茨木第一工場 大 阪 府 茨 木 di 木 川新! 日 6 0  '，6: 茨木 (07262) 4741  (代)

茨木第二工場 大 阪 li附(.“ω:江干f ;決1反J 木 l市li 太 l川H 上 1肝!リザf' '屯14伝ι ;'J茨y反J イ木ζ(ω07η26臼2) 5叩06臼5.5叩06“6  

本 社 l兵毛J，j似 !

東 京 事 務 所 見点〈京行初仰|日i 千代出 区 (υj九Lヒソレ 4 0 3 号) "逗'必ι;見点点i収反J.: 京(位20凹1) 0閃87万5 . 3却60閃5  

• 

.  :Ji，久に名化しない

. 1' ドびる( 1

'

1

'

1た十、 500%)

・30・C ｾＫ ＷＰ ・ ｃ の他 ｉｈｉ でプじ全に他 川 し Ｑｾ ;る

. 階、 アルカ リに強 い

ドイ ツと ｪｾ ｈＺｲｊＩｎ｜ ｬ により ｉＭＢｉ ， Ｇ ｲＮ (ヒ';L) ，k

烈 込J し タキロ ン化'/ j;j .バ会主i

• 

完 全 な 防 水 に . .  .  
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ハ一口綜期日

地盤の注入に・・.

特許". 冨T・世'91-:1:理

取締役社長 山 崎 悦 ニ

Ｎ ＮＱ也惜の問ｦＮ，ｾ Ｇと沈 下ｼり Ｇ ｪ rI :  

Ｎ 地下水 の［ｾ断 ｉ￭ｬＱ Ｑｉ Ｚと ｩ ｬ￯ｩ ｩ 勇 ｾＩｪ 1卜

. 陪辺地下主、 H12水池ダム守r のi，¥ii湖水|り'j 1ヒ

本 社 東 京 間 千代 ｲｮｲｾ 神間Ａ Ｊ ぅ ｶ ， 町 ｩ 向 Ｙ ( 大平 合ビル 2 ｾ ，Ｎ Ｉ＠

電 話 (201)7691  (!t m 

大臣管 .' ;i iJ正 大 阪 市 東 区 追 悼 町 1 - 4 Ｈ ｾ ｊｉ ピ バｽ

電 叫 { 却2) 6 8 8 4

工 司隠 Ｂ ｾ 時 ・ ｛ｉｩＧ Ｎ ｲＮｴ ｾｴｬ ｾ ｴＨ ｲ､ ｩ［ 町 ＶＯ Ｉ ＱＮ Ｑ 日 電 ， ＺＯ， (% 1 叫 開

ｾ＠



， 

3  

、

強し、. 美しし、

使 い や す い !

。竺三角形鋼管

住 友 金 属 23Aおろも詰ビお

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

れ 学校やビルを初め住宅なとに

もどしどし使われています 。

・すぐれた断面性能 ・パ イプの

強さに角形の使いやすさをプラス

. 両端を閉鎖すれば 内面からの

腐食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

. 仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現代感覚を生かすのに最適です 。
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つ

近代建築

の

三 和 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

建 物 を

ま も り

美 を

くる

］ｩｏｅｊｐ ＡＺｬｾＭ
建設大臣登録

( 卜) 4  0  8  2  

甲 種 ・乙手重防火シャ ッ ター

電動式・手 動 式 ス プ リ ン グ 式

其 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

本 庖 l己山:'idi 久々) ，i l，コエ 23 '，IC { U<  (401)  5  3  4  1  

大 阪 支 庖 尼 崎 ，1， 久 々 加 す コ エ 2 3  ottf t h  ( 401) 5 3 4 1  

大阻所宮集局" '，tt (611 )  5  4  1  2  大阪北宮張所 。ｾ (351)  2  3  0  0  

仰 戸 宮 集 ili Ｇ，ｾ＠ (22)  0  1  8  9  ，医 師 宮 集 所' ，{ e (22)  0  9  0  0  

金 沢 宮 築 研 屯 ( 6 )  5  4  8  1  阜 県宮製所 Ｇ，ｾ 2  0  5  3  

高 松 宮 蕪 所 屯 ( 3 )  • 2  9  0  高知宮 集 所Ｇ，ｾ .( 2 )  1  5  7  6  

国 島 出 残 所 屯 ( 2 ) 0 6 5 9  広 ｓ 宮集 所Ｇ，ｾ ( 4 ) 3 7 5 6  

岡山 宮 ＡｉＡ 所｜ｾ ( 3 ) 9 0 4 9  

九 州 主 庖 制同，) > 地; ! . j j曲 5 T  11 9  ， ，ｾ＠

ノド 倉 宮 換 所' ，" ( 5 )  3  2  0  1  院 本 宮 集 所 屯

宮 崎 宮 集 所 Ｇ，ｾ＠ 2  3  1  4  鹿児島宮泉所 ，ｾ＠
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アスヲアルト防水ほ年限保詮す否

日本アスフアルト防水工業会の仕様による

絡事会ど技術のエ業会員ヘ

日 本 ア ス フ ァ ) [ ， 卜 防 水 工 業 会 員 名 簿 ( イロハI i 蹟)

i也 区 会 社 名 住 JYr f E 話

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K I 札幌市北三条東 4 - 1 |②3 ω ω  

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 附 出 張 所 | 仙台市二日 叩 ー 2 |③7790・②ω

東京都中央区銀幡東 2 - 13 ( 541) 1974- 5  

伊 藤 建 材 K K  東京都台東区渉手田島田177 (871) 5311 ( 841) 5729 

北 条 渥 青 工 業 K K 東京都中央区桜I sT3 ー 7 (551)2676・4382

Y  K  金 岡 輿 業 東京都新宿区柏木 5 ー1172 (361) 5947・(371) 1337

高 山 工 業 K  K  東京都千代印区神間小川町 1- 8 (251) 0161- 3・1301- 2

渥 青 建 材 K  K  東京都中央区銀昼極東 3 - 11 (541) 6945・7834

関 東 地 区

桑 原 建 キオ K  K  東京都文京区新諏訪町 6 (921) 0448・0647

大 和 工 業 K  K  東京都荒川区南千住 6 - 42 (891)  1144- 6・7155- 7

マ サ ル 涯 青 工 業 K K 東京都台東区新坂本町61 (841) 8501・(871) 2851

藤 井 工 業 K  K  東京都文京区林町94 (941) 0271・2582

K  K  柏 商
AてE企h

東京都千代田区神田 同朋町 3 (251) 8867・7517

K  K  金 港 商 庖 横浜市西区高島町 1 ー 1 @7846・8476- 7

| 中 央 建 材 工 業 K K | 名 町 一 町 3 ー12

東 海 地 区 日 本 建 材 興 業 K K 名古屋市西区南押切町 5 ー12

1:附…。
@6860・2574・0415

日 新 工 材 K  K  大阪市西区新聞I北通 l ー17 @3785- 6・2721

マ ル エ ス 工 業 K K 大阪市福島区上福島南 1ー152 ⑮2360・2030

近 倣 地 区 K  K  害百 光 商 庖 大阪市南区塩l町通 2 - 13  ⑫7195- 7・4467

高 山 工 業 K K 大阪営業所 大阪市北区老船10T 2  - 19 ⑩5976- 8  

;青 7)< 興 業 K  K  大阪市北区鶴野町34 ⑫0251- 3  

中 園 地 区 束 中 国 防 水 工 業 Y K 岡山市廃屋UIT22 ③2211 ・6302

工 業 K  ; 1高 松 市 内 鶴 岡T 7

山 本 商 会 松山市萱町 2 - 95 ②2717・8422

日 新 興 業 K  K  延岡市本小路74 4305 

大 同 工 業 K  K  宮崎市繍通 6 - 82 8155- 6  

;IL 1H j:也 lヌ K  K  工 材 ネ士 門司市大里東通10T 目 ⑧ 1468- 9  

安 藤 工 事 K  K  福岡市大浜 1丁目新町95 ②6968・③5765

K K 北 原 建 材 商 会 鹿児島市上之園町62 ③0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市丙l夫新町北通 1- 18  日新て業 K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3  
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株式会社 水 島 商 庖

M I Z U S H I M A  C O .  L T D_  

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区北府江上通 一丁目

京 郎 ・京都市中京区蛸薬師烏九回入
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ビニール加工板

メラミシ加工板

ピ二床タイル

ブソシト合 板
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グッドセンスを

敷こう
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、v

奇2童.緩勾配屋根l さ

軽快たi / 5; イゼ建築枚

Ｘｾ ｊｩｴヌー ＢＰ｟ i' ｉｾＧｉ イド

8j Jjiヨサlテン1レ7ィi 'l

伸 縮 白 地 牧 工 キ ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンクキ完 シ 司ルセ〆ント

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 -*i

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川 区尾久町 6- 101

T  E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 区 掘 上 通 り 3- 39

T  E  L  ( 391)  0924- 5・2045・2079



Ｍあなたのセ ジ スがそのま ιｾ "6 !  

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3 つのデザイン

. ダ イ ナ ミ ッ ク タ ッ チ ・ や わ ら か い 甘 い ム ー ド . 端 正 な 感 触 ・

ジュピタ ー L  1  3 0 5 一一一一ヴイナス L  1  2  2  3一一一一一一アポ ロ L  1  3 0 6 一一一一一一

陶器 ・金具セ y ト 陶器 ・金具セッ ト 陶器 ・金具セ ット

l  級，￥ 15，400 並級￥ 13，900 1級￥ 15，000 並級￥ 13，560 1級￥ 14，200 並級￥ 12，700

.:..7ogoおI<i 東洋陶器株式会社

本 社 / 小 倉 工 場 / 小 倉 、 茅 ケ 崎 、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高閲橋 T el (231) 4518 - 9  

1  4  2  4  

強さを!

フラス・

床が一段と強〈 美 しくな

りました 技術の川 口ゴム

が完成した くロンタイルH>!

O傷 がつきにくい ・・・…・

0 すぐれた 耐摩耗性.... .

す

0 規準12色のソフトな色彩 |  マ

O施工か商 単 です ・-

川 口コ'ムのくロンタイル H >

は 安心して使える一番新

しい床材です 11

寸法- 30. 3X 30. 3纏 X 2 糎 : 色 ー12色

川 口 コ ム

工業株式会社

本 社 東 京 都 車 内 区 本 国 四 ツ 木 町 54

電 話 東 京 697 J 代 袈 6 1  4  1  

東 京営穣所 東 京 都千代図 区 神田ｾ ｾ 永 町 Ｑ Ｓ

電 話 車 京 291  ) 代表4941 ( 川 口ビル〉

大 阪 営 聾 所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 33

電 話 大 阪 (271 ) 4  3  5  8 →4  3  5  9  



大

阪

市

東

区

北

浜

き郵 便 は が

5 円 切 手 を

お貼 り下 さい

日

木

建

築

協

「

建

築

と

社

会

ー

一

す

七

会員 の頁へどしどし

お便りを.ノ
ム

一A

会

員

の

頁

欄

イ7

ｉｉ￟ｲ ｮＳ Ｘ ｾ 下正月号より ， ζ の ｭｾ と

社会」誌に新ら しく「会口の五」州

を設けまして，会日の持さんの戸を

のせております。

協会に対する注文，jl;j il京大J ζ 対する

! ぷ忠，どな兄，ｾｾ喜界のいろいろ な

問胞に対するご感想} ，その他何でも

よいですから ，どしどしお便りをお

よせ下さい。 ￭ 会員のＱＧｻ ｊ 問にｾ録

していきます。字数はハガキに古け

る程度でよいと思います。とのハカや

キをご利用下され(1がし、です。

、，

ｮ 木ｾ策協会編集委品会



..-

会員の 11ヘど しどし

お便りを.ノ

可イ

乙のハカe キをど利用下さし、。

1 字 数 600字以内( 原則! として)

長くなる場合は別 lζ 下紙

でお送り下さい。

fl 由。とりあえず 2 刀号

としては，来る 1月lsn

までにねがいます。

それ以後至IJZi ' 分は ， 3刀

号以降 1(. のせます。

内容も門仕lです。

掲載号をー冊呈上いたし

ます。

とく1 ' ，の場合はその旨 lリ]

記の乙と。

打1. 1切

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  

会 員 の 頁 原 稿

. ，. "  

'!-1-

赦

1. 内

1 掲

1. とくグ1
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会 告

新 年 午 餐 会

区 書 出 版

v  

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン

ク ー ル 入 選 者

.，..... 

新 年 午 餐 開 催 通 短
4

2

 

新年午餐会を下記により開催いたします。恒例により昨年 II } H乙国家

褒立を受けられました東畑副会長外の会員の方々をお招きしてお腹びを

申し上げるとともに左藤大阪府知事殿のど臨席を得て府政に関し極々参

考となるお話を伺う乙とにいたしております。 何卒多数お議い合せの上

ど出席下さいますようお防lい申します。

記

1. と き 1)=j 16 日( 水) 11時半一一 1 1時半

1. と 乙 ろ 大阪l l ¥設会館 61経( 東区天判的号南言1;)

1. 会 7![ Y  800  

1. 申 込 1  )=j 14 日まで事務局宛お申込み下さし、。

「建 築 基 準 法 及 び 関 係 法 令 早 見 一 覧 表」発刊

先年来待裂されておりました掲題図書は，その後基準法並に| 刻係法令

の改正のため延び延ひ、となっておりましたが，乙のたびいよいよ発刊の

迩びとなりました。特殊建築物の設計 lζ 当って，関連法規を一つ一つ探

し出す苦労については，会員諸君もど経験済みの乙とと存じますが，本

書は ζ の悩みを解消するのに充分役立つものと信じます。なお大阪府，

京都府，兵庫県の関係条令，和! 則も対照しでありますので，関係者にと

って絶好な便利な参考沓となる乙とと期待いたしております。

1. 型 式 B 5  )坂 1 頁 数 約 8 0 立

1. 内 容 特殊建築物について建築基準法及び関係法令の制定を

各項目侮 lζ 条文概要をまとめて対照記載。

1. 定 仙 普 350 干 子50 1. 会員特価 Y  300  〒 ￥50

第 8 回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入 選 者 発 表

設計課題 削II'!'-P::. l l ¥つ学生のためのボートハウス

応募作品 24絞 94点

審 査 会 l昭和37年 10月8 日午後 211寺一- 6 11与 於本会 41椅集会室

審 査 委 員 長 清 水 和 弥

委 員 足 立 孝，上田光雄，海上静ー，回村克弘，

鳥田家弘，長沢i放夫，彦谷邦一，吉岡占雄

入 選 者

- 新潟県立高田工業高等学校 ( 3 点入選)

〔最俊秀日) (  3 年 商 品 忠 夫 2 1.手

l 2年 斎 藤 康 夫 2年

〔341Z 風 間 禿 公 2 年

2 年 ifi 山 武 2 年

[  ｾ 年風間秀公 Ｒ 年
2 年 村山 陽 子

、
、，，
，

、
、
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，
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t
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r

r

r

r
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L
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L
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J
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〆

l

、

r
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1

i

l

J

、t

l

l

ノ

、
ーーノ

郎

旦

男

彦

磁

一

千

逸

保

純

忠場

川

山

沢

中

馬

石

丸

岡

問

- 早稲聞大学工業高等学校( 入選 1 点)

｛ｾ 年木下二郎 Ｓ 年奈川武志、
3  i l三樹チ| 輝行 3 年 背 木 敏 次 I ( 共同製作)

3 年 平 根 一 二 三 ノ

・名古屋市立工芸高等学校( 入選 3 点)

3 年 宮 島 和 彦 3 年 村 瀬 正 3 1手 児 品 誓

・利.15長川県立神奈川工業高等学校( 入送 1 点) 3 年 矢 島 英 臣

・大阪市立都品第二工業高等学校( 入選 l 点) 4 年 連 11m:!;

- 三 重 県 立 伊 勢 工 業 高 等 学 校 ( 入 選 1 点) 3 年 内 国 )1瓜三



謹 賀 新 年 昭 和 38 年 元 旦 ( 50音順)

青 盛 繁 男

， 

伊 藤 錆 一

広 島 市 鉄 砲 l町 1  0  8  日建設計工務抹式会社 取締役社長

背 路 建 材 株 式 会 社 取締役社長

安 藤
-ヲ争←玉

雄 ぐ 猪 飼 幸 ;欠 fls 

大日本土木 株 式 会 社 専 務 取 締 役

大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9- 72

江東電気工業株式会社取締役社長

L  赤 キ公 修 飯 田 精 次 fls 

{附赤松菅野建築設計事務所代表取締役 大 阪 市 北 区 宮 間 IIIJ 9  

自 宅 盤 中 市 千 里 図 2 - 1 8 6 共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長
v  

j主 井 員 I・ロh  池 田 宮 彦

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3  7  

自 宅 堺 市 上 野 芝 向 ケ 丘 町 4 丁

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 次 長

う(

j芙 海 正 雄 石 )11 良 興

自宅宝塚市切畑字長尾111
2

-
1 6 1

大 阪 市 凶 区 土 佐 堀 通 l ー16

口本冷熱工産株式会社 代 表 取 締 役

浅 里子 重 太 fls J  石 )11 覧

一 .  

大 阪 市 北 区b: ; EEI I町 30 大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 11汀 1 1 1

第一工業株式会社大阪支庖支庖長 石 川 建 築 事 務 所 長

井 上 福 蔵
一

円 イ変 fl s  

自 宅 枚 岡 市 石 切 山 荘

名 古 屋 市 中 区 南 大 作 通 4ー1

社団法人 日本建築協会東海支部長

、対

五 十 j東 芳 雄

ｾ＠
村 騰

寸

株 式 会 社 大 ゃ4 非且

大 阪 市 北 区 船 ケ 校 IIIJ 2  5  

中央屯気工業株式会社取締役社民

伊 丹 久
=口と

岩 佐 直 則

大 阪 市 東 区 両 替 IIIJ 1 ー 1 3  
有尼自 会崎社西市宮岩市西佐上建本[r築l 子設間J 7 - 2 6 8  

株式会社 藤 木 工 務 応 専 務 収 締 役

|宅波 尉計事2 ー務1所15 

伊 東 正 也 岩 崎 甚 太 fls 

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 2 - 6 大 阪 市 東 区 京 続 3 - 75

伊 東 建 築 設 計 事 務 所 所 長 株 式 会 社 大 林 組 工 務 監 怪



謹 賀 新 年 昭 和 38 年 元 E ( 50音順)

浦 辺 鎮 太 虫B 大 林 芳 fls 

倉 敷 主主 築 研
yク，'[.

所

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7  5  

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

j章 手lj
一 岡 fls 

内外木材工業株式会社専務取締役 株 式 会 社 岡 組 取 締 役 社 長

尾 亀 清 四 fls 【a 岡 本 美 男

す
株 式 会 社 三 晃 閥 会 専 務 取 締 役 株式会社 巴 商 会 常 務 取 締 役

尾 崎 久 助 岡 本 ff 善

日建設計工務株式会社 取締役会長

大 阪 市 西 区 阿 渡 座 南 通 2- 58

抹式会社I昭和建築設計事務所社長

尾 崎 博
一 し 奥 キす 太 平

、，

大 阪 市 北 区 茶 屋 III J 3  8  大 阪 市 阿 倍 野 区 松 崎 町 1- 51

旭化工板製造抹式会社取締役社長 株 式 会 社 奥 村 組 取 締 役 社 長

置 塩
z馬1%.主

海 上 静 一

置 塩 光
大阪市南区銀谷仲之町62 (市} I¥ビノレ)

置 塩 建 築 事 務 所 株 式 会 社 海 上 静 ー 建 築 事 務 所

大 井 日ム
Z'LロA  

fls 笠 原 梯 1ムロ‘  fls 

γ  

大附電阪大市井話北灰宗是号|町44 第一ピノレ 2 階役
大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 ー 7 4

建築大設 事務剛所 代表取締

阪 4  2 2 0・μψノノ
f t t  

田島応用化工株式会社大阪 出 張 所

大 木 末 ;欠
相 岡 十 介

大 木 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 所 大阪市東淀川¥X. -1"三西之町 1- 175 電話側0231- 5

， 
常務取締役支庖長 阪急電気工事株式会社専務取締役

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社 梶 本 秀 尾

大 阪 市 北 ! 玄 堂 品 浜 辺 1- 25

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 l町 392

八千代電設工業株式会社取締役社長

大
j畢 幸 平

¥ 金
光 五 fls 

大 阪 市 東 区 今 橋 5- 2

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社

大 幸 建 設 株 式 会 社 取 締 役社長
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駒 敬

t  )1 1  ロ 哲 雄

駒 日 出 男

兵 庫 県 尼 崎 市 南 竹 谷 UIJ 2- 89 大阪市天王寺区椎寺町46 電話例4419

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出張所長 駒 一 級 建 築 士 事 務 所

、， 

河 井 覚 ヲム 佐 藤 重 夫

河 井 建 築 設 計 事 務 所
広広広島島大島市市学千工富学士岡見郎町建町3築宮丁学士見科目教住電話41工@学電 1161 

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町 15
自宅 授 宅 博 話 士③6429 

河 j章 宣
之 助 佐 藤 辰 夫

t  

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 - 24

内外木材 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

河 津 装 飾 株 式 会 社 社 長

v  

木 下 園 男 佐 藤 太

株 式 会 社 内 外 写 真 取 締 役社長 大 阪 市. 北 区 南 扇 町 11

大阪市北区堂島北町 16 電話側)9058 近級電気工事株式会社取締役会長

、

木 下 光 雄 佐 里子 正
一

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 - 5 株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所

株式会社 木 下 謹 三 商 応 大 阪 市 東 区 淡 路 町 2 - 34

木 戸 口 信 義 雑 賀 孝 夫

大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 郷 町 54 和 歌 山 市 小 松 原 通 5 - 1

大洋建設工業株式会社 取締役社長 側雑賀丈t築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

、城
戸 七 太 El s  斉 藤 光 夫

大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 2 - 2 大 阪 市 北 灰 宮 田 町 16
、ィ

清水建設(同大阪支応常務取締役主阪支応長 株 式 会 社 三 晃 商 会 取 締 役 社 長

林 f尋 言、 坂 内 幾 男

大 阪 市 北 灰 堂 応 北 町 20 大阪市西淀川| ズ御幣島中1- 2 電話。700763

小 林 得 志 建 築 事 務 所 所 長 株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所

松 次 自H 榊 ヲム 美

1也 問 市 建 石 H汀 1 8 0  

大 阪 市 東 区 桜i 郷 2 - 48

東西建築サービス株式会社 副社長

鴻 池 藤
一

員 刀く 直 義

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  貞 永 建 築 士 事 務 所 所 長

株式会社l ¥n i也 組 取 締 役 社 長 兵庫県川西市川l茂字柚木谷5番地の 1
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=an又a  楽 貞 仙 田 四 as 

大阪市東区伏見町 2 - 22 青山ビ、ノレ
大関西阪暖市房工住業吉株式区会万社代取東締役6社- 長3  

設 楽 m 2誕 事 務 所
19 宅 堺 市 東 上 野 芝 町 2 丁 174

j史 谷 幸 雄 回 中 政

ru 築 金 物 製 作 卸
大阪市城東区野江東之町 4 ー 104

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社
大島応用化学工業( 附取締役社長

島 村 佐 次 rm 
、

田 辺 信

す

和 歌 山 市四若干 丁 氾話②3338

西口木建設業保証株式会社社長

村 m 築 ;J'r， 所

白 ヰ多 嘉 明 高 木 幹 祐

自宅神戸市東灘医木山町野容 19ー1

大阪市西区籾木町 1 ー77 (八幡製鉄ビノレ 3 1幣)

八幡工コンスチー J レ岡大阪営業所技術課長

庄 聖子 勝 局 須 j其
一 as 

大 阪 市 南 IX. 鍛 谷 仲 之 町 57
大 阪 市 北 区 中 之 島 4 - 39

不 動 iill 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株式会社朝日工業社代表取締役社長

須 賀 豊
E，i口A  

.E! s  高 橋 慶 夫

大須白 賀阪宅工市業西西株?F::E式土市会佐社殿痢山取i締El町役1ー社長14 
大株宅式阪会大社市阪大市西阪東建淀|文築川事京区務相所町川取掘中締i E2役2-社ー75 

(1 ｾ＠ :k1YXr!im:iAJlIlR;j{j JIlri-' iill
2

-
2

長

- 4  

菅 谷 郎 竹 腰 健 造

ヲv

大 阪 市 西 |文 江 戸 期 1 - 60 
大 阪 市 北 区 堂 品 rl l 2  - 37 

( 附大阪電気商会大阪| 暖房商会取締役社長
双 産 社 竹 l法 建 築 事 務 所 所 長

キ多 本 裕 竹 中 錬 一

大阪市北灰堂向上3ー10 屯話側3468
大 阪 市 北 区 堂 山 中 2 - 30 

岡松田平田設計事務所大阪出張所長
株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 取 締 役 社長

鈴 木 清 市 千 原 大 五 as 

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1- 14
東京係港区赤坂溜池町30 (溜池東急、ビソレ) 屯話仰08 160

株 式 会 社 ケ ン トク 取締役社長
(附大| 奴建築事務所東京支所取締役所長

銭 局 輝 之 知 見 義 夫

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 3 - 2
大阪市西区土佐堀iill 1ー1大同ビノレ内

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長
株式会社斎藤省三商応大阪支府長
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地 頭 政 人 西 向島 徳 太 !l s  

大阪市北区若松町30 包詰号制1) 9004 ・9016 ・4825 大 阪 市 西 区 京 11汀 掘 2 - 75

株式会社小俣製作所大阪支庖取締役支庖長 株式会社大阪正t築事務所常務取締役

塚 本 猛 次 西 田 義 !l s  

大 阪 市 東 区 横 掘 2 - 38 大 阪 府 岸 和 田 市 加 守 町 626 ー 1

日建設計工務株式会社取締役副社長 株 式 会 社 西 国 工 務 応 取 締 役 社 長

C  
戸 回 賢

一
伴 秀 雄

大 阪 市 南 区 l順 陵 町 通 4 - 25 大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4- 44

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 附 常 務 取 締 役 株式会社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖
マ

東 畑 謙 日 景
一 Bs 

大阪市東区伏見町5ー 19 ' t量諮問0391 大 阪 市 北 区 梅 田 8 ( 新阪急ビノレ)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 所 長 高砂熱学工業l州大阪支庖取締役大阪支庖長

とも の

伴 里子 音量 太 彦 谷 手日
一

大阪市北区芝田町65ー 1 初回商工中金ピノレ 大阪市東区備後町 4 ( 神戸銀行大阪ビル)

本 田 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役 彦 谷 建 築 設 計 事 務 所

/' 
2FTbミz  

良 俊 平 平 田 作 太 !l s  

(  

大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 IUJ 2- 46 株式会社 平 田 タ イ ル 副 社 長

株式会社 土 1U j何 回 代 表 取 締 役 大 阪 市 西 区 阿 波 座 CIJ 1- 5  

内 藤 資 忠 平 山 尽 平

京 都 市 左 京 区 間 中 大 根 町 13 大 阪 市 西 区 江 戸 郷 2 - 2

株式会社内藤建築事務所代表取締役 平 山 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長
ベ

/ 中
原 茂 康 田 賓

建 設 省 近f民地方建設局官級郎長

大 阪 市 旭 区 大 宮 111} 9  - 27 

京 阪 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

長 尾 正 大 福 田 朝 生

大阪市大淀区天神橋筋6- 5(天六阪急ヒ、ノレ) 大 阪 市 北 区 堂 品 中 2 - 37

日 本 エ レ ベ ー タ ー 工 業 株 式 会 社 双星社竹股9 -H 従 事 務 所 次 長

西 島 修
=Et  3  福 刀く 薫

協同金属工業株式会社取締役社長

株式会社福永建築設計事務所代表取締役

自 宅 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 2 - 37
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藤 木 正 一 キ公 本 大 平

大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 13 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ー 74

株式会社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社長 田島応用化工株式会社 大 阪出張所

， 

p -藤

原 巧 宅 昭 栄

大阪市東区今橋 1ー 14 屯話閥3264- 5 大 阪 市 東 区 本 町 1 - 15

l凶 増 岡組 大阪支庖 取締役支庖長 宅 電 気 株 式 会 社

藤 村 ｾ＠ 主円

一 光 井 福 松

す

大 阪 市 北 区 永 楽 町 8 (日 産 ビJ レ) 大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1- 55

附日新建築設計事務所 代 表取締役 ヒー ロー化 学 工 業 所 代 表取締役

宝 来 佐 市 El s  7.1< 本 稔

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7  5  株式会社 竹 中 工 務 庖

株式会社 大 林 高E 自宅 宝 塚 市 小 林 字 白 砂 里 32

dι 

星 贋 文
， 

'(: '  

南 覧
一

玉jL 和 建 設 株 式 会 社 常務取締役

和 歌 山 市 北 町 28 (木町 4 丁目)

南 電 設 株 式 会 社 代表取締役

本 田 史 El s  ヰサ 石 秋 =Et  コ

大阪市北区芝田町65の1 (梅 田中金 ヒソレ) 大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 3- 20

本 田 工 業 株 式 会 社 取締役社長 浪: i i l i . - 合板 株 式 会 社 代 表取締役

Q町 田 信 ='iロa  キサ 島 良 雄

.，._ 大阪市南区)1即泉町通4- 25 Ｈｊ 脱皮 ｉ Ｑ 汀 三平 ｾ ｉ ビ ｊ レ Ｉ 大阪 市北 区堂島 ｾｉｊ 2  - 38 

東 洋 リノリュー ム (附 取締役社長 I附藤 田組大阪支庖 常務取締役大阪支応 j乏

松 田
EEヨヨ

平

室 谷 山 7}く

キ公 田 )1国 =にとコ

福東株京岡式出市会張所下社 回松 l田町 2  谷(3lp区1] 治2穏j屋E回務ヒ1ソレ所)  

東京都設渋 ー?

株式会社 室 谷 商 庖 社 長

キ2 キす 雄
士E主'i ク 望 田 忠 夫

株式会社 松 村 組 取 締役社長

大 阪 市 東 区 平 野 町 2 - 40 

宮 家 建 築 設 計 事 務 所

キ公 本 幸 夫 森 )'1 宣1=ョ イモ 之 助

大 阪 市 北 区 老 総 町 1 - 3 池 田市中之島町1ー1電話0727① 8149

松 本 建 設 株 式 会 社 森 川 ー 級 建 築 士 事 務 所
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i¥ 十 島 健

一
山 本

zRtz Z  

太 ils 

西 宮 市 甲 子 園 2 - 2  4  
株大自式宅阪会社大市阪ヤ北 区気区西商*堀会塚 川E締q  町 15  

マ ト電ゴロコゴ 取 役社長

市住 山 4 - 21

。 株式会社
矢橋大理石商庖 大阪出張所 手口 田 村 太 ils 

大阪市東区高麗橋2- 9 (野村ビ J レ) 電話側4257 ・4258 浪速建材工業株式会社取締役社長

山 本 j契 若 林 繁
=Et  3  

山本言葉業化工i株式会社 取締役社長

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川 崎町 2- 6

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社

『守

山 本 義 樹 鷲 尾 健

株 式 会 社 銭 高 ｾ ［ｬｬＮ＠
大電自宅|波話大京学都京工市左都学京部区⑬構一築乗寺4工出学6口教町5 室43  6  

謹 賀 新 年 昭 和 38 年 元 旦 ( 追加分 . Wl 不問)

14  稲 垣 岐 田 キす 史 ils 

株 式 会 社 大 林 ｾ ［ｬｬＮ＠
大 阪 市 西 区 京 IUJ 掘 1 ー 1 7 0

ネ土凶法人 日本建材協会常務理事 可《

坂 倉 準 建 築 研 究 所

t  

向 井 保 晴

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 ー 1 2 2

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社

電話刷 0 0 2 2 ・2 2  6  9 ・3 4 1 4  

本 庄 ヨム 樹 Ｊｾ＠ 尾 陽 雄

株 式 会 社 三 晃 商 会 内外アスベス ト附大阪支庖 取締役支j苫長

自 宅 箕 面 市 桜 ケ 丘 3 7 5 大 阪 市 都 島 区 都 島 北 辺 1ー 14



美 し い 床 ・…

しかむ氷い間耐える Ｔ ｊｾ が特長です 。 ｦ 受れた製品と

し て 皆 保 に 御 満 足l問える娘、放日 :J の 地 工 技 術 を J守

って 弊社て. _-i' if壬，b車工を致しておリます。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

ロ

グ

呈

上

)

株 式 会 社 桂

)商

本社 大 阪 市 大 淀 区 国 分 寺 H町 1 丁 目 1 ( f干地

fG 話 (351) 6  6  2  5 ・7 7 7 8 - 9

分室 大 阪 市 大 淀 区 天 満 続 筋 六 丁 目 1 2  

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ートピ7EII

上枠 ・上扉 下枠 ・下院

( ピポット ・ヒンヂ持出し吊り型)

{ カタログ御入問の節は御中込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 桃 沼 町 1 の 4 6  需品布! a ( 721) 7 7 1 3 - 4  

東京邸干代悶区神田三崎 町 2 0) 26 包 括 東 京 り32日310 ( 301)凹 03



- 英 しい 色 とムー トのあ ふれる アクリドアー はフレーム

ヒンヂ ・ハ ン ドノレも mみ合せた セ y トA-Aとな り一層 お{史

い易くなりました

. 1前I Hi. に応じて普及品と様準品が ー.

. ぉ・ il!; 屋の雰囲気に 7 .，/ チした美しい 色 も多 数i収tl iiiλ てあ

ります

. #rしい建 築には析しい セ ンスの ドアーを お選 び下さい

新建築の名演出家

三菱レイヨンの
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イ ン ス タ ン ト ハ ウ ス か ら 本 建 築 ま で .ゲ

最新の設備と

優秀な技術を誇る

(卜)第4 1 3 3号

、
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ご ざ い ま す

住宅美来工事の創始者

'1 

ビ ル デ ィ ン グ の 洗 浄 工 事l

美 素 工 業 所

標〉

大 阪 市 東 区 瓦 町 エ 丁 目 〈三和ピル)

竃 属 (231)5888.4938 (111)8050 (281)0617 

ビルディング清掃・一般管理

美素建物管理株式会社

大 阪 市 東 区 本 町 二 丁 目 五

電 信 (201) 4010 ・4019 ・0611

A

ノ

編 集 委 員 一 同

木 造 建 築 洗 浄 ・ 質 素 仕 上 工 事

株 式

会 社

商録〈登

し て お め で とあ げ ま



ア

ー
、守

， 

ヤ

特 別 広 告 載 掲 業 者 目 次

〈順不周〉

昭 和 3 8 年 正 月 号

砂昭和37年 中に駿工した新建築

K K竹中工務后 ・・…・・・・・ ・ー .. .・H ・… … ... 16

清水建 設KK................... ..... ... .. .. ........ .. .. ..17

鹿島建設KK................. 一一……- ・・・…・ .18
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小林得志建築事務所ー・ーー … … . ...・ H ・....… ・… 27

東海興業K K・一・・ 0 ・・..・・・・ ・・・・・・・…・・・・・・・・・…・・…… 28

白 恥



玄関 ( GDAL)  

事務所

間仕切に.

扉 躍の専門メーカー

23谷 山 製 作 所

本 社 ・工 場 大 阪 市 東 淀 川 区三 1I t鹿北町4・44

官自 信 (302) 代 1 7 7 1 - 5

東 京 営 業 所 東 京 都 港 区 芝 汐 留 13 - 5

1'01 話 (581) 7345 ・(431) 3742 

名 古 屋 営 業 所 名 古 鹿 市 中 区 大 池 町 3- 6

電 話 ( 24 ) 代 9281 ・9744

可々

、4
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昭和3 ワ年中に竣エした新建築 P R

、，

乙の即の写真は左右逆であります。



井 信 託 ビ ノレ
ア イ

ン ゲ

位 計 三 井 信 徒 銀 行 本 底 総 務 部

株式会社 竹 中 工 務 底 股 計 部

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

16 

所 在 地 大 阪 r1j J.t!区 Jt 浜2 丁円 221骨地

敷地面杭 1. 417. 93別口 ( 428. 92坪)

処理匹商品在 1. 257.  85m"  (  380. 50坪)

延 面 積 14. 226. 05"m" (4. 303. 38月)

h?t .i 宜脱線 鉄骨鉄筋コンクリート逃，地

下 3 階，地上 8 階

綾 工 口 昭 和 3 7 年 1 1 月 1 6 日

吋



1防

ヤ

株式会社 大 |坂
ム、

ヱミ
館

股 骨 十 岸 田 日 出 刀

施 工 清 水 建 設 株 式 会 社 大阪支庖

所 在 地 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 27

敷地面積 7， 0  6  0  m"  

l . l l 寝而前 4， 1  7 6.  2 8 m"  

延 而 m 1  3， 4  4  5.  2  m"  

構造販娘 鉄筋コンクリート治，地

下 l 階，地上 l 階

峻 工 日 附有I 37 年 10 月 30 日

17 



- ' " ホ¥

住 友 銀l 行

役ア日;股;:二〉

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

レ

18 

、

所 在 地 太 阪 市 西 区 江 戸 刷 北 通 リ 3 f 自 l のl

敷地部品，ｾ 690.416m"  (  208. 85坪)

u寝 雨 続 173. 85 t f  

延 而 杭 5，252.  578m
o  

( 1. 588.  91珂)

締法脱線 鉄 ＱＧｾ 鉄筋コンクリート法 ，地下 Ｑ 階

地上 8 階 ，l i'ill!付

竣 工 日 附 和 3 7 年 6 月 3 0 A  

守

ｾ＠



下r

ヤ

lYr.{E 地 大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 T 厨1458の l

敷地面邸 4， 7  1 8 m
2  

辿 策商品 ， ｾ 1. 6  6 4 m2  

延 面 積 6， 2  0  2  m"  

構 造 脱 線 鉄tt 鉄筋コンクリート i自，地下 l 階 日本 専 売 公 社 大 阪 地 方 局 事 務 所

地上 5 階

設 計 臼 建 段 針 工 務 株 式 会 社

竣 工 円 昭 和 3 7 年 1 1 刀

施 工 株式会社 奥 村 市旦

19 



ｾ ［木 田 イ
ン

ア
ピ ノレ

段 計 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 戸 田 組

20 

寸7

所 (E 地 太 阪 市 東 区 制1&町2

丁目 50

敷地面積 2 3 1. 4 6 円

建積而政 2  1  O. 9 0 ft' 

延 而 脱 2.  4  3  4. 2  0 叶'

摘 造 鋭 股 鉄 竹 ・鉄筋コンクリ イ

ー ト造 ，地下 3 階，

地上 8 階 . 11'.昆 4 階

唆 工 11 昭和 37 年 II 月9 日

グ、



一一ー一ー一、司

甲町

所 在 地 ! w 市 金 岡 町

敷地面積 1  5. 0 0  0  m
2  

砧築而1'/1 L  5 2  0  m"  
八 幡 製 鉄 中 百 舌 鳥 独 身 寮

延 而 m 6. 200111"  
段 計 大 阪 建 築 事 務 所

締 法 鋭 股 鉄 筋 コ ン 9 リート i車，地上 6

階 I Ａｾ昆 Ｒ 階
施 工 株 式 会 社 間 組

竣 工 LI 1刑 事1 3  7  ｾｉＧ＠ 4 月 5 11  

21 



新 梅 ヶ 枝 ピ ル

設 計 村 野 ・森 建 築 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 北 区 悔 ケ 技 町

敷地面積 6  9 9.  9 6  m"  

他郷市l 獄 5  9  4. 0  m
2  

延 偏 在'1 4. 1  6  8.  2  3  0 1 "  

m治則般 R . C 逃 ，地下 I 階，

地上 6階 . I古屋 2 階

竣 工 円 昭 和 3 7 年 7 IJ 

施工 大日本土木( 株) 大阪支庖

梅 岡 商 中 金 ビ ル

所 在 地 大 阪 市 北 区 芝 山 町

政地lfii 敏 4  9 8.  2  2  3  0 1
2  

1J l ' 約面積 383.  0 4  0 1 2  

延 I面 積 3. 1  5  6. 7  7 2 m
2  

1M造線際 鉄1"t ・鉄 筋 コ ン ク リ ー

ト造，地下 1 階，地上

7 階

唆 工 n 昭 和 3 7 年 9 月

設計施工

大 日 本 土 木 ( 株) 大 阪 支 庖

す

ｾ＠



所 在 地 和 歌 山 県 議 園 町 5 丁目 50番地

敷地面積 2， 0 2 8  m
2  

和 歌 山 県 農 協 会 館

建築面積 1， 1 7 9 m"  
設 計 株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所

延 面 積 7， 2  9  9  m"  

m造線総 鉄筋コンクリート造，一部鉄 施 工 矢 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

' F t 鉄筋コンクリ ー ト造 ，地下

千 1 階，地上 5 階，屋階 3 階

峻工日 ＱｾＱ 初 Ｓ 7 年 1 1 月 2 0 日

--------

、》ノ

23 
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所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町163

敵地面積 3 4  5.  0  m"  

旭策面駁 3  1  3.  7  m'  

延 首 脳 3. 4  56.  1  m
2  

構造規様 鉄.n鉄筋コンクリート造

地下 2 階 ，地上白階

竣 工 日 昭 和 36 年 11 月 27 日

近 藤 ビ ル デ イ ン グ 段 計 彦 谷 建 築 股 計 事 務 所 施 工 不 ニ 建 設 株 式 会 社

24 



「千

y  

所 在 地 大 阪 市 北 区 若 松 町 7 番地

敷地面積 1， 7  9  5.  0  7  m'  

ｾ策商政 5  6  4.  8 9  m'  

延 面 積 2. 2  7  l. 8  2  IT. 2 

構造波紋 鉄筋コンクリート造 ，地

上 4 階建，一郎 5 階 建

竣 工 日 昭 和 37 年 10 月 25 日

大 阪 府 天 満 警 察 署 設 計 株式会社竹内建築事務所 施工 株 式 会 社 同 組

25 



所 在 地 西 宮 市 両 度 町 61

敷地而f 1l 1， 2  2  7.  0  0  m
2  

西 宮 市 立 中 央 公 民 館

役 計 池 亀 建 築 殴 計 事 務 所

監理者 西 宮 市 建 段 部 建 築 工 事 態

l . s 積面積 6  0  6. 4 0 m2  

ザ

造
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'
a

炉
、
u

5

階
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刊

4
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4
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- . : J  

可

所 在 地 京 都 市 伏 見 区 繊 大 路 下 三 柏

促原町53積地

敷地面積 14，220.  28m
2

(4， 309. 19坪)

建築面積 2，023. 06m
2

(  611. 97坪)

延 面 積 3，605， 9Om" ( 1， 090.  77坪)

構造規娘鉄筋コンクリ - r ， 1 階，

2 階，地下 1 階

竣 工 目 昭 和 3 7 年 7 年 10 日

_..， 

松 本 治 六 郎 商 広 場 詰 工 場

設 計 小 林 得 志 建 築 事 務 所

施 工 直 営



業 株 式 会 社 医 薬 事 業 部 茨 木 工 場

股 針 日 建 股 針 工 務 株 式 会 社

施 工 東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

28 

所 在 地 吉 正 木 市 大 下 厳 垣 内 151番 地

敷地面積 66.  9 8 0  m"  

主l ! 策面積

延 面 積

9. 6  4  9. 6  m"  

1  8. 1  9 5  m"  

榊造* 続鉄筋コンクリート ii!t ，地上

2階，一部鉄1' ，造，一部地

下水柵および上部民板張ダ

。トスペース

竣 工 日 昭 和 37 年 11 月 30 日

Pヤ

' . (  
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第 8 回

工 高 生 デ ザ イ ン

コ ン ク ー ル

入 選 作

課題 : 湖畔に建つ学生のための ボー

トハ ウ ス 主催 日 本 建 築 協 会

工高生デザイ ンコンウール入選賞牌

傑題コンク ーJ レも 8 年の歴史を有する E ととなり ，

「工業高等学校建築科生徒の設計技能の向上奨励J

Ic f j しております。一層本事業を意義あ らしめるた

め「入選賞牌の製作J について教育委員会( 委員長

中原氏) で検討を置ね実施担当は工高生デザインコ

ンクール小委員会( 主位杉本絡 . ｾｮ 吉田Ａｊｩ Ｎ 押 ｬ 田

幸次郎 ，寺岡n. 奥山刊I治郎 ，斉藤粉) で，原裂の

作成について杉本格，吉岡 E目阿餐貝が中心となって

的年来努力を重ねてまいりました。昭事137年 4 月 IC

ｊ ｨｩ ｾ 荘を決定し ， それが製造については ， 大阪造ＧＱＧＨ ｦ 応

に寄託して 8 月初めより原型の作成の作業 I cj 号本，

吉岡両安員が立合うなど鋭意製作への努力を積み1 f f

ねてようやく 10月末に完成いたしました。

:T: s中の原案は ， サモ トラケで発見された 「ニ ケの

倣」 をモチ ー7 としたものであります。 「ニケ の

倣」は紀元前 360年デメトリオス ・ポリオルケテス

が， 勝利をあげた海戦を記念して車IJ られたといわ

れ，天ffi の命 ICより飛測する勝利の女神であ って，

その爽は 「ニケ J の生命を象徴しております。 E の

:J:t 牌が学生緒君の若い意欲と前IJ 造の形成に役立つな

らばとの 希望を込めて， 製作されたものでありま

す。今回の入選者 IcJ !i' i皇し . C んど毎回の入選者に

お附りいたします。

位 計 要 件

a  敷地および建築の面積 敷地の大きさ ，

地形および建築の商積は自由とする。

b  所要' 主および設備

(l J 休 恕 笠

121 脱衣室( 男女を区分し ， ロッカー

はそれぞれ15人づっとする。)

131 便所 . " / ャワ ( 男女を区分する

乙と。)

( ， ) 泌 沸 場

(5) その他必要と息われる室

(6) 桟 橋

17) 学生の宿泊設備 ・管理室 ・艇DJl ・

倉庫はZI IWICあるものとし ，図面

IC表現する必要はない。

C .  構造および階数 自由とする。

所 要 図 面 ( 単位01)

a. 平 面 図 縮 尺 100分の l

b  立 面 図 縮 尺 100分の1( f! i l 2而以上〉

C . 送 視 図 仕 上 は 自 由 と す る 。

d 目 i役割概要図面の余白に 100 ・F 以内で阿

明 IC氾入する E と。

1  

29 



審査経過 審査会は ，昭和37年10月8 日午後 2

時20分より 6 時にわたった。出席者は ，消水和

弥蚕日長 ，足立平 ・上田光雄 ・海上静ー ・回村

克弘 ・，" ，田家弘 ・長沢徹夫 ・彦谷邦一 ・吉岡吉

雄各審査員であった。務官は本会 4 階集会室 IC

応募金作品 (94点，24校) を挺示した会場で荒

選びからお ζ なった。荒選びで38点の作品が残

り，買12 次では7存在員の智而投烈で第 3 次1官官

対象作品を選んだ。第 Ｓ 次審査対ｾの ＱＵ 点の作

品について容先日相互の十分な批評 ，討議をお

ζ ない ，募集規程 IC低触した 3 点の作品を除外

節 Ｔ 次Ｈ段終審査Ｉ詐ＺｬＧｬＧは ｾ Ａｆ 面投票をお乙ない

得 ｾｹｾ 上位 ｬｏ ，Ｇ，Ｇ，ｾを入選作品 ｉｃ 選んだ。入選作品中

より審査員合議で，最 優 秀 賞 ( ーの会 J l : ) を決

定した。

最 優 秀 賞

新潟県立 高図工業高校

3 年 高島 忠 夫 2 年 馬 場 忠一郎

2 年 斉藤 康夫 2 年 石川 千里

、〆

z

イ

晶

e

ザ

作

9

デ

募

1

生

応

高

ル

工

一

回

ク
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、
〆

芳
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ｾ＠ "  "  
， - (〆"'，・.1， 1I" f': <  0，1.‘ J..... 
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総 評: 今年の課題は ，学生生活の ， しかも夏休みに関連のある問題であっ た

ためか，応募数が例年よりも多く ，な かなか力作が多かった。アイデアのすぐ

れたもの ，表現力のすぐれたもの ，努力のあとの著しいものなど，それぞれの

特長を持っていた。なかで= も入選した作品を見る c ，ぷl情しい表現力を持っ た

作品は，アイデアの点でも ，技術的な面でもすぐれていて綜合的な力: ! i l が現わ

れているものである乙とがわかる。

選ばれた 10点Lについては各短評lとよって感想を述べるが，最優秀: u の高田工高

. 高島忠雄君外 3 名協同の作品を得られた ζ とは大きな収獲であったと恩う。

ただ との種の コンク ーノレにおいては，その主旨からも ，規模からいっても ，協

同設計による作品でなく ，個人の作品として制作し発表するのが妥当では ない

かと思うのである。また立派な作品で入遊間まで進みながら ，募集要項 J ) 網I1 自

に合致しない ために選外となったもの，例えば大分工高 ・後藤邦義君 / 東京工

高 ・大岸文夫君 ・鈴木良三君( 共同作) / 都品工高 ・大野一男君/ 都島工高 ・小

佐回敏和君の作品は「目 印J i 縮尺が異った」りしているため選外作となった

もので，ま乙 とに間しい乙とであった。やはりとれらの乙とにおいても定めら

れたノレールを守る ζ とは大切な乙とである。

γ  

アイデアとしては J1 < 併である。図而効果もすば

らしい。少年らしいのびのびした作品で非常に

好感がもてる。 しかし ， ζ れを建築化すると

と，プラスチックドームの量産実施の方法につ

いては ，また面白い問題が残されている。

~司t
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色彩も ， レイアウトも JI :常 ICすぐれてい

る。しかし図面効果にとらわれすぎて，

空間のつかみかたが足りないのではない -

か 。 ま た 意 欲 的 な 沼 忽 は 非 凡 で あ る が . . ) ' 圃; .

ヰ Ｍ ｾ ｉＢｉ ［ ｉＩ イン ｬ 刀 ｢
締法，力学的な解i J : が! 日l凶である。 、圃，

新 潟 県 立 高 田 工 業 高 校

3 年 風 間 秀 公 2 年 田 中 健 蔵

2 年 村 山 陽子

三 重 県 立 伊 鈴工業高校

3 年 内 田 l順三

面白さが少ないけれども，たいへん山商

固な ，努力のあとの見える作品である。

表現力もその技法 IC今後の修練を期待し

たい。プランでは玄関からロビー ，ベラ

ンダの技い方 IC問題があろう。また湖と

建物との皮係，従って伐11 : の計画にも砂ー

がない。

早稲回大学工業高校

3年 木 下 二郎 3 年 菊 川 武 志

3 年 酒井 輝 行 3 年 青木 敏 次

3 年 平 槙 一 二 三

Ｈｦ ＺｴＱｾがたいへんよろし L、。I11純明快な点

とｾｾう。ただ乙のような自由な空 Ｑｭ をつ

くりながらコアの敏い方が路然としすぎ

ている乙とに低抗を感じる。水上ベンチ

の説明をはじめ ，必現にもうーつ ものた

りなさがある 。
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名古屋市立工芸高校

3 年 宮 島 和 彦

非常にず ｬｾ な栴思 で ， 図商のまとめ方も

n面白ですぐれている。このまま実胞に

進めても問題のないプランであるが，そ

れだけに学生らしい自由なのびやかさに

乏しい。
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大 阪 市 立 都 島 第 二工業高校

4 年 退 昭浩

ポートハウスというよりは ， ヨ y トハウ

スとした方がふさわしい。よく感じの III

た作品である。もう少しプランの艶理を

するとよい。全体的 IC線が串j い感じがす

る。図面効県について研究と修制! を JUI 侍

する。
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堕 量
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神奈川県立神奈川工業高校

3 年 矢 島 英 臣

努) J を1 . 1 : めたい。入選作品中では ，大き

なプランで，そのために設計要件K 規定

された紛尺で図面の配置をする乙とが苦

しかったようである。製図技術も一応水

地的といえるが，配置図のな』財部写にも

もう一段の配慮がほしい。

旬・・
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新 潟 県 立 高 図 工 業 高 校

3 年 風 間 秀 公 2 年 丸 山 逸 男

2 年 簸 山 武 2 年 間 沢 保彦

.. 

非常にすぐれた作品である。 .1也もよ

く，少年らしいのびのびした憎似て・，シ

ンプルな解決もよろしい。ただ昆線版の

構造的な検討は i直接であり ，またパース

の表現がエレベーゾヨンの怠凶を忠:MIC

示していないうらみがある 。

、可瓜

名古屋市立工芸高校

3 年 村 瀬 正

ＱＱＢＧｾ 忠、はたいへん ＮＱ 災であるが ， 足洗ｊｬ，ｬか

ら桟摘は未解決の感じである。凶而の表

現力をn面白 IC . 時n日をかけて充実させ

るべきである。色彩もまず l 、。また棺造

的な整理も考えてほしい。

y  

名古屋市立工芸高校

3 年 児 島 響

たいへんまじめな作品であるが，平凡で

もある。 E の程度に平凡なプランでゆく

のなれば，住闘の情迭ももう少し検H さ

れねばならないし ，もっと. 1mにすべき

であろう。また阿E の斜住は窓叫、がない

のではないか。配値閣は少しそまつな感

じがする。
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第8回工高主デザイメ
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. 買 物 と 庖 舗

1持政生活の慣れがi = l Ｇｩｾ｜＠ . 1 : 活，こ大分以・透してきたせいもあって，貨物の 1) 修」が) . ; _ 変変 っ

て きた。デパー 卜での只物，名庖街での貝IJI!l J . I，IJ 門l占でのおしゃれな民物など次第 lζ 色分

けがはっきりしてl山口胞の厚さを噌すと同H与に，メーカーの傾向が消沈防へのl In'; を望む

ため返品も可能とあって，商品のストック品や極mも多くて大変買いやすくな っている。

しかし乙うして楽しく買物できる湯所は「さかり l必」のあでやかさであって，細かい毎日

の買物となると商J苫側はコストも小さくやりくりが大変とあっては庖舗の見かけは二の次

となってくる。明治時代からの公道 !Cはみ出しての商売もなじみ深くて結俄だが，乙うし

たケースが特lζ 食品庖lζ 多いのは閉口する 。応制維持政と売上げのバランスからいって早

急解決は無理Ａかもしれないが，底舗設立 ｴＧｉζ たずさわる技術者は ， 数からいえば大変必の ｉＨｾ

いとれらの庖舗に対して乙そ深い関心をもつべ きで . ，sWi 側への当局の適切なm却を待ち

fこい。 (h )

. デザイン・ポリシーとして の工業化

: i . . U築産業の生産性は機械工業の約3096. I込業についで低いものになっている。一方II 築

投資が年間を辺じて国家予算K 迫る大産業である。しかしそ乙 lζ 働く労働者の白金 ・身分 方r

保障などについてはハ lril 労務者に準じている。もちろん，それを許し，制度化したと乙ろ

の社会組織がある乙とは事実だが，その乙とにまったく無臼党な建築家が多く i!l Ll¥した乙

とも 'H実である o : i . . U築家の地位の向上を lul ・びながら. ＱＡＡｾ 仁 ｉ : r. tの故lζ 建築業界そのもの の地

位の低下lζ 協ノJ してきたのが現状である。それと乙ろか，工業化は建築の貧凶を伺くと ，

最近の工業化論議に反対する。貧困なのはその悠築家の乙とであって，工業化は今日の技

術的手段であり ，業界の地位の向上 近代化( 経営 ・労働 ・制度) にとって必須の方法

である。辿築のデザインは一つの作1日を創るだけでなく ，生産性と制度の近代化を要求し

てなされるべきものなのである。 ( MH)  

. 総 合 の 範 囲

最近手にした維芯K . ｅｉ 本破 ｩ 哀の ｊｕｾ 必 ， というイ ｈｬｾ くない幻占きをみ ｴ せられて Ｎｬｬ 築

家の独善性，無定見性などが批判されているけ I ( C. ul 築家の総合感覚の欠如が問題とされ

ていた。 余人 IC指摘されるまでもなく . i J l 築技術の見 'JJ な融和を誇る数少ない新II 築で

も，環境との辿帯感まで総合造型を仰し進め得たものの少ない乙とは事実だし，またその

:mgしさもよく知っている。

しかし Ar chi t ect ur e の必夜、が，総代する乙とにある以上. Shel  t er の内部的空間

のみの総代WI であってはならない。その外部i空間と隣接する悠物との響き. ｬｬ｢ｪ から ｾｲ ｦＮの造

型のリズム，換汗すれば都市計画的見地からの総作品: ; 型であるべきであろう。

ｩｊｬｾジ ャ ーナ リ ズムの写真にしても ， 一つの ｩｬｬ 物をスペース一杯 ｉｃ 難しい ｪ 互助から巧み

にj!t えてはいるが，より広角度からの本観視したカメラアングノレを望みたい。乙の次兄で

の. i f i 1l 1が総介的 IC結実して始めて ，グァレリーのいう歌う悠築 K お目にかかれるのではな

かろうか。 ( KK)

. 風 土 か ら 生 ま れ る も の

最近再ひＧｩＱｬｾ夜デザインの頬型化 κ 対して風上 ｬｃ 密行した建築を，という声が ｉｈｊ かれる 。

建築というものが土地環境を離れて存証し符ぬ乙とは当然なのだが，多くのill 築家が地ブi

の文化風上と無紋iζII てられているとすると改めてul 築家の設計態度は何か，と J5えさせ

られる。それは投，1li 滑における気候 . l ffi¥L 敷地条例ーの分析，とそのII 物の性. f I l の Jt ; 侭か

ら' f lfii および立体的機能の満足， さら lにE 将」米l択t へのづ允' el.尿反のためリ世刊州ii市i¥υノ刈J 性( 設b似i『的11. +川F比』i巡i2位:2凶;訂II(刈(，削ti 勾等kの)

と ｕい、つた［消打条ｬＧ刊件 ＧＱ午ｼド， を ｪ段誌も ｬｾ

イテ一 JルレのA遊控びび;'1にζ とりつかれた主建i主! 物のなんと多い ζ とか。多 fl! 的な空間友現の: i Q求なくし

てつまらぬ技巧 lζ とらわれては風上に立脚したi113誌は生まれないのだから，一つ! 1 1ft 誌など

今 f lo- 怖は見ないで上地と球J : t : l l C とりくんでみたら，むしろ個性的で、優れたII 築がもっと

多くできると思うのだが，どんなものだろうか。 (HM)

叶イ

、.



ヶヘ
今

召建 築

一

一

一

一

特 集

.. 

¥ 
1 . 学校教膏

2 .耳孟場数青

3 . 賓 格 問 題

4. 需 給 問 題

5. 設 備 技 術 者 の 教 青

ふ

戸

山

加

目前7 「 J

、軍

35 

学 校 教 育
国

、，



工高教育の問題点

兵日l県立尼崎℃高教頭

犬 束 徳 郎

工高における建築教育の問題点を拾いあげようといろ

いろ考えてみて気がついたことは，戦後の学倍IJ として工

高ができた頃に論議された問題が，十数年後の今日まで

なお問題点として残されている乙とである。

例えば， ["工高司と大学の卒業者の技術的な差異はどん

なものであるかJ という教育目標の問題， [ " 工高におい

て最低級をど乙 Iζ 置けばよいのか」という学習内容の問

題， [ " 戦前は 5 年i初J，戦後は 3年fl;IJ ，乙れで専門教育が

できるのか 」 という修業年限の問題ｾｾ々 ， さらに施設 ・

設備の充実の問題など，十年一日のどとくくり言をいい

続けている感じがする。

それぞれの問題が，いっ乙う解決されないままに残さ

れてきたのか，解決するのには余りにも大き過ぎる問題

であるのか，また，時勢の変遷l乙つれて巡った形でくり

返し問題が提起されているのかよく解らないが，問題点

を述べるたび1 ( ，乙れらが何時になったら解決されるの

かと汚えさせられる。

2  

工高における建築教育の目標を犯握するため，卒業後

将来生徒が担当する職務を具体的に知る必裂があり ，学

会その他の機関によって，卒業生の実態調査がなされて

いる。その結果から考えると ，ま! ? 負業関係の現場管理lζ

進む者が約半数，設計事務所や営給方面 lζ 進んでも工事

監到関係が多く ，製図を担当していても小規模建築の設

計か， ドラフト 7 ンとしての製図が大部分である。

乙の乙とから ，工高教育では工事監強! のための教育一

施工面の教育が必要ーだといえよう。

「学校教育において施工教育は，来して可能であろう

かJ という疑問も出ているが，木誌のl沼昭31年 3 月号の

拙文で述べたように，施工技術と経科' 管理法の科学化

・際準化が進み，その基礎的知識 ・技能が明確にされる

ことによって，学校教育の内容として取り入れる乙とが

可能になるであろうし，現』ζ ，従来の「建築施工」とい

う科目も1 m築工法」と「建築経常J という 2 科目 lζ 分

かれるところまできている。今後，乙の函の開拓 ・進展

が望まれるわけである。

施工教育を進めてゆくうえで，もう一つ問題となるこ

とは，教民の問題である。実務経験のある者が少ない乙

36 

と，実務経験があるとしても 10年ほど前の経験であった

りして，最近のめざましい施工技術や，経営管理に触れ

たことがない教員が多いのが実情である。そこで，でき

るだけ実務経験のある人達を教員として迎えたいが，現

場から教員を迎えるさいに，最も大きい障害となってい

るのは給与の差があり過ぎる乙とである。この待遇の問

題は，現場から経験生かな先生を迎えるときにも問題と

なるが，また有能な教員が業界の方へ流れ出る原因とも F  

なっているので，技術教育! こたずさわる教員の待遇は，

業界の技術者のそれと差がないようにする必要がある。

さて，学校へ新らしい経験豊かな人を迎え入れでも ，

やがては業界の進歩から離れてゆく結果になってしまう

から ，一方では現場から教員を迎えるとともに，他方で

業界とたえず述けいをとって，技術や経営管理法につい

ての研修できるようにする乙とがたいせつである。

3  

建築教育の内科または方法の問題で一応考えられるこ

とに，実験 ・実習をどうするかということがある。

昭和38年度から実施予定の改訂学習指導要領による

と，建築実習の内容として， ( 1) 施工， ( 2  ) 材料，

( 3 ) 構造， ( 4 ) 測量， ( 5 ) 設備， (  6  ) その他が

掲げられて，施工実習として，木工実習，各工事別の施

工実習，工事用機械器具の実習などをあげ，従来の指導

型領よりも巾広い実験 ・実習を示している。

しかし，現場の学校では，木工実習，木工事実習，材

料実習，淑IJ日実習ぐらいしかできないのが将辺で，構造

実習とか設{ J11i 実習については，内容も標準化されていな

いし，装置や設備も普及していないので，整備された学

校で研究的に試みられている程度であるというのが現状

である。

実験のあり方として，考えている 2 - 3 の点をあげて

みると ，材料実習についても ，力学的な実験に終始せず

に，雛別的実験，機能や耐久性lこ対する性能実験なども

併せ考えるべきであろう。また，計画 ・設側面の実験を

多く取り入れて，実感的 ・体験的 l乙建築環境のデータ ー

を把握させる乙とがたいせつである。乙のためには，従

来高度であると考えられている実験については，基本的

なものを抽出したり ，iJl. IJ定具や操作方法の簡易化をくふ

うして，やり易い実験としてゆく必要ーがあろう。
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実験 ・実習を考えてゆくと当然施設 ・設備の問3窃lζ っ

き当る。

実験実習用の施設 ・設備は，民業教育振興法が制定さ

れ，国の補助 lζ よって，産振法の基準K 基づいて充実さ

れてきた。また，特別設備としてそれ以上の設備の充実

も行なわれて，一部では設備過剰であるとさえいわれる

ぐらいになった。もっとも ，設備過剰というのは，現状

での施設，教員，運営経v1を基としていっているのであ

って，びっこのように設備面のみ急速に整備されたとい

うだけの乙とである。

よく見ると ，乙の産振法の基準lζ は，予3手獲得のため

の配慮から相当きり詰められた内容となっている ζ と，

基準作成に当って当時の教育内容を基礎としてその改善

とか将来の見通しの配慮が殆どなされなかったこと ，短

期間の間K まとめたのでじゅうぶんな調査をする余裕が

なかったこと ，基準として掲げる品目の純凶の検討が乏

しく消耗的器材まで含めている乙となど，相当数多 くの

問題がある。

さらに，国として7096まで、補助するという操作上のめ

やすがそのまま設備充実の目標になってしまったり ，国

の補助を受けた品物については，10年たった後でも更新

ができないという乙とが起っている。

このような実的では，せっかくの詫仮法も ，運用上の

v  実態から見ると ，功罪ともにあるといわなければならな

し、。

5  

教育白根から教育内容を考え ， 必 Ｎ ｾな教材を組織して

ゆくと，教科 ・科目とその授業時数の配当という乙とに

なってくる。技術の進歩に即応しうるよう ，教科 ・科目

を編成してゆくと ，結論的 lζ 修業年限が不足になってく

る。

修業年限の不足の問題は，高校 lζ 切り替えの当初か ら

の問題であったが，その解決方法のーっとして，昭和37

年度から高等専門学校が設置されるようになった。

高等専門学校の卒業生が業界からどのように受け入れ

られるかは，実際 lζ 卒業生が出てみないと解 らないが，

修業年限が 2 年多い乙と ，数学 ・外国語 ・専門科目の授

業時数が工高の 2 倍lζ 相当するだけ ;;1固されている乙と

などから考えて，相当充実した技術教育ができるであろ

うと思われる。ただ，高専の計闘が大学lζ 近い人達で行

なわれている乙と ，教授障の資格や綿成の状況などから

考えて，低学年の学生がどれだけ理解できるかちょっと

心配になるが，杷疫にすぎない乙とを祈っている。

6  

従来，大学一一高校という 2 段の体系であったのが，

大学一一高専一一工高という 3 段の体系となってくると

工高生の業界での受け入れられ方が少し変ってくるので

はないかと考えられる。

工高の生徒の進路! こ関しては，高等の出現による変化

の問題よりも ，もっと以前からの，もっと深刻な問題が

ある。

それは，中学校から工高建築科! こ入ってくる生徒を見

ると ，果して建築に対し理解や興味を持って，または将

来の進路としての自覚を持って入学してきているのだろ

うかと思うほど，建築を知るないで慢然と入ってくる生

徒が多く ， しかも ，同じ工高の中でも頭のよいのは機械

や包気を志願し，頭が悪し、からというか学力が低いのが

建築を志願するという傾向が多く見られるのである。

これでは，中学校の先生が建築を知らないで，適切な

指導をしていないとも考えられるが，よく父兄の内実の

要望を見ると ，建築 [ζ 対する理解ということを超えた，

社会全般のしくみと関連して生じている現象である乙と

が解る。それは，一つには工高に入れば同じ系統の工学

関係の大学 lζ すら進学が困難であること ，もう一つには

工高をt - P1ただけでは学歴偏重という墜につき当って列
A

進

がはばまれる乙となど，冷厳な事実がある
ζ とからきて

いる。父兄は乙の事実をよく知っているから乙そ，大学

{ζ 入る乙とに努力し，やむを得ずそれ相応のと乙ろに進

学させているのである。

池田首相の 「人づくり論J とも関連して，経済審議会

の人的能 ) J 開発委員会では，技術革新 l乙即応しうる有能

な技術者を引き出す方法として，実力主義による応備に

切り替えるべきであると指摘している。定年制の居高rr と

学問主義とが基底となっている現状を打 i政する乙とは，

そうたやすく実現できない乙とであろう。その実現がな

されない限り ，理想的な進路指導が行なわれる乙とを望

めないであろう。 ( 37. 11. 14)
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工高の教科内容

大阪府立今宮工高正s築科長

乾 亮 三

工業高校における建築科の教育については，言午された

範囲内において各校どとに特色のある教育が行なわれて

いるので，一概に乙れを説明することはなかなかむつか

しい。したがって乙乙では，直接のより処とする学習指

導要領を参照して説明する乙ととし，主としてすでに事

実上移行しつつあり ，38年度から学年進行をもって実施

されるものに準拠して述べる。

1  .  工業高校における建築科の教育目標

工業に関するおもな学科は建築科を合めて 17学科があ

り，それぞれの特色をもつものであるが，建築科では次

のような目標 lζ 対して教育が行なわれている。

「建築に関する知識と技術を習得させ，建築技術関係

の分野において，建築物の設計，監理，施工，行政など

の業務 lζ 従事する建築技術者を養成する J

業務の内容としては次のようなものを忽定して，上の

目標を定めている。すなわち，①設 JI ' 業務( 敷地や地盤

の調査，測量各種の設計図面，構造計算，設備設; i j - ，仕

様，fJ1t;c ，申請手続など) ，①監理業務( 工程 ・工法の

監理，工事検査，査定など) ，①施工業務( 積算見積，

施工計画，現場管理など) ，@ 行政的業務( 建築行政

関係) ，@財産管理業務( 施設管理〉であって，具体的

[ζ は，ｲｴｾ 誌の文化的社会的意義を理解せしめ ， 建築技術

者の地位と使命を理解せしめるとともに辿築工業発展へ

の芯欲を高拐させるため，科学的，技術的な学習を行な

わせるとともに建築技術者となるに必要な態度，習慣，

w操，品性を養うものである。

2  教 育 課 程 の 編 成 と 学 習 量

高等学校においては，その地域や学校の実態を考慮し

生徒の能力，適性，進路 lζ 応じて適切な教育を行なうよ

うに，教科，特別教育活動および学校行事などを適当に

組合せた教育課程を編成しているが，乙れらは教育基本

法，学校教育法をよりど乙ろとし，学校教育法施行規

則，高等学校通信教育規定，高等学校学習指導裂傾，教

育委員会規則などに従って計画されたものである。{ 谷に

教諜 ， 学科などと呼Ｈｾれているのは上の教科を指してい

る乙とが多い。

高等学校を卒業するために必要な教科の学習は85単位

以上を修得させなければならないが，実際 ICは工業高校
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( 全日 11;1]) は，特別教育活動( ホ ームルーム，生徒会活

動) 3  - 6 単位を含んで合計 105- 111単位くらいに定め

ているのが普通である。また，すべての高等学校( 普通

科，職業教育を主とする学科，音楽lこ関する学科，美術

に関する学科) において必修させなければならないの

は，一般に普通教科と称せられるもののうち，国語( 現

代国語と古典甲または乙 1 ) ，社会( 倫理 ・社会と政治

・経済を含め 4 科目) ，数学( 数学 1 ) ，理 科 ( 2 科 y  

目) ， 係長ｾ体育Ｈ保俗と体育Ｉ ，外国語( 1科目) の 6

教科とその科目であって，職業を主とする学科( 建築科

は乙れに当る) においては以上の教科，科目( 科目とは

上記のカッコの中 l乙示したもの) のほかの科目および芸

術( 音楽1 ，美術 1， 工芸 1 ，書道 I のうち 1 科目) を

含めて合計44単位以上，女子iζ 関してはさらに家庭( 家

庭一般〉をなるべく履習さ F る乙とになっており ，い

わゆる専門科目としては工業のうちから 35単位を最低と

いなるべく 40単位以上となっているが，工業高校( 全

目指1]) においては大たい 102- 108単位くらいで普通教科

と専門教科の比はほぼ半々の状態が普通である。

単位というのは 1単位時間を50分とし， 1  { 国学年 35単

位時間の授業を 1 単位とするもので，年間授業時間約35

週であるから普通l二時間割表における 1 単位l時間のもの

を 1 単位とみてよい乙とになる。また 1 i m! の授業時数は

ホーム J レームを含み，34単位時間を標準とし，原則とし

ては 38単位1時間を乙えないように指示されている。工業

高校においては大体35- 37単位時間くらいであって， 37 

単位| 時間を採用している学校が多いようである。

3.  建 築 科 の 教 育 課 程

建築科の具体的な目標を達成するために必要な科目は

教科としての工業のうちから選択して編成されているが

大たい各校に共通しているものは，建築実習，建築設計

製図，建築材料，建築構造，建築構造力学，建築構造計

個 人 的 責J. の 智 19

ほ戸| 建築 11 何者|

図
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気r，建築史，建築計画，建築設備，

建築測量，建築工法，建築経営，建

築法規，造形の 14科目のほか必要 lζ

応じ測量( 土木で扱うような広範な

測量の乙と) ，造形 ・%_Z匠( あらゆ

るデザイン 1( ，応用できる乙とを目標

とするもので，上の造形とは異る) ， 

' f" 機械一般，電気一般，土木一般，自

動車一般などの一二の科目が遂ばれ

ている。したがっ てそれぞれの学校

においては必ずしも向ーではなし

個々の科目の単位数，股習学年も異

る場合があり ，それぞれの学校lζ お

ける特色をもつものである。

乙れらの専門科目は， 図 1 1ζ 示す

ように普通科目 の教育と相まって所

期の目的を達成するものである。

以上のようにして編成され運用さ

れる教育課程は，諸種の条件K よっ

て自 ら特色を持つよ うになる。これ

を大別すると ，①一般建築技術者向

き，①設計業務向き ，①施工または

設備業務向きの三種と なるが，実際

にはいろいろの制約を受けるので①

①は①に比べ，わずかに重点を示す

程度のものになっているのが普通で

あって，一般には各種の需要 lζ 応じ

うるよう，①またはこれに近い形を

とる結果になるのが普通である。

一般向きの場合について標準的な

ものと思われるものの一例を示すと

表 1 のようになる。表中の( ) は

定時制の湯合を示すものである。

Y  

4  .  建築専門科 目の内容

建築専門科目の主なものについて

その内容を示すと以下のようになる

が，各校とも必ずしも乙れらの全般

にわたって実施するのでは な く，状

況に応じ取捨選択し，重点的に教育

表 1 一 般 向 き 教 育 課 程 の 一 例

学 年

教 科 手ヰ 自

1  1 ( I ) 1  rr ( l I) 1  ][ (叫計

| 規 代 国 語 7 ( 7)| 3 ( ↑ ( 2)l 2 ( 2)| 

国

宝E 古 典 ( 甲 )
2  ( 2)  I  I  1  ( 1)  I  1  ( 1)  

倫 理 ・社 会 2  ( 2)  2  (  2)  

政 治 ・経 済 2  ( 2)  2  (  2)  

相凋 4fE、ふ lヨ 本 史

世 界 史 A 3  ( 3)  3  ( 3)  

地 理 A 2  ( 2)  2  ( 2)  

5  ( 5)  5  ( 5)  

数

学 応 用 数 学 6  ( 6)  3  ( 2)  3  ( 2)  (  2)  

物 理 A 3  ( 3)  3  ( 3)  

理 科

化 学 A 3  ( 3)  3  ( 3)  

体 育 7  ( 7)  2  ( 1)  2  ( 2)  3  ( 2)  (  2)  

保健体育

{泉 世t 2  ( 2)  1  ( 1)  I  1  (  1)  

世

主

n

y

A

品マ

民

》
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建 築 実 習 (  7)  

建 築 設 計 製 図 15 

造 j彰 2  2  

建 築 材 料 2  ( 2)  2  (  2)  

建 築 構 造 4  ( 4)  2  ( 2)  2  ( 2)  

建 築 構 造 力 学 4  ( 3)  2  2  3  

建 築 構 造 計 算 3  ( 2)  3  (  2)  

工 :業 E主 築 史 2  ( 1)  2  (  1)  

建 築 計 画 4  ( 3)  2  2  (  3)  

建 築 設 備 2  ( 2)  2  (  2)  

建 築 視IJ s  2  ( 2)  2  (  2)  

建 築 工 法 3  ( 2)  3  (  2)  

建 築 経 営 2  ( 2)  2  (  2)  

建 築 法 規 1  ( 1)  (  1)  

電 気 ・機 械
2  2  

1  54 叶18 ( 仰 ( 6)1
22

( 14)1 
( 17)  

特 別 教 育 活 動 | 3  ( 4)  1 1  ( 1)  1 1  ( 1)  1 1  (  1)  

車全 計 1111 (96)¥37 (24) 137 (24)137 叫 (24)  

係i考 表中の数値は単位数， (  ) は定時iijlJ の場合を示す。
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効果の上るよう運用されているものであるからこの点か

らも若干の特色がつ くものである。

4.1  建築実習 建築に関するすべての科目の学習

を慈磁として，建築施工に関する技術や態度を実験的 ・

体験的かつ総合的に学習させるもので，その内容は，施

工，材料，構造，測量，設備などである 。なおこの科目

は ｵｊｾＱ 休 Ｓ 長期間などを利用した現場実習を計画的に行な

わせるのが望ましく ，さらに建築設計製図と融合させて

総合的な実習を行ない，一段と効果をあげるようくふう

する乙ともできる。

4.2 建築設計製図 建築設計に関する諮科目を基

礎として，建築設計製図の実技に習熟させるとともに建

築設計( 乙関する技術を総合的に学習させるもので，その

内特は，建築製図法，木造建築 l乙関する設計製図，鉄筋

コンクリート造建築に関する設計製図，鉄' 門造建築lι 関

する; 没言| 製図，特殊コンクリー卜造 ・組fl 1造主t築! こ関す

る設計製図などであって建築実習，造形を融合させるな

どのくふうもできる。

4.3  建築材料 建築工業に使用されるおも な材料

の組成 ・製法 ・性質 ・用途 ・試験法 ・規絡などを理解さ

せ，使用目的 lζ 応じて材料を正しく選択し，合理的，経

済的に活用できる能力を主主うもので，その内容は，建築

材料の概要，各種建築材料，材料試験などである。

4.4  建築構造 建築物の構造法を理解させ，建築

物の構造を科学的，合理的，経済的に計画し，設計する

ための基礎的能力を養うもので，その内容は，建築構造

の概要，基礎構造，木構造，鉄' 円構造，鉄筋コンクリ ー

ト構造，特殊コンクリート構造，組結構造，防災EE項 な

どである。

4.5 建築構造力学 建築構造物を力学的に考察判

断する能力をつちかい，あわせて構造計算の基礎能力を

縫うもので，その内容は，カと構造物，節子定i構造物，材

料の力学，不静定構造などで，場合によっては建築構造

計算と融合して学習させる乙とができる。

4.6 建築構造計算 各種建築物の構造を合理的に

計画し. i構造各部を算定する能力を養うもので，その内

科は，建築構造計 3草の概要，木構造計算，鉄骨構造計
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算，鉄筋コンクリ ート檎造計算，特殊コンクリート構造

計算などで，場合によっては建築構造力学と融合して学

習させる乙とができる。

4.7 建築史 建築発生の素因を理解させ，過去の

建築の機式と技術および歴史的な建築! こあらわれた努力

を知らせることによって，新しい建築創造の意欲を主主う

もので，その内料は，建築の発生， 口木建築史，西洋建

築史 ， 近代 ｭｾ 史などである。

4.8 建築計画 建築計画の諸要業を理解させ，建

築物を科学的，合理的，意匠的 lζ 計画し，設計するため

に必要な翠礎的知識と能力を養うもので，その内容は ，

建築計画の概要，計画原論，各種建築の計画，都市計画

の概要などである。

4.9 建築設備 建築物の諸設 ｾＱＯＱＱ こ使用する資材 ・

機器類について理解させ，その設計と管理の能力および

科学的に考究する態度を養うもので，その内務は，建築

設備の概要 ， 術生 ， 給排水 ， 消火設 ｾｾ ｩＮ I凌冷房，空気調

和設備 ， 電気設ｾＯＯｩＮ搬送設備 ， 雑設備である。

4.10 建築測量 建築設計および施工に必要な測量

の基礎知識 ・方法を理解させ，測量および計測ができる

能力を養うもので，その内容は，測 量 の 概 要，距離測

量，平板測量，水準il l1]i ;:L トランシッ卜測量，建築測量

および測設などである。

4.11 建築工法 各建築工事の技術的方法を理解さ

せ. ｾｬｬｬＡ者および施工者として監督指導する能力と態度

を主主うもので，その内容は，建築工法の概要，敷地およ

び地盤調査，仮設工事，主体工事，仕上げ工事，工事用

機械などで，場合によっては建築経営と融合して学習否

せる乙とができる。

4.12 建築経営 建築工業の特性，経営代理につい

て理解 させ，経包・にwう諸業務を理解し，処理する能力

と態度をまをうもので，その内容は，建築経官の概況，設

計業務の概要，施工業務の概要. ｦＱＱｾｾ Ｎ 見私もりなどで

場合によっては池築工法と融合して学習させる乙とがで

きる。

4.13 建築法規 建築関係の諸法令の芯義とその内

容を正しく理解させ，関係法規についての知識と応、用能

今 f
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力をま芸うもので，その内界は，建築法規の概要，建築基

準法，建築士法，建築業法，その他の法令である。

4.14 造形 平面 ・立体の調和的構成を習得させ，

あわせて作品の原形，模型を製作するのに必要な能力を

養うもので，その内容は ，造形概説，平面構成，立体構

成，彫塑，原型. ' 模型などである。

4.15 電気一般 電気関係以外の学科において，電

気の基礎理論と電気lこ関する施設 ・設備 ・機器などの構

造 ・特性などの概要を理解させ，屯気施設 ・機器などの

簡単な取扱いができる能力を養うもので， fE気理論，電

気計百ｾｊＮ電気機器，電力施設設 ｦｬｦｬｩＮ 屯気応用 ， 電子工学

などである。

4.16 機械一般 機械関係以外の学科において，機

械に関する広い知識と基礎的な技術を習得させ，機械技

術の文化的 ・生産的価値を理解させ， 乙れを通して近代

の機械技術に対する認識を深めるもので，その内容は ，

機械工業，機械材料，機械のをE索の設計，線械工作，原

動機，各種の機械設備などである。

5  施 設 と 設 備

学校教育において教育効果を十分なものにするために

必要にして欠く乙とのできないものは所要の施設 ・設備

と教員の充足ならびに十分な予算措置などである。後二

者については今日なお諸種の複雑な事情を含んでいるの

で乙乙では施設 ・設備の概要を述べる乙とにする。

施設とは校舎や実習場などの土地や建造物，設備とは

教材 ，教具，初l 品など主として可動的なものを指し，以

上に述べた呂標に到達するためには必ず充実させなけれ

{ まならない。

産業教育長興法施行令，同施行規則に定められた施設

設備の基準 ( 27. 4) によると 表 2 に示すようになるが，

これに要するｾ用は他学科に比べ低額であり Ｎ 従来各方

面であらゆる努力が払われているにもかかわらず， 乙れ

を充実している学校は ，まず皆吉! t I ζ 等しいと考えても過

言ではないのが実情のようである。乙乙にまず教育の実

施面における困難な問題を含んでいるわけである。

昭和38年度を期して，新しし、学習指導受領が実施され

ることは須知のとおりであり，小，中学校ではすでに全

面的に実胞されている。したがって乙れを具体的な実行

に移すためには当然，施設 ・設備の基準も改汀されなけ

ればならないはずで，文部省では種々研究の結果，表 3

のような案を発表 ( 36. 10) されたが，風説によると相

当畳の削減が予想される乙とと，決定までにはなお相当

の! 守口を蛮する見込みのようである。とはいいながら今

日なお休む乙となくあらゆる努力を傾注して不足を怖い

ながら教育が続けられているのが現状である。

表 2 施 設 ・ 設 備 の 基 準

所 要 室 名 | 施 設 の 面 積 | 設 側 側 要 額

製 | 温 室

施 工 夫 習 室

木 工 機 械 室

材 料 試 験 室

デ ァ サ ン 室

測量機械器具室

絞 型 t' :li l王室

メ入

仁 3

表 3

65坪

11 0坪

60坪

40坪

4 0坪

10坪

40坪

365坪

998 ，300円

1，144 ，700円

957 ，500円

1 ，664 ，100円

14 1，600円

424 ，500円

675 ，000円

6 ，005，70 0円

施設 ・設備の基準改訂ー案

(  Ｑ 学年 ＱｾＲ 学級の学校についてＩ

所 安 室 名 l施 設 の 耐
設備の所' l Q額

製 |重l 室
330m

2  
5 ，07 1，500円

設 計 - 尖 習 室
264m

2  
4 ，578 ，000円

木 造 実 習 室
19 8 m

2  
1，947 ，500円

施 工 実 習 室
495m

2  
9 ，652 ，100円

木 工 機 械 室
165m

2  
7 ，455 ，000円

材 料 実 験 室
264m

2  
18 ，200 ，000円

構 造 実 験 室
13 2 m

2  
4 ，521 ，500円

造 形 ソ ミ 習 室
198m

2  2 ，406 ，800円

孤IJ :G::: Ｉｾ＠ ＱＱｾ 室 13 2 m
2  3 ，25 1，000円

ｾｩｉ匝 ｩ 実 Ｑ｜ｾ 室 264m
2  7 ，433 ，400円

設 備 実 習 室
19 8 m

2  
8 ，607 ，500円

模型線本展示室
264m

2  8 ，893 ，000円

ｾ＠ 日「
2 ，904m

2  8 2 ，017 ，300円
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大学教育の問題点

工惇 ・阪大教授

鷲 尾 健 一

1  大 学教 育 の任 務

大学は社会自身の教育作用の 1表現である。

大学教育の目的とか，任務など，大学がどうあるべき

かという乙とは，論じっく Eされているといってよい。ま

た，形式的にいうと ，大学令その他の法律でも規定され

ている。したがって，乙のような乙とについて，今更，

何もいう乙とはない。にもかかわ らず，忘れてはならな

い，大切なととを，ツイ ，ウッカリしているのではない

かと ，反省してみるだけの必要はある。

いうまでもなく ， 「学校」は，人聞社会が，自分の次

代の社会を構成すべき人達を育てるために造っている ，

社会自身の，自身のための機関である。乙れは，人聞

が，人間以外の動物に比べて，生後，いろいろな多くの

訓練の結果，やっと ，一人前のものになるという ，絶対

的といってよい特徴に基いている。大学は，その機関の

一つである。乙の，大学は，本来，人聞社会が要求する

教育作用を分担するものの一つであるという ，明内な事

実を，われわれは，忘れていないであろうか。

大学卒業者は，主 l乙人間社会の指導胞として社会に貢

献する。したがって，その時代よりも ，はるかに将来を

見返す能力が必要であるなどといわれる。しかし，その

将来への見通しは，その大学を造った社会のためのもの

でなければならない。いくら新しいことといっても ，世

の中とは切り離せない。したがって，大学教育は，何で

もよい，未解決のことに取り組み，それを解決して行く

能力をもっ人間さえ造ればよい などと ，簡単 lζ はいえな

い。それを，われわれの社会が要求しているかどうか問

題である。今の社会の，今の要求というように，それを

狭く考えたくはないが，逆』ζ ，今』乙白分逮のいうよう lζ

なるから ，お前遠の頭を切りかえろといった態度で，大

学を造った社会の方K ，シャ ニムニ自分等の考えを押し

つけるだけというのは，正しくはない。それは，お前の

生活様式を，わしの設計した住宅にあわせろというに等

しい。乙れが依頼を受けて設計する建築家に ふさわ しく

ない乙とは，いうまでもない。

大学では，学術のウン ノウをきわめる所であるともい

われる。ただそれだけを，社会が要求するのならよいが

でなければ，それは，行き過ぎではなかろうか。研究は

それを木務として造 られている研究所ですべきもの，大

学における研究は，研究のための研究でなく ，教育のた
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めの研究でなければならないと考える。もちろん，研究

者は，それでないと教育はできないが。いろいろな仕事

の分化が未発達であった昔と ，巾広くやや乙しくなった

今の時代とは，同じとは考え られないか らである。

2.  大 学の教官

教官は、教育という仕事の従事者である。 ふ，

大学でも ，教官第一義の任務は，教育であると考え

る。附置研究所があったりして，やや乙しいが，研究所

では，当然，研究が任務で，両方 lζ ，同じ「教授J など

という職名を使うから ， コトがやや乙しくな る。

教官の任務が教育であるとすると ，教官の値打ちは，

その教育した卒業生の社会での活動の結果で‘ 測られる。

教官自身による研究成果は，つけたし，景品みたいなも

のではなかろうか。しかし，大学のように，社会の指導

層を養成すべき所では，その効果は，長年月経たないと

判らないし，たとえ，卒業生が立派な活動をしていても

それが大学での教育の結果なのか，あるいは，むしろ，

大学以前 lζ 身につけた，その人自身に由来するものでは

ないかと考えられると乙ろに，問題の難しさがある。

大学は，研究者をも教育 ・養成し，また，社会の指導

庖として，未知の難問と取組んで，それをさばし、て行く

人達をも造り上げなければならない。したがって，広い

意味での研究という乙とを教えておく必要もある。乙れ

が，ナ カナカ教えられない。 1教育 j 自身がそうである 、f

ように，教えられようとしない人達に教えることは，不

可能であるといってよい。しかも ，何をどう取上げる乙

とになるのかわからない将来K 備えて，研究ということ

を教えるのは，全く難しい。眼の前で，研究している姿

を見せ，あるいは，一緒に手をとりあって研究している

悶K ，自分で勝手に悟ってJ 1 うより外に，仕方がないら

しい。教官K とっては ， 1研究J を教えるよりは，むし

ろ，その「研究」をやらせてもらう方が，と、れだけ楽か

わからない。

教育という{ 士事に従事し，卒業生逮が，ホン卜 [ζ 世の

中でお役! r . 立っていてくれるかと‘ うかに注怠していると

自分達の教育がどうあるべきかというような乙と Ir. ，あ

る程度の関心と窓見を持つようになるのは自然であり ，

社会の指導屈の卵を送り出すべき大学の教官が，世の中

の将来を憂え，われわれの社会の教育がどうあるべきか
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について発言するようになるのも ，無理からぬ所はあ

る。しかし，大学教育を依託している社会に対し，依託

されている日t r J の教官が，その意見を述べ，資料を提供す

るまではよいが，万一， 自分遥だけが知っているかのよ

うに考えたり ，発言するようになれば，それはあまりに

も一人よがりであり，行き過ぎではなかろうか。まして

門分がお世話した卒業生の活動振りから: 帰納して，r:l1C  

社会の指導屈として将来 lζ 貢献する人迷の，教育 ・養成

はいかにあるべきかということについて，一見識を持つ

乙とができるようになるのには，近頃の1111びた人間の平

均寿命をもってしても ，到底おっつきそうになし、からで

ある。したがって，大学教官も謙虚でいてほしいが， I立

の中の方でも，大学教官をあまやかし過ぎないで，むし

ろ，自分等の次代のための教育問題を，まずl e I 分自身で

考えてほしいものである。

3.  大学の卒業生

卒業生は，社会が教育を依託し てできた結果である。

筏端ではあるが，学校は加工々勾，卒業生はその製品

と割り切って考えた方が，万平わかりやすそうである。

大学教育の効果は，卒業生の，社会での指導的な活躍振

りから帰納されるが，tこだ，大学教育で，と‘ れだけつけ

加えられたものなのかよくわからない所に問題がある。

大学教官が，その卒業生lζ 誇をもつのはよいが，その誇

、V が自分からき ているかと‘ うかなど，厳しく向省したいも

のである。卒業生を批判し，甚しくは，非難したりなど

する権利がはたして， 自分にあるだろうかなどと。

大学教育の効果が，世の中での卒業生の活動から帰納

されるとすると ，その効果の測定 ・反符 lζ は，卒業生

人一人を，ズッと追跡していくより外に方法がない。乙

れは，大学の側としても ，必要な乙とではあるが，実( 立

大変な仕事であり負担である。教育を依託した主人公で

ある世の中の方で，その効果を測定してJ 1 えれば，至極

能率はよく なるのだが。

j択弁大学などと悪口される大学は，大戦終了後，社会

の方が造ったので大学が造ったのではないはずある。そ

れらが，それぞれの地方で特色をもち，存在意義を主張

し得るかどうかは，その卒業生の迎えられ方でさまる。

もし，それが不満足なら，望む卒業生が得られるように

すればよいのだが，それは，その大学だけの力でできる

乙とではないし，また，その大学だけの仕事でもない。

むしろ，周囲の社会のカの方が大きく ，また，その造っ

たs! IJ である社会の責任でもある。

あの大学の卒業生は，ど乙が拙いとか，何を専攻する

卒業生を，どの地方で，どれ位ほしいとかなどという乙

とは，教育を依託した社会の方で考え，結論を出し，対

策 lζ 采り出すべき乙とと考える。大学の教官だけが，そ

んな ζ とを，ワイワイいわなければならないようでは悲

しい。大学教富が社会から，それほど信用され，まかさ

れているという乙とは，大学教官にとって光栄至経では

あろうが，話の筋道としてはおかしいし，まして，教育

を依託したs ! IJ の社会が，それらの乙とを，何も考えなく

てよいはずはない。自分達自身の問題なのだから ，大学

教官に面と lilJ つてはど機嫌をとったりなどしないで，強

く要求し，積極的lζ ，要求が実現されるようにもってい

ってほしいものである。それは，教育作用の主人公は，

世の中の方だからである。しかし，大学卒業生を製品と

おl切ってみても，社会 lζ 出てからもドンドン成長するか

ら，その点，普通の製品とは異なる。受け入れ方か惑い

ために，その能力を発揮できない場合があるだけでな

く，職切で惑い癖をつけて，ダイナシにしてしまう乙と

さえある。教育作用の主人公である社会の方でも ，大学

卒業生は， ドンドン成長する生きた人間であり ，自分達

次代の椛成. 0 ， したがって， 自己の延長であり ，将来へ

の希望である乙とを忘れないで，卒業生を大事に，そし

て，上下lζ 迎えてほしいものである。

最後に，つけ加えたい乙とが一つある。昨今，大学卒

業生はヒツパリダコで，悦に入っているらしいが，何も

そんなに得; 立になってソリかえる乙とはないと恩う。乙

のような需給関係からくる現象は，単』ζ ，数字の上だけ

のことであり ，その人間，その人格が迎えられていない

うたがいがある。いいかえると ，単なる製品，品物とみ

られている ilii が，強調されているためであると考えられ

ない乙ともない。深く自省して，社会に1 1 ' ，てからも努

力 ・勉強して，I当分の仕事振りやその内容が，社会にと

ってｾｾなかけがえのないものになるようにしなければ

世の中において， J 'J K. 自分の存在を主強する乙とができ

るようにはなれないのではなかろうか。それでは，何の

ための大学卒業生だといわれでも ，返答l乙因る乙とにな

りはしないだろうかと ，きびしく反行してみてほしい。
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工博 ・京大教授

増 田 友 也

1.  I ma g e について

われわれは，何ものかをつくろうとする場合，まず，

つくられるものの I mage をもっ乙とから始めなければ

ならない一 位 築 をつ くる場合も ，都市計画を行なう場

合も ，あるいは，建築家をつくる場合にも ，われわれ

は，それらのものの I mage をもたなければならぬので

ある。

乙の I mage は，いうまでも な く，初めには淡然たる

ものでもあろうし，またそれは ，っくりながら次第に固

定されてくる ，という乙ともあろうが，とにかく ，つく

ろうとする何ものかが，何であるかという明らかな思念

なしには，ものの制作はあり得ない。

いま Archi t ect をつくろうという場合その Archi tect

とは何であろうか。学校教育の全課程ののちに，卒業生

たちのうちに形成される A rchi tect とは，一体何なの

であろうかーー その乙とから考えてみたい。

われわれは過去に，非常に多くの A rchi t ecture をも

っている。なかんづく ，現代建築以降の建築観念の多核

さは，まるでそれが観念そのものの混乱であるかのよう

にみえるほども多様である ，といっていいだろう。して

みれば，同じように，Archi tect 像もまた多織であると

考えられる一一古典主義的傾向の Ar chi t ect もあろう

しまた浪漫主義的傾向の Archi tect もあるであろう

い建築という固定観念に保守的な人迷もあろうし，懐

疑的な group もあり得るであろう。けれども ，乙れら

のすべての陣営lζ 属する Archi t ec t のつくるものに共

通な乙とがらは，それらはいづれも ，何 ら か の 意 味 で

の，生活の場を具体的に実現している ，という乙とであ

ろう。

もしこの通りであるとすれば，生活の喝をつくる ，と

いうその乙とに Archi tect 像を求めるのが，一番木段、

的であり ，それだけに，もっとも広い態度であろうとい

えよう。

と乙ろで，生活の場をつくる ，ということは，そ乙で

行なわれるさまざまな生活，あるいはその生活を通じて

人聞を洞察し，理解し，またその人間とその生活の場と

の交渉のし方を識り ，その場の空間的構成の技法や，そ

の工学的，技術的解決をした上で，実際的にそれを施工

していく乙とにほかならぬ。 Archi tect は，Ar chi tect 

として立っていくため lζ は，乙れらの能力をもっていな

ければならぬのであるが，それはす乙ぷる広く ，かつ多
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様であって，今口 ，乙れだけの能力を一人の身にもっと

いう乙とは，ほとんど絶望的 lこ近いとまでも考- えられも

するのである。そういう乙とから， A rchi tect そのもの

の存在の可能性を疑ったり ，または， Ar chi tect の分化

を指摘する乙ともしばしばであろう。けれども ，少 くと

も，ζ れらの広さと多段さ ( C，眼と心とを配るものがい

ないかぎり ，これらの個々の能力が，充分に発揮され，

つの有機的な全体lζ 組織される乙とはあり得ないので ゐ戸

ある。

Ar chit ect は，乙れらの分析的な，同時に，総合的な

能力をもつのみならず，そ乙 l乙具体的に実現しようとす

る生活の拐の事物的形成の一切を，作図し指示して，そ

れを誤りなく wor ker 達 lζ 伝えなければならぬのであ

る。

われわれのもつ Ar chitect 像とは，乙のようなもので

あり ，乙のような I mage を実現するための Curri cul um

が， Ar chitect の教育課程として認せられなくてはなら

ぬと思う。

現行の大学における建築教育の問題点も ，すべて乙の

乙とに関わるのはいうまでもない。

2. C ur r i c ul um について

われわれが，何ものかをつくりうるためには，そのつ

くるものの I mage をもたなければならぬ，という乙と

から，われわれの教育しようとする A rchi tect の I mage

を検討してきたのであるーー しかしながら ，もしもその 、〆

I mage が一定のものであるとしたら， つくられてくる

ものは，その一定の I mage どおりに，類型化され，標

準化される乙とになりはしないであろうか。今日しばし

ばいわれる教育の Mass- production 化のおそれも ，乙

乙l乙在る乙とになりはしないであろうか。乙のおそれと

は，いうまでもなく， Mass- product ion  そのことにそE

るのではなく，類型化，ｾＡ準 化 の怠味する無力化 ， 非

主体化についてのおそれである一一一定の I mage と

Curri cul um とにしたがって， Ar chit ect を育てつつ，

しかもその無力化を避けるには，どうすればいいのであ

ろうか。

まずわれわれは I mage そのものの淡然性を挙げてい

きたい一一一定の I mage と乙乙でいうのであるが，伊l

えば，われわれは三角形の I mage をもち，その Image

にしたがって，三角形を図示する乙とができる。そうし
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て図示されたことによって，はじめてわれわれのImage

はそこに固定された乙とになる。しかしながら ，そ乙に

図示され，固定された三角形は，われわれの I mage で

の無数の三角形のうち，ただ一つにしかすぎないのであ

る。任立に図示された三角形とは Image において，

あやふやな，無数の三角形のなかから ，偶然にえらび; ] ' ，

された一つの図形にすぎないのである。 Archi t ect につ

いてもつわれわれの I mage というものも ，それが実現

されたとき ，それはやはり一回きりのものにしかすぎな

い乙とを指摘しておきた L、

しかも乙の一回性は，個々の学生のもつ才能や傾向に

よって，一層強調される乙とになるであろう。そこでい

いふるされたことではあるが，教育とは，そのような個

々の能力を，個々の学生から抽き出す乙とにほかなら

ぬ，という乙とをいい添えておきたし、。そうしてそのた

めには， やはりいいふるされた乙とではある，われわれ

教師と学生との個人的接触というものが霊安になってく

るであろう。なかんづく Ar chi tec t の湯合，その創作

カ，つまり主体的態度が要請されるのであるから，乙の

乙とは，類型的教育の中で絶対的に不可欠であるといっ

ていいであろう。乙乙 ( C建築教育における教師対学生比

の量的限界を見出すのである。

建築教育における類型化を避ける第三の道は Curri cu-

lu mの編成にある。

前記のように，広く多様な能力についての要請と ，個

々の学生のもつ才能や傾向とから ，Curri cul um はでき

るだけ広く，多様なものであって，そ乙 l乙選択の自由さ

ができるだけ多くのこされる乙とが望ましいと考える。

乙のg _ ，建築教育が綜合大学の中で行なわれる現行制度

を，われわれは高く評価したし、。

問題はその Cur r icul um の内容にある一一初めにい

ったように，われわれは実lζ 多様の Ar chi tectur e をも

っている。 Ar chit ectur e という既成の観念にしたがっ

たとしても ，われわれは，例えば，実体と美との関りあ

いを古典建築 lこ，技術と空間との輝かしい結合をGot hi c

建築 lこ，機能における科学的哀づけや，新しい形式にお

ける新しい慈味の発見を現代建築にみる乙とができるの

である。乙れらの美や空間や機能や新らしい意味や，さ

らに過去や現代の，実体や技術や科学や] 彰式やを，その

ほかのすべての必要な乙とがらとともに，学生透に，過

不足なく理解させなければならぬのである。その上，自

らの I mage なり Idea を固定化し，伝達するための技

法を訓練しなければならぬ，かぎられた一定の時間の中

で，である。

乙ういう乙とからみれば，大学における建築教育とい

うものは，確認された一定の Image にしたがって，一

定の Cur r iculu m を編成する，というこのことにつき

る，といっても誇張にはなるまい。そ乙で問題! ; j : ，与え

られている現行制度の修学年限に集約されてくる乙とに

なろう。

3.  修 学年 限 について

大学における建築の専門教育課程の修学年限について

の批判は，すでにして，現行制度の発足当時から，さま

ざまな立場から，さまざまの形で，繰りかえし行なわれ

てきた。しかしながら ，乙の修学年限の長短は，育成す

べき Ar chitect についての Image と，それにしたがっ

て編成百れる Curi culu m と不可分の関係をもっ。

Ecol巴 des Beaux- Ar t の建築科修学年限は 7 年であ

り，その他，外国の各大学では，専門課程 5 年が普通の

ようである。 des Beaux- Ar t の伝統的な教育方式を，

われわれは，必ずしも至上のものとは恩わないのである

が，最近 Curri cul um の編成替えが行なわれはじめた

米国で，やはり 5 年制度を維持しているらしし、乙とは参

考となるであろう。

綿密な検討ののちでなければ，確言はできぬが，われ

われは，わが国の大学での建築専門課程として，やは り

5 年制をとるべきものと考える。今われわれが，仮りに

試みている ，学部，大学院両 Course の一体的Curri culu m

の実施は， Ｕ 年 ＱＱｾｊ の妥当性を示唆するものである ー ー す

なわち，専門課程 4 年自にして，学生達のあるものが，

はじめて，前忍のような窓味での Archit ect 的発恕を

示しはじめるのであるが，なおその恩考の細部l乙，なに

がしかの欠如があるもののようにみうけられるからであ

る。

最大の問題点は， しかし，乙の仮りの試みこそ，現行

の教育制度そのものを破接するものであるという事実に

ある。われわれは，学部における専門教育修学年限を 5

ヶ年ーとし，大学院に A rchi tect の訓練課程をおかぬ案を

検討すべきであろうと考える。
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学校教育のゆく之

安井建築設計m務所良

佐 野 正 一

学校をでて実務についてみると ，万事予想と巡って大

いにまどっくのは誰もが経験する乙とだ。案外，思って

いたよりすらすら仕事が片付いて，実務なんか気楽なも

んだと一寸得意になっていると ，乙れが大へんな思い違

いで，全郎やり直し lζ なったりする。学生時代にもう少

し勉強しておけばよかったと今夏くやんでもはじまらぬ

し，つくづく学生生活と社会生活の断胞を感ずるという

か，巨大な社会l後初の! ¥t . のまえでひどく向分の学) ] の乏

しさを味わう，そんな気持になる。毎日ぶつかる仕事は

乙とどとく新らしく ，乙とどとく重荷になる。学生時代

は次第に追憶のかげへ消えてゆく ，乙れが第一。

第二の時期は 5 年くらい経ってからだ。仕事はひとと

おり処理できるようになり ，部門の責任者として判断も

できるし企画もたてる。そうなると慾がでて少しは変っ

た乙ともやってみたい，それにはもう一度仕事のやり方

を基本から眺め直して改善しなければならないが， 向分

も勉強するとして他にも相談をもちかけようと考えるよ

うκ なる。相談の相手といえば同僚先輩についで学校と

なる。乙うして学校は追憶のかなたから身近かな現実へ

ふたび結びつけられるのだ。仕事の主題によって，また

その取扱いかたの如何によって結びつく学校は必ずしも

自分の出身校 ICは限らない。自分の頭で考え，その判断

で必豆な刺激を外からとり入れる行動なのだから ，選択

が自分木位になるのは当りまえで，結びつきは多機 lζ 長

期にわたって展開する性質をもっ。乙の!時j切に達しては

じめて学生時代に受けた基本教育というものの効用を実

感するのではないだろうか。と岡崎に学校という組織の

もつ指導能力，研究能力を認識するのも乙のi時期 lζ 達し

てからであろうと思う。

貸出三j切というのは当らないかもしれないが， もう一つ

の学校との交渉は責任のある地位になって就職や入手を

考えるとき ，自分なり自分の職場なり ，あるいは臼分の

属する大きな職峻への人材の充足をどうするかの問題を

めぐって行なわれる。乙の交渉での学校は養成機関とし

てわれわれの前にたつ。いかなる能力をもっ人をそのな

かから探り出せるかは，結局養成の方法はいかK あるべ

きかの蕊本問題にまでたどら なければならないだろう。

ー人の人を中心にして学校というものとのかかわり合

いをおよそ三つの時期κ 区切っ て整理してみたのが以上

の通りである。軍主上易は学校をつぎつぎに巣立ってきた大
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ぜいの人の柴田だから ，ひとりひとりがもっている三つ

の時期に示される三械のかかわり合いは職均全体として

みる時lζ いつも不断K 学校との間lζ 起っている三様の課

題だと考えてよいわけであろう。すなわち ，第ーに学校

教育での実務訓練はいかにすべきか，第二に学校におけ

る基本教育と技術開発の使命，第三に人材養成の方策で

ある。

これらの問題はいづれも重要な，いいかえればす ζ ぷ

る解決困到{ な長い間の懸案ではある。便宜上第一，こを

まとめて教育課目の問題として眺めてみると，現在の大

学および工業高校での専門課程は全時間の 2 分の 1 をす

こしでる程度しか与えられていないのだから，乙のわず

かな時間をどう割当ててみても実務訓練にはじめから期

待する方が無理なことははっきりしているのであるまい

か。学生生活の 1年は実数 8 ヶ月位 lζ 当るから専門過程

の実H寺間は大学で 18ヶ月 ，工業高校で 13ヶ月位がせいせ.

いである。技術畑の教科科目立概して事実を蕊磁広告且立

てられているのだが建築意匠や建築力学のように事実を

もとにしながら理論の展開の幅の広いものと実務関係の

科目のように事実を積上げただけであまり発展のないも

のとがあって，前者 lζ は速効的な妙味はないが聴く人の

努力次第で技術者を大きく成長させるには欠く乙とので

きない原動的なカを与えるが，後者には 1 ，時間教えれば

1 時間，10 日間教えれば 10 自分の力にはなるものの，そ

れだけで- 応用展開の効果は期待しがたい。どちらもやめ

るわけにゆかないだろうが，短い i侍聞を有効に使つての

教育ならば私はむしろ前者にウエイトをかけて学生が巣

立ってからの長い将来!ζ 強い基本を与えるような考え方

をして進めてもらう方が有難いと思う。実務については

なまはん

生半かを承知の訓練を学校でやるよりは社会にでて職場

で職場に合ったやり方K まかせてもらった方がいいので

はあるまいか。仮 fC現状で実務教脊が専門課程のうち大

学で 3 分の 1 ，工業高校で 2 分の 1 ( 立だとみると，実時

間では 6 ｊ ｾ 至 Ｗ ヶ月程度Ｈ｣すぎないのである。具体性の

ある職場でやれば同じ ζ とを覚えるのに 3 ヶ月もかかれ

ば片付いてしまうだろう。

われわれ職場にある方からいえば，浅くてもよいから

広範な知識にささえられた偏よらない判断ノJ と積極的な

姿勢を学生生活を通じてしっかり身につけさせることが

最も大切な乙とだと思うのである。それにしても大学教

ふ
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育が 4 1 f で，そのうち一般教育が約 2 "f. ，専門過程が約

2 年という現行制度では，私の怠見のように専門過程か

らさらに実務訓練的のものの割合を減ずるとしても ，大

学で基本教育はがっちり終了したといいされるだけの効

果がはたしてあがるものなのか。 ζ の乙ろは大学を出て

からさらに修士コ ースで専門過程をふむ人が増加してい

るので，大学コ ースで、の勉強不足はひとまづ解決したか

のように見えるが，乙のコ ースは専攻科目をきめての履

修だか ら短修者の専攻部門での能力向上と大学のもつ指

導的 ・研究的能力l立上がるけれども ，私、の希望する専門

過程全般での広い教誌を引上げるにはさしたる効果は期

待できないのではないか。まして一般教養関係は依然と

して 2 年で変ら ない結果である。乙の点は何も建築学の

みの乙とでなく各方面の長い目でみた上での批判と合せ

て慎重 lζ 検討をしたいものである。

建築! こつながる問題としてはむしろ，大学の教育と工

業高校の教育との関係に注目すべきだと思う。何れもが

技術者として完成する教育を行なおうとする学校当時者

の気持! こは敬意を払うけれども ，工業高校の科目をやや

高自にしたのが大学で，本質的にはあまり差のないやり

方をしているのはどうも感心しない。 tt の大学と高工と

の聞にはかなりの教育上の考え方の相逃があって，各々

ｾＱｬ 向の発 展 をし て いたように思うのだが ， どういう理由

からか戦後 !ζ ははっきりしたけじめがな くなってしまっ

た。社会の方lζ も両者の出身者を年令的に差をつけるだ

けで，区分した取扱いをしない向きが多くなっている風

潮もあるようだ。私は乙れをー砲の悪平等，教育普及の

悪現象と みるのだがし、かが。

教育の普及によっていろんな乙とが起る。 上の例とは

少し くニュアンスが違うが， しっかりした教援を身につ

ける乙とが目的でなく ，学校を卒業することだけが社会

人の通行証として目当てになるような困った風潮もそ乙

から出ている。 小規模で地味なメーカーや研究所につと

めることが嫌われ，日の当るホワイトカラ ーの職場で通

行証を片手に気楽に出世をねらう。それは生長した社会

でありがちな乙とではあるが，人陥jの叡智を引上げよう

とする悲願 lζ は無縁のものであることも確実だ。教育の

普及も結織だけれど，それが安易につ乙うとする人間の

弱さと結びつい て， 額に汗するヲｾｬｉ Ｉｊ を軽視する方向のあ

ることは大いに省戒しなければならない。学校卒業者に

優遇が与えられるならば，それと同様に有験者に技能を

認めた優遇を与える機構と ，その補充養成のための技能

養成機関を整備してゆかねばならない。今口の社会には

いろいろな分野で仕事をする ｾＱＱ 自の教育課程を巡ってき

た人が必去なのである。それらの人々がその独f 1 の技能

をもって社会に貢献しつづけうるためには，待遇と独自

の教育を必ず用［ｨ￮ｾしなければならないのである。いろい

ろなタイフ。の教育が存在しなけれ:まならぬ乙とはこ乙か

らいえるのである。大学と工業高校にもそれぞれ独自の

教育タイプがあっていいという私の主張もそ乙からでで

し、る。

ｾは乙れらのいろいろなタイプの教育が社会の要訪に

応じて，決して情性でなくてしかもいつも長い判断から

みて効果的な巡用をしてほしい乙となのである。誰もか

れも大学教育のレベルに引き 上げよというのでは ない。

それはかえって反作用を社会に及ぼす。大事な乙とは教

育の秩序をしっかりと作りあげ守っ てゆく乙と なのだ。

先年私はしばらく外国をみてj霊い体験だけれど，建築

業務にかぎらず技術的な業務を遂行するのに厳重な資格

制限を布いているところが多いのに驚き ，顧みて日本の

場合ほとんど系人に近いものが相当な高度の技術を要す

るものまで無資格のまま処理している実情をいぶかしく

患ったものである。外国の場合それができるには技術者

相互の技術保全の向衛意識の高いことと ，有職の人びと

にはそれ相応の社会の評価を高くして安定させている乙

との千 Ｎ ｾｊ［ＩＺ があるが ， 日本の場合にはそうした大事な背景

をつくり上げるよりは，かえって反対に教育レベルのア

ップと平等のぞ1にかくれて，次第につぶしてゆく傾きの

ある乙とは憂慮にたえないのである。

建築教育の問題はかくして建築だけの問題にとどまら

ず，日本の教育政策につながり ，11 本の社会の将来のあ

り方の問題につながってゆく。簡単な解決をはかれる乙

とではないだろうが，忙しいときは借りもので間! こ合

せ，ひまに なると口をつ ぐんでしまうような態度で進ん

でいる限り ，建築分野での人づくりは早晩行きづまっ て

しまうのではあるまいか。学校教育の盗について，職能

教育の姿について，職場での教育について関係の方々で

虚心に語り合って方向を見出してゆきたいものである。
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大学の教科内容

近畿の六大学の教科内谷

- 大学の建築学科の教科内容はどう

いうものであるかは，大学関係者や

卒業者は大なり小なり知っている事

柄であるが，一方，社会人か らみれ

ば，どうも何を教えているのかわか

らない。どういう科目をどれだけ教

えているのか，その内容の充実さは

どの程度のものであるのか・・・・・・等々

を知りたいことだろうと思、う。こう

いった窓味で，大学の教科内容を収

録しようという企画をもった。

・と乙ろが，乙の大学の建築学科の

教科内容は. 各大学によって迷うし

それをまとまったもの( 一覧表) に

する乙となどは，短期日ではとうて

いできない。はじめ， 乙の原稿依頼

を建築学会近畿支部教育委員会: こ頼

んだが，現在調査検討中で，発表す

るとしても相当日時( おそ らく 1 年

以上) を要する乙とでもあるという

理由で辞退された。そ乙で，編集と

して，とりあえず近畿の六大学の建

築教室主任を通じて，教科内容を送

っても らい，それを各大学別lζ 適当

[ 乙アレンヂしてみることにして，一

応の立をふせ ぐ乙とにした。したが

って，決してまとまったものでない

ζ とをお ζ とわりしておきたい。

. 乙乙 lζ 収録した六大学は，京都工

芸繊維大学，京都大学，大阪工業大

学，大阪市立大学，大阪大学，神戸

大学である。 ( 掲載順不同)
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京都工芸繊維大学建築工芸学科

拠 名124
| 担当者 |(32)学 科 回

単位数 百|後

白 木 建 築 史 I 中 村 助教授
。

2  2  

il! 

栢

同 上 E  同 上
。

2  2  

築工

111 

西 洋 建 築 史 工 稲 川 助教授
。

2  2  

主主

助

同 上 E  同 上
。

2  2  

学

近 代 迎 築 白 石 教 授 2  2  
教

第

授

建 築 .:t 匠 元 良 講 師 2  2  

1  

建 築 総 向 井 講 師 2  2  

建 築 史 演 習 中 村 助 教 授 2  4  

il! 築 概 税 高 原 教 授
。

4  

白

i l ! 築 計 画 廊 輪 白 石 教 授
。

2  2  

同

住 定' 総 同 上
。

2  2  

石

建 築 計 画 各 論 I 1.  2 ， 3講座全貝
。

2  2  

上

教 同 上 E  同 上
。

2  2  

授

周 上 E  同 上
。

2  2  

第

都 市 針 回 軒1 谷 講 師 2  2  
2  

計 画 演 習
Jニ~息ム 貝 2  2  2  

環 境 調 整 I 石 原 教 授
。

2  2  

同 上 H  悶 上。
。

2  2  

同

石 環 境 潟 m 特 論 石 黒 講 師 2  2  

原

建 築 設 i自 A 石 原 教 授
。

2  2  

同 上 B  三 村 講 師 2  2  

上

教

建 築 材 事ヰ 藤 本 講 師
。

2  2  

第3  

授 il! 築 B也 エ 寺 沢 講 師 4  2  2  

感 築 法 鋭 伴 本 総 師 2  2  

設 fld 泊 塑 石 原，石 黒 2  4  

建 築 力 学 I 山 府 助 教 授 4  

同 上. H  高 原 助 教 俊 o  1  2  2  

同

高 同 上 周 山 間 助 教 夜 2  2  

原

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 締 法 位 阿 助 教 授 o  I  2  2  

鉄 骨 1再 造 高 原 教 授
。

2  2  

上

教

栂 造 特 論 I 松 岡 助 教 授 2  2  

第

授 同 上 日 同 上 2  2  

4  構 造 演 習 I 高 原，山 幻
。

2  4  

同 上 E  高 原，総 附 2  4  

設 計 実 習 I 1.  2 ， 3 講座全貝
。

5  6  9  

同 上 E  同 上
。

7  10  11 

同 上 皿・l 同 上
。

9  12  15 

同 上
『ホ2 同 上

。
6  18  

Eι m 般 計 メ1ヘニー 員
。

7  21  

学 外 災 習勺
。。

...._ 

y  

講

座

制

升

l t t Fl l-iJ!|: ;|2f |;  

車l 設計実習r . II の単位既得を要する。

*2 同 上皿の単位既得を要する

*3 3 回生以降の休理主中 R 実施。



京都大学工学部建築学科

、4・6、

毎 週 時 間 数

科 目
( 0印) 単位

3 学年 I 4 学年

前期| 後期 I

建 築 概 論 増 田 助 教 授 。 1  I  2  

構 造 力 学 第 一
成 問 教 授 。 2  I  4  

i j ! 築 力 学 も 高 尾 教 授
。 2  4  

建 築 ー 般 構 造 ( 工研) 山本教授
。 2  I  3  

建 築 計 画 西 山 教 授
。 1  2  

住 宅

"  

。 1  I  2  

建 築 衛 生 第 一 前回( 敏) 教授
。 2  I  2  1  

11 第 二 松 浦 助 教 授 。 2  1  I  2  

建 築 股 IIs 前回( 敏) 教授 。 1  2  

鉄筋コノクリート構造 横 尾 教 授
。 2  3  

鉄 骨 構 造 額 係 教 授 。 2  3  

日 本 忍I 築 史 福 山 教 授
。 2  1  I  2  

西 洋 建 築 史 川 上 助 教 授 。 2  2  

ぽ造材科概論及実験
六f 耳 耳目I 講助教授師 。 2  I  ｾ＠

2  

; 設 計 演 習 第 一
1  3  

H  第 二
2  I  6  

グ 第 三
3  9  

t持造 学 演 習 第 一

ｾ＠ 若棚六森{防研橋車林田)小教編講助助助教教授授授教師

。 1  3  

工 業 数 学 B 第一 国 井 教 授 2  I  4  

"  
第二

11 1  2  

工 業 力 学 B 第一 山 田 教 授 1  I  2  

11 第二
11 1  2  

構 造 力 学 第 二 小 丙 教 授 2  4  

地 域 計 画 西 山 教 授 1  2  • 
木 UI 造 ( 防研) 金事助教授 1  2  

土 質 力 学 赤 井 教 授 2  I  3  

測 虫 学 概 論 及 実 習 末西 石林 助助教教授授 2  I  ｾ＠
3  

絵 画 災 習 桑 田 講 師 2  3  I  3  

彫 塑 山 本 講 師 2  3  I  3  

築 施 工 jgIj tl 5 教 授 。 2  

築 設 計 法
東沼 田畑 鵠助教授師 。 3  

計 演 習 第 四

西川増 崎田山 鱗教助教授授師

。 3  9  

計 演 習 第 五
。 1  3  

築衛生及設備前溜
前松 浦悶( 敏助) 教教授授

。 1  3  

造 学 演 習 第 二 j  棚六森若(防研橋林車聞)小教講網助llh教教助授授授教師

。 2  3  3  

築 学 iiil 習 会 貝 0 3  3  6  

構 造 概 論 椛松 尼岡 講教 授師 1  2  

階骨造鉄筋コ ンヲリ 一
若 林 助 数 授 1  2  

築 基 礎 工 学
山 日 講 師 1  2  

レストレストコン

六 車 助 教 授 1  2  

リー ト構造

震 構 造 概 論 ((防防研研)}小金樹事助助教教授授 2  2  1  

災 工 学
( 防若研) 石園崎助教教授授 1  2  

市 計 爾 米 谷 教 授 1  2  

工 機 械 及 企 繭 政 岡 講 節 1  2  

代 建 築 史 川 上 助教授 1  2  

築 行 政 吉 田 講 師 1  2  

築 材 料 山 根 講 師 1  2  

気 調 f ; 工 学 守 安 講 師 2  2  

学 ( 文} 井島教授 2  2  2  

術 史 ( 文) 蓮実教授 2  2  2  

闘 ( 銭) 岡崎教授 1  2  

、ず

美

美

庭

E右段下 へ〕

大阪工業大学建築学科

毎 週 時 間 数

学 科 目 担当教官 2 年 I 3 年 I 4 年

前 | 後 | 前 | 後 !前 | 後

図 学 及 同 演 習
。 4 ん12  年

測虫学及同演習
4  6  I  6  

一 般 建 築 構造
。 4  2  I  2  

建 築 材 料
。 4  2  I  2  

構演造習力学 l 及同 。 6  I  6  6  

施 工 法
。 4  2  2  

材 料 実 験
2  4  2  

木嶋造及同実習
4  2  2  

鉄習骨精進及同演 。 6  4  4  

鉄ト筋精進コンクリー 。 4  2  2  

鉄ト筋楠 コン空リー 。 2  6  

造演習 l  

"  
百

2  6  

制 造 力 学
4  

2  2  

鉄ト筋特論コンクリー 4  2  2  

精 進 特 論
4  2  2  

構 造 計 画
4  2  2  

地 盤 工 学
2  2  

防 災 工 学
2  2  

計 画 総 論 。
4  2  I  2  

計 画 各 論
。 4  2  4  

工 場 i j ! 築
2  2  

室 内 環 境 計 画
4  2  2  

王II 築 設 備
。 4  2  I  2  

設 備 特 論
2  2  

立t 匠 論
4  2  2  

底 図 学
2  2  

日 本 建 築 史
4  2  I  2  

丙 洋 建 築 史
4  2  2  

近 世 建 築 史
2  2  

建 築 史 持 論
2  2  

都 市 計 商
4  2  2  

建 築 法 規
。 2  2  

住 宅 問 題
2  2  

設 計 製 図 l
。 6  10  10  

11 E  。 6  10 10  

11 田
4  12  

絵 商 演 習
2  I  4  4  

造 形 演 習
2  2  I  2  

電 気 工 学 大 忍
2  2  

機 限 工 学 大B 2  
2  

導

況

説

指

級

紙

業

業

業

職

産

商 l ITi 1  1  ｾ＠ 1  :  _1_ 1  

〔左段下より コ

土 木 工 学 続 論

米 谷 教 授授
2  

岡 田 教

機 械 工 学 概 論 遠大 東藤 教教 授授

2  

I  ｾ＠ I  ｾ＠
低 気 工 学 概 論 大 谷 教 授

2  

。 学 外 学 習

特 llU 
研 明1 1  0  1  5  1  10 

注) 専門科目は教養部の基礎科目をあわせ て合計84単位以上( 内必修49

単位) になるよう本表中のものから修得しなければならない。
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大阪市立大学工学部建築学科

科
必修

学 名 担当教官 lll{立

( 0印)

Ｒ ｾ Ｑ Ｓ 年 Ｑ Ｔ 年

般 計 dii 習 I 山 悶
。

1  
。

犯 Z臣 力 学 I 111 村
。

2  
。

i J ! 築 m 巡 一 般 林 盟F
。

2  
。

d!l 1  ii .t 主宇 2  
。

副 . u 訳 学 dii 習 1  
。

政 計 演 習 E
。

3  
。

"  
田 。

3  
。

iJ! 築 史 I tQ !ll f  
。

4  
。

"  
E  

"  

。
4  

。

建 築 計 画 I 上 悶
。

2  
。

"  
E  聾l 1鼠

。
2  

。

"  
国 上 国

。
2  

。

"  
v  i!/A  IJ;1 

。
2  

。

都 市 計 画 I I11 名
。

4  
。

犯 2距 衛 生 I 回 中
。

4  
。

"  
E  伊 E事

。
4  

。

建 築 材 料 I 下
ぬ

。
2  

。

"  
lf 

"  

。
2  

。

i J ! 築 力 学 I 日 位
。

4  
。

"  
E  

"  

。
2  

。

i J ! 築 力 学 前 習 I 111 村
。

l  
。

i J ! 築 m 浩 一 般 林 !ll f  
。

2  
。

鉄筋コ ンヲ リート地法 I 鬼 lEC  
。

4  
。

鉄 1' t  4舟
、z〆a1-

日 位
。

4  
。

絵 間 ヲミ 習 松 2  
。

i J ! 築 行 政 及 法 規 tJ[ flId  

自開必修

2  
。

d  

藍主 図 学 関 ロ 2  
。

i J ! 築 衛 生 実 習 問中，伊藤 1  
。

ru 築 力 学 前 習 1 I 9  .. 武 1  
。

( 土 木 地 学 ) 2  
。

( 工 業 数 学 ) 松 4  
。

放 計 dii 習 V
。

4  
。

"  
V  

。
0. 5 

。

iJ! ｾ日間巡 ￰ｩｩ 智 J鬼武，日置
。

1. 5  
。

ru 策 史 E
q  

閉 2  
。

2軽 恕 論 向 ｾ￯Ｍ 1  
。

ru 築 計 図 V 上 回 2  
。

"  
I V  事且 原 2  

。

'lft l 市 Hi 悶 l [ 斉 t量 3  
。

"  
回 輪 3  

。

都 市 防 災

"  
2  

。

長1! 築 設 備 国 中 2  
。

建 築 設 備 特 稔 村 1  
。

i J ! 築 材 料 災 験 下
ぬ 1  

。

鉄筋コ ンデリ ー ト川浩 H

"  
2  

。

木 構 造 日 ほ 1  
。

防 災 櫛 法 論 111 村 2  
。

砧 築 l O I I 治 特 論 3  
。

地 盤 工 学 ー 笠 1  
。

仕 tll t U) : 及 施 工 法 政 昨d 3  
。

(庁r 1主 工 木 ) 渡 辺 4  
。

響 学) ｾｾ＠ 村 4  
。

ru 築 学 泊 習
。

4  
。

<$ 1陸 般 Rt 
。

6  
。

<<n 号 車業資約としては ，必修科目の会単位と選択科目の取得単位との

合計が l ∞ 単位以上でなければならない。乙の資佑花火ける場合

は次年度以降となる。

大阪大学工学部構築工学科 ( 建築 コース)

学 科

必修

学第学第却年2  2  j  

第 3 学 年 第 4 学年

( 0印)

単位数

翻廊;1翻EL

数 学 解 析 続 教綬 8  4  4  

構 造 力 学 館 1部 小援助教綬
。

4  4  

"  
i n2 部 鷲尾 教 授

。
4  4  

1 /  

i n3部 馬場助教授
。

4  4  

締法力学部i習i l Il l 部 小阪助教授
。

1  2  

1/  

i n2 部 鳥 海 市'Iffili
。

1  2  

格 築 材 料 学 奥 ぬ 教 授
。

4  4  

構 築 材 料 学 尖 験

"  

。
1  3  

鉄進筋学コ ンヲリ 館ー 1ト部初

"  

。
4  2  2  

強 築 一 般 m逃 附田助教綬
。

2  2  

木 m 造 学 小阪助教綬
。

2  2  

鋼 綿 1邑 学 鷲尾 教授
。

4  2  1  2  

建 築 計 商 学 足 立 教 授
。

4  2  1  2  

主E築計画学演節習
岡田助教綬

。
2  6  

1部

1/  

節 2 部 足 立 教 綬
。

5  14  

1/  

f:i'l 3部
1/  。

5  15  

主E築悦遊説i習節 1部 鷲馬尽場助教教皮授
。

3  6  

特 別 研 究 全 教 授
。

8  8  1  16  

計 66 24 33 31  8  116  

担!1 虫 学 i n 1部 政 問 講 師 3  3  

測虫学演習 i n 1部

"  
2  6  

建築計画学演習

( 東畑講師) 5  15 

i n 4 部

1/  

i n 5部 足 立 教 綬 4  12  

互E築構造部i t!耳¥2 部 鷲馬尾場助教教授綬 3  6  

都市計聞及地方計画 ( 米谷講師) 2  2  

録 郎J 工 学 ｲｾ 海講師 2  2  

主E 築 衛 生 工 学 (JYa回講師) 4  2  2  

地 盤 工 学 馬場助教授 4  4  

ru築 一 般 材 料 学 倒 的 消 防 2  2  

担l 築 技 術 史 。11上訴師) 4  4  

lill 築 脳 工 学 ( ' i ' i 1I l 講師) 2  2  

沼l 築 生 産 学 足 立 教 綬 2  2  

ru 築 紋 術 学 ( 前回初附) 2  2  

砲 築 法 規 ( 恒附講師) 2  2  

精 進 Bt 岡 学 鷲沼 教 佼 2  2  

教 ff 学 ( 田: t l i ! 湾問) 4  2  1  2  

Ut 49 6  1  6  8  131  23 

計
n

w

d

 

内

《

M

-

n

w

d

 

q
o
 

-

n

u

d

 

内

J
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神戸大学工学部 建築学科 昭和37年 10月

| 担当教官 1<務)

毎 週 時 l間 数

学 科 目 単位

2 年 I  3 年 I  4  年後

後 11Ta I 後 I lTa  I  

応 用 数 学 久 保 笠 原
。

2  2  

11 11 2  2  

ii i  i  

i前

応 JTI! 担 問 学 永 問 2  2  

11 

担当 2  2  

血

工 業 経 済

長4

2  2  

11 
2  2  

タ十

ffi'"t 工 学 概 泊 2  2  

11 
2  2  

共

機 械 工 学 概 論 2  2  

11 
2  2  

通

工上 業ft!木化学銭学工及般 学論 概茸1論1  

2  2  

井上岡 野III 

2  2  

測約 ぴ 工 演 学習

2  2  

4  6  

応 用 力 学

第第 2  1  
伴

。
4  4  

11 11 
。

2  2  

:fJ I崎 力 学
11 。

2  2  

11 ][ 11 。
2  2  

鉄 什 構 造 百主 イそ
。

2  2  

11 
H  11 

。
2  2  

lI 持R 足法i 力学学特前 給醤 I  l  

伴 2  2  

1  伍i i t 
。

1  2  

11 JJ 
11 

1  2  

、+
11 

回 11 。
2  4  

11 W 

必山お岩...天田， 事j下1ャt代1¥ 

。
2  4  

E地II 設 工地 学

法
。

2  2  

。
2  2  

11 J[ 11 。
2  2  

応祭 )f版l 力 力 学 学

m 3  予［Ｇｾ 天
。

2  2  

11 
。

2  2  

11 11 11 
。

2  2  

鉄筋コンヲリート精進 I 山 回
。

2  2  

11 

E  
11 

。
2  2  

2  1M 進 学 持 論 H
11 

2  2  

11 
皿 主主 天 2  2  

11 
W 11 2  2  

ｉ ，ｾ＠ 造 材 料 慨 学総

高山111 

111 
。

2  2  

セ メ ン ト 111 
。

2  2  

材 料 実 験 第 1 悶
。

l  3  

環 境 刻 惣 第第第第第 1  

lTa Jl I  
。

2  2  

" 主
11 

。
2  2  

11 ｾＳ＠ 11 
。

2  2  

3  環 境 調 m 担i 習 1  11 2  2  

EE電II 房ρ築 及 設 冷 m 備2  

11 
2  

上鈴 西木

2  2  

2  2  

日 本 & l l 築 史 論 l 里F 地
。

2  2  

11 J[ 11 。
2  2  

西 洋 建 築 史 論 l 11 。
2  2  

4  
11 

H  11 。
2  2  

絵恕画築 史 符 鵠

11 

2  2  

HSi i 習 第第 2I  
久 本

。
1  4  

11 
2  3  1  3  

q  
悶

。
2  2  

」司『

宅 総 11 。
2  2  

: : r 聞 各 論 l
光向安田，(.1>田 。

1  l  

11 
E  11 

。
1  1  

5  

/，ノ 11 
。

1  l  

t概材法3耳十

1ゆ 111 
。

3  3  

ru 11 
2  2  

j雄lA || 

111 
。

2  2  

処部 本1名11 

。
2  2  

2  2  

設 監 f j; 2  2  

設計ｾ習 第 1 全 教 官
' ' _' '  

3  9  

3 講

11 
第 2

11 
。

3  9  

11 
百13

11 。
3  9  

11 
第 4

11 。
3  

lJ lJ 研

1  ｾ＠ 1 1: I  l: 研
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アンケート: 学校教育に何ぞ望 むか

! 川"'山"'川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川"'川川11川山11川11川11川川11川11川11川川川11川川11川川川11川川11川川"'川川川川"'川川川"'川川11川川"'川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川'1川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川111川川111川川11川川11川11川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川山11川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川州川川州11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川"'川"'川川11川川"'川11川川11川11川11川川11川1111川川11川川11川1111川川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川11川"'川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川"'川川"'川川11川川"'川11川川11川11川11川山川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川"'川川11川川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川1111川川11川川11川川111川111川111川111川11目川'1川川l'川州11川川11川11川11川川川"'川川川"'川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川"'川川"'川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川11川11川川11川川川11川川川11川川111川川11川川川11川川11川川川11川川川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川1/川川川11川川11川川"'川川11川川"'川川川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川11川11川山11川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川川11川川川111川11川川11川山11川川11川11川11川川11川川川"'川11川11川11川川川11川川川"'川川11川川11川1111'川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川"'川11川川川11川川11川川11川川川11川川川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川11川11川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川"川川川"'川川"'川川11川川"川'"

. 建築計画にお け る判断

力を /

大学の 4 年課程の期間中! こ建築l乙

関するすべての分野を十分 lζ 掘り 下

者lこ日常専門業務( ( 携っている経験

者，例えば設計事務所，施工業者の

設計部にいられる方々の協力を得て

実際の経験をいかした生きた教育を

してほしいものである。これは 『胞

が可能である。

乙れ lζ 対し，高工教育は実際面の

現象を採り挙げてそれに 関連する基

礎理論を説き ，判断力，実行処理力

を縫成するという大学教育と逆の行

ヴる乙とは不可能であろうし，また 工J の科目 でもいいうる乙とです。 き方の教育方針が望ましい。

技術的な面については基礎的な教育 適任者は大阪でもたく 5 んおりま 邸ぬ建設K K大阪支庖建築部次長 . . . .  

が果されていれば，実社会でとれを す。よろ乙んで協力して下さると恩 若 林 季 雄

民主き上げる乙とは十分可能である。 います。

われわれが日常の業務のうちから

痛感している ζ とは，建築は社会全

体に対し，その環境整備の面で果す

べき大きい占任を負っ ているが，乙

れの成否を決める袈索のうち最も大

きいものは，設計，施工以前の建物

がいかなる形で，いかにあるべきか

を判断する建築計画に関するもので

あろう。乙れは技術的な分野と異な

り，大きい自由度があり ，また創造

的な面も認められる。乙の建築計画

lこ関する適切 な判断力の養成は ，そ

れぞれがいかなる職場 lζ 向かおうと

も大学教育に期待されている最大の

ものの一つであろう。

K K 竹中工務庖設計部長 岩本 博行

マムマ

園生き た製図の 指導を /

企業者の立勾から ， とく に「製図」

の術導について一言。大学，工高を

問わず製| 苅，とくに一般製図の指導

平和政投 K K 常ii5取締役 星 広文

マ6 v

. 都市生活の考究を /

学生時代，都市生活構造について

もっと深い考究を教授しておくべき

である。それと ，建築と心理学の関

連性について，教育 す る 必 要 が あ

る。機械化され，合理化されていく

ζ とと ，人間性の失墜が哀はらに行

なわれている乙とに悲しみを覚える

一人である。

兵 ｾｬｬ 県事 ｪ ｾ 合庁舎 建投工 事事務 所 長

光安 義光

マムマ

. 基礎教育 と実用教育

大学教育は基礎理論教育 lζ 終始し

でも，実社会におい て， その益磁FJl

2命から実際面を判断し処理する ζ と

マムマ

. 適性を認識さ せ よ

自分が何 lζ 向いているかという乙

とを一日も早く認識させる( 意匠，

椛造，設備あるいは設計 ，監浬，治

負の代人，官公署向きかどうか) 乙

と，とくに設計事務所などを希望す

る人は， ｾＺ 豆 が多いようだが ， 使用

者あるいは先輩からみると ，どう も

121匠向でない人が多いのに希望して

いるのが多L、。本人のためにも全く

不幸な乙とと恩う。

それと ，自分は構造をやるから設 予J

備や怠宜のことはあまり熱を入れな

いとか，意匠をやるか ら設備は設備

に委すとかが多いように見えるが，

むしろ自分の専攻したい方向以外の

乙とを勉強しておくよう指導された

方がよいと思う。専攻以外はなかな

か実社会に出て，勉強する暇がない

ので，あえて申し上げる。

とく めい

|川川11川川11川川11川川川11川川111川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川111川川11川川11川川川11川川川11川川川111川川111川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川11川11川11川川11川川"' 川11川川111川1/川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川111川川11川川川111川川111川川11川川11川川11川川川1/川川川11川川11川川11川川1/1川111川11山山111川川11川川川11川川川11/川1/川川"川川11川川11川川川11川川川11川川111川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川11川川11川川11川川11川11川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川11川11川川11川川11川川川11川川川11川川川1/川川川11川川川1/川川1/川1/川1/川川1/川1/川川1/川川川1/川川川1/川川川1/川川川11川川川1/川川川1/川川川1/日川川1/川川1/川川川1/川川川1/川川川1/川川川1/川川1/川川川1/川川1/川川川1/川川1/川川1/川川1/川1/1/川川1/川川川11川川川1/川川1/川川川1/川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川1/川川1/川川1/川川1/川川川11川川川11川川川11川川11川11川1/川川1/1川川1/川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川山11川1/ 1111川1/川川11川11山川1/1川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川1/川川川11川川11川川川11川川川11川川川"'川川111川川11目川川11川川川11川川川11川川11川川川111川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川111山11川山川11川川川11川川11川川11川山1/1/川川1/川川川1/川川川1/川川川1/川川川1/川川1/川川川1/川川川1/川川川1/川川川11川山川111山11目11川11川川川111川川11川川11川川川111川川11川川川11川川川11川川川11川川11川1/川11川川111山1/川1/川川11川川11川11川111川川11川川川11川川11川川川11川川11川11川川11川川川11川川川11川川川111川川11川川1111川川11川川11川川川11川川川"'川11川川川11川川川11川川川11川川1111
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、. .  

γ  

マムマ

. 設 備 教 育 を

建築設備 ・専門教育

および建築設備 ・常識教育。

以上二点を徹底して頂きたい。

K K竹中工fl5庖股un部長 石 黒 次 郎

マムマ

. 基本事項をみっちりと /

戦前の学校教育lζ くるべ，高校，

大学( 前期 2 1ドは教主主課程と考え〕

ともに専門教育の期聞が非常 lζ みぢ

かく な っていますので，高校を例に

とっ て も昔の 5 1f.#j lj の工業学校卒業

者! こ比し，I # - 門知識がかなり劣るよ

うに思われます。この意味で新しく

つくられる専門学校1 ( 期待していま

す。

高校は短い期間を将来有効に生か

す意味において， あまりあれ乙れつ

め乙まず，基本事項をみっちりたた

き乙んでいただい て ， 社会 ｬ 乙ｪｊ ｾ Ｑ てか

ら正しい応用ができるようにしても

，えればと思います。

K K 大 株 組 谷 口 尚 武

標記ア ンケ ートを，設計，現場，設備の部門

別，車，j;合 l H上. Ul 必所，官公庁の! J l : : l ' 1Hlj lc 選ん

だ適当な30人 ICお願いしたが，とく K 中小企業

以下の人の解答がほとんどなかった ζ とは成念

である。

t  9  6  t 年 5 月 2 日 、 ベ ル リ ン 滞 在 中 で の こ と で あ る 。

私 が 建 築 家 で あ る こ と を 知 っ た そ の 少 年 は り 、 ン ザ 地

区 の イ ン タ ー パ ウ を 見 て 呉 れ た カ 、 ? 有 名 な 建 築 家 の 設

計 に な る 多 く の ア パ ー ト が あ る 。 近 く に コ ン グ レ ス ホ ー

ル も あ る の で ぜ ひ 見 に 行 っ て ほ し い J と話 し か け て き た 。

私 は 既 に 見 学 済 み で あ る こ と を 話 す ど 、 今 度 は さ ら に そ

れ ら の 建 物 の 感 想 を 熱 心 に 問 う て く る の で あ っ た 。 幾 理

に も L 、 ぃ 見 形 と は 思 え な に 、 母 親 に 連 れ ら れ た そ の 十 才 イ 立

の 少 年 の 印 象 が 鮮 か に 私 の 心 を と ら え て 離 れ な い の で あ

る 。 そ れ は ベ ル リ ン 市電 の 中 で の こ と で あ っ た 。

ホ テ ル ・ サ ボ イ で 私 l立次 の よ う に 誌 し て い る 。 r遠 く

祖 国 を 離 れ 、 異 郷 万 里 、 骨 を か む 郷 慾 が 全 身 を か む 。 私

は 、 だ が 、 釈 然 ど し え な い或 る 一 つ の 墜 の 前 で 立 ち 止 っ

てし 、る 。 そ れ は あ の 少 年 と も と' か し く 話 し て に 、 る 私 の 耳

に 響 い た ヂ ル ト ー と か サ リ ネ ン ど L 、 う 言 葉 で あ る 。 創 造

す る 者 ど 支 え る 者の 密 接 不 離 な r 融 合J の 力 を 感 じ た が

為 で あ ろ う カ 、 。 あ の 少 年 を し て 「態 築 J を 認 識 し 把 握 さ

せ よ う と す る 大 き な 「力 J は 何 で あ ろ う か 。 建 築 の も ち

つ ぜ け た 文 明 の 「 象 徴 性J ど 「社 会 性」 を 的 確 に 少 年 に

ま で 考 え さ せ る こ と の 出 来 た 背 景 の 「力 J を し み じ み と

感 じ る の で あ る 。』

建 築 家 個 人 に し て も 、 「 文 化J の 裏打 ち が全 然 な さ れ

ず 、 い き な η 「 建 築」 を や っ て も 、 そ れ は 所詮 旗 真 似 て ・

しか あ η え な い で あ ろ う 。 思 想 の な い 建 築 は 随 介 見 あ き

て 了 っ て い る 。

「 建 築 以前 の 問題 」は 何 か ? そ の 辺 の こ と を よ く 勉 強

し て 基 礎 を 国 め て お か な い と ど ん だ こ と に な り そ う で あ

る 。 大 阪 市 磁 築 局 宣 言 織 部 主 査 ' 北 垣 智 造

11川川川"川川川11川川"'川11川川11川川11川川11川川11川11川川"'川11川"'川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川"'川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川"'川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川川11川川川11川川川11川川川"'川11川川川11川川川川川"'川川川川"'川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川 川11川川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川川11川川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川川州11川川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11山川川11川川川11川川川川11川川川11川川11川川"'川"'川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川11川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川11川'1川川11川川'1川11儒7罵需

53: 



建 築 技 能 者 教 育 座 談 会 川 11111111111111111川m川川川川川川山川川川川川川川川川川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川川川11川川11川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川11川l川川川川川11川山11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川川川川11111111川1111111111111111111111111111111，

福 岡 正 氏

i車 山 容 ニ 氏 上 rn 与 三 郎 氏

川 岸 繁 夫 氏

熊 谷 広 吉 民 関 段 ニ 氏

寺 岡 真 氏
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直 職 場 教 育

座 談 会

. . . .  ド

建 築 技 能 者 教 育

大工 ・左官 ・塗装工 ・タイノレ工などの

教育訓練をめぐって

( 順不同 ・敬祢略)

司 福 岡 正
A  

"" 

( 大阪府労働部訓練諌畏)

大 工 関 係 遠 山 春 二

( 大阪建設共同職業訓練所所長)

左 官 関 係 上 田 与 三 郎

γ  

( 大阪府左官工耶業協同組合可I路局長)

大阪府左官従業貝組合長

f ' l l ! 車工関係 熊 谷 広 吉

( 盟問 ・大阪府主主装工業協同組合設能訓練所主事)

タイルヱ関係 川 岸 繁 夫

( 大阪 9 ィル衛生淘器商工業協同組合組合反)

! i l l 紋業関係 関 雄 二

( ! i l l 設労f 6 研究会委貝長)

官 庁 関 係 寺 岡 真

( 大阪府! i l l 築部役計監理業係良)

とき : 昭和37年10月17 日・ところ ・本会会議室
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司会 専門家のみなさんを前にはなはだ俗越ではござ

いますが，どf旨名をうけましたので司会をお引きうけさ

せていただきます。建築技能朽の教育という乙とにつき

ましては，建築のみにとどまらず，私どもの取り扱って

いる郎門，あらゆる技能者の教育，司l臓にもつながり ，

産業発展のために亙変ーであることは申すまでもない乙と

でございます。ど承知のとおり全図的な技能者の不足

は，昭和37年 2 月の調査によりますと 165 万人，大阪

府においては 16万人という数字が出ており ，建築部門は

不足率21. 496と最高を占め，その深刻さを物語っている

わけでございます。むろん私どもといたしましてもその

充足 [ζ 最善の努 ) J をはらってはおりますが，なおかつ業

『恥 界のど期待に添うf ( . はむずかしい問題も多々考えられる

γ  

わけでどざいます。すなわち，現在弱年労働者，新卒者

の就職希望，労働 IC . 対する考え方としては一般的にホワ

イトカラーへの執着が非常ーに強い乙と ，それに関連して

学校の先生の教育指導の在り方や親たちの考え方の問題

もあろうと思いますが，また一方建築業界としても，そ

の受け入れについて改善を変ーする点などいろいろ取り上

げられるわけで，現実のさしあたりの問題としては，教

育訓練もさることながら ，まず労働力の確保，乙れが先

決要件ではなかろうか。それで‘ 人集めについての実地の

ご苦心を承り ，ついで教育訓練にお話を進めていただき

たいとかように考えております。

人 集 め の 苦 心

大阪府の統計からみましでも ，中小企業における建築

大工の人の集まり方は非常に低く ，37年 2 月の調査では

28. 796と不足率の高いことを示しております。そ乙で実

際! c . 業界において，まず人を集めるのについてのど苦心

の点，人を集めるについての陸路と申しますか。また今

後どういうふうにすれば人が集まるかについて，実際面

にあたっていられるみなさんのお話を伺いたいと思いま

す。

一一左 官一一

上回 私の方は左宮の見習いでどざいます。毎年安定

所に頼んで集団的 lζ 中卒者を集めていますが，とても書

類だけではすまされず，PR!乙回るわけで昨年は鹿児島，

宮崎，両県下へ出かけました。近く熊本，1高知，徳島の

三県へまいります。乙のどろの若い人には左官というも

のにはまったく魅力がありません。そ乙で採用条件をう

んと掘り下 i: f 学校の成績はよくなくてもよろしい。両貌

もそろわなくともよろしい。ただ健康でさえあればよろ

しいと呼びかけております。交通の不便な 山の中や海の

ほとりから割合い多くまいります。左官見習いとしての

魅力は早く高率の賃金を得られ，また資本を要さずコテ

一丁で独立できるかるですが，それでも毎年だいたい申

込み数の川くらいの充足率で，なかにはせっかくさてく

れでも途中でやめてしまうというのも出ています。旅費

も大阪府の指示通り先渡しをしてやっていますが，この

現状は 2 1下や 3 年ではとても改善は望めそうもありませ

んね。

司会 建築に左官はっきものだということはわかりま

すが，いま巾しました，若い人の考え方，そ乙に問題が

ありますね。

上回 田舎の子供はせいぜい 2 階建くらいしか塗って

いるのを知らないでしょう。 9 階， 10階というと，びっ

くりしてしまって，中には乙んな高いところへ上 って仕

事をょうせんといいだすんです。そういう点をよく P R  

したいと思っても ，直接学校を訪問すればいやがられる

し，忙しい中学の担任先生を集めるのが困難だし，人を

集めるにも機会は少なく . したがって安定所ばかりを回

るという乙とになるわけです。元来左官というものは，

ほかの職障に一度ついた人や，転々として動いた人は就

職しでも長続きしません。よほどの辛抱と綴気が必要な

んです。いわば中途からはいった人には全然向かない仕

事ですかる，われわれとしましでも ，やはり中学新卒者

を採用してミッチリと仕込んでいきたいと思うわけであ

ります。昨年度から組合lζ て事業内職業訓練所を設け見

習生の益成 lζ 努めております。将来は高校卒をとらない

と左官の就職者はなく なるのではないかと思いますね。

しかし，はたして高校卒が左官を希望するか，どうか，

そこには問題がありますが。

司会 ほかの職種はし、かがですか。

一一一タ イ ル エ一一

川岸 私の方はタイノレでございまして，左官さんと似

てはいますが，現場のノマーセンテージは左官さんの泌く

らいなものでどざいます。徒弟の募集 lζ ついては，いま

までの実絞では縁故採用という形で，親方や職人さんの

予を経てくる乙とで充足もされておりますし，Ifj}J統も長

く ， 一般 ￰ｾ ＩｦＺ主の方では大阪府の方 ｬ 乙ご厄介になり ， 過去

十何年引き続いてト ータJ レにすれば何百人というものが

お世話になっております。しかし ， それでは認ｾｩｩＱの Ｑ

割にも満たんというので各自の予を経てまいっておりま

す。比較的早く高率の賃金が得られるというので，その

方には魅力はあるんですが，左官さんと同じく親方や職
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人さんと徒弟の関係です。われわれもやってきたんだ。

お前も半年や 1 年くらいはなんでもやらなきゃいかん。

中学出の人はタイノレ張りになるんだから，はじめから

タイノレを張らせてほしい。セメントや砂巡びはやりたく

ない。先輩との対立ですね。そこに両者の歩み寄りの必

要があります。最初からの両者の認識の問題ですね。や

はり私の考えとしましては 3 ヵ月や半年はなんでもやっ

てもらって. 5 年せねば一人前というのではなく，だい

たい 1 年もすればぽつぽつ張ってもらって，勤労意欲を

盛り立てるというふうにすれば，割合いに定着もします

し希望も出てくるわけでどざいます。われわれ組合と

しましては，中学の教育に職業的に加味したものを取り

上げていただき，生徒の能力によって君は乙うしたらい

いだろうという調査を中学 3 年くらいでやっていただか

んと ，現在ではタイル全般の技能者は学科のできないも

のが，とにかくそういう方へいくんだという思想が多分

にあります。成績がわるいからせめて搬入さんにでもと

いうんでは教育に時間もかかり ，結果もわるいからその

点の考慮も必ｾと思います。

司会 ただいまの中学校での職業教育という乙ともな

るほど必要ですね。塗装さんの方も同綴でどざいます

か。人を! i k めるという乙とについて非常にお困りの点

は。

ー一塗 装 工一一

熊谷 私はいま学科の方をもっておりますので，まだ

こちらにご厄介になって日も浅いので，人1長めの困難は

承ってはおりますが，具体的にどういう点で困るとか，

あるいはどういう条件などはあまりくわしくはアタ 7 に

ははいってはおりません。みなさんのお誌を来って参考

にしたいと思っております。

一一大 工一一

司会 建築さんの方はL、かがですか。非常に努力をし

ていられるそうですが。

遠山 うちの方は大工が主で ζ ざいます。それに関連

しまして左官，板金工もきますけれども，ささほどいわ

れたよりも中学出で募集成績はちょっと 7 シですね。今

年はど多聞にもれずわるかったが，昨年度まではだいた

い505ぢ程度くらいはいっております。歩どまりの点も ，

安定所の人はとのくらい ｈｾ ，さねばいかんとか ， いや待遇

がどうのというので，いろいろ怠見の相巡もでるのです

が，安定所の人が心配をなさるほどの乙ともないです

ね。つぎつぎ代っていく人の多いなかに， うちの大工γ

んかの場合は，歩どまりはだいたいによろしいといえま

すね。それからいまいわれたと閉じように，荘、ら子供の

時分は学校の成績がわるいから ，大工にでもなれといっ
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てはいたもんですが， しかし，乙の道にはいって苦労を

してみますと ，なかなかどうして勉強ができないから大

工じゃ具合が; ! - ，るいんですね。うちの方としては集団求

人をするときのいろいろな条件といいますか，そういう

ものの中では少なくとも数学の 3 以上の人が望ましL、と

しております。そうでないと ，どうも訓練所にはいれた

場合でもできがわるいです。

司会 まあいまお話のように，やはり親たちの考え方

に，学校できなし、から殺人にするんだというようなこと

が非常に強いわけですね。学校さえできればせめて子供

を高校なり ，大学を出したいという親心ですね。乙れは

むろんよくわかります。けれどもやはりその子供の適性

というものをよくみて卒業なり ，進学なりを決めるべき ....-

だと思います。学校で勉強の方のできがわるいから職人

にするんだといったような考え方は乙れから改めるべき

でしょうね。

それから私ばっかりしゃべるようになりますが，私が

車生業司l腕課長になりまして，はじめて大林芳郎さんにお

会いしてお話をしましたが，建築関係 lζ 人の集まらない

という乙とは，技能者の福平IJ 厚生の面が多少わるいんじ

ゃないか。もうすこし福利厚生と申しますか，共済制度

というか，そういうような函を充実したらいいんじゃな

L、かということを申し上げて，なるほどそうだと賛成を

得たのでどざいますが，そういう福利厚生というか，そ

の将来の問題についてですね。業界のみなさんはどうお

考えになっているか，その点なにかお話をいただきたい

と恩います。

福 利厚生施設 ・共済制度

一一宿舎 ・退職金問題一一

関 建設業では親会社のみで実際 [ζ 働く技能労務名ー

は下請に鹿用されるわけで，直接雇用しているものは建

設業では小さい業者が一部しておりますだけで，中以上

業者はほとんど下請形態をとっております。その下請形

態は完全外注かというと ，そういう下請形態でもなし、。

専属した下筒形態で外注のような，直営のような下訪形

態をとっているんですね。そうして一応は労務管理の面

なんかは自主的 [ζ 外注と閉じような取り扱いをさそうと

いう向きもあって，そのためにハッキリとした指導もで

きないし，またその下請の行なっている労務にもなお不

便な面もかなりあるわけでございます。それならいっそ

、v
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の乙とその下請形態を改めるという乙とになると ，そ乙

lζ はまた非常に大き な問題があって容易にはそれもでき

ない。それではどういうふう な援助をしてい くかという

よう なことで，いま取り上げておりますのは宿舎です

ね。現場の宿舎なんかは，できるだけ元訪の方で、建設し

て，そうして従来のような，ああいうパラック建のもの

はできるだけやめて，移動式，組立式のものに代えてい

乙うと考えております。それから退職金の問題について

も退職金規定などというものは，土工，鳶，大工さんに

はほとんどないし，またすぐ作れといっても早急lζ は聞

にはあわない。 それで建設業協会としては，退職金共済

協同組合を作ろうじゃないかという乙とで現在設立の準

『 ι 倫中で案文の検討をしております。ところでそういう建

司ず

設業lこ従事している労務者という大き な純聞になります

と，下請の事業主からみた場合は% たらずが恒常的な

労務者で， 71というものは流動労務者であるというわけ

です。だが乙れを建設業とした場合には， Ｗ ｾＡ 日 ｬ くらいが

恒常労務者であって，あとの 3 割程度が季節労務者とい

うふうな乙とに なっております。建設業全体としては，

そういう季節労働者以外のものは全部包含しようじゃな

いか。そういうものにも退職金が山せるように案を考え

よう。非常 Ir . 範囲が広いものですから具体案はまだ出て

はおりませんが，いま検討の段階にははいっているわけ

でございます。それと躯体協同組合というのが乙んど大

阪にできまして，それには大工，鳶，研，ii. 官さんもは

t 、っていると思いますが，そういうものができまして協

同組合のなかに，また分科会みたいなようなもので業種

別にそういう団体ができました。乙れはできたばかり

で，まだな! とも機動力はないわけですけれども乙れをま

あ育成してですね，その部門，部門 lζ 今後は援助を与え

ていくというふうにしたら，親会社の方で直接なにもか

もに下を出すよりは，かえってすべてが丸くいくんじゃ

ないかと思います。現在のようにたとえば職業訓練所に

しても千葉，愛知にああいう大き なも のを ζ しらえても

人が集まらない。守口の訓練所にしろ，そう人はたやす

くは集まらないし， うけたものの斡旋もあまり活滋味は

ない，というような状態では ，金を注ぎ乙むわりに効果

は上がってはいないわけです。だからそういうような乙

とも現在考慮の段階にきているわけです。

司会 守口の訓練所でもですね。いまいわれましたよ

うにタイル張り工にしろ，左官にしろですね。人が集ま

らないのでせめて大工 さんでもと ，大林さんにど無理を

申し上げて46名の寄宿舎を寄付していただいたわけで

す。その結果，おかげさんで今年は定員をオーノミーした

という乙とで，まあ面白をもたせてもらったわけです

が，いまお話の共済制度というものは是非必要じゃない

かと思うわけです。何年か乙の会社または親方lζ Ijj}J めた

というときには，ある程度の退職金がもらえるという乙

とにならないと末の楽しみがないのじゃなし、かと恩うわ

けです。しかし，いまおっしゃるように全建設労務者を

対象としては，なかなかむつかしい問題だと考えます

が，是非いずれか実現してほしl 、と思いますね。

関 jlli1汚をうまくやればいけるんじゃないかといわ

れますが，最近，土工の大き な下訪では工業高校を出た

土木技術者を腐っていられると乙ろが，どんどん出てき

ております。乙の方面では退職金規程を設けて退職金を

つけておられるので長続きしています。まあある程度は

新しいものからでもこれを行なっていくという方法をと

れば下前の形態も変ってもさましょう。具体的にどうと

いう乙とにはまだなってはいませんけれども。

司会 寺岡さん，いま建築関係で特にど指導を腐って

いるわけでございますが，いまお話がどぎいましたよう

な人集めの問題，福利厚生なり共済制度の問題などにつ

いて，どういうふうにお考えになってい られますか。

一一官庁側からの指導ー一一

寺岡 私は，今日はみなさんから技能者の育成につい

ての お訴を聞かしても らう つもりであり，と くに話題の

持合せもありませんが，だいぶん前のととでした。私が

当協会の乙とで建設業協会の相沢さんと会合で一緒にな

ったときの乙とです。当時でも技能者が不足し，また技

能者になり手がなくだんだん減ってゆく傾向があるの

で，この対策として，建設業関係の大手筋が共同で技能

者の訓練施設を設け，技能者の育成をしたらと諾合った

乙とがあります。だが，諸殺のi H百ででき なかったよう

です。その後職業訓練法の制定となり，各事業所でi i ! 1練

所が設けられた。大阪ｾ設労組においても昭和 ＳＳ 年 ｬ 乙訓

練所が設けられ，今年で第 2 回の修了者を出しておりま

す。私も当初から5注目市として関係しております。私もや

りがいのある仕' j J だと思っております。

訓練生は入所式の当時は大勢いたのですが，雇主また

は諸事'tf'JI こより，また修業年限が 3 ヵ年という ，J切聞の

長いせいかだんだんと受講者が減って 3 ヵ年修了時に

はその数が約半分となります。恕由として，先に司会者

のお話のあったように福利厚生施設または共済制度がな

い乙と，または修了後の資格などに問題があるのではな

l 、かと恩います。たとえば訓練所を修了した者に 2 級技

能士の資絡を与えるとか，共済的IJ 度を設けてやるとか，

乙れらについて，労働省，建設省においてもっと本腰を

入れμ 剣lこ考えてもらいたいと思います。業者や事業所

まかせでは，技能者の育成または filJ i 保する乙とは望めな
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いのではないかと思います。私はこの席をお借りして司

会者( 府訓練課長) 1ζ お願いしてぜひ労働行，建設約ま

たは文部千? に呼びかけてもらって，各中学校または高等

学校などの学校教育のなかに，各種技能者 lζ 関する知識

および関心をもつよう P R をしてもらうようお願いしま

す。また建設業関係の各職種の技能者の訓練教育 lこして

も時代l乙即応した教育方法が必要だと思います。たとえ

ば大工技能者について申しますと ，現在でも堂宮建築，

町家建築またはコンクリートの仮枠のill 込などなんでも

やらなければ一人前の職人( 技能者〉でないように考え

ている。それはま乙とに結構なととと思いますが，専門

技能者を大iillζ 要求されている現今，その上新しい建築

材料がつぎからつぎへと変って生産されその工法もずい

ぶん進んでいる。前lζ 申しましたようになんでもという

乙との考・え方を改めて，現代建設工' j J に即した各部門 lζ

対する専門技能者を育成しなければ，乙の技能者の不足

IC . 対処する乙とができないと思います。

それから ，技能者養成には必ず乙れに対する哀ずけは

当然考えてやらねばならないと思います。ただいま ，共

済制度のお話がありましたが，建設業関係の技能者は若

いうちはどんどん働けるし，人も歓迎してくれるし，そ

れに1 ' 1 : 金の高いのが魅力で， 乙の門 rc. n散を求めるのであ

ります。乙れに反して老年になれば身体も哀えていくし

働けなく なる。乙れに対する社会保障もなんにも ない，

乙れではいまの若い人は集まって乙ないのは当然です。

現今のような状態では逆lζ 学校を卒業すると会社，事業

所なと. の保障lli ll度のあると乙ろへどんどんいってしまう

だろう。技能者の確保の先決問題は，まづ老後の社会保

障，生活の保障ではなかろうかと思います。

一一タイル工の場合一一

川岸 タイル工の場合は，現在働いている年令が60才

はごくわずかです。足場の上にあがる。速くが相当みえ

なければいかん。それに仕事の能率が孫ちるというので

だl 、たい50才くらいでやめてしまいます。戦前は 1 日と

16 日を引くと 1 ヵ月 30 日中 28 日，それも実際は仕事が

なくて正味20日- 25 日働いていました。ところが終戦後

は移動工程と仕事の増加で高賃金，いくらでももうかる

というので，逆IC . われわれの考えと反対に週休にしても

らわねばと月に 4 - 5 回休む。月 25 口としても正味 18-

20 仁l くらいしか働きません。それで足ら ないときは賃金

を上げてカバ ー しています。せめて 3 日でも 4 仁l でも多

く働けば確実に残るのに，要るだけあればそれでよいと

の考え方です。年令的にもそういうものが 50 96 以上を

占め ， 人はふえても稼 ｾｊ は結局減っているのが現状で

す。
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一一オペ レータ ーの場合一一

関 l直接届用していますのはオペレーター( 重機

工〉だけで， !TI: j後工のような職種を取り 上げてみても，

定年まで継しJi を保持しながら働くというより若いうちに

稼げるだけとろう。技能があれば年令は少なくともいい

賃金がほしい。 l時間外は一般労務者と反対に，逆にどん

どんさせてほしい。( j i }Jける間lζ うんと稼く- 。オ ペレータ

ーは 40才まで，50才になればオペレーターとしての仕事

は無理であとは機械かなにかに代ります。働けるうちに

うんと働く。大工さんもそれと同じではないか。サラリ

ーマン的な 't き)5の人もなかにはありますが，技能者の

働く人 lζ はそういうのはいないですね。働ける聞にとい

うので，たとえ退職金規定があってもより高い賃金の方 ....... 

へ走ります。そうしである一定の仔. 令になると逆に定年

までおいてほしいというんです。働き盛りはよそへいき

たがってしょうがないのですが。

司会 働けるだけ働くとか，金のいるだけ働くとか，

貯蓄をしない方が多いとかいう乙とは多少反省の要があ

るといたれましたが，木当ですね。組合とか親方さんの

方で老令でやめられた人 lζ は慰労のお金を出すという乙

とはないんでしょうか。

川岸 砲、の組合としてはありません。組合員のなかに

も。

一一共済基金積立など一一

司会 そうですか。乙の間欧州旅行を一緒にしました

東京占s建築業組合連合会長の月橋さんのお話では，左官

でも大工でも組合にはいっている人で，もし不幸にして

亡 くなったらその 口lζ 100 万円を包んで香典としてもっ

ていって家族が生活に図ら ないようにして上げるのだと

いっておられました。それには平素から使用者，労働者

の双方から出資してお互いの共済基金を積立てておく。

そのためにみんな安心してよろ乙んで働いているという

乙とですがね。その点本当に実現しているとすれば立派

な制度だと思っておりますがね。

関 そういうアメリカ式の行き方に似たようなもの

があればいいですね。資本家も援助をするでしょうし

tl 。

司会 連名ーなときはよろしいが，病気や不幸があれば

家族は路頭rc . 迷う。遺族年金などがよそではあるが，乙

の業界ではないとすｾＱ，ば ， それに代るものが必要です

ね。

上回 左官組合は35年度から組合の別途会計で実施し

ています。団体生命保険と退職共済積立金規程を中小企

業退職金共済事業団の11)IJ 度rc . 準じて作り ，団体生命保険

料は親方負担， 1 ヵ月 60円かけ捨て，不幸にして亡くな

r  
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れば契約金 10万円支払い，積立金は 1 ヵ月 200 円，本人

または親方負担，やめた年数 lζ もよりますが 10年で約 5

万円支払います。事業主からも別伺にだ しています。そ

の支出するまでの金は融資したりしてふやす乙とを計っ

ています。いまのと乙ろ: f ri望者だけですが，全員加入す

るよう機会ある毎 lζ 極力勧誘しています。

司会 大阪の大手筋の会社が音頭をとって，会建築関

係、の人たちを組合員にした共済組合という ，そういうも

のはできないんでしょうか。全ｾ設業者であると同時に

大工さん個人も全部組合1( ，加入して，なんぼかずつの金

をとって共済の笑を上げるようにしてはどうでしょうか

ね。

関 いま考えているのは非常に大きい。全建設業者

が'1!i 用を負担して，はいるのは労働者だけ。労働者は 1

円も不要。

司会 その 1 円も不要という乙とじゃなしに，使用者

も労働者も出しあってゆく乙とが大切な乙とではないで

しょうか。

一一建設業労務者の退職金制度一一

関 稼効回数 lζ 応じても!i 立金を納めて，就労手帳だ

けは労務者 lζ 渡す。労務者はそのr : t / l 主主から就労手帳 lζ

張っ てもらった印紙の枚数によって計Z; Eした退職金を共

済組合からもらう。基金は親会社である総合建設業者が

支払い下請は関係はない。出すのは建設業者，もらうの

は労務者。そういう乙とを考えていましたが，あまり金

額が大きくなるのでいま再検討をしています。

司会 労務者もある程度出すべきじゃないですか。

関 労務者も出すという乙とには，いさ 5 か異議が

ありますね。下請が介在していますからややこしくな

る。下請に半分もたすかという察もあったが，それも結ー

局は一緒じゃないか。やるならば全部もとうじゃなし、か

その範囲は全労務者とすると ，その全労務者はちょっと

大きい。年間 lζ 100 倍、くらい要る。それはちょ っと 多い

じゃないか。労務者の範囲をもう少し縮めようという ζ

とになっています。

司会 職種によって追いますか。

関 それは決まってはいません。いま考えている

のは日雇，季節労務者は除く。そのほかは全部という乙

とです。また技能者の解釈が非常にむずかしいわけで

す。土工といえども技能者であり ，同じ大工でも技能工

と技能工でないのとがあります。鉄筋なんかの運搬をし

ているのは技能工じゃないという解釈もありますが，実

際は鉄筋をおぼえるためには迎搬からやらなければなら

ない。そうするとやはり技能工じゃないか。技能工K は

いる佼階じゃないかという解釈もありま して，解釈の不

統一をきたしたらなんの意味も ない。まあそんな乙とで

どのように制限するかという乙とは現在のところまとま

ってはおりません。取扱いをするという乙とは決まって

はおりますが，範聞は中小企業の共済組合! こ準じたもの

にするかと・うか，その辺は未定です。労働者からとると

いう乙とはありませんね。

川岸 労務者からもとればより大きな金額になるとい

うζ とは確実ですけれども ，いまお話の案をみせていた

だいたが，あまりにも長い年限を働い て， その割りにい

ただく金額は少ない。乙れで建設業の労務者をつかむ乙

とができるか疑問もあります。福利厚生施設はいまや急

速になんらかの予を打たねば ならん乙 とは，元訟はもと

よりわれわれも痛切に感じています。できる乙とからま

ずやっ ていただ乙うという乙とにはわれわれも賛成して

います。内容的にみますれば30年勤めていくらというと

とでは金額が少ないが，ないよりはある方がいいと思い

ますが， 100憶ですか。

関 30年で 100 万円の退職金を支給することとしま

すと ，100 倍、円。年間ですよ。 10 : t 下回からもらう乙とに

なるので 1，000 億円たまる乙とになります。

一一雇傭の近代化一一

司会 共済制度が確実にできれば非? 誌によろしいが，

同時に卑近な例として，乙の業界は徒弟lljl J皮のよう な名

残りが非常に多いのと迷いますか。現代の若い人達の考

え方からいっ て罷仰の近代化が必要 ではないでし ょう

か。

関 大手業者には，たとえば訓練所でやっています

作業は木工事ですからあまり関係がない。出てきてもや

' すのは型枠ですからね。自然乗り気ではないんです。

竹中工務庄は鉄筋関係では直接訓練をやっています。あ

れを広げて大工なら大工，土工な ら土工は直包' で踏み切

ればよろしいが，下請の関係などで，現状でやろうとす

るからそ乙にむずかしい問題がわいてくる。

司会 大林組ならい乙う ， 4 - 5 人のと乙ろはいやだ

という傾向がありますね。

関 私の方もそのとおり。直営の営繕大工などは人

jためには苦労はしません。オペレ ーターもふえていま

す。

司会 大林さんのいっておられた乙とですが，直術大

工にしない理由は若いうちはいいが，年をとると大工の

仕事をやらず事務をとりたがる。それなら学校出の技術

者がいいということに なる。それで直備はしないのだと

いっ ておられました。

関 そうでしょう。小さいと乙ろから広げていかん

とピラミット型にはなりませんから。構成がはじめから
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広いと収拾がつきませんからね。それを考えながら ， し

だいにふやしていく。

司会 いろいろと共済や福利厚生について，業界のみ

なさんは熱心にお考えになっているようでございますの

で，いづれ近いうちに立派なものが実現して労務者が安

心して働く乙とができるように なる乙とでしょう。期待

をいたしております。

教 育 訓 練 の 在 り 方

一一 学校の職業教育のあり方一一

司会 つぎに最初に申しましたように親の考え方，学

校教育のあり方，国民の全体 のフツレ ーカラーに対する見

方， 乙のフV レーカラ ー尊重という乙とが実現せねば，や

はり建築 lこ限らず技能者全体はふえては乙ないという感

じがするわけで、す。 ドイツなどは小学校から 中学，高校

へ進学するものは約205ぢ，ほとんど805ぢまでは小学校を

出れば見習工( アプレンチス) に なっていろいろ な職種

lζ つくという 状況なんです。それであって親たちは自分

の子供は工員だといっ ても卑下することなく，かえって

相当なプライドをもっ て全体がフソレーカラーに愛者をも

ち親愛を感じている現状な んです。長い歴史のうえにつ

ちかわれたドイツと日本とは学校教育そのものにも相違

があります。日本もドイツ式 lζ 工員になれとは一概には

いいませんが， さりとて 日本の現下の学校教育制度をか

えりみれば，やはりそ乙 lζ はーヨ5・を要する点があるんじ

ゃないかと思うわけ なんです。現在高校全員入学につい

て論議されています。それの可否，教育flil l度の批判はい

たしませんが，やは りフツレ ーカラ ーに対する考え方を変

え，その子供 lこ応じた適性教育を施し技能者の養成をは

かる乙と lこ，教育の在り方も個人の考え方も ，もっ てい

くべきでなし、かと私は思うわけです。技術の高度化して

ゆく時代に即 して学校卒の方々でも進んで技能者になっ

て虚業発展に貢献してゆくべきであると思います。

寺岡 確にそうですね。高校を出れば洋llEl B て カノミン

をも って勤めに出るという教育の考え方がおかしし、。む

しろ高校を，'1'，たくらいの人が，むしろ各業種の専門的な

技能者に なる方が望ましいのでは ないでしょうか。車生穫

によっ てはある程度の知識も必要ですから高校tBなら立

派 な 技能者に な ることができるし ， また必 ｾｴ ごと思し、ま

す。学校の方でも職業指導の面で国民がすべて技能者に

なるように P R をしてもらいたいものですね。

遠山 荘、の方には工業 高 校 を 出 た 大工 も大分おりま ｾ＠

す。

関 それは自分から希望される方が多いんですか。

遠山 それもありますが，親が子供の時分から職につ

き知識の不足で苦労したから ，せめては子供! こはという

んですね。大工をはじめいろいろ な職密には乙れはあり

ます。み なそういう意味で高校IJ-' dこ仕事を継がせていま

す。

関 ということはいえますね。大工さんでも名義人

とか，早く 資格をもらいたいという。これはl i J Jめるんじ

ゃなく自分で企業を起乙したいという人にはおります。

寺岡 そうですね。私が関係している訓練所ではとく

に大工に なる子供も対象にして技能の指導に当っており

ます。と乙ろが生徒の中で資格がほしt 、といって. 2 級

建築士の試験をうけるものもいます。技能士と建築士と

は別個のものである乙とを説明しております。 が どうも

訓練生は技能士よりも建築士 lζ 魅力をもっ ているようで

す。だが生徒の欠席者が多い乙とは残念です。理由はど

うも仕事の都合 とか個人的な理由であるようです。 乙の ..，...-

点事業主( 親方) の理解と協力が望ましい。

関 さきほどお話のドイツ なんかは受け入れ態勢に

⑤宇部波型スレート( 品目Jfd板)の

.  宇 都 コ ン ク ヲ-ECク( 軽量門イト聞く 7・口い/ク)

大阪市南区鰻谷西之町25 川西ビル 大阪 (271 ) 4700 ・3434- 5 ・7676- 9  

本社 字部 営業所 宇部 ・名古屋 ・福岡 出張所 東京国防l山.1昔、山 小倉 熊本新民浜 工場 大阪 ・字部i
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即応した教育の仕方をしていますが，日本の場合はそれ

がチグノ、グになっています。うまくはし、かんはずです

ね。

川岸 むしろ学校の方でも ，その点考慮! 日、れておら

れないと乙ろもある。

関 半面において受け入れs[ IJ もそういう形態の撃っ

ていないという乙ともありま す。

寺岡 夜、の関係している大工の訓練生の一部のものの

中で学力の低いものもあり，指導のiffi で苦労します。

司会 荘、の方の訓練所の JJlI Jからい いま すと ，学校の職

業指導をせられてい る 仕 方 は で す ね，できん子ばかり

を職業訓練所へ送っている。だから質もわるいというこ

4  とになります。私のいう学校の職業教育のあり方と L 、う

のはですね。できる子であっても ，強いて進学しなくて

も訓練所〈はいるなり ，また事業内の訓練所ハはし、って

立派な技能者ーに な っていき なさいというような指導もし

ても らいたいと思うんですよ。 なにも高校，大学へは L、

ることばかりが能じゃないと思いますね。

川岸 現実はそうでしょうけれども， しかし親の身に

なれば。

遠山 学校へはL、らんと ，えらくなれんという考えも

ありまして .... 。

熊谷 職業指導を重んじなければならんといっても ，

ある中学では名前だけで現実には旋銚 1 台もなければ，

オートパイの構造を知るための古い車の 1 台もない。命

令だけで実際は乙れではと先生は嘆いておりました。

司会 私の方の設備と して相当力を入れて おり，堺に

南大阪訓練所，淀川機械訓練所な どを新設していますが

殺到す るのは自 動車整備工で定員趨過から機械仕上工へ

いってくれといっ て もなか なか転科しないのですよ。せ

f  めて乙れらの人々が建設関係へいっ て くれればよいんで

すがね。いまいわれるように普通の中学では機械の設備

はないと恩いますね。今後技術教育の面 lζ も力をそそい

で少しくらいの設備も必E- でしょうね。

熊谷 中学でもっと 職業教育をやれという説はもっと

もですが， ドイツのように卒業生8096が直ちに職業につ

くという国柄では職業教育に重点を置く乙と ができるで

しょうが，わが国のように学歴がなくては，いわゆる出

世困難なと乙ろでは高校進学希望者が多く ，学校当局も

乙れ lζ 乙たえ，職業教育よりも進学率を高める乙とに熱

心になるのは現実の著J.m- としてやむを得ないのでは ない

でしょうか。一人でも多く高校にはいった方が学校の名

声も 上 り，ひいては校長の立場もよく なり， 府や市の当

局もまた一般の人もそ ういう学校を優禿校と考えている

現在です。みんながこういう考えを変えるときが乙なけ

れば中学の職業教育の充実は困難なのでは ないでしょう

か。

司会 夜、Tこちの立場から申しますと ，普通高校より 工

業高校を増設してほしL、ですね。

一一受入れ側の立場としてーーー

関 大工よりもっとひどい技能者は鳶，はじめから

の希望者は全然な く，大ていは途中からのもの， ぐれた

あげくーベんやっ てみょうかというもので，質も落ち，

乙れの訓練はアタ 7 が痛いです。熟練者はほとんどいな

い。未熟練者が多いから事故も多いわけです。

司会 ドイツでは公共訓練 ( C依存せず， もっぱら事業

所内訓練でやっ ています。日本でもそれに重点をおいて

小さ いところでも共同しての職業訓練をやっても らえば

優秀な技能者も集まり ，高校を出た程度のものを教えて

くれると なれば，事業内訓練のあると乙ろへ中学からも

人を送ってくれる。国や府県の補助金を待つまでもなく

業界でまず率先してや ってほしし、ものです。

関 左官さんのように共同でやればいいんですが。

職業にあった訓練もできるのですから大会社の援助も得

られるんですが。しかしし、まの事業形態でいこうとすれ

ばそれはむずかしし、点も出てきます。

7 " 口! グ勺 d わk 塗 料 /

巳ニール・セメシト・ぺイシト

ヴ［。“ｾｾ宮崎ＴＱＨ，ＮＮ

安: ーすり よ?七12; 々参水谷ペイント
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よ田 と乙ろが，最近わるい傾向で学業成績のよくな

いものが集まっ ていますので，訓練をやっ ても休みが多

くて困るんです。なぜ休む ? なかには勉強がいやだか

ら左官になったのだ。中学の H f 間もやっと出て きた。

勉強が好きなら左宮にはならんというものもあります。

( 笑い〉

闘 機械工も同様で工場でとった残り ，いわばビリ

ばかり。建設業には機械工がいるのかという始末です。

司会 勉強がさらいだから左官になった。タイ J レ工に

なったというようでは困りますね( 笑い) 。優秀な人が

将来の口木産業をになってくれる立派な技能者になるよ

うにしてほしいですね。

川岸 次代を背負う人が ζ れでは ，Ｇｲｾｊ け な いですね。

関 大工さんなど名義人といっても 4 - 5 名，あと

はその下部でグルーフ。に分れているというのがほとんど

です。その形態を是正しない限りは退職金規程を作ろう

と思っ てもできないですね。土工は最近直営形態K なっ

ていますが，大工さんはいまのと乙ろ全然 。

司会 1 人でど乙かに登録をしているんですか。

関 結局その下で人を集めて，ひとの仕事をもらう

のです。元詰と同様の形態をその下でやっているので

す。そ乙 lζ もガンがあります。

遠山 私の方の組合にはいってくる野丁場の人たちも

大体何人か揃ってはいっ てきまして， 他府県に 出るとき

も全部揃っ ていっ て しまうのがあります。

関 何々班はみなそうです。班はだ れ かの名前で

す。

司会 そういう乙とになるから私の方の寒 }I I労働部長

が石川， 宮山など供給! 黒を回って建築関係の人を集めよ

うと恩っても ，大林組なら大林組のなんの現場とハッキ

リすれば人を安心して出すが，一向に所在不明では田舎

ではやくざと同様にみられて安心して送 り出す乙とはで

きんというのです。所属会社と主li 絡先がハッキりしてい

れば出すというのだといっ ておられましたが，やはりそ

のとおりで供出県として，また親として安心できません

からね。

関 旅からli主の仕事ですからね。

司会 それは教育訓練もむずかしいはずですね。

技 能 検 定 を め ぐ っ て

遠山 司| 腕所ですが， 自主的にやっ ています。府のお

世話もあり ，組合としての協力もありますが，その出た _... 

あとの資絡ですね。乙れはやはり訓練所を出たものに対

し専門のなにかの高校を出たくらいの一定の資格がほし

いですね。そして怨築士試験，技能検定などの際になん

るかの特典を与えてほしいですね。

上田 将来不況時にでもなれば検定合格者と資絡のな

いものと区別されるでしょうが，いまは入手不足で| 食定

をとってもとらなくてもみな同じです。大阪では仕事が

うんとあるので別に検定をとらなく てもというので受験

者数は至極低調です。田舎は反対 lζ 仕事が少なし、から検

定 I cj ] をいれていますから ，受験者の数は比較的多いで

すね。

司会 検定をとった人 lζ は格差がほしいですね。そう

しないと ，いまのようでは ・・。

一一技能検定と実際の ちがい一一一

関 その検定については問題があるんと iさいます

か。技能検定をうけでもなんの役I C . も立たんといわれる

乙ともありますから。

遠山 私はつい先日 ，大工の技能検定委員として検定 予〆

を行なってきたのですが，検定の有無で賃金を考える乙

とは重大問題ですよ。いまの大工の検定の試験問題はあ
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れじゃ かわいそうですわ。 1 級棒隅， 2 級四方転びとわ

けでいますが，東京，大阪あたりの部会の一人前の大工

さんで，そういう仕事の経験のないものもたくさんあり

ます。一人前の大工職人になればそれぐらいの ζ とはし

っていなければといってしまえばそれまでですが，仕事

の内容が専門化 Eされた今日 ，現実に即して考えれば無理

にそんなものまで勉強をしな くても，たとえば{ 反り枠を

やっていられる人なればそれだけで‘ 立派に一人前でやっ

ていける。棒隅磨きできんから無級だといって，たとえ

ば l 級技能士2，000円，1m級1，000円というのでは問題で

すよ。と くに技能検定の主旨としては技能者に技能士の

称号をおくっ て，それを優遇するというなら ，試験問題

遠山 そりゃ資絡があるんですから格差の問題もあっ

ていいでしょうが。現在のところではまだまだ無l : 1 ! ¥な事

的もあります。将来は別として。

一一専門分野の確立を一一一

「 事 についてはもっと考えるべきです。

寺岡 余談ですが，たまたま荘、が関係している建築士

の乙とについて申し上げますと，建築士の試験も今年で

12回! こなり ，12年といえば一昔です。建築士の在り方に

ついて考える必変があるのではないかと思います。いわ

ゆる ，111 りfiH乙立った! 惑があります。技能者と同様に技術

者も不足をきたしている現在，指導的な立場にある方の

よき指導をお願いしたし、。技術者不足をおぎなう一策と

して，建築技術者は一応 2 級建築士になってもらい. 1  

級建築士は専門技術者とし，建築各部門，たとえば設計

計画，構造，施工，設備といった具合 l乙専門の科目にわ

けでそのものについての専門也築士を作るべきじゃない

かと思います。先般木局の会議の席でも話題に なり，あ

る府県の方も. 12年も経ったんだから建築士の考え方も

変えてもいいんじゃないかという意見も出たくらいで，

乙れは技能士の問題についても考A えられると患います。

遠山さんのお話のように，いままでのなんでもかんでも

知っているという行き方自体がおかしい。自分[ ま専門の

道で生活を立てているんだからそれができれば満足では

ないか。だから資格制度に ついても専門分野だけをパ

スすれば技能士の資格を与えてもいいわけです。という

ことはi I ! ; 築関係の進歩と相まって新しし、材料はどんどん

出て くる。その新材料のコナシ方をまず知らねばいけな

いのにもかかわらず昔の方法を固守していくというと乙

ろに無理があるという乙とはですね。た とえば内装仕上

なんかはどんどん進歩しており ，乙のままでいけば大企

業の建築工場生産ということになり ，大工も左官もタイ

ノレ屋も不要のものが出現する乙とは当然考えられる。専

門的 lζ 分担すれば，建築物生産に対してはよりいいもの

ができてムダも省けるわけですから，労働省でも乙の点

『司r

関 たとえば鳶なんかは起亙機の迎転の実伎は立派

にやりますが，学科試験では通らないんです。 E盟屈はよ

くわかつてはいますが，紙( こ書けというと沓けないんで

す。そんなのはほかにも例はあると思います。それで実

地試験を先におやりなさい。それからつぎに学科試験

を。そうしてその平均をとるか，なlこかすればまた通る

ものもいくらかふえましょう。いまのは逆で学科試験に

落ちるもののなかには実地試験の優秀者はたくさんある

わけです。そんな状態では免状をもっているか，いない

かで賃金の区別はできません。

司会 そりゃできませんわね。機械関係でも職長さん

は長い経験の持ち主です。それが学科で泌ちる から 1 級

も 2 級もとれなし、。ほかの人はみな通るのに。 1最長さん

が乙れなんとかしてほしいといわれるような例もありま

すからね。

熊谷 それでは統制がとれませんわね。

司会 実技はでき ても学科は書けない人がおられます

から ，そういう点はなんらか救済の方法を考えられでも

よいように恩いますね。

熊谷 いまは過渡期ですからね。

- r J Ci f 1武防込ャi Zq- 全般|

設計。製作。施工。

芸者 11¥f実製作所文阪支/ 書
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を考えていただいて，今後の試験テストにもなんらか盛

り込んでもらった ならと恩っています。

司会 余談 lζ なりますけれども ，検定の問題，あれは

相当の権威者が作成されるんで しょうがその点いかが。

遠山 あち乙ちの先生 [ζ 聞いてみると工業高校では全

然規矩術は教えていないそうです。いま現在大阪府立の

工業高校の先生方でも 規矩を知っている人は少ないそう

ですよ。大学は別ですよ。そういう問題を出して，それ

でそのままで 1 級であるというのが現状であります。そ

の間には丸太造のすきや普請専門の人もあれば鉄筋の仮

り枠の現場作業や最近のプリント合板で内装専門の人も

おります。それに対して棒隅や四方転びのキャタツので

きるものだけが 1 級あるいは 2 級という乙とはどうもお

かしいんです。 それからささほどの試験のお話K 関連し

ますが，いままでは学校を出 ても職K つけば大工，左官

ですわ。そ れはいまでは資格が与えられて結構なんです

が，永年苦労して技術を身につけた年長の人は学科の点

で一向にうけようとはいたしません。

関 うちの方も大工なんかは住宅と建築lζ わかれて

いて，建築はコンクリ ー 卜，住宅は木造と なっているの

に試験の内容は住宅関係ばかり。建築士も 1 ・2 級建築

士は設計施工が主体ですから私の方では設計のものはみ

んな通り ，現場[ 乙派遣されたものはなんべんやっても通

らない。そんなのはよくある例ですから全般的に考えず

区分してやらんとむずかしいんじゃ なし、かと恩います。

寺岡 左官， タイル工事で塗下地はすべて大工まかせ

となっていますが，アメリカでは左宮の工事の なかには

いっ ていて， もし大工がやっ て も左官技能士の検査をう

けなければ塗らさないというよう なととになっていま

す。というのは仕上げに非常に関係してくるからです。

だから専門的に なれば，その部門の技能士の指示がなけ

ればかかれない。そ乙までいえる技術者になってもらい

たいものです。タイ J レでも同じ乙と。それを工期をせか

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

本 ネ土

ヱ 場
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取締役社長 吉 田 信 武

大阪市西区立売堀北通1- 76(立売掘ビノレ)

篭 話 側 0 6 0 9 ・6 S  7  S  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 S3

電 話 神 戸 ① 6  1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 10

電 話 尾 道 2 8 6 8 向 島 西 1 9  

れるのでついどんどん張ってしまう。そうするとつい涙

( セメントあく) が出てくるという非常にわ るい結果が

になって，せっかくのよい材料を使いながらそれを生か

すことができなし、。お互いの技術を専門的にやるという

乙とですね。また本人自身の考え方で責任をもってやる

べきじゃないかと思います。左官， タイル工事にこのよ

うな事例が非常に多い。工期 lζ 押されて仕上げにシワ寄

せされて，できたものは非常 lζ まずいというのが往々あ

ります。

上回 左官もそれぞれ専門がありまして，モルタ ノレと

土壁とにわけなければ な らないのに，いまは一本でし

ょっ。

遠山 モノレ タノレ工事のうまい人，土壁のでさん人もあ

ります。しかしモルタノレだけでも一生いけるんですから

ね。

司会 もうす乙し職種を分化していったらいいんです

ね。現実 lζ 即応せねばいかんと思います。

事 業 内 訓 練 に つ い て

一一何千万の金がいる 一一

川岸 私，お話が前後いたしますが，事業内 訓練です

ね。在、の方も組合も双手をあげて賛成しています。組合

員は大阪で約 100 粁，アウト サイダ ーはあっても 100-

200 粁で， 乙れはひとり親方です。組合の役員において

も組合でそういう機関を作って，そ乙で 1 ヵ年か 2 ヵ

年とか，なるべく専門的なものを先生にきていただいて

やるという乙とが，一番いいという結論は出ております

が，まず九州あたりからの中学卒業者の例をとります

と，だいたい食わせて者させてもらって 5，000 円くらい

キ充

株 式 会 社 武 智 エ 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J  11 ( 弁池筋) 旭洋ピノレ 3 階

電話 (202) 3233 ・3234
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家族 l乙送ってくれというのが希望です。京阪神では 2 -

3 ，000 人くらいタイル工がいるという ζ とになります。

そう推定していますが，その 1 割充足しますとやっぱり

2 - 3 0 0人，そうすれば仮に 200人としまして 1 ヵ月 250

万円くらいのお金がいるというわけです。全然仕事をし

ないものに者さ せて送 らさ なけりゃな らぬ。年間で3 ，000

万円というお金は ，東京にも大阪にも工員の組合もござ

いますけれども ， とてもそれだけの現実に仕事のできな

いものの経1 ' 1 も負担をするとい う乙とは，できないわけ

です。どうしても前述のお話のよう K 国とか府とかで，

またわれわれのおiS志先，営業所，またわれわれの下部

組識のメ ーカーの方から ，少なくとも なん らかの形でで

も経費の而の物質的援助がなければならんと思います。

実際には，中学を卒業したものをそういうと乙ろへいれ

て教育をす るという乙とがよいという結論は出 てはい る

んですが，いまいうお金の面で，それはケタはずれ，25 

万，30万というのとは追っ て何千万と いうんですから ，

現実にはやりたくてもやれないという状況なんです。

司会 組合の事務所にはないんですか。 そ ういう収界

所は。 -

川岸 ありましても 2 - 30 人という程度で狭いんで

す。 どうしても 300人の50，96 150人収容すると乙ろがなけ

ればできません。

司会 私の方からご援助をするといいましでも，教材

とか，諮師の謝礼とか，そういうものについてある程度

補助をしていますが，講師はだいたい月 10 ，000円見当い

ただいて訓練しようと思うのですが，そのと き国なり府

から補助があるのでしょうかね。先生に 15 ，000，20 ，000 

円支払っているか らといっ ても全額お渡しをするわけじ

ゃない。 10 ，000円程度に計算をして渡す という ζ とにな

っています。余計もらっているところは年間 6 - 7 0万円

の補助金をもらっ ているのでは ないでしょうか。

遠山 その50万円もらおうと思えば，乙っちは 100 万

円くらい使っ ているんですね。それでもいただければ結

構ですよ。できればもっとたくさ λ いただければなお結

構ですが， みんなが犠牲を払わなければできませんね。

関 左官業組合の 2 階は宿舎ですか。

川岸 あれはアパー トです。宿舎はみ なたいてい事業

主がもっています。寂としては。

司会 働きながら勉強をされるわけですね。

川岸 そうです。半分は勉強です。半分は働く。学校

卒というものには金がいりますので，その点で壁lζ 突き

あたっております。

司会 事業内訓練の共同の教室，実習場の建設切につ

いては労働省に融資の乙とを考えておられるので，それ

を利用されればいいのではないかと思います。そういう

斡旋は私の方でもいたします。

川岸 またいずれ帰りまして組合などで具体的な案が

出ましたら ，その際はよろ しくお願いいたします。

上回 課長さんにお願いがあります。( 笑い〉技能士

養成の乙となんですけれども全国に現在公立の職業司11紋

所で左官科をおいているのは青森県の弘前と東京都の品

川，島綴県の松江，岡山県の津山と倉敷，徳 j品県の徳島

と乙れだけしかありません。しかもー訓練所に 20人か，

30人くらいしかはいれません。もうす乙し人員をふやせ

るようど努力を願いたい乙とと同時K ，九州かどっかに

訓練所を増設し左官科をおいてもらう ようご尽力をして

いただきたいと恩います。大阪はもちろん訓練所はあ り

ますが，左官科が ζ ざいません。ほかの地方はなんとか

なると思います。

司会 全国課長会議な どが ございましたら ，そのとき

は頼んでおきます。九州方面ですね。

それではまあきょうの座談会の目的は人をいかに集め

るかという問題と ， どういうように養成訓練をするかと

いう問題だろうと思います。いままでに相当ど窓見も 出

まして路路打開の問題などについ てど検討をいただきま

した。業界のみ なさん方ならびにわれわれーー と申しま

しでも職業安定課の問題でございますけれども 一一大阪

府労働部あげて全国K 人を集める努力もし， またみなさ

んにも努力をしていただき ，そう して集まった人たちに

ついては業界も一段と工夫を乙らしていただいて，技能

者の長成などをやっ ていただくようにお願いしたい。昭

和38年をピ ークとしまして，やはり 中卒でただちに労働

κ つくという人が38年は 105 万と推定されております。

さらに昭和45年ごろに なりますと ，45万というように半

数以下にな るというような現状がくるんじゃないか。そ

うしますと他の産業にはいきま しでも ，やはり建築関 係

はますます人が集まりにくい。やはりできるだけ優秀な

人を養成して 1 人 2 人前働くというような乙とにやっ

ていかなければ， ζ の業界の労働力充足という乙とは非

常・に困難な問題があると ，まあこう思うわけでございま

す。

今後とも訓練の点で，かつまた優秀な人を集めるとい

うことについては，みなさんとともに努力をしなければ

ならぬと， かように思うわけで ζ ざいます。そ ういう点

で一段とよろ しくお願いをしたい。乙の程度で本日の座

談会を閉じさせていただきます。ありがとうございま し

7こ。
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ｲｾ＠ 資格問題 1 技能検定 2 建築士試験制度

建築関係技能検定について

大阪府臓業訓練探検定係長

板 谷 一 夫

技能検定とは，技能労働者の技能

習得意欲を地進する乙とによって，

技能の向上を図り ，もっ て， その職

業の安定と地位の向上に資するとと

した者を例にとれば 2 級l立，フミ' *

経験 7 ｾ下以 上 Ｑ 級｛立，実務経験 Ｑ Ｕ

年以上が必EEである。

その他，職業訓練所，工業高校な

もlζ ，わが国経済の発展 l乙寄与する と・で検定職種 lζ 関係した科目を修め

ととを目的として，技能労働者の技 て，卒業した者はそれぞれの修業年

能を一定の基準! こより格付し， 乙れ 限により，実務経験が短縮されるが

を公認 しようとする国家検定制度で 昭和42年 6 月30 日以降は 2 級技能

ある。 検定に合格後 5 年以上の実務経験が

しかし，他の国家試験または検定 ないと 1級技能検定は受験できな

試験と異なり ，いわゆる就業制限を い乙とになる。

伴なうものではなしまた安全，公 乙の技能検定の試験カ法は 1級

安などという特別の目的をもっ て行 2 級とも第一次試験と第二次試験と

なわれるものでも な く，純粋に技能 1[ ，わけで行なっており ，第一次試験

の程度を検定するものであって，技 は学科試験と技能妥采試験を行な

能')j 働者の 1"1 rll な怠志により受験す い，第二次試験は実技試験( 作業試

る乙とのできる制度である。

乙の技能倹定 ｾ ｬ ｩｉｉ度によっ て ， 職業

訓練を効果的に，また適正に実施す

る乙とができると同時に，その効果

を測定する乙とができる。

験) を行なう。

学科試験，技能'll! 采試験は学校な

どで行なう学問的なむづかしい論文

を書くという試験ではなく ，通常現

場で作業を行なうことにより ，会得

されるような事柄! こっき解答させる

式のものであり ，もちろんアチ ーブ

メント式のものである。作業試験は

ぞれの試験程度を示している。

乙の技能検定 lζ は，次の場合に限

り試験の一部または全部が免除され

る検定職種に相当する，免許職種の

職業訓練指導員試験に合格した者ま

たは，職業訓練指導員免許をうけた

者は 1級， 2 級の技能検定のいず

れを受験する場合にも，第一次試験

のうち，学科試験が免除される。す

なわち，建築大工の職業訓練指導員

免許証をもっている者は建築大工を

受験する場合のみ，一次試験のうち

学科が免除されるので技能受業試験

をうけれ( まよい。

なお，建築大工の場合は 1級，

2 級建築士免許証をうけた者は，職

業訓練備導員免許証と同織の取扱い

がされる。

全部免除とは，一次試験を受験し

た者が二次試験に不合格になった場

合，または 2 級試験を受験しなか

った場合は，次回に実施する技能後

定の一次試験は全部免除されること

になっている。

技能検定を実施する職種のうち，

建築関係で現在実j息している職種は

建築大工，左官，板金工，建具工，

建築塗装工， タイノレ張工であり ，今

後実施が予定されている職種として

は ， プロック工 ， ｾ築工 ， 屋綴 ふ さ

工，日工，とび工などがある。

それぞれの職種について必要な基礎 以上の技能検定を合格した者につ

乙れ らの職種について，原則j とし

て毎年，受験省数の少ない職種は 2

年または 3 年 lζ 1 回実施する乙とに

なっている。

技能検定には 1級と 2 級があり

1 級は労働大臣が 2 級は大阪府知

事が実施すること 1[. なっており， 1  

級， 2 級技能検定の受験資格は，別

表のとおりであり ，新制中学を卒業
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的な知識を含んだ問題であり ， 乙れ いては 1 級合格者は 1 級0 0工

ら基礎的な穏々の要素を組込んだ作 技能士 2 級合給者は 2 級0 0工技

業試験問題が提出される。 能士と祢する乙とができる。

もちろん 1 級 2 級で試験程度 たとえば，建築大工の 1 級技能検

は迷い 2 級にあっては下級の熟練 定に合格した者は 1級建築大工技

工が通常有すべき技能の程度であり 能士と称する乙とができる。

1 級にあっては上級の熟練工が通常 なお，昭和35年 5 月 2 日づけで建

有すべき，技能の程度と考えてよ 設業法の一部改正が行なわれたが，

乙れlζ 伴なって 1 級技能検定のう

技能検定の試験程度を総額別，級 ち .板金工， 建築大工，配管工およ

別に定めているのが 1 ， 2 級技能 び左官の各職種の合格者l二，建設ず

検定基準であり ，乙れにより ，それ 者がその登録の変ー件として有しなけ

....-
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途，規格などについて洋細な知識

を有する乙と。

(  2 ) 木材以外の建築材料について

一般的な知識を有すること。

5  材料強弱

(  1  ) 材料の引張力，圧縮) ] ，0Y断

力およびねじりに対する応力，梁

のたわみ，強さおよび柱の強さに

ついて一般的な知識を有する乙

と。

6  製図

(  1  ) 設計図の種類，製|習 Jc号 ICつ

こと 。

( 2 ) 水盛り ，造形およびJ山1¥しに

ついて詳細な知識を有する乙と。

( 3 ) 木工事について詳細な知識を

有する こと。

( 4 ) 仕綴および積算について一般

的な知識を有すること。

( 5 ) 仮設工事，i ! 基礎工事，仕上工

事および設備工事の施行について

般的な知識を有する乙と。

4  材料

(  1  ) 建築用木材の極類， 性質，用
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ればならない技能者 K 該当するもの

として指定されている。

すでに技能検定を実施している職

種のうち，もっとも関連のある建策

大工の技能検定基準を示せば次のと

おりである。

建築大工 ( 1級)

第一次試験

， 実技Ｈ技能ｾ・素Ｉ

(  1  ) 水平についての計測擦によ み

ない判定が適確lζ できる乙と。

( 2 ) 立水についての計測君主lζ よら

ない判定が適確にできること。

( 3  ) 建築用木材の種類が木材の実

物について判別で‘ きる乙と。

二，学科

1. 建築構造

(  1  ) 建築物の種類およひ' 構造につ

いて一般的な知識を有すること。

(  2 ) 木造建築物の種類および構造

について詳細な 知識を有するこ

と。

( 3 ) 神社，仏悶などの木造特殊建

築物のflli 類，および，構造につい

て概umの知識を有すること。

2  規矩術

(  1  ) 凶方転び，木口; J ;<J り，棒隅中T

回り ，西洋小屋，入母屋，入母屋

の屋綴I波風などについての親知の

使用方法について，詳細な知識を

有すること。

(  2 ) 反り ilq屋根，ます組などにつ

いての規矩の使用方法について，

般的な知識を有する乙と。

3.  胞工法

(  1  ) 施工順序および，工程表の製

作について詳細な知識を有する

ー+

守 '



いて詳細な知識を有する乙と。

( 2 ) 一般木造建築物の平面図. 立

面図，断面図および詳細図の作成

ができる乙と。

7  関係法規

(  1  ) 建築基準法および労働安全衛

生規則( 建物 l乙関する部分に限

る) について，ー般的な知識を有

すること。

第二次試験

一，実技

大工作業

(  1  ) 間竿の作成ができる乙と。

( 2 ) 怒さしの作業ができる乙と。

( 3 ) 高度の水盛り ，造形および墨

出しができる乙と。

(  4  ) 矩計の図の作成ができる乙と

( 5  ) 複雑な木取りおよび墨付がで

きること。

( 6 ) 切組み作業および仕上げがで

きる乙と。

(  7  ) 後雑な仕口および継手の各種

工作ができること。

( 8 ) 複雑な軸組ができる乙と。

( 9 ) 和小屋または合掌組の製作が

できる乙と。

( 10) けた組，配付だる木などの取

付ができること。

( 11 ) 入母屋の屋根破風の製作がで

きる乙と。

( 12) 複雑な床組ができる乙と。

( 13) 外部造作，内部造作および関

口周囲造作ができる乙と。

( 14) 屋内の数寄屋風の造作ができ

る乙と。

( 15) 設計図または仕様蓄により作

業計画をたて大工作業および関連
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作業の段取ができること。

建築大工 ( 2級)

第一次試験

ー，実技

(  1  ) 水平についての計測器によら

ない判定が適確にできる乙と。

( 2 ) 立水についての計測穏によら

ない判定が適確にできる乙と。

( 3  ) 建築用木材の窓類が，木材の

実物について判別ができる乙と。

二 学 科

1. 建築構造

木造建築物の極類および椛迭に

ついて詳細な知識を有する乙と。

2.  規矩術

(  1  ) 規矩の基本的使用方法につい

て詳細な知識を有する乙と。

( 2 ) 凶方転び，木口; 切り，棒l科粁

回り，西洋小屋などについての，

規矩の使用方法について一般的な

知識を有すること。

3  施行法

(  1  ) 木工事について詳細な知識を

有すること。

( 2 ) 施行)1良序および工程表の製作

について，一般的な知識を有する

こと。

( 3 ) 水盛り巡形および虫出しにつ

いて一般的な知識を有する乙と。

(  4  ) 仮設工事，基礎工事，仕上工

事およひ' 設備工事の施行について

概怖の知識を有する乙と。

4.  材料

(  1  ) 建築用木材の種類，性質，用

途，規格などについて一般的な知

識を有すること。

( 2 ) 木材以外の建築材料について

概略の知識を有する乙と 。

5  材料強弱

材料の引張力，圧縮力，切断力

およびねじり lζ 対する応力，梁の

たわみおよび強さ ，柱の強さにつ

いて概略の知識を有する乙と。

6  製図

(  1  ) 設計図の種類および製図記号

について一般的な知識を有するこ

と。

( 2 ) 簡単な木造建築物の平面図，

立面図および断面図の作成ができ

ること。

7  関係法規

建築基準法および労働安全Wy生

規則( 建物に関する部分に| 渡る)

について，一般的な知識を有する

ζ と。

第二次試験

ー， 実技

大工作業

(  1  ) 間竿の作成ができる ζ と。

( 2 ) 塁さしの作成ができる乙と。

(  3 ) 仮設工事ができる乙と。

( 4 ) 下地木工事ができる乙と。

( 5  ) 型わく工事ができる ζ と。

( 6 ) 水盛り，造形および虫出しが

できる乙と。

( 7 ) 木取りおよび型付けができる

乙と。

( 8 ) 切組み作業および仕上げがで

きる乙と。

( ヲ) 仕口および継下の各車E工作が

できる乙と。

( 10) 判的且ができる乙と。

(  11 ) 床組ができる乙と。

( 12) 外部造作，内部造作および関

口周悶造作ができる乙と。

.....-
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ｾト

サ

建 築 士 の 問 題 点 - 主 として その試験制度につい て一

工問 ・京郎工芸繊維大学教授

白 石 博 三

建築士法が施工されてから ，10年

以上になる。乙の間，昭和36年度ま

でに 1 級の資格をとった人は ，約

39 ，000 人あり ，最近は年 K 2，200-

2 ，300 人くらいずつ増加している。

2 級の方は，現在までの合格者は約

は，ないよりましといった程度で， した人は，昭和36年度の全科目受験

あまり大した意義はないと思う。し 者の 1896だった。どうして乙ういっ

かし，もう少し問題を細かく分析し た乙とになるのだろうか。優秀な人

てみる乙とにし， とくに焦点を，編

集部のど注文通り，試験結IJ 皮 Iζ 主と

してしぼって考えてみることにす

は受験しないのか。そんな話は聞い

ていない。とすれば，大学卒業生の

実力が，現実にはかなり低いのか。

165，000人で，毎年6，000人くらいず る。 私はそ うだと思う。出身大学別の統

つ増えつつあるようである。ともか 昨年度の 1 級試験の受験申込者に 計は知らないが，察すると乙ろ，か

く大変な数である。 ついて，その学歴別統計をみると， なり高い合格率を示している大学も

ζ の法律のできたはじめの年には 合格率は大学卒が2496，専門学校卒 あれば，その逆もあるらしい。つま

試験をしないで書類選考で資格が与 が40% ，短大卒が 1896， 2 級建築士 り卒業生の学力 l乙は，大学聞に，か

えられた。 1級では，乙れで資格を からの合格者は 1296となっている。 なりの格差があるのが事実らしい。

もらった人が約23，000人あるから ， 大学を出たら ，たいてい合格すると なにしろ戦後は，やたらと大学卒業

試験 {ζ 合格した人の数は 16，000人と はし、えない乙とが，乙れで判る。で 生がふえて，上述した通り全国で建

いう乙と K なる。 2 級の方は，昭和 は，どうして乙んなに合格率が惑い 築科卒業生だけで毎年 2，000 人もあ

26年度の選考で40，000人，昭和32年 のだろうか。試験が難しすぎるのか る。そして 4 年在学したら ，と乙ろ

度の選考で68，000人が無試験で資格 それとも近頃の大学卒業生が勉強し てん式に卒業証書を波している向き

をえたから ，現在 165，000 とすれば ていないのか。 が，かなりあるらしい。

試験を受けて合格した人は 57，000入 試験問題はかなり難しいと思う。 かくて，一級建築士試験f;i: ，いわ

ということ κ なる。 そういう私だって，試験問題を作る ば大学卒業生の実力国家検定のどと

昭和36年度の l 級の全科目受験者 時には，自分の専門分野を作るのだ き有綴となっているたけだ。大学卒

が約 6，000 人で，科 目 受 験 者 も 約

6，000人で，合計 12 ，000 人。合格者

2，200 人だから 18 96 の合格率であ

から ，乙れ以下には程度を落せない 業生といったと ζ ろで， ピンからキ

という気がする。しかし自分の専門 リまであって信用できないから，廷

外の試験問題をみると ，私は大分勉 設省でもう一度検定しますといった

る。乙の 2，200 人という数字は，全 強しないと合格できそうにないと恩 結果になっているわけである。もし

国の大学建築科のキー業生の数と偶然 う。しかし現在の合格点は，かなり 仮りに，文部省が大学の愁築科業

ほぼ一致する。昭和37年度の 1 級の { 晶、点数なのだから ，総括的に考え 生の全員について， 乙れを行なった

受験者総数は，15，000人くらいある ると ，乙れくらいの難しさでよいか ら大問題となるだろう。卒業後 2 年

らしい。 または若干問題を易くして，その代 たって，ほとぼりのさめたと乙ろで

かくして試験は毎年繰り返され， り合格点を上げるかであろう。 1 級 希望者だけが受けているのであり ，

建築士は増加の一途を辿り ，各府県 試験は大学卒を主たる対象 lζ してい 試験の所管が文部省でなく，しかも

建築士会は，今秋は 10周年記念事業 るのだから，そうやたらに易しくす 各大学別の合絡率統計なとが発表さ

などをやり ，建築士法万々才といっ る訳には行くまい。 つまり乙の程度 れないから ，各大学当局も父兄も ，

た形だが，実際』ζ 乙れでよいのだろ の難しさでよいと恩 う。 あまり神経をとがらしていないだけ

うか。 しかしそれにしても，大学卒業生 である。乙の点 2 級についても同

結論から先にいえば，私は，現在 の合格率2496とは，ずいぶん悩ない 様な乙とがいえよう。

のような迩用の仕方では，建築士法 話である 。 しかも 1 回で全科目パス そこで現在では，学校を出たくせ
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lζ ，なかなか合絡しない木人は発m れるものが散見される。古めかしい

するがよいし， 't; '1ない実力の不業生 考えや，逆にまだ一学説の域 lζ 止ま

を出している大学は反行すべきだし っていて学界の定説とは いし、かねる

「人づくり J とい う妙な言葉を発明 ものを，正解としたもの，正解は存

して， お金はださずに卒業生の数だ 在しないというべきものなどがあ

けふやす乙とを考えていると、 なたか る。試験委員としては精一杯の努力

も，大いに考えて頂くより外は な をしているのだが， 1科目に 5 - 6

い。建設行は ，国室試験の中で，ζ 人の委員が集って短時間に審議する

んなに合格率の低いものは他 lζ あり のでは，乙れ以上の乙とを求める乙

ませんといっ て， 合格率を高めるよ とは酷である。ほんのわずかな手当

うlζ ，毎年試験委員に持ちかけてい をだしておいて， たびたび長時間の

るようだが，私は無用な乙とだと思 会合を求めることはできないという

う。建築士の数は，乙の程度でよ のが現状である。木当は ，委員の数

く，そうたくさん必去だとは思えな をもっと増し，も少し広く衆知を集

較が，なさるべきだと思う のだが，

された話はまだ知らない。

2 級建築士の試験には，もう一つ

別な問題がある。それは， 2 級試験

は，各府県知事のI ' l i I : で行なわれる

ζ とになっている から ，原則的 lζ は

各府県どと K 巡った問題で試験が行

なわれ，巡った基準で採点 される乙

とになっている乙とである。実際は

近年ずっと全国を 8 ブロック lζ 分け

同一ブロック内は同一問題で試験し

てきているが，合格点は各府県必ず

しも同一ではない。フロッ クが逃え

ば，な おさら合絡の9 ! i&易がj♀うはず _. .  

いからである。 め， 会議の回数も増して，問題をも である。 2 級建築士といえども，そ

試験のやり方 lζ は，別な問題があ っと よく検討 しなければいけ ないと の資格は全国的に通用するのだから

る。あのO x 式のやり方では，きれ 恩う。手当も大幅に増額して， ζ れ おかしいといえばおかしいが 2 級

ぎれな知識しか試験できない。問題 だけ立ったらよい加械にはできない 建築士の活動分野は，地域的[ 乙限定

の種類または傾向が片寄ってしま と思うくらいにすべきだ。 されていることが多いから，試験問

う。しかも O x 式の: 甲JK は問題数が しかし全般的にいえば，今まで多 題にも地域的特殊性が加味されるべ

少なすぎて， 偶然の支配する率が高 くの歴代委員が作ってきた試験問題 きだともい えようし，また全国統一

く，実力と十分比例しない，などの の集積は，相当大量で，その中には 問題で試験しても 1 級よりもさら

欠点があげられる。しかし乙んな よい問題がかなり あり，今後も同じ に受験者の多い設計製図を，同一基

l乙受験者が多 くては，他のやり方で 問題が相当繰り返してだされると思 準で採点できるかという問題などが

は，とても採点ができないから，仕 う。 今後急 lζ 新らしい問題がふえる あって，困るのである。

方がない。 乙とはあるまい。試験委員になった 私は，試験そのものは，改良すべ

受験者 が多過ぎて，もっとも困つ ら，何とかして新問題を作りたい気 き点もあるが，大体ょいと思う。 2

ているのは ， 1級 の 設 計 製 図 で あ になるものだが，なかなか新問題は 級建築士から 1 級を受け られる など

る。昭和36年度では，乙の科 目の受 作り 難し、。 O x 式で解を必ず 5 つ作 は，実力者の登竜門として とくによ

験者数が 9 ，500 人あった。乙れに対 り，その中にもっともらしい誤りを いと思う。それよりも ，建築士の資

して試験委員は 5 人だか 7 人だか， たくみに隠して お か ね ばならぬ， 格そのものに問題があると思、う。今

それ くらいしかない。 なにしろ 1 級

の試験委員の総数が，受験者のもっ

正解は 1 つでなければならぬという

のは，骨の折れる仕事である。だか

のように一々確認筏査するなら ，建 ヤ〆

築士の資格が，本当に必要なのだろ

とはるかに少なかった古ーと閉じ301?， ら新問題には，えてして欠陥を含み うか。実際は ， 1 社にひとりの建築

で，それを各科目別に ;III J当てると ， やすい。 士が名儀人としておればすむのだか

ζ ういう乙とになるより外な し、。乙 また建築士というのは，国が保証 ら，私は建築士法は大した乙とがな

れでは製図の採点は，まさに干l ! 労働 する最低資格なのだから ，何 もｾＧￌ ｬ 創 いといったのである。建築基準法 lζ

であり， しかもうまく行く道理がな 的能力を評価しているのではない。 しでも ，確認申請の際の書類上の迩

い。私は，設計製図は，他のすべて 問題集K 出ている範聞の ζ とが，あ 反( ( 厳しく，建ってしまえば，よほ

の科目に合格した人でなければ，受 る程度正しく理解できていたら ，そ どの迷反もそれきりである。士法に

けさせないと決めて， 試験を 2 段階 れでよろしいという議論が成立す しでも基準法にしても ，法文そのも

lr，I)Kするより外ないと思う。もちろ る。だから過去の問題集は ，建築士 ののみ立派で，現状では，迎用は頼

ん試験委員の定員も増加しなければ の知識の程度を示す規準だといえ りないものだという気がしているの

いけないと思う。 る。とすれば，それと ，大学教育な は，私ひとりだけであろうか。

試験問題の中には ，どうかと思わ り工高教育なりのレベ j レなりとの比
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圃 需給問題

学校教育 と建築技術者の需給問題

大阪市立i l 'J&;¥工高教諭

益 尾 辰 雄

『申ト

ま え が き

わが国の建築の仕事も，戦争で焚:

けた深い4丁目控から ，いつの口にか立

ち直る時が来るかと思った乙ともあ

ったが. 今日では戦前の最盛期であ

った昭和 10年頃 lζ 比較して，質 . iu:

共 l乙10倍以上に{rll びてきた。一方，

熟練した技術者を育てるには，学校

を出てから 10年以上の研鈴と経験を

裂すると思う。したがって，直接間

接に建築にたづさわる技術者の議成

については，今後起き得るいろいろ

な問題を念頭において深く考えてみ

る必ｾがある。

荘、は以上のような観点から ，建築

技術者のおi給問題の現状と今後の問

題点について考えてみたL、。

司昨

1  .  どん な 方面 で建 築 技 術 者 を

必 要 とす るか

建築技術者を必要とする方面は，

相当広範聞にわたるが，乙れをを主tt
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第 1 図 建築技術者の職部別分布

設に直接関係のある技術者の職場と

間接関係の技術者の職 ｪｾ に大別する

と次のようになる。

(  1  ) 建設に直接関係のある技術者

の職場

設計( 企画を合む)

施工Ｈ部分施工をｾむＩ

材料( 製品と販売)

( 2 ) 間接関係の技術者の職勾

行政

II 物の維持管理

教育 ・研究

不動産 ・保険

編集

その他

乙れらの職勾! こ現在どの位の割合

で建築技術者が働いているかについ

て，第 1 図のデータがある。乙れは

|府和33i f 1  0月の建築学会の大会にお

ける奨和夫氏の研究発表中の資料に

よるものであるが，今1:: 1でも概数に

は変化はないと思う。すなわち ，設

計関係と施工関係の技術者が最も多

く，共に4096以上をr ' i めている。し

かし，設計関係の技術者中の約4096

は，官公庁で働いており ，次に建設

会社内で働いている設計関係の技術

者が占め，設計事務所で働く設計技

術者は ，第 3 位と なっている。

乙のデーターに表わされている施

工関係の技術者ーは，総合訪fJ . で働い

ている者を意味していると思うが，

今後の施工関係の技術者は，総合jit

:C'OI.の他 に，欽' 同 ，スチ ーノレサッシ ，

コンクリ ー 卜，プレハフー住宅など

多方面の施工に必変ーとなることと思

つ。

また，乙のデ ーターにはもれてい

る材料関係で働いている技術者につ

いては，建築材料が大資本によって

大量生産される傾向にあるから ，今

後乙の方面からの技術者ーの求めがま

すます増してくるものと思う。

建設に直接関係のない職場の技術

者は ，誌においてはわずかである

が，方面は非常に広し、。また，その

中には従来のｾｴｊＵ［給関係とは少し巡

う， ヒソレの竹理に関係する技術ず; も

必ｾとなってきた。

2.  学校 の 配 置 と毎 年 の 卒 業生

数

現在わが国で建築技術者を主主成し

ている学校を大別すると ，大学，短

大 ， 新 ｬｬｾ｝ 工専 ， 工高となる。乙の う

ち昭和37年 4 月から新しく発足した

新11;11工専で国立のものには建築科は

設けられなかったが，今後は乙の11;1]

度の学校の卒業生も支社会に1 1 ' ， て来

るように なるものと思Lう。

学校数と毎年の卒業生につい て，

1960年 3 月の建築雑詑の臨時増刊号

I乙吉武泰水氏によって第 1 表，伏見

三郎氏によっ て第 2 表，気('; 3 表の資

料が発表されている。

ζ れ らの数字は1958年のものであ

るから ，今春の卒業生は ，これらの

卒業生数より約 1 訓増とみれば大差
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第 1 表 建 築 関 係 学 校 数 お よ び 学 生 徒 数 一 覧

I蜘 I 1制

学校の種類 | 学校数| 卒業生数| 学 校 の 種 類 | 学校白| 車業生数

大 学 5  

専 門 学 校 11 

甲種実業学校 60 

乙種実業学校 7  

各郵学校 ( A) 7  

各種学校 (B) 16 

第 2 表建築課程をおく工業高校数

国 立

公 立

はなし、。

161 

お4

1，433 

162  

167 

255 

124 

17 

142 

第 1 :表 lζ よれば 1938年から 1958

年の悶 lζ 増 加 し た 卒 業 生 は，大学

( 甲穏，旧制専門学校を含む) で約

3 .7 倍， 工高( 甲種，乙種を含む)

で約 4 . 5 倍である。また，伏見氏の

調査 ( 1958年) K よれば，工高等，で

建築関係、の職場についたものが，全

日制で約6596，定時制で約5096であ

ったと発表されている。乙れも最近

の建築ブームで，全日制では8096位

まで建築関係の職場についていると

思う。

i欠IC学校の設置場所については，

筆者が昭和34年の建築学会の秋の大

会に発表した第 4 表がある。

大 学 39 1，650 

ｾ、除 、
rL 20 530 

立 19 1. 120 

短 大 7  290 

工高( 全日制) 95 約 5，3∞

工高( 定時制) 30 約 1. 800

子 ｾ ｉ ［ＵＳ Ｑ Ｚ Ｑ ｺ ｒ ＱＳ
十|約 6 判的2 醐|約 8 棚

なお，昭和36年内 lζ 増加した建築

士数は ， 1 級で約 2 ，300 名 2 級で

約 6 ，600 名であったと報告されてい

る。 1 級建築士数の約 7 - 8  ｾｾｊ が大

学卒( 旧工専ーを含む) ，約 2 - Ｓ ｾ出 ｬ

が工高卒( 旧工業を含む) であるか

ら，昭和36年 に は 大 学 卒 の 人が約

1，800 名 1 級建築士になった乙とが

わかる。次 fC， 2 級 建 築 士 中 の 約

6 ，000名( 残 り600名を経験だけで資

格を得た人とみる) が工高卒と考え

られるが， ζ れは ，工高卒約 8 ，000

名中の約 6 ，000 名 ( 7596) が建築直

接の技術者になった乙とを示し，設

備や材料関係の技術者 lζ なったもの

を合わせると ，伏見氏が調査された

1958年よりも ，最近では工高を出て

そのまま技術者・と なるものが増加し

た乙とを示している。

3， 各 職 場 に お け る 建 築 技 術 者

の学歴

第 2 図はさi王者が前記の学会 lζ 発表

したときに調査した昭和34' f の数字

である。

ェ高，

O .:l O  4 o b o  

第 2 図 学 歴 別 の 比 率

注大阪府の数字は技師補以上の人の名簿

民よる。

ζ れによれば官公庁，設計事務所

では，建築技術者中の過半数が大学

卒で，建設会社では，過半数が工高

卒で占められている乙とがわかり ，

その内でも規模の小 さい所ほど工高

卒の率が高い乙とがわかる。 ζ の数

字は常識 的 に も 考 え ら れ る 所 で あ

る。

4， 工 業 高 等 学 校 の 性 格

以上IC扱ってきた数字の上で，旧

制専門学校を大学に ，旧制工業学校

を工高に入れてきたが，戦前の学校

と戦後の教育基本法にもとづく学校

の違う所も知っておく必要がある。

大学のことについては他κ 論じら

れていると思うし，工高の乙とにつ

いても他の方が意見をかかれている

乙とと思うが，今後の技術者養成の

問題を考えるためには，それぞれの

学校の性格をよく知っておく必袈が

あると思うからこの乙とにふれる。

乙の数字によれば，大学の場合は

東京を中心とした関東地方で過半数

の卒業生が送り出され，近滋では関

東の約半数が出ている。その他の地

区ではどくわずかである。工高の卒

業生は，地区によって多少の相違は

あるが，全国各地で平均して送り出

されていることがわかる。とれは工

高の性質上， 全国各地 lζ 散在してい

るからである。全日制，定時制を合

わせて工高卒業生は約 8 ，500 名出る

が， 乙れはわが国の人口を約 9 ，000

人とみて，人口 1 万人について約 1

名の工高建築科生が送り出されてい

る乙とになる。

》トJ 日協泊IFJ11mlmli 明IFAIT男IPRiml 計

大 学!i< {学事業校生数数

1  l  13  3  1  7  1  
。

3  30 

32 32 708 141  29 281  27 
。

51  1. 3∞ 

短 大{ 学車業校生数数

。。
2  

。。
2  

。。。
4  

。。
77 

。。
38 

。。。
115  

全工日制高{ 学卒業校生数数

7  14  23 14  9  17  13  6  22 125 

280 640 952 557 447 962 585 266 1. 050 5，739 

工定時高制 lf卒学業校主主数数
5  4  17  8  2  12  5  4  6  62 

2∞ I∞ 568 232 50 403  115 140 112  1. 920 

注地区欄の( ) 内の数字は，その地区の府県数を示す。
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ややもすると工高卒は，大学卒の

補助的な技術者と考えられがちであ

る。いうまでも な く技術が高度化

し，複雑になれば補助者は必要であ

る。しかし補助者は機械のように

指導者の手先にだけなって働いてお

ればよいということではない。やは

り，補助者も怠欲K 燃えて仕事l乙協

力するようなしくみに職場がなって

いなければならなし、。

そういう意味で，旧制工業学校と

今日の工高とは，一 応 は 似 て い る

が，よく考えてみると非常な迷いが

ある。

令 工高も旧lli1J工業も同じように中堅

技術者の養成を目ざしてはいるが，

制度上からいっても| 日制工業は実業

学校令によるものであって，他! 乙旧

制の中学校令があり ，昔の軍隊K 比

べると ，何か下士官養成所的な感じ

が深かった。それに比較すると現在

の教育制度では，法令上でも高等学

校は一本化され，高等学校の教科課

程の中 lζ 工業の専門課程をおいてい

るのが工高である。したがって，工

高の卒業生は，仕事の上ではし、ろい

ろ指導を受けねばならないし， どん

な仕事を与えられでも喜んで行なう

心構えを持つよう K 育てているつも

りではあるが，人間的には決して卑

屈にならず，どんな立場の人とでも

同じ人間として普通の気持で話し合

φ  える人間であるよう教育せねばなら

者の絶対数が不足しているととがわ

かっ て学校を増してみても ，索質の

よい生徒は乙ないであろう。現 IC大

阪市内では中学校の卒業生の80% 以

上が高校に進学するが，高校進学希

望者の増した割lζ 工業高校志願者は

増していない。乙の現象は東京でも

おきているようである。一概に都会

の子供は辛棒強さにかけているとい

うだけではすまされない大きな問題

を含んでいると思う。

5.  今 後 の 問 題 点

今後の問題については，工高の立

場から数と質の両方面と，もう一つ

は受け入れる実社会が新しい卒業生

をどう育て伸ばして下さるかについ

て述べたし、。

( 1 ) 妓術者の数の問題について

今日では大学も工高も戦前に比べ

て約 5 倍の技術者を実社会 tc送り出

している乙とがわかったが，仕事の

誌の増加にともなっているかどうか

の問題がある。統計によると昭和34

年以後は工事品が急激に増加したよ

うで，たとえば建築物の着工床面松

は昭和33年度は 1 カ月当り約 300

万 m
2

あったのが， 昭和36年度 lこは

約700万m
2

IC達している。乙れに対

して技術者の養成の方はおくれてい

るようであるが，今後の仕事企の増

加をみきわめて， その対策をたてる

必ｾがあろう。

ぬと念願している次第である。ーロ 次には技術者の絶対数はたりても

でいうと昔の工業学校より今の工高 どこの職場も必要数が満されるかど

はよい意味で伸び伸びとした学校に うか問題がある。どういう風にして

なってきたと思う。 若い人達 IC将来 IL対する希望と魅力

また，そうでなければ，もし技術 を与えるかは，実社会の方で其剣l乙

専 売 特 許

考えていただきたい。

( 2) 質の問題について

現在の工高では建築の卒業生とし

て送り出 しているだけであって，そ

の中 lζ 窓匠，計画，構造，施工，材

料，設備などいくつかの コー スを設

けている所はほとんどない。建築の

技術が複雑かつ高度化するにつれ

て，教育の方ももっと細分化されね

ばならぬと恩う。現在の学校では残

念ながら ，戦後急l乙一校当りの生徒

数を増しただけであって，生徒一人

一人の個性をみきわめて伸ばしてや

るだけの面倒がみ IC くいまま今円 lζ

至っている。もちろん教育の場とい

えども戦前のような悠長な乙とはし

ておれないし，能率的 lζ 行なわねば

ならぬが，生徒数が多くても行きと

どいた技術指導ができるよう，実社

会の方からも学校をど後援願いたい

と思う。

( 3 ) 将来への希望

いろいろ書いてきたが，学校がよ

くなり ，素質のよい生徒を入学さ

せ，よい卒業生を送り出すためには

受け入れる側の実社会の理解と関心

がなければ達成されない。また，技

術者の数の乙とも ，質の ζ とも ，た

りているかいないか，質が向上 して

いるか，低下しているかは，実社会

でご覧lζ なれば最もよくわかると思

う。どうか各職場におかれでも，つ

きあた ってからやいやいいうような

乙とはやめて，学校と 実社会が協力

して，今後の対策を立て，将来の見

通しを立てると共! L ，どうしたら若

い技術者を伸ばす乙とができるかに

努めたいと恩う。

ウカ式化学防水工事 グラウチンク恭防水工事

グ ナ イ ト 工 事 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

薬波注入防水工事
つ ね な り す た じ お

株 式 会 社 大 阪 防 水 建 設 社

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 餌 差 町42番地

電 話 剛 2 5 9 4 - 6

支庖名古屋市中区和泉町 1 丁 目9 番地

電 話 本 局 ③ 5075 ・1048

建 築 写 真

大阪市東区北浜 ・電側 o 1  4  1  
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技能労務者不足の根底に横7こわるもの

砲役3咽干E会

山 田 四 郎

建設技能労務者の不足は，呆気調

護政策の進展による建設工事量の低

下にも かかわら ず，今日なお克服さ

れていない。とくに東京のように，

オリンピックのための大規模な道路

工事と乙れに ['1，なう家屋移転があい

ついでi住められていると とろでは，

一般の家庭で簡単な修絡を大工にた

のむ乙となどは，ほとんど不可能に

近い状態になってき ている。

労働行の調査による建設技能労務

者の不足状況は次表のi i T I りであり ，

不足率は 37年 2 月現在で34. 996と全

産業中最高を示している。しかし乙

の調任は従業員規模 15人以上のみを

対象としたものであるから ，建設業

の企業規模の' 右細性を考会えれば実際

の不足数はもっと多いとみなければ

なるま t 、。

今年度の建設白書は，このような

技能労務者の不足とそれがもたらし

ている白金の上昇を，わが国建設業

の近代化の指標のひと つとして上げ

ている。たしかに，と乙数年間の建

設業における賃金上昇率は，産業大

分類別にみると，製造業と ならんで

もっとも高い。

しかし， 乙のように高い上昇ー率を

示しなが ら，依然として労働力不足

が緩和されない点に乙 そ究明しなけ

ればならない問題が横たわっ ている

のではあるまいか。いいかえるなら

労働え! 不足のもた らす賃金の上昇の

みをもっ て果して建設労働が近代化

したといえるのか，そ して，その乙

とに よっ て果して労働力不足が解決

するのかということであ る。

第一 lC. 指摘しなければならないの

は，E; ii 設業の賃金が製造業とな らん

でもっとも高い上昇率を示している

にもかかわら ず，その水準は今日な
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ru 設 技 能 労 働 者 不 足 状 況

雄 投 機 俄 工

ブロ Y ク建築工 |  34. 3 

建 築 大 工 11. 102 16. 7 27，294 4 4 R  26. 550 47. 9 

U Q  

能労働力m給調査K おける技能労働者の不足状況についてJ ICよる。

2.  r . 現査時点は各 2月 1 目。

お全産業中最下位を示めている点で lま6. 0961ととどまっ ており ，同職員

ある。紙数の関係上，表はかかげな の27 .5961ζ 比較してもいちじるしく

いが，毎fリj 総計の年間平均の月間現
低い。しかも，この 「特別に支払わ

金給与総額をみれば明らかである。
れた給与 j のなかには，立与以外の

もちろん，高い上昇によっ て他産業 特別の給与がふくまれているのであ

との格差は次第に縮少の方向 lζ 向っ るから， D・与という而から考えれば

ている。しかし，もとが低いために
比率はより低下する乙とになる。乙

なお追いつき ，追いとすととのでき
れは建設労務者( C . あっ ては，ほと ん

ないのが現状といえよう。
と、の企業において日与制度が探用さ

しかし，そのことは賃金さえ上げ れていない乙とを怠味し，常用労働

ればすべて問題は解決することを窓 者でありながら ，な お口応い的賃金

味するものではない。建設労務者の になっている乙とを物認るものであ

s : 金が職能的であると同時に，職人 ろう。

的L l j j j ¥い的性格をもち，一般の工
ζ れは賃金の作令別比較について

初労務者にみられるような11与ある
みた場合，同一職A でありながら ，

いは一時金さらに退職金制度を欠如
建設業の場合は年功的性格が弱いた

している点はすでに多くの人々によ
めに， 35才を過 ぎると他産業よ りか

って桁摘されてきたが，乙れが建設 なり低くなってゆくという賃金体系

労働条件の低位性を形成する主要な の問題ともからみあって検討するべ

要因に なっている点はあらためて認 き問flJl であろう。

殺さ れなければならない。
つまり，建設技能労務者のs : 金の

もちろん，生産行程の機械化 lζ と
もつ特殊性からそれを単 lζ 平均水準

もなって，大手総合業者の直用労務
のみでとらえ，それが上昇したから

者ーが次第に増加をたどり ，乙れら労
といって疋代化したという ζ とは必

務ずiについては各種11;11皮が適用され
ずしも正しいといえないのである。

は じめてはきている。しか し，36年
今日 ，他産業では，s 金竹班! の近代

度の「特5 . ) 111ζ 支払われた給与」の 化が年功序列賃金から職務給へとい

「きま って支給される給与 J 1ζ 対す う形で其剣 ｬζ とりくまれている。正ｾ

る割合をみると，製 造 業 労 働 者 の 設業においては来して どうであ ろう

18. 39ぢlζ 対し，建設業労務者の湯合 か。建設業の賃金は，職種目11，熟練

4 令

' fY 



度別賃金であり ，それ故にもっとも 主々義，合理主義によって教育され といわなければならない。

と近代的ミ 11 金だとする主張もあ た青少年にとって，建設業は決して 最後に指摘すべき問題は，機械化

る。しかし，今日の日本の社会制度 魅力のある職業として考えられてい 施工についてである。工事E の増大

やさらに賃金水準から考えて一挙lζ ないのである。 が就業者数の閉加をもたらし，賃金，

年功序列型を打破する乙とができな もちろん，多くの点で11金，労働 労働条件についても，一定の改善を

い乙とはいくつかの実例が示してい 条件の改善が進み，いわゆるミ近代 みつつあるにもかかわらず，依然と

る。大手総合2走者の限られた直用労 化ミ途上! こ今日の建設労働があると して技能労務者の不足が緩和しない

令ト

務者を除いては，家族手当，:l1与， いう主張を私はすべて否定するもの 一一労働条件をさらに改善する ，あ

退職金などを欠いているのが支配的 ではない。しかし，木をみて森をみ るいは技能者養成を拡充する，乙れ

な建設業の11金については単に額あ ないという 諺( 乙とわざ) がある。 は大切な乙とだ。しかし，私はより

げのみでなく，他産業と異った立場 つまり ，それは条件，基盤のある限 根本的lζ は，少ない労務者をもって

から検討が加えられるべきではない られた企業にのみとどまり ，巨視的 多い工事韮を消化しうる生産，労働

か。それをぬきにして需給のアンパ にみればなお古い，遅れた労働関係 過程への変革がなによりも必ｾであ

ランスが不可避的に生む賃金額の上 が支配的といわなければならないの りそれのみが技能労務者不足を解消

釘- を扶下傍観しているだけでは，校 である。 する抜本的方策だと考えている。

能労務者の不足は解決されないし，
建設技能労務者不足問題の板木的

日本の建設業 !ζ はj出村の豊富低成

企業採算に与えるその影特も一回深
解決は建設業そのものの構造的特質

な労働力を給源lζ 人力依存，人海戦

五IJの度を加えてくるであろう。
が究明され，その変革のための方途

術をもっ て工事を遂行してゆくとい

それはひとり白金のみにとどまら が提起さされ実行されない限り ，不
う伝統的慣判があった。とくに第

ず，労働時間，作業B ;1境，宿泊施設 可能ではないかと私は考えている。
次大戦後の恐慌時l乙，失業者救済を

など労働条件全般についてまで抜木 たとえば，改善の方| 台lをたどりつ
公共土木工事の拡大 lζ 求め，それに

的検討が及lまなければならない乙と つあるとはいえ，依然として建設労
は機械使用をII;IJ 限するという政策が

を: 0 : 味する。背少年の建設業への就 倒Jの低位性を形成しているものは，
とられ，ζ れがさまざまに内界を変

業希望が年々低下する傾向は，日本 激しい企業競争がとtむ極端な低価入
えながらも太平洋戦争の勃発まで受

のみでな く， ヨーロ γ ノぞ，アメ リカ 札や工期短縮にあるのではないか。
け継がれた乙とが建設機械化を全面

司。 などでもみられ， IL  0  建築土木委員 工期短縮という過剰lサービスをもっ
的lζ 後返させた点は，今日なお芝、ら

会でも取り 上げられている乙とは周 て発註者の怠にそおうとするとき ，
るべきではなし、。アメリカのニュー

気! の事実である。建設調査会が昨年 たとえ経済的な面で労働者 lζ プラス
ディノレ政策が失業者救済という消極

の秋 l乙行なった実態調査の結果では を与える乙とができても ，それを相
的観点のみでなく ，T V A  r乙典型的に

野丁場では 36. 196，町場では 18. 396 殺して結果的には 7 イナスをもたら
みられるように大規模な国土総合開

の転職希望者があったが「自分の子 すような労働強化が起らないと泉し
発という雄大な構想をもって積極的

供を建設業で働かせたいと思うか」 て断言しえょうか。とくにすでに街
な建設機械化の進展を伴なって遂行

という質問lζ は両者とも 6096が「働 摘したように，建設技能労務者の特
された点とあまりにも際だった対照

かせたくない J と答えた。建設業に 殊な12金は，青壮年時の水準はそれ
である。

おける就業者数はたしかに年々地大 ほど低く ないにしても，老後の生活 雇用拡大という政策のなかに機械

をたどっている。しかし，それは比 イ ｾｊ 蔀と いう点ではいちじるしく 稀薄 化，生産性の向上が埋没しがちな国

較的年令の高い半失業的無技能労務 である。さらに一般的 lζ 重労働，屋 の政策が，技能労務者不足を生んで

者の増大であり ，基幹職種である技 外作業であるため，労働力のまめつ いるという皮肉な現実に岩田する乙

能労務者についての増加，とくに新 もまた激しい。乙うした労働条件の とも霊安ではないか。

士見学年者の就業率は決して増大して 特殊性に労働J強化が加わるとき ，労

いない。戦前とはちがって戦後の民 務者の定着度が低下する乙とは当然
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1.  教育委員会側 より

[51 
設備技術者の教育

2.  

3 .  

受入側 ( 企業{J l I J ) よ り

大学側 より

設備技術の教育者につい て

大阪府教育委員会事務局

府立高等学校設立都側室

相 川 三 郎

設{J11i といえば，附帯工事の一部で

あるという概念が一般的であった過

去に比べて，近代建築工事における

設備関係工事の比重は，近年急激に

増大しつつあり ，その工事費が建築

工事白と比して 1 :  1. 特殊なもの

においては，むしろそれ以上のウエ

イトを占めるようになったが，依然

として設備技術に対する世論は，設

備とはどく一部のものであると考

え，またそれにたづさわる技術者は

下街的にめぐまれず，そのまさ成もお

ろそかであ り関係業界の片手間的な

A 表

エ}「ごとl
Ｑ ＸＵＰｾ Ｑ 鉛 ｏ

養成で，お茶を濁してきた状況にお

かれて現在に至っ ている。

設備の専門家は建築家の一分野で

あるか，または建築家以外の独立し

た専門家であるべきか否かは，種々

の議論百出，留まるところのないよ

うであるが，いま ζ 乙でそれらの善

悪を述べるつもりはない。しかしな

がら最近の事務所建築，工場建築な

どにみられるコアシステム計画など

は，近代建築設備技術が建築計画全

般に強い影響力をもっ ている表われ

であろう。また各種製造工場におけ

る生産管理においてもより高精度の

製品を生産するに建築設備のもつ重

要性はその企業の死命を ljjlj するとも

いわれる。

要するに建築のもつ機能をその目

的に対して，完全に果す乙とが要求

されるのである。

先にも述べたように近年建築設備

の数量的増加率は A表に示すように

年々増大の一途をたどり，今後なお

増加する乙とが乙の数値から推察で

きょ う。

とくに各漉機器の動力源としての
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B 表 司1 ｬＶ 所ｬｊｬｾ世の ｭ 力設備Ｈ年代別Ｉ単位ＺワットＯ坪
4 ら

電力設備は急増し B 表にみら れるよ とともに，三者一体となって討議さ 科) が都立蔵前工業高校に設置され

うに増加度は測り知れないものがあ れなければならないであろう。 1学級 ( 40名) ながら今日まで，中

る。 幸い昭和30年 lζ 衛生工業協会が設 堅技術者養成のために果している役

建築学科の教科の中 lζ 大学，高等 備士の :1111度を設定し，乙 の施技術者 自は大きく，将来の発展が期待され

学校を問わず，建築設備という学科 の養成と質の向 上 を 図り ，すでに つつある。

自が以前より設けられ数単位が充て 1，200 名以上 の設備士が生れた乙と なお，主要な府県でもその重要性

られているが，建築技術者として必 はよろ乙ばしい乙とである。しかし を認識され今後設置を計画されると

袈な設備工学の常識的範囲を出てい 建築士に比してその数のあまりにも 聞いているが，全教育機関が関連を

ない。設備技術者となるにはほど遠 少ないのは今後の設備工事の増加と 保ちつつ養成のための努力を重ねな

い状況である。建築業界，設備業界 併せて寒心lζ たえない。 ければならない。大学にもその気速

として近代建築を進展させるために 米国においても十数年前から 3 大 が高く近い将来設備工学科の独立が

も，より専門的な技術者の益成が急 学{ 乙設備工学科が設置され社会の要 期待され，関係学科の充実が急がれ

• 務であると考え，その対策として，

大学工学部の各学科において関係学

科目を充実拡大を目し，工業高校に

おいてもその単位の増加，施設設備

望l乙乙 Tこえているが，わが国では少

数の大学にてどく僅少の設備技術者

の養成がなさ れている に過ぎない。

現在関西の建築業界，設備業界で

寸島

の充足を期しつつあるが，広範聞な は技術者養成のための専門学科の設

内容を如何K 確立するかの困難さ ， 置運動を， 日本建築協会を中心とし

担当教員の不足などのために未だ充 て数年来活発に行なわれ，関係当局

分な成果をみていないようである。 に積極的に働きかけてきた。

昭和25年建築士法が制定され，そ 大阪府教育委員会として昭和38年

れ以後全国 l e 10万余の 1 ， 2 級建築 度より始まる高校急増対策の ＭｾＱ と

士が認定され年々その数が泊加され して府立新設工業高校に設備工業科

つつあるが A 表lζ 示されるように 2 学級 ( 80名) の設置が決定され，

全建築1!1の半数を占める設備工事の 現在開設のための諸準備が進みつつ

担当技術者の認定的11度，またその専 ある現状である 。関西で始めて，専

門の技術教育機関のないのは，まっ 門lζ 中堅技術者の養成がなされるわ

すこく現状を無視した不均衡な乙とと けであるが，関係の人々のど努力κ

いわねばならない。一つの建築計画 対して敬訟を表したい。

がなされる場合，当初から設備計画 東京都では昭和23年特殊な事的の

が重要視され，意匠計画，構造計画 もとに，衛生工業科( 後に設備工業

ているようである。

技術者の教育と一口 K いうが，当

事者の一人として設備工学としての

体系の確立，実験設備の内容，とく

に養成にあたる技術系教員の隊保な

ど，その困難性が目前にあるが，

歩前進して乙そ困難が打ち破れるも

のと信じている。工業高校における

優秀な技術系教員の不足は，日々に

増大しつつあり高校生急増を目前に

して苦慮している状況である。

論ずるまでもなく教育機関は，そ

れを受け入れる地域社会との僚接な

関係、がなくては成立しないのであり

教育をうけた初歩技術者が将来社会

l乙貢献でき得るか否かは，両者の協

力如何にあると信じてい る。今後の

各界諸賢のご支援を切望して止 まな

し、。
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設備技術者 の教育 について 臥側 ・企業側の立場から)

大阪府代工業協同組合理事長

石 田 憲 二

現代における建築技術の進歩にともなって，建築その

ものが芸術的外観を主として考えていた時代ははるか省

の乙とであって， ζ んにちの主主築( 立見るだけではなく ，

tiltおそのものの使用価値が問題になってきているのであ

る。したがって建築設備への考え方も ，また大きく変っ

てきたといえる。たとえば過去における冷暖房，EE気設

備のようなものが，ただ暑いから涼しくする ，; J J いから

i暖かくする ，またH行いから照明をつけるという考え方の

域を脱いわれわれの U 常の職騒，生活環境をいかに快

適なコンフォータフソレな空気状態lこ置き ，仕事の能率を

あげうるような状態lこ持っていくかに屯点が置かれるよ

うに変ってきた。

大仰市における設備の完備した述築物 (' :(i ，騒音，堕

芥による空気汚染なと‘ の気象条件以前の大古ifl 市なるがた

めに，先生する種々なるトラフツレが掛 l徐されてこそ，代

表的現象主t築物といいうるのであるが，残念ながら総て

を解決しえた建築物はし、まだ皆無といってさしっかえな

い。どうにかお茶を濁した設備だと紙子守されてもいたし

かたない現状である。建築設備技術の進む道は乙れより

広純聞に ，笠宮な科学的知識や扇々の経験を生かして進

まねばならない未踏の| 止界といってよ く，iTrJ途月々たる

技術といいうると思うのである。

すなわち，現在わが国に広く用いられている設備技術

は，ほとんどが近代欧米常国の建築設備をそのまま受け

ついだものであるが，わが国 lこはわが図独特の，世界l乙

比類のない建築用式があり ，また気象状況も欧米のそれ

と金くｾなる特殊気象にある乙とを考えただ外国建築設

備の踏襲でなく ，基礎的技術を完全に消化しわが国の

条件に最適の建築設備を考え /1 ' ，さねばならないのであ

る。

立派な建築設備は必ずやJ - l I ! . 恕建築にマッチしたもので

あり ， ｾ築設計の完備は立派に設備を消化するものであ

ると思う。

1961年ロンドンで関かれた国際l段目換気空気調和会議

で発表された ; 10年後の空気調和J という論文によれ
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lZ，今後 10年間あるいはその後に発展を予位、される事項

を次のごとく述べている乙とを最jfr 知った。われわれに

とって最も注目されると乙ろである。 。ト

すなわち，今後快感の問題が厳較に追求されるものと

思われる。エネ J レギ ーについては石炭などの天然資源が

減少し主として電気が使用される。電子冷泌も研究状態

を脱じた用化されよう。各種装置の1 ' 1働Il i I J 御は更に発展

する電気 ［ｮ ｚＷｾ機を利用して建物の熱流の ｊｉＭ ｚＷｾが総て不定

;干; と考えられるようになる。設備の老I r l化が早まり償却

年i伎の ji : i . 紛が予想される。電子冷涼の完成によって各極

装置が中央式よりユニッ ト式への移行ーが考えられる ，等

乙々れは| 境U; 冷房換気について述べられているのである

が，乙んにち新しい考え方として設日| したものが，完|療

に実施されu ¥築物が完成した時には，すでに77いものに

なってしまっているということを常に荷なしなければな

らなし、。

最近 ， 空気調布 ｬ 設備関係では冷風 ｩｋａ 風を ｽｊｉｊ の風 ｾＱ で高

述で送る二屯ダクト ( Dnal duct ) 方式，エアーソースヒ

ートポンプ( 空気熱源ヒ ー トポンプ) 方式サーモエレメ

ントを使う屯子冷 j)} ，太陽熱の利用などがだんだん実用

化されようとしている。

また，今後の都市計画のなかには，新しい都市作りに

は，また団地方面においても地域| 暖房，地域冷日，すな

わち Ｑ ケ所に冷熱源のセンタ ー を設け，冷 ｲｾｴｴ 水を各建物

に供給してより安価lζ 設備の完備をj切し訊られるような

計画がペーパープラントとしてできつつあるように灰聞

しているのである。ま乙と lζ 望ましい限りであるといい

うると思う。

やがてかかる時代がきた| 時，かかる設備の受入が果し

て可能なるや否や，現状ま乙とに心細い限りである。

少しでも設備技術者のレベルを引きあげ，技術者数の

増大をJI り，建築技術者とタイアップできるだけの状態

ＨＨー ｉｊ も早くならねば ， 業界の発展も ｪ 切し買 ｾｴ いと考え ，

数年前より「空気調和衛生工学会」が中心になり ，法的

な裏付けは今のと乙ろ何もないが，空気調和術d : : 工業会

。v

• 



、

において設備士なる資絡11i 11皮を作り ，イJJ 年J f 法絡なる試験

を行ない，設備技術者の養成と育成に努) ] している乙と

令 ド はごi i X鈍lの辺りである。

ｾ Ｇ＠

設備士必成の卵 l乙困難性が*t じなかなか計画通りの

進展を見ないのが現状である。

しかし，乙の設備士なる制度も空気調和術ｾ工学会な

る一学会の私的の存在であって，なんら法的資格を認め

られない。 ru築士の場合lこは正t築の; 没まI'! 遊型u乙従事する

建築士が建築士法という法行tによってその存在を法的lζ

認められている現状 lζ 比較して，ま乙とに絡段の相i♀が

あり，ｾ築士の口木全国Ａとおけるわ ｦｩ 絡者数 ＱＸ 万人 ｬ こ対

して，設備士数が佐々 1.500 人lζ 過ぎない堺支は不思議

というか，18万人の建築士により消化しきれない建築E

がｻ並々 し ＵＰＰ 人の設 ｾＱＱＱ 士 ｬζ て消化されているのか ， 思う

に恐らく設備士の ｦｩ ｾ 告のない多数の未熟な技術析によっ

てどうにかどまかされてお茶を制されているとしか考え

られないのである。かかる現状で泉して: J l j ! . 似の設備を持

った建築物を期待し得られるや寒心( [ 地えないしだいで

ある。一口も早く立派な設備士の坪' : i ! 1 が望まれるのであ

る。設備士の訟の少ない原因にはいろいろな狸山がある

と思うが，一番大きな現出のーつに，過去において設11/1i

なるものが建築の付帯設イ1111のj放を11見しなかった， ru築物

の一部分の仕事であったという ζ とであり ，戦後になっ

てに.l .iili lこm築と設1111i とがIII の阿，; 命のごとく ，m築物の機

能を有効に発都するものであるという一般認識ができ

て，始めて設備士なる設備専門技術者の必ｾが起り認識

を高めてきたのであって，歴史がm築士lζ 比し浅く ， 乙

れから発展し歴史を作っていく段| 併なのであり，今後の

イ111長を lDl する部門である。

以上のととく，建築物 l乙対する設11/ 1 i というものの P R  

がようやく起ってきたという 状態で，設備工学という学

問が一般に米だ P R されていないため，技術者の義成も

ま乙と! こ困難であるのが現状である。普通大学工学部1で

設備工学の講座のある学校も稀である。工業高等学校に

おいても同級である。機械工学科の卒業生はほとんどー

般に衆知された産業界に就職してしまうのが通例になっ

ているが，われわれの業界に進んで就職希望する朽の皆

無な乙とからみても ， いまだわれわれ業界のＧｬｩＺｾ性の

P  R ができていない乙とを痛感する。もっとも設備工業

という会業のあり方が大企業になりえない点も技術者獲

得の図郷性のー原因とも考えられる。まず中小企業の桜

を脱しえない! 主業なることも否めない事実かと思う。

ここにおいて，われわれ設備工業をれむ手7は設{ J ll i技術

者の卵を如何にして獲得養成するかを根本的l乙ヨぢえねば

ならぬl時がきて，業界あげて腐心し熱望した結来がま

づ大阪地区において工業高等学校に設11/ 1 i 工学科の新設を

計画してもらう乙とであった。 t幾民度か大阪府教育育，委員会

に隙隙e↑rl

P  ｒ した経結 ｩｾ 架良 ， ラ ドい教育委員会のご理解あるご判断によ

り，昭和38年度に開設される府立工業高校に設備工学科

を新設して頂く ζ とに決定したのである。乙乙におい

て， 設備技術者の主主成の一歩が大きく踏み lUされたので

設備業界にとっては一大エポックともいえる苔ばしし、誕

生である。設備業界にとって昭和38{f . 度は，ま乙と l乙怠

議ある年となると考えられる。

目下設備工学科の新設に当り ，大阪府教育委員会にお

いては各先生方が教科内特，実験設備なと、につき必適な

資料の準備にいろいろ研究を重ねて頂いているようであ

り，実験設備にいたってはまことに理似的なプランによ

り考慮を払って頂いている様子を未知しわれわれ業界

においてもできうる限りのご協力を致したいと決心して

いる次第である。

乙れらの設備工学を専攻した学生が卒業して，設似i I こ

関する仕事を担当し社会人として活動する |時がくれば，

業界にとっては大きな勢 )J となり ，わが国設備業界に対

する立献は計り知れない物があると推定できると思う。

ま乙とに忍ばしい| 浪りであり ，乙れらの設備技術者が立

派な設備士となる ｈ 寺，文化国家の建設に必ｾな諸設ｻｊｉｉ ｩ の

質を向上せしめ，わが国独自の立派な建築設備の完成の

32r近しと期待するものである。
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設備技術者の教育 について (大学側よ り)

工問 ・京大教授

前 田 敏 男

!i 1  これまでの建築設備技術者の教育

建築設備といっ ても範聞が広く ，大別すると

空調設備

給排水設術i

fE気設。m

となり ， 乙れらすべてをこなせる技術者の教育機関は大

学にはなかった。都市の上水 ・下水は土木学科で扱われ

ていたが，建物の給胡水設備については ，ほとんど議議

されていなかったようであり ，土木出身者がこの方面の

職域 l乙多いわけでもな l 、。電気は電気工学科の領分であ

る。

建築設備の主要部をなす空調設備については，現在活

躍している技術者の大部分は各国ともに機械出身者であ

る。

日本の大学にも建築設備技術者Jの主主成を目的とする学

科または コー スを持つものがある。北大の衛生工学科は

水( 従来の上水 ・下水) と空気( 広義の空気調和) とに

分かれており ，また関東学院大学は設備コ ースを持ち，

早大は! 日ilill 大学時代から ，建築学科の中に設備専攻コ ー

スを持っており ，現在活躍している建築出身設備技術者

の大部分を占めている。

乙のような特別の コースを持たない一般の大学の学部

で ， ｲｵ 築設 ｾｦｦｩ 関係の議義を持つのは ， 機械工学科と建築

学科である。各大学の講義の名称，内界，11寺間数はまち

まちであるが，おおよその平均値的なものとしては ，機

械工学科における

空気調和工学

冷凍工学

であり ，それぞれ週 2 時間，半年の講義である。

建築学科では

建築設備

であっ て， 暖房，給排水( 消火設備を合む) 包気設備な

どを合み，迎 2 1時間，半年の程度である。さらに

建築衛生

のｾ ｩｖ［ 義があり ， 気象 ， 熱環境， 換気， 伝熱， 湿気， 日

照， 日射，採光，建築音響，騒音防止などに関連した建

築計画の基礎を講義している。建築学会ではこれを計画

原論と呼んでいる。週 2 時間で 1年の講義であり ，一般
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にそうとうカを注いでいる。また，前記機械工学科の諮ー

義を建築学科の選択科目として聴講せしめている。

このようにみて くると，建築学科の方が建築設備関係

の講義科目も時間数も機械工学科よりも多いように思わ

れ るが，内容に立ち入 るとそうではない。

S  2  基礎学の講義

機械工学科では，建築設備関係の講義は前記のこつで

あり ， 多くは選択でＺ￦Ｚｾ科目とはみなされていない。し

かし，空気調和，給排水などの基礎となる熱力学，伝熱

学，流体力学，蒸気工学，流体機械などめ講義を持ち，

多くの! 時閣が当てられている。 f反りに冷凍機や ヒー トポ

ンプなと、の講義を受けなくとも，その概附? と 2iE磁現論は

習得でき ており ，建築設備の仕事 l乙従τJ l: した場合に，そ

の吸収，理解は容易であり早い。

乙れ[ 己責J して，ru築学科では，そのような益際学は全

くないといってよい。強いていえば「建築衛生」での講

義が ζ れに当ると考えられなくもないが，乙の科目その

ものが，流体，熱，光，音などの異質な内容をつめ込ん

だものであり ，各項目に刻り当てられる時間数も少く ，

基礎も応用も講義する時間はない。たとえば伝熱を取っ

4 ← 

ても，これは空調機器の伝熱に応用できるよう な伝熱工 φv  

学概論ではない。むしろ ，この方面の研究が進むほど伝

熱概論を離れて，建物の防署ー防寒計画という応用的なも

のになっていく傾向が強い。最近「建築衛生J ( 計画原

論) 関係の論文は，ダクトの抵抗，空気吹き出し口から

の室内空気分布，ダクトの騒音防止など，空調設備関係

のものが増加しているが，基礎的理解の貧困は被うべく

もない。古い時代は，建築学科の講義程度をもって，殴ー

房 ， 給担ｼ水 な どの設計を建物の設 ｾ ｉ と同時に行なっ て き

た。しかし現在の発展した設備を対象と しては，あまり

に不充分であっ て， 結局，建築学科での設備教育はru鉱

家 または建築技術者への基礎的な教養としてであっ て，

決して，設備技術者養成への方向は持っ ていない。

乙のように考えると ，現在のi時点では，機械工学科の

方が，建築設備技術者の教育という点からは，より適当

しているといわざる を得なし、。

• 



4  

S  3  建築設備技術者の教育について

従来，建築設備技術者の供給源であり ，現在もまた最

もその教育に適当していると考えられる機械工学科では

最近は，建築設備技術者の養成という乙とは目的のほん

の一部に過ぎないか，または全然目的としていないよう

令 であり ，学生もまたこれになんの魅力も感じていない。

.... 

そのため卒業生の中から ，人材が得られないという状態

であり，設備技術者の教育という乙とも ，乙ういう点か

ら取り上げられている。

乙れまでの教育が建築設備技術者の養成の方法として

適当かどうかという点からは余り問題が取り上げられて

いない。

極端な場合には，建築設備をやる意志があり，大学の

工学部を卒業する程度の頭脳さえ持っ ていれば，何学科

の卒業生でもよいのだという声も聞かれる。興味と熱意

を持ってやる13志と，いやいやながらしかたなしにやる

な志とでは大いに迩いがあるから ，いちがいにはいえな

いが，乙れでは，建築設備技術者を「はきだめ」と考ーえ

ている乙とになる。

やはり，技術とその基磁となる学問に珂想像を掲げて

魅力あるものにしなければ，乙の方面に進むものが多く

なる乙とは望めない。

従来，建築は意匠，構造の二つの柱で支えられている

と考えられていた。その場合の設備は，乙れに付加され

るいわゆる付帯設備で，副次的な主要さしか与えられて

いなかった。最近は大いに変って，設備を加えて，三本

の住を考えるようになった。人体にたとえて 働構造は骨

格， ZZ匠は皮脂と筋肉，設備は血ヂ' ; : や神経であるともい

う。乙れまで，ｽｊｾ匠と構造の対立や協調が論じられてき

たが，設備も怠匠や構造と対立しつつ有機的な協同が要

求される。近代ビルの外壁は ，騒音や熱の遮断という機

能を通じて，空気調和設備と不可分の関係にある。すγ

わち，建築計画の一部として設備計画がなされなければ

ならない。乙の褒求を簡単にいえば，建築家が設備を知

らねばならないと同織に，設備技術者は，m築を知らね

ばならない。

建築設備技術者の養成の立場から ，乙れまでの機械工

学科での教育を見ると乙の点に大きな欠陥がある。すな

わち，必要以外の多くを教えている反面，他の必' z i なも

のが大きく脱けていると考えられる。

乙の欠点を埋めた，一つの理想像としては，機械工学

科の一部と建築工学科の一部との結合がある。すなわち

建築全般について一通りの教育を受け，熱力学，伝熱

学 i流体力学などについて概論程度の講義を聞き，乙れ

を基礎として， I建築衛生」の内容をなす部分を理解し

建築設備機器についての知識をもち，乙れを設備計画学

でまとめるという形である。

そのような学科ができれば理想であるが，程度は高く

ないが広範聞な内容を合み，独立した学科としてはかえ

って成立しにくい。建築の学部卒業生を大学院で設備専

攻コースに進める方法が考えられ，ｾ ｦ￬ 者のと乙ろでは ，

その方法によっている。講義について，基礎から応用へ

という正常な段階を取れない欠点を痛感するが，現状で

は止むをねないと考えている。学部の後半程度からコ ー

ス分けする方法も考えられる。乙の方法で，教育された

技術者は，設備計画，建物に対する設備機器の編集とい

う立 ｬ Ａ［ｪミでの設備設 ｾｉＮｦζ 重点がおかれる。

一方，乙れまでの機械工学科の講義のうち，設備技術

名ーに必豆なもののみ取り出し，その代りに，その内容を

詳細にするという教育方法を考える人もあろう。乙れは

前者 lζ 対し，設備機器 lこ; 洋しし、という特徴が出る。

設備技術者の教育に単一の型を考える必要はあるま

い。設備設J j - ，施工，巡転管理，さらに設備機怒の設

計，製造，販売技術者とその職業純凶は多岐にわたり ，

人のｾ求も増す一方である。いろいろの方市 ｬ 乙特徴を有

する技術者が出てよいと思われる。

どんな教育方法を取るにしても ，技術とその基盤とな

る学問，職業的地位などに魅力がなければ学生は集まら

ない。建築設備が全建築費の50労以上を占めるとか，い

くら 叫んでみても，建築において二次的な付帯設備とい

う扱いをされ，設備技術者が，建築技術者の下風に立

ち，自然科学的な: f 1 I ! . 解の不足した頭の古い建築家の無理

をおとなしく聞かされている状態がなくならねば，優秀

な学生を乙の職業分野l乙引きつけることは困難である。

しかし，幸に，時代の聖一求は，そういう不合理な状態を

過去のものとしつつある。
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会員の頁

どしどしお便り下古い。集録していきます

鮪入のハガキを利用下車い。

口 円 い プ ラ ン ・ 三 角 の プ ラ ン口

円形住宅，三角形の平面図 ( C対す

る221は， ときとして異常なまでに強

いものがある。がまたあきのくる ζ

とも早い。

幼児の絵lζ は，丸と四角との区別

がないといわれる。日常，建物内で

の行動lζ ，プランが矩形である乙と

を，それほどはっきりと意識してい

るTごろうヵ、

室隅のE主体が何度の角度で交叉 し

ているかを，床面をみないで知るこ

とは，かなり困難である。平面図で

矩形と多角形を区別しでも ，壁面を

みる l時， [ " 閉ざされた空間J という

程度の意識が，主たるものではない

だろうか。問題はプランの形にでは

なくて，大きさとその内容にかか っ

ているだろう。したがってまた， プ

ランの形の自由さは，技術的な flilJ 約

に よ る だ ろ う 。 ( 金谷)

女

口 工 業 化 の 視 点、口

最近建築の工業化について語られ

るととが多くなってきた。それは新

しい，思想の展開であり，乙の限りに

おいてきわめて好ましい乙とと考え

られる。しかし，乙れらの論議の多

くが，技術の高度な展開についての

べられた，いわゆる技術中心的な考

えであるように見受けられる。そし

て中には工業化論のブ ームにあふ ら

れて問題のとらえかたが表面的なも

のが多い。そ ζ で，乙れらの論議が

忘れていると乙ろのこ ， 三の重ｾーな
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点について概念的であるが( 紙数の るのだ。

都合上〉注意したいと思う。

先づわれわれが問題を自分のもの

として考えるとき ，みずからが住ん

でいる資本主義経済の妥を忘れては

いけない，という乙とである。近H寺

建築の工業化に ついては，一部の先

進的な建築家が種々提案をしたもの

の，多くの実際に仕事をしてきた建

築家はほとんどこの乙とを考えなか

ったのに，乙のどろは建築とは関係

のなかった企業家(Cよって一見広い

範囲にわたって推められだしてきて

いるのは何によるのであるか。建設

業界そのものが社会経済全体の中で

今までとうよう な位置を占めていた

のか。建築産業の近代化は資本主義

の枠内ではむしろ逆行するもので

はないのか。もしそうでないとする

なら，それを可能にならしめるほど

経済は変革したか。または乙の ζ と

κ よって建築労働者の地位は安定す

るような近代化に進みうる か。

乙ういった条件の中から考えて乙

そ，始めて工業化の方法論を若手きう

るであろう。

( NA C 会貝 森脇 久嘉)

大

口 ひ と つ の 回 想 口

( 悶鉄 建築区 久 保 和 知)

*  
口 は じ め て 社 会 へ で た 者 よ り 口

私は昭年37年の 3 月Z作業して会社

lζ 入って何 もか もわか らないずfで建

築社会の様子，新作の紹介，現在ア

ルミ ， ステンレスの材料を使った建

物の紹介や，そのおさまりを少しで

もいいから見せていただきたいと思

います。また， アメリカ や欧州で話

題になっ ていることな ども少 し舎い

て下さい。

( 奈良県吉野郡 中谷 昌紀)

合:

口本庖事務所移転口

( 附長谷川工務庖では，木信事務所

を下記lζ 移転し，併せて屯話番号ーも

次のように変更いたしま した。

( 新耳I路所) 大阪市東区本町 1丁目 18

長谷川第 7 ピル T E L(26l ) 代友 7631

なお，ず ｩ ＭＱ ＾Ｚ Ｔ 耳社屋は当社ＱＧｩＺｾＧ こ 供

する大阪で Ｔ 落田，東西あわ せ てＺ［Ｚｲｾ

7 番目のビルで， SRC 地上 引料地下

2 階延 9，250m
2

に及ぶ高j白ビ J レで，

:Jffi筋より東へ 3 分，街l主; 筋から 10分

と至便のと乙ろにあります。

( 長谷川工fh庖企画室主任 樫根 邦夫)

大

口 構 造 設 計 計 算 コス卜 基 準口

4 ド

国鉄天王寺駅 Ｈ ＱＰ 月号Ｉの写 ｲｾ を

みながら ，私はひとつの回想をたど

っていた。工事中は通りがかりに板
構造設計 ・計算都門の進展は急速 会

塀の奥l乙何がいま作られつつあるか な進歩! 乙伴って担当技術者の精励格

を覗いてみたりした。乙れは職業柄 切j によってますます近代主主築の撃を

からかも知れないが， どんな仕事を 咲かせていくが， 乙れに対する報酬

いましているのか。 また働いている の取り決めに遺憾の点が多L、。構造

人たちの3盗益が見たか つ

行禁止の立札もあまり気lにζ ならなか 切』κE感ずる。なぜ乙の部門の人はお

つた。そ乙 lに乙は何かが進められてい となしいのでで，あろう か。乙の辺の論

たからだ。 E建主築物』はまれL、まのと乙ろ' 設もしばしば述べられてはきておっ

入閣の労力の集積である。タイルー ても，実行にとりまとめ役がお らな

枚，吹付けられた塗料の光沢，けん いのであるらしい。構造界の先述に

らんたる電飾の郎き具合のひとつに は，そろ そろ 「構造設計計算コスト

しでも，それを他行した人聞の生命 基準J ，ζ 手を染めて1'l わねばならな

が ζ もっている。怒志がつもってい いと思う。一般構造技術者はかわい

る。涙も忍びも乙もっている。だか そうである。

ら竣工した上はこよな く美しく見え ( 和歌山 ・菅井建設事お所長 菅井昌与)

• 



幸支 制守 σ〉

物 を 吊 り 上 げ る 機 械

寸・←

「大阪駅前の阪神ビ j レ工 'Ji の造船所のクレーンみたい

なもの，あれは何というものですかJ というよう な聞を

れっきとした姶築h ! . さんから受けたり ，一流建築誌のク

ローラ ークレーンの写以の説明が トラッククレーンであ

ったりする。また， タイ J レやボード業( j などの新建材のよ

うに施工機械でも一般名と商品名が区別できなくなった

り，建設会社の正式名 K 商品名や俗名を採用した りし

て，ますます知識の混乱を招いている。最近地下工法や

特効; 構造，新材料などの研究開発は日に日 K 進んでいる

のに，建築現場できわめて大切な仕事である「ものを吊

り上げる」作業は案外簡単なものに思われて施工屋も研

究を怠り j路ち，ましてそれ以外の設計 ，設備，監' 管官庁

など皆その知識が当を得ていないので，実' 防に即した処

理ができていない ζ とが多い。そ乙で乙乙では街を歩い

て，あちこちの現協でよく自にふれるものを並べて多少

でも大方の役に立てたいと思う。

寸・f

タワ ークレ ーン ( Tower crane)  

大阪i択に| 咋り立っと先づ自にとぴ乙んでくるのが，写

真 1 の大タワークレーンである。最高80m半径 35mにわ

たって 5 - 10 トンの鉄' 同， コンクリートその他あらゆる

建設資材を吊り上げ，移動. iili 搬する。乙の場合の塔体

は， 乙のビ J レの一郎となる鉄骨だが， との部分だけ先1(.

組み上げて，その頂上にクレーンを設置した塔上定置式

タワークレーンともいうべきものである。タワ ークレー

ンは最近ｾ隆な市街地での主主築工事用として脚光を浴び

てきたもので，種々の型式のものが純国産. または外国

メーカーとの技術提携により作られている( 図ー 1. 表

- 1  )。 トラ綱( タワーの支持采〕がいらず，相当の高

所ま で( クライミンク式なら泌物と 共に必要な高さま

でＩ荷協げできる点で ， 今後ｾｾ誌の高居化と共ＡＨＮますま

す丞用されると思われるが，ただもともと欧米，ソ述な

表 1 タワークレーン性能JIl 冗: &

製造会社名 |央 造 船 所 | 日 立 製 作 所 | 小川製作所 IIj sf ( 蛍工業

I  T ，..，.... I F  . . . u，I ' T' r.  ｔ Ｈｊ ｾ ｊ ｮ＠ I  ry r'  ' ) 1' ) 0  IIOt 建築川

型 式 IK T K-4 5 W I  T F- J H5/2  I  OT ・328 I引込クレー ン

mE 半問f径rti 比E大 打1 30. 0 22 .4 28. 0 35 .0  

11 i詰小 m 5. 0 4.0  3. 6 9.0  

最 大吊荷mトン

3.0(3Qm)  5. 0(主ブーム) 5. 0(20m)  10. 008m)  

1. 5(15m)  2. 0(子ブーム) 3. 0(28m)  5.0(35m)  

邸時血巻錫 ｾＶ
π3  50. 0 80.0  

主

会 m 泣 トン 44.0  50.0 

l的 ムプ子親

ン

剛

山

イ

挺

ユ

と

シ

社

一

制

空
考 の

4

0

 

の1

 

7

交

z

 

写

ｾ＠
施工部門

大林組本広工務部技術必 篠1( 田 駿 一

水平ジメク ライ ミング型

* 平ジメ定慣型

水平 ジメ走行型

図- 1 タワ ー ヲ レーンの型式のいろいろ

写真 1 コア ーν ステム ・タワ ー クレーン
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写真 2 林立するガイデツヲ

表 2 ガイデリツヲ主要 ftff 元 荻

最大吊荷m*
ねト良き l h反事 自 虫| ウインチ応

トン I n  I  n l  k g  I  I高力

8  30  26  Jl ，4∞ 30 

10 30  2:1 10，061  40  

10 37 30 13，670  40 

13  37 30 18，450  Ｔ Ｐ ｾ ＵＰ＠

18  37 30  18，750 50  

16  46  40 32，α泊 50 

20 63 55 61，5∞ Ｕ Ｐｾ ＸＰ＠

ホ o大吊硝mはブームが水平と 30。のH守，従って各部を験Hして安全

ならば，30。以上なら玄: 比大きな加を吊り j(lる。

どの地践の少い建物の部材の経小なと乙ろを発祥のj也と

しているから ，現在のわれわれのように最低 5 トン程度

の吊荷重を確保しなければならぬ協合は，乙れが足りな

いのが桜本問題として放っている。現在いくつかの建設

会社がそれぞれ数台のタワークレーンを試用している。

ガイデリ ック ( Guy- derric k，俗称，ガイデレッキ，ガ

イ)

ガイ( 張り綱，径 32 mm位の制泌) Iζ より主柱を直立

させる起E 機で使い古された道只ーであるが，製作Y' i が安

く，1創出が簡 明で故障が少いので，今だに盛んに使用さ

れている( 表- 2 ) 0  6 - 8 本のガイ( トラ綱〉を水平

と ＶＰ
Ｐ
以内 ｉｌｾ ｊｩｩる必裂があるため ，市 街地では 昨 今だん

だん使いにくくなってきている。

また ， せり 上 げＨ自分の ｭ てたｾ骨・の上｛乙釆り立って

更に上階をたてる) によって超高Jfj ビノレでもJ J ! ; てられる

が，乙の作業が危険なのと ，工j切を損するので，せり 上

げはなるべくさけ ，背の高いもの ( 50 - 60m) を使って

一挙 ｬ 己 最上階ま でｾ て 上 る方法がよい。また ， 脚もとを

少しづつにじり動かし， トラ綱のアンカーを次々とつけ

変えて行なう級移動法によって大工湯の鉄骨波方が行な

われる。乙れも危険を伴うし施工能率も悪く ，あまりよ

い方法ではないが，大きな吊上能力( 高さ 35 mまで最大

50 トン程度) は他 にかけがえがないので，いま なお重工

場の姶設に用いられる( 写点 2) 。米国でも 70 トン吊り
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写，J:.l 3 屋上三 脚 デリツク

写真 4 走行 式 四脚 デ リツ少

というようなものを使用している。

三脚デリ ック ( 5ti ff - Ieg- der ri ck 俗称三脚lデレッキ，三

脚)

トラ綱の代りに中心の主柱を二方から銅製郎材で支持

した起翠機で，ガイデリック程重い荷は吊れない ( 2 -

10 トン) 。また，ブームが 270 度以内しか旋回しないの

が欠点であるが，設置する比較的小さな面積さえあれば

安定していて，高所などに設置するのに安全であり，か

つ安{ilIi K 使えるので，ピノレ工事の屋上には大概据えら れ

て，あらゆる荷揚げにはなくてはならぬものになってい

る( 写只 3 ) 。

また，100m 以上 もある細長い工場などでは ，乙の三

脚デ リックを台ll I1ζ のせ レー J レ上をA らせて，欽'13・作業

』ζ 高能率をあげている。最近工場建築も大型化して20 ト

ン程度の吊荷重は普通に要求されるので，さらに安定な

吊上げ能力の大きい走行式四j即デリックも佼われている

( 写真 4 ) 。

また，乙れらは 山型鋼ラチス部材 であるが，最近，!I 霊

使三l肉lデ リッタ とも初、すべきもので小さなボックス郎材

を使った 2 トン吊り程度のクラ フ トクレーン( 商品名)

地下鉄工事などで多数見かける四愉付の移動式軽使クレ

ーン( 商品名，ユニパーサ ノレクレーンなど 1 トン吊り

程度) などがある( 写兵 5 )。

a・
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8 木のトラ綱で支持し 5 - 1 0度位傾

けて先端から滑車をつるし，ウ イン

チで重量物を捲き上げるもの。大き

なものでは ｴｾｈ 呈 ＳＰｭＱＰ トン吊りとい

ったものもあるが，必wi ならガイデ

リγ クの主柱なども使えるから 50

- 60mまで 30 - 50 トン吊りというよ

うなものも可能である。最近化' 学工

場の巨大な荻iffi 燃の9 J ¥て起しなどに

は乙れが二基併立されて伎われてい

る( 写真 8 ) 。

写災 5 移動式能使クレーンの一組

( ユニバーサルクレーン)

エレベータタワーブーム
鉄骨工事には移動の能不が惑いし

倒壊しやすいのであまり用いられな

L、。
エレベ ータータワー ブーム ( El evot or t ower  boom，俗称

ボーズ，デレッキなど〕

乙れも建築現場では必ずといってもよい位，固につく

もので雑荷揚作業の主力の一つだが，小さい建物では鉄

i J ! j の建方もできる。どの現協でも使うコンクリートエレ

ベーターに 15- 25m程度の鉄骨ラチス柱とか，丸太の長

尺材をデリック金物を用いて取り付け ，15- 20馬力のウ

インチで 0 . 5 - 2 トン位のものを吊り上げられる。と

くに次々と上階へ転用してゆく型枠材や鉄筋の荷揚げに

は最適なもの。ただ振り回しがあまり自由にならないの

と，大きな重誌のものが吊れないのが欠点である。 l時に

既設ビ・ ｊ レの ｾｉｉｊ 壁や建築中の欽Ｇ目・を相手に取り付けるなど

工夫によって便利な働きをする( 写J ' ] ; 6 ) 。

ニ又

乙の頃はあまり見られなくなったが， ヒソレ工事の屋上

などからぶざま κ突き出して交差したこ木の丸太で，厭

がられながらなお使われている。日 ｾＱ 蜂 ｬＨ 乙設置できるが ，

倒壊して人命事故を起したりする。かなり大きな重量を

吊れるものがあり ，Ｉ Ｚ ￬ｾ ＵＡ荷 ｊ 訪問の鋼

製のものでは 200 トンという大終日

のものもある。米国にはノマイプを交

差しその 1 ; ¥正に小さいウインチを取

り{、l けたデリ γ ク型のものもあり，

乙れなど安価に造れるものであるか

ら，丸太を縛った危険なものなどは

もう止めたいものである( 写1 ' - . ( 7 )  

ジンポ ール ( Gi n pol e 俗称切で丸

太，Jfj セなど)

トラッククレーン，ク ローラー クレーン ( Truck crone  

Cr owler  crone俗称クレンカ ー，グレンカー， P& Hなど)

共lζ 台工1m. 乗った走行式起重機で，ショベ J レなどと共

通の本休でアタッチメン トだけ変えられるのが多いが，

クロ ーラー型では ，とくにクレーン用としてキャタピラ

ーを長く安定よくしているものもある。 LC 型 ( Long

crowl er) と称す。クロ ーラー は「這う」のなで，プルド

ーザ、ーのようにキャタピラーに乗っているもの。トラッ

ククレーンはもちろん大型トラック台工|日乙采っているも

のである。 ＩＮＱ［［ Ｑｬｾらしいようだが，案外誤称されている。

また，ホイ ーJ レクレーン，モービノレクレーンというのは

小型の台II If ζ 乗って吊荷重も小さく，走行もあまり得訟

でないものを指すようで，機構的にはあまり変らない。

現在，最も 13¥回っているのは，神戸製鋼所が米関パウリ

ング ・アンド ・ ハーニァシュフイガーネJ : ( Poul  i  ng &  

Hor ni schfeger  c orp. ) と提携して作る P &H クレーンで

あるが，乙れの国内生産されるものの性能諸元を表 3 (ζ 

示す。

原認は 1 本村: 起重機といったTU; 味

で ， 俗称はポーノレが ｾ Ｈｴ ったものであ

ろう。現有の吊り 上げ機械はすべて

原理的lζ は乙れを出発点としてい

る。太い丸太や鉄骨ラチス柱を 6 -

写真 7 簡単なデ リツ空 写真 8 ; ; ンポール

動力はエアーモータ ー ICよる絡の氾民自し
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写真 9 薪幹線大阪駅工事の超大型合ローラークレーン

なお，すべて吊荷重は最短ブーム装着| 期ζ 必小半径で

作業するH寺の能力を示すもので，20 トンクレーンとか70

トンクレーンとかいっても，そのよう K 使える乙とは少

い。米国の P& H ではトラック型80 トン級，クロ ーラー

型 200 トン級のもの迄造っている。クロ ーラー ， トラッ

ク椛誠共性能はほぼ同じであるが，前者は一般に吊荷主

大，f目i絡は比較的低旅たが機動性K 乏しく ，一々 トレー

ラーで巡搬するため巡搬vt がおむ。後者は高価だが，機

動性に富む。また，タイヤのため接地圧が高いから ，キ

ャタピラーの低い核地圧に比べて現坊によっては不利と

なる。各々史的 1(. 応じて使用すべきである。 74 トンの吊

上能力を誇るわが国伝大のクロ ーラークレーン P &H 955 

A- LC 型も如何せん迎搬H寺には三つに解体 してトレーラー

で巡ばねばならぬ (13:J:']; 9) 。

ともあれ，乙の両者は「物を吊る機械」のあらゆる長

所を宣伝Mlしたもので，最近ようやく使用法にも熟述し，

機械化の212をあげていると乙ろは街頭でしばしば見受け

られる。最新鋭の建設機械として米国 lζ モービ J レタワー

ィ・v

写浪10 モーピル 9 ワーヲレーン

クレーン ( Mobi l e t ower  crane) なるものあり。 5 0 - 8 0

トン級大型トラッククレーンのブームを直立させ，子ブ

ームを旋回させるもので，わが国でもすでにクローラー

型のものが試作されている( 写J : ' ] ; 10) 。

レッカ ー ( Wr ec ker) は救難事のなで，ハイウェイで

衝突破損した車を引上げたりしていたものか。当初米軍

払下げのトラックの先 K 二又をつけただけのものであっ

たが，最近はノ、イドロクレーンなる商品名で，i'rJi JI でフ、

ームが望遠鏡式にflll 縮し，吊荷重 5 トンというような便

利なものもある。

×  ×  ×  

その他， 各種エレベータ一類，移動式リフト ，ケーブ

ノレクレーンなど話題になるものはあるが，乙乙ではふれ

る余裕が な い。最後 ｬζ ， わが悶では送 ｭＪｊｾ 工事などにわ

ずかに使用する位のヘ リコプクーが，米国ではスカイク

レーン ( Sky crane)  と称 し 8 トン程度の吊上荷重を

もっクレーンとして高所での重品物投位など ，かなり広

範囲にわたっ て使われているようである。

対v

表 3 P & H ヲ レ ー ン 性 能 諸 元 表

単 9 ロ ー ラ ー ク レ ー ン ト ラ ツ ヲ ヲ レ ー ン

要

25ル L C !  655B- L C  I ぉ5B- L C I 師 A- L C I  55TC I 即 C I 05B- T C  I  位 355C- T C  

絞 大 吊 上 飽 力 ト ン 18.40  '1:1 .78 45. 36 74 .40  7. 26 9. ∞ 11. 34 22. 50 

Iii 大 ブ ー ム 長 吉 π1 π1  24，お5 30，480 30，4鈎 45，720 15，240 18.290 21. 340  30，480 

源問問ブーム (fcl 短)
11 9，145 

13，715or  13，715or  
15，240 7，620 7，620 7，620 9，145 

15，240 15，240 

ジプ( 子) ブーム反事 11 6，059 6，1∞ 6，1∞ 9. 145 4，570 6，1∞ 6，1∞ 9，145  

ｾ、ム 、
長

11 4，910 5，502 6. '1:10  7. 1ω 10. 950 10. 950 11. 2∞ 13. 080 

メ品ヘ二L 相
11 

3. ∞5  or  3. 155 

3. 250or  

3. 5∞ 3. 875 2.450 2. 495 2. 495 2. 800 

3. 405 

ｾニ 、ー iIl 
11 

3. 180 3. 770 3. 770 3.915 3. 4∞ 3. 480 3.495 3. 750 

全 mfit ( 作業時) ト ン 20 47. 5 52. 5 72 13.50 16. 60 17. 75 30. ∞ 

m 地 圧 k g/c m
2  

0. 50 or 0. 39 0.70  0. 77 0.76 or 0.67 

相当する 他 社 製 品

心

C

三

4

L

一
誕

二

U

内

同

二

日
ι

川

白

石
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2  構造部門

超 高 層 建 築 に つ い て
京都大学防災研究所 t ‘  者

助教佼工学問士 泣工 苔7
j緊

わが同では j也上 4 ， 5 1物以上の，一般に elevat er を必

要とする91物を高厄建築という 慣わしがあった。ただ，

ｭｾ 従事 ｅ 準法が住宅地域以外の都 市計画 区域内で建築 物の

高さを 31m 以下に制限したため，高層建築といってもせ

いぜい地上 9 階どまりであった。乙の程度をかなり上回

わる高い建物を名付けて超高居建築という。現在のと乙

ろ超高居建築がわが国には一つも存在しないので，超高

層といってもその言葉から受取る image は各個人 ICよっ

て異なり， 1 5 - 2 0階程度を対象として話を進める人も あ

れば，地上 200 階位と解釈する人も少なくない。別にと

り立てて定義もないが，荘、はわが国が建てようとする超

111周辺築は一応地上25- 3 01法程度，高さにして 100m 位

のものを対象として訴を進める。それは乙の程度のもの

であれば現在の椛進や施工の水草からみて技術的に可能

であり，また経済的にも無理のない限界であると思われ

るからである。

Ne w Yark や Chi c aga で摩天楼がその高さを競った

のは 1930年代に遡るが，地上 1021払 約 450m の Empi r e

Stat e  Bui  Idi ng をもって一応の終止符を打ち，それ以後の

米国の都市形態の発展は自動車交辺の発達に影轡されて

むしろ Las A ngeles のように上よりも水平に伸び拡がる

傾向にあった。しかし Las Angeles の発展も広大な土地

を思うままに利用できるという立地条件のもとではじめ

て可能であって，やはり都市の合理的な形態としては限

られた土地を有効に使うという/ l l床からも述築物の高周

化は不可欠なものである。 Eurape における新しい高居

建築として C aper巾agen の都心にある S AS T ermi nal  

Bui  Idi ng や Landan の Thames 河町1 " K mてられた事務所

ｭｾ ，＠ St ackhalm 市内の近代的な建物な どにあっ てもす

べて地上25桝程度で最新の機械設備と外装を有する建物

である。 N e w Yark でも昨年竣工した Chase Manhat t an 

Bank の泌物は Wal l Street の付近にあって，地上60階

地下 5 附の件容を誇っ ている。 N ew Yar k は別として

も，わが国とは比較的国防の似通った Eur a pe 祁国がす

べて私のいう超高層建築を新しく建てているという事実

は，わが国においても，たとえ少数たりとも ，超高周建

築が合理的な都市の開発のために必裂であることを示唆

するものであろう。事実，わが国で超高周建築をm設す

る乙と ，少な くとも建設しようとする勤きはずっと以前

からなさ れていても差支えなかったと思われる。

戦後，海外との知識交流が活発と なり ，世界地震工学

会議も 2 回を算えるようになってくると，いままでわが

国だけが地震国で，ζ のために建物を震度 0 .2 という大

きな水平カ l乙耐えるよ うに設計せよと教え込まれていた

ものが，欧米においてもやはり地震の活動が活発で今も

昔と変わる ζ とがないのに，もっと小さい水平力 IC耐え

うるだけの設計しかしていなかった建築物が相当強烈な

地震に対して十分安全であったという情報が入ってくる

につれて，非常 I C遅ればせながら超高層建築の実現性が

最近になって，やっと論議されるよ うになってきたので

ある。

現在の純造計算では設青|用地震力の値が小さいほど建

物を少ない 'vl 用で建設しうるのは常識であるが，乙のな

l床から超高周建築物 l己最低必要な設計用水平力を与えれ

ば構造的には最も経済的になる乙と には論をまたない。

そして問題はその建築物に対して最低必要な設計用地震

力の大きさを如何にして定めるかという乙とになる。

今日までの耐震工学の重要な研究課題の一つはもっぱ

ら乙の問題に対して明確な解答を与える乙とにあったと

いってよい。地震時の地面の動きを街態的なものと考ーえ

ても， また米国で採取さ れた強J安}J n速度記録 lこ基づいて

も，乙れまでに得られた定性的な結論として，一般に架

椛の減笈性状が同じならば，地震ill}) が，Ji ¥'j 造物 l乙及ぼす磁

波がj な影響は架椛の固有振動周期のの長いものほど小さ

く，回行振動周期の短かいものほど大きいという乙とで

あった。乙の結論を水平地震力 {ζ 直して解釈すれば，た
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とえば固有振動周期 2 秒の建物は周期 1 秒の建物 lζ 比べ

て約半分の設計用水平力で設計してよいという乙とにな

る。建築物の高さが高くなればその固有振動周期は一般

に長くなるから ，設計用震度の値そのものは超高層建築

については従来の建物に比べてずっと小さく採ってよい

耐震工学で得られている結論を逆 (ζ 低周の泌物にあて

はめると極端な場合 lζ は現行の 0 .2 という他では足りな

いという乙とも起り得るであろう。 Ｚ｛ ｆｾ ，そういう例は

1906年の Son Fr onci sco 地震の際にも報告された乙とがあ

る。当時乙の郎市 ｬ こあった述物はいずれも地震のｾｾ響を

考応、して設計されたものではなかった。設3十用水平力の

値は風による影轡のみを考慮して定められていたのであ

る。そしてとの地震によって被害を受けたm物の多くは

低胞の小規綾なものであって，当時すでに建てられてい

た ＲＰＭ Ｓ Ｐ Ｑ 料の高 ｾｭ 砲には 何 ら重大な被 ｾ ｉ ｙＮは認められな

かった。日本でも木造の五霊塔が古来，台風のために倒

壊した例はあっても地震によって崩壊した例はーつもな

いという事実も，超高層建築が地震に対してとくに危険

であるとか，また，わが国は地震国であるから超高間建

築は建てられないという 考え方は根木的 K 誤まりである

乙とをわれわれに教えるのである。

しかし，耐震安全性と経済的見地から ，ある超高周辺

ｾｋ 対して最低必要な設計用地忽力をどれｻ立与えればよ

いかというととになると問題は極めて郷かしくなる。そ

れは現在でも地震H寄の地盤や桝造材料の力学的性質に不

明の点がまだ相当多いからである。また，すでに述べた

ようにある建物[ 乙対して与えるべき震度の値はその建物

のもつ固有振動周期によって異なる乙と，いい換えれば

震度の値は建物の悶有振動周期の関数となる乙とのみを

採り 上げても，いままで不必要だった建物の周期を算定

する乙とが付随して来るし，椛造物の卵性性質 !(1mえて

塑性の性質をも終局耐力の中 l乙含めて考える乙とになる

と，震度一一設計用水平去という概念でそのまま桝造計

鋭を推し進めていってよいかという乙とも疑問になって

くる。現在行なわれているのは抑性計算であるから荷主

を与えれば構造物の変形は算出できるはずであって，カ

と変形との間には 1 対 1 の対応が成り立つけれども，仮

lζ 100 年! >: 1)支の; 民度をもっj放臨時には椛造物として持

てるだけの耐力を全部だそうというととから構造材料の

抑制ニ域のみならず塑性域の耐力までもある程度考! ぷに入

れる段階では，カと変形の聞には 1 .対 1 の対応は成立し

ない。 Li m川 it川。n叩。 Iys is で「応カE度Eを亡主tよに考えた材料E安史企率

を探用 していては恋理l需論論t詰;的 Iにζ 正しい4品桝l比1造物のF抑F盟劉t

でで、きなしい、リ」といわれているのも ζ れとw軌Lを- (にζ するもの

であろう。設計荷重の決定の裂には材料ならびに架椛の

もつ「安全率」を如何に評価すべきかという問題があ

り，その安全率も力( 応力民: ) を基準にするか，あるい

は変形( ひずみ度) を問題とすべきかは荷重の性質など
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例々の場合で異なるととが多い。

乙乙まで読まれた読者から f現在では乙のような問

題が解決されていないから超高層建築は構造的に不可能

で結局実現できないのではないのかJ という疑問が当然

でてくるものと思われる。 ζ の点 lζ 関して夜、はむしろ楽

観的でありがj進的である。繰返し述べているように構造

物を最も経済的に，最も合理J 内lこ，設汗|する乙とは理忽l

ではあっても現実には不明の点が多々あっ て， しかもそ

れらが今後数十年間の研究に基つ' いてもなお十分に解明

しうるか否かわからないという性質をもっ以上，われわ

れは気長に待つ乙とはできない。日本以外の地震国で超

高問主 ｴｾ おがｾてられ，地震に安全に耐え てい るという事

実は，少々の経済性を犠 ｱｾｴ にしても，必要以上と思われ

る耐底安全度をとるならば，以上の不明の点からくる危

険さを十分に布/ i う ζ とができ ，そして乙の超高田建物で

も大局的にはー|分採算のとれるものとなる乙とには疑い 4 ← 

なし、。

耐震工学の新しい行き方は現行の設計法よりも頁K 合

理的な回線 lζ 向って歩んでいる ζ とは間違いない。そ乙

』ζ 提唱されている動的設計法は構造物がある激震を受け

る場合の応答を屯子計算機で計算し，振動中の構造物各

層の最大相対変位誌を求めて，その椛造物の部材や節点

の設計を行なうことを木筋としたものであっ て， 乙の結

果からは卵性計算を行なう場合の設計用震度の値や分布

を逆ｾ＿Ｇすることもできょう。動的設計法の霊要性はとれ

だけではなく ，主主築物各階の質E 分布を考えイ) 1: せて剛性

の分布をどのように与えると地震時の述築物全体の変形

並が最小( ( ，あるいは均一化されてくるようになるかを

知りうる乙とにもある。上層階の剛性が不足しているた

めに地物の上滞だけが鞭振りの現象 ( whi ppi ng) を生じ ふ

たり ，あるいは特定の階の剛性が不足するため lζ その階

だけに変形が集 I ｾＱ す るととも ， 動的設計によってある程

度は避けられるのである。もちろん， ζ れは 打iol ond 明v

error の方式によるものであるから，市;1ζ 最良の結果が界

易 ｬ ζ ｾｾＮ られるという乙とではない。

超高府松築を実現するに当って， ;構造的に先ず心掛け

ねばならぬ ζ とは，正II 物の軽量化と籾性のある構造材料

や椛造法の j采問であろう。乙れl乙最も迎合せるものは

fl exi ble な欽行 skele ton 椛造であって，最初に挙げた欧

米の9 - t 築物もすべて ζ の形式を探っている。架椛の重量

軽減は地震11寺の慣性ノJ の低減に繋がり ，まずこ建物基礎の

; 釘|を存主11ならしめる。乙のためには鉄筋I c oncrete の

置い耐震断よりも慌い欽什 broc ing が仮れている I41合も

あるであろう。

結論的Ａ Ｈい えば ， 組高居建築は抑止造 ＨｉＧｾｉ こ可能で‘あるが

さらに乙れの経済性を高めるためには，な肝，計画，設

備，IYj 火，材料その他各方面の専門家と共同的な研究を

進める乙とが是非必要であろう。

、
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職 人 三ノ

ス、
リ

鳶 職

職人シリーズの企画に当って

「職人j という語設は，今では絞

キmな響を持って問える。それは機械

化された現代 lζ 対する違和感を含ん

でいる。 r人間国宝 j というのがあ

るが，何か r: n重なJ ものというひ

びきの中にも，ー種の「ものがなし

さJ が潜んでいて，決してブリリア

‘ '  ン卜な述恕を伴う乙とがない。ニュ

アンスは異なるが， r職人j にもそ

ういう「ものがなしさ」がつきまと

う。おそらく乙の感じは永久にふさ

払う乙とができぬであろう。世の 中

の歩みの中 lζ ，いづれは消えてゆく

A 命であるからかも知れない。

。

かつては一種の誇りを乙めてH手ば

れた rJI政人J という言葉も，今では

技能者という l呼称に変わりつつあ

る。f J 除人j という言葉が，いう側

ではある砲の軽視を含んでいるよう

に感ずるのも事実である。 r技能

名J というのは，そのil 霊視を拭い去

ってくれるとでも思っているのであ

ろうか。

産婆を助産婦，飯炊きを栄養士，

妥結いを美容士と置き換える類いで

あろう。そういえば，こうした言以

の白き換えが，内容的変化を表現す

るとは，必ずしも受けとり難い場合

がある。それでも，そういう呼称が

より現代的で，人間尊重的な印象を

与えるのは，社会が変ったか らで乙

そあろう。

かつて職人が「いなせな」存在で

あった11与，それを正当化する社会的

m止があったし，現在K は現代社会

が ｾ Ｓ Ｎｒする ｬ 般人像というものがある

はづである。それ故，職人は変容し

なければならないし，変容する ζ と

が必然というものであろう。しかし

何か一抹の路がそ ζ l ζ 残る乙とを否

定できない。 r職人の歴史的使命は

終った」などという表現は，実は乙

うしたニュアンスをもって発せられ

たに迩いない。しかし，その言築が

一義的に示すどとくには職人の使命

は終ったと思われない。過渡期とい

うのであろうか。西欧社会では，産

業革命以来の機械化の大きな流れの

ｾ ｉ ｊ で ， しばしばクラフトマンシップ

の巡動が逆流を惹き起しては消えて

し、っ Tこ。

その歴史は社会のゲーゼルシャフ

ト化の奔流の中に，さか巻いたゲマ

インシャフ トへの復帰を背景として

いた。おそらくは，今後も何回とな

く，あるいは永久にかような反復一

果げられる乙との ないーを繰りか

えすにちがいない。 r人間疎外J か

ら「人間回復J を試みようとする，

人間本能の欲求として，それを丑11解

たのである。腕の「確かさ J を保証

する免状であった印ノ、ンテンが今で

は職の賎しさー職にお賎はないとは

言条ーを物語るものでしかなくなっ

てしまった。ハンテンのもつその社

会での権威が消滅し去ったというよ

りは，職人{ 象の変革と共 lζ ，乱れて

しまったのであろう。

よく「日本の職人は俊秀な手を持

っている j といわれてきた。その反

面で「手の器用さの故に技術全般の

遅れを招く乙とになってきたj など

ともいわれた。いわゆる器用貧乏と

いうのであろうか。道具が作品を生

み出すための唯ーの媒体であった|時

は，人間と作品とが，非常に直接的

な結合関係に位置づけられていた。

したがって職人の誠実な，実直な，

一途なメンタリティー( 料相11性) が

すぐさま作品 lこ反映した。しかし，

する乙とができても，それらはやが 乙れが機械の場合となると事的がー

て歴史の中 IC埋没されてしまい，決 il 忌する。時には機械が単なる媒体で

して奔流となる ζ とはない。験人の

巡命もけだし， ζ うした歴史の法HIj

性の域をでる乙とがないであろう。

「うらがなしさ」が乙乙 l乙基囚する

のであるらしい。その点まだしも工

芸界におけるそれは，ほのかな IYJ る

さーやがてかき消されるかも知れぬ

とはいえーを留めている。

実直で¥幾分粗野で，偏狭な l般人

気質が，功利的なサラリー 7 ン桜性

lζ おき変り，印ハンテンが作業服と

n広lζ 変った! 時， r職人」が「技能

者」に変ったのである。職人のj腕と

作品の聞には「道具」が介在してい

た11寺に，親方と弟子の閥，あるいは

仲間同志の聞に張りつめられていた

特殊な倫理感が，「機械」が介在する

ようになると同時に村死してしまっ

ある乙とを止めて，人IWの上位 IC立

ち上がろうとさえする。したがって

そこには，かつての職人速が座すべ

き席が，見当らないのも当然という

のものであろう。

l般人は消えていくのであろうか Y

変容をとげながら生き永らえるので

あろうか ? いずれにしても，臓人

lζ 対する正しい評価が必要な乙とは

いうまでもない。乙の考えが，職人

シリーズの企画をお乙した翌l ' 山でも

ある。かつて， コルビュゼが煉瓦工

であったといわれている。 l限人と建

築家とが連続的につながるものかと

うかは知らないが，少くとも明るい

将来が待っていることを願って乙の

シリーズを送りたい。

( 大久保昌一)
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第 1 回・鳶職

山 ｼ瑚組のｉＧＡ＼ ｾ ｾ Ｍｬｩｬ 氏

前lt 目な勇気とは関係がない。身につ 入る。朝出しな に親方， または世話

いた経験と勘，それにな によ りも仕 役から仕事のだんどりや，作業上の

事に対する芯地だ。乙れらが一体と 注芯を与え られて，現場 lζ のぞむわ

なって危険を克服できる。若いもの けである。

同志の集りだから ，当然喧l様もする

女も口い に行く。しかし遊びに行っ

た翌朝ほ ど早出す る。 I意地j が LI

身を攻めたてるのである。

「金を持ったら仕事にならん。と

よくいわれました。それだけ遊びも

派手でしたなあ。 J JI {l和 8 ， 9 !Oドで 1

jJ J 20銭の賃金，fi 反代60銭を差引かれ

て，60銭フ トコロに ?"l る勘定であ

る。( 当時大工は 1 P] 50銭ーいずれ

も初心者) 危険を伴なう R恥'じである

関係上，いろんなタブーがつきまと

う。 1M出しなに足元がないのは不

吉である J Iぶっかけ飯はいかんJ

等々 。 Iはじめての現協は北浜の証

コハゼ 5 枚 の 地 下 足 袋，キャハ

ン，タンクズボン ，ハラカケ にハン テ

ン一一乙ういう道具立てで: 汚職の外

装ができあがる。しかし内装の方は

おいそれと はゆかない。少くとも 5

10
1ムはかかろ う。気性の激しい若者が

北海道のｾＧｬＧ ｅ ＺＧ ＺＮｩ か鳶か の二者択一の立

場に追いやられ，せっぱつまって入

ってきたのが鳶の世界である。軍隊

を「えらいところ j という者がいる

が，. なが軍隊』ζ 入ると ，ほっとする

くらいである。 それだけ鳶の世界は

厳しい。以前の乙と な ら朝星夜屋で

ある 。宿舎へ仰っても夜なべと兄弟

子のトレーニングが待っ ている。も

ちろんそ ζ には徒弟養成のための明

確な方式はない。 兄弟子 との日々の

接触によってワザを磨く以外に手は

ない。毎日が競争である。競争はワ

ザだけではも 7こなし、。気性の激げし

さがな くては勤まら ない。時には競

争は斗争めく。: なにと って 「身の軽

さ」が身上である。誰だって高いと乙

ろは乙わい。高い鉄骨の架構の上で

ひらりひらり とil 妥快に動作するハン

テンｾは ， 単にスマートだなぞと片

付けではしまえない魅力 lζ あふれで

いる。西欧のサーカスでのアクロバ

ットが芸術視されている乙とを思え

ば，こうした鳶の動作も一種の芸術

といいたくなる。下から次第に訓ら

されて7. 1所に至るのが順序だが，必

ずしも乙の順序に従ってはいられな

い。 JI寺には人のおじけづく乙とも日

認30101: の桜井さんはいう。 I親方

は乙わかったですな。いくつ何十 l乙

なっても親方はけ ぶたい。」 どういう

風に乙わくて，けぶ7こいのか判然と

しないけれど，と にかく親方は乙わ

いものだという乙とになっているら

しい。 Iそれに尊敬してい ましたな

あ」親方に対する「畏敬の念J - 3d 券取 引所Ｈ 長谷郎 竹 ｬ 改正 ｾ築事 務所設 4 ト

音1'，1935年竣工) で した。 千 口i J ij の

ハンテンをもらって l 人前になった鋭チi ' L l : .

( 右) の若いとき( 昭和 8 年頃)

歌舞伎座もその頃でした。最近では

感銘の深いものといわれると ，新住

友ビ J レて‘ すか。天王寺の五重培もや

りましTこ。 J

I古の世界を30年，一途 Ir . 歩んでき

た氏は，最後にぼっ つりと 1: 誌とい

う仕事は何十年やっとっても ，骨折し

い仕司I でっさ かいな。」とためいさを

もらす。乙の言葉の中 l乙，職人稼業

のすべてが尽されているのではなか

ろうか。他人に厳しい前に，まず CI

分自身に厳しくする。ＱＩＨ屈な外ｾｾが

乙乙から生れてくる。 I もうこれで

ええという乙とは， おまへんさか

い。」口々 が新しく ，一挙一動が新し

い経験でさえある。乙の乙とはまた

えの主主成が不可能に近い乙とをも物

;Eっている。左官や大工を養成する

機関が最近各所にみられるようにな

ru社会になくてはならない接着剤 った。荻討すの近代化がそうさせるの

だ。乙いつが主従の関係を支えてい

る。しかし桜井さんにとって，授J訟

の念は，親方の頭の働かせ方へのlぷ

歎でもある。 ｉｾ は建築現場で先端

をきって，仕事の先へ先へ行 くわけ

です。そやさかい， ワザだけではで

けまへん。だんとーりでんな， ifJjが)1干

って出なければなら なし、。人のでき 心です。」という。

ない危険な乙とをや ってのけて 自仮 想はヒ トサシ( 一指) と呼ばれる

にする同志仲間の気風がなければ， 4 ， 5 人のチ ーム に分けら れ，ボー

お互いの進歩はない。しか しそれは シンと呼ばれる小世話役の指導下に
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で当然のことと いわねばならない。

それなのに郊の場合はちがう。ほん

とうにZjJ 'Wがちがうのであろうか。

今ではデスク! 乙向っ て帳簿をつけ，

屯話の守りをしている氏は「駕も変

わりましたなあ」というけれど，技

術の近代化に対して，はたして適絡

な対応を示しなが ら，変貌をi遂げて

いるのであろうか。問題が未解決の

まま澱んで、いるように思えるのは私

だけであろうか。( 大久保昌一記〉

舟ト

、ゐ

"  



所 在 地

l J l 築年代

I.l! ｾ 匹 主

飽 工 者

工 '11'

他 物

Jc. li ll M西宮市浜町三 卜二 時j由

明治20年どろと封L定

民1日野十郎

l l I ! 柴山下茶 西宮在

約 10.0∞円

間洋町'f 1階

2 階

H 本防 止s li'

辰

約49. 72ヨ吋ー

約49. 729li'

約 l 00. 00li'

( 木造 2 階針。

他 IC付属鹿として ，浴室 ，似所lll!

( 木造平家)

iZi 酒協として . t!l i瓦zE，数l l I ! あり

傍 J古 木造 2臣秀弘! . ?f llli . 桟瓦日

ベランダ付，小屋総不明

‘ v  幕末より! 日] 治にかけて設け られたlJ iJ 泌協における外凶

人JLr;. 留地は，当時の日本における政治，終済 . :rJ 会なと

いろいろな分野Ｈ｛，大きな ｊｬｾ 停を勺えていたがＮｾ築に

ついてもその例にもれず，当時の擬洋J r ri¥といわれる. i t 物

は，その範を乙れらの地域 lζ 求めるものが少なくなか っ

た。乙の傾向は，幕末 ，明治初期の段附においてもっと

も顕著であ ったが， 二十年代以後にお いても ，そのような

考え方は，なお一部 lζ 残 っていて ，大仁 . ｾ来 日と といわれ

る人々は，四{.'(:iii' ;の建築にあた ってlJJ 側地洋ft i : の機式や

工法を感んにとり入れて地方 iζ 伝帰 している 。 しかし ，

かれらがかかる建築綴式をいかに理解し丹羽したかに つ

いては ，いくつかの間題があり，そのZE料i についても ，

傑さくされるべき内容を多く行してい る。 乙の. i t 物は ，

そのような怠i床( C おいてもきわめて興味ある問題を提起

しており，また数少ない i立構のひとつであるというとと

ができる。それは ζ の建物をi122注するにあた って. ｾ主築

主や大工，左官 などが，その手本を近在の相1
1戸居留地洋

館 lζ 求めているからである。

• 乙の家の建築主，辰 ，ｻ ｲｾ 菩十郎氏はが永元 Ｇｉ ｾ (1848"の

ごろの土l三まれで，生来きわめて進取の気I f f i ¥強< . ときあ

たかも明治の変革にさいして . 1位相のめまぐるしい移り

変りにす5い情熱をもやすという人であった。

辰馬本家はもともと 西宮にあ って ，古くから( 1 " . [ 文 2

年 約 Ｓ ＰＰ 年 まえＩ酒の 醸造をお乙ない • 1"，1凶白! 鹿をsf r : す

る家柄であるが ， 慶応元 年どろＩ￭ｘ ｘｾ 本 家より分家し た苔

十郎氏は ， 本家の南現在の j山 ζ ー械の 柄械をゆずり分

け，あたらしい商事造をはじめている。かれの事業家とし

ての手腕は，明治16年恵美樹銀行を刊況に設立し ，乙の

資金で日本版酒株式会社を起し，事業の進肢を計った。

乙の建物ができたのも，乙の頃といわれ，菩十郎氏の発

意で，古い酒蔵の町( [ ， 当時としてはま った くPJfr らし

い西洋館が出現するのである。

建物j の建築 lζ 閲する文献資料はあき らかでないが，当

H寺西宮にあ って大工事I ! 然としてった勢のあ ったという. 111 

.. 

唆ヂ明ヘ 4乞

τ d‘= 

馬カ 本 毛氏

( 兵 庫 県 西 宮 市 )

1. 東側正 P'I より西洋館( 左) . A本館( 右) を見る。

2. ｲｾｩ 側低よりＡ甘 ｩ 而

およびVql 師をJ 1る 。

手Ii lJ の煙突および

レンガ. i r i は治不 ，

似所l l I ! で後 kli の b

の。

西

館

て

本

。

つ

日

る

入

ぴ

み

を

よ

を

前

お

側

正

館

主

洋

の

内
。

配 位 凶

I が西河町Iである。
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4. Ｒ 陪西南 ｾ媛炉

7.  . i 右洞場内側宰，; l ' llJ

92 

内 ;1: fII l  

ｾＮｩ Ｚ＠ 2 階

F :  1 陪

o  I  2  3 ‘ M 

" " =主主 =コ

5. 外 t世間郊の 窓と半 nの扱い

f  数地 It 側 レンプf .iti の造酒場

( J ヒifl I) IVJTo25l
l' g }j 29日上

棟

ヴエランず

一歪日 本館

下［ｬｴｾの手によって建築が行なわれ，建築 ｉ ｃ 際しては神戸

居留地にあった英国領事館を模したといわれている( 辰

馬力氏淡) 。 ζ のため当時神戸の英国領事館は海洋通り

九務にあり， 三万 ICベランダをもっ 2 階建洋館であ った

が，外観 lま必ずしもこの建物j と同ー とはみられがたい。

しかし Ｎ 内外観とも典型的な宇 ｖｊｗ ｊ ｦＮ ｪｽ 留地洋 ｩｬ ￎ￭ｕＡ ｾ 誌のス

タイノレを示しており ，外 )'¥j lの塗壁仕上の扱い lζ IIJi .皆lζ う

かがうととができる。ただ細部をみると外人組築家の指

導力の強か っ たや ｦｩ 戸の洋館のディテーノレとは少しｾなっ

た，口木が ｪ な ｉｾＡ いの Ｒ ￍｬｬＮ、ものである。それは ， たとえば

ピラスタ ー( 半住) の漆喰仕上げ，蛇) j jj の繰型や '!'Fili りの

持送りの手法 ｉｃ ， 未消化な様式の模 ｾ Ｚがみられ ， 内 ｩ 切に

ついても間取りには，玄関ホ ーノレをもつけl 失脚下の形式

をとりながら ，乙れに直角なIfil iT の配位があり ，ｪｩｴｊ ｾＱ Ｑ 日打

宅 1ま乙のlfili 下で東側部屋と仕切られ，一般的な外人H 居

の間取りとやや只 っている。また l 階東北安の 釣 り! よの 』

以い ， ｉｊｱ 側 ｲ ｬ ｬｾ たＧ字の予 ｰ 入 ， 2 階北側室J ) !MJ 仕切 ICJl H 、ら v  

れた大きな 2 枚引述懐などに平1: 1E1Rの主主きがでている 。

しかし ， ζ の建物j の特色はなんとい っても居留地建築

のもつ防長を よくとらえ，それに近ずけるために ，かな

りな 努) ] が払われているとみられる点で，地方にある n

ｬ ｩｬｩｬｾ 築がもっ， トッピな ，思いつき的な扱いはなし、。ま

た l 階ベランダの御影石造り 出 し円柱，同じ 2 階ベラン

タ中Lや手作? の慢による造作などは興味深い手法である。

乙の，i l l 物の lEI l(gな悠築年代は不明であるが ，現在北側

にある煉瓦造造酒場が明治L5年であり ， 乙の践は . I珂洋

館主 主 ｵｬ ってより ｮ 討もなく ｾ ｴ ｾ ｉ ｉｊ の古い木造酒臓が焼 け，そ

のあと IC，W瓦治て・ある現在の造酒場 lζ 建てかえ られた

といわれるから Iり1;台20年頃より 22年頃までの建築と考

えてよいであろう。

北側 の.i1l 酒場は現在倉庫として使JIJ されているが， Iy] 

治25-'t二9 )J 29 /-1 仁械の銘があり煉瓦it i りのかなり大規模

なもので， この極造酒場のNi 瓦造りとしては ， もっとも . .  

早い例といわれている 。

乙のpqi 羊JII": と治酒場との問 lζ 和風入国屋の EI本自i ' iがあ

るが，乙れも造酒湯と同じ 11寺期 lζ 建てられたものとみら

れる。乙のｾ物は内 ｦｾＵ および外観はほぼ和風であるが Ｎ

東 ｾｉｉｊｪ 道路 Ｚｃ 沿 っ て煉瓦造り壁体があり ， 2 階: @I ζ{ 品工縁

や ｬＺｊｾ 戸が人り ， 度般の鬼板 ｬζ アカンサス風の瓦をおいて

変化を与えている。

凶作 ft! i内問iは， 調J. i I ' . 品などもそのままの ζ されてお

り，保存，n.fwo.:: 状態はきわめて良好である 。

乙の丈II 紗j の存在については ，東京大学|苅野克教佼 ，tt 

必貞次f ! !I JJj) 教俊のと教示をい ただき ，調査』ζ 当っては辰

馬本家酒造株式会社，辰馬力氏はじめ，辰馬家の方々の

ど協力をu易っ た。 しるして，篤くお礼月 i し上げたい

(坂本勝比古記)
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特 絶 対 に 裂 け な い
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書評:

句ト

。

大 阪 の 建 築 ガ イ ド ブ ック

承知のように建築士会ができてから十年になった。昨年は，乙の十周年を

祝して，各地の建築士会が記念式典を行なったと聞くが，とりわけ，東京建

築士会とならんで，もっとも活発な発展をとげつつある大阪府建築士会で

は，去る 11月17自に，新1業会館において，その式典を盛大K 開催した。その

席上で配られたのが，木容である。まことに適切な企画であった。

大阪駅を起点として，約 300 点の建築をセレクトして集録されているが，

乙の本の特徴は何といってもガイドブック式と設計者 ・施工者の名とを組み

合わせたと乙ろにあろうかと思う。町を歩いて，乙れはいい建築物だ と思 っ

ても ，果して設計者が3住であり ，施工者が誰であるかわからないものが多

い。大阪の第一線で活躍している建築家であ っても ，それをすべて切ってい

るわけでもないだろうし，施工や，材料分野，構造分野での技術者，さらに

現場 [ζ 働く建設労働者等々にとっては，なおの乙とわから ない ものが多い。

まして，地方の建築関係者，一般の人には，乙の乙とはほとんどわからな

い。乙の設計者，施工者の名を明確にした乙と一一当 りまえの乙とだといえ

ば当り前の乙とだけれど，その当り前が建築界の社会的地伎の向上 と結びつ

くのだから ，大切だといえる一ーが，乙の本の便利さ( ガイドブックらし

さ〕を引上げている。施工年度などの概要，さらに簡単ではあるが，特徴ま

でういているのも建築関係者にとっては参考ーになる。

はじめ乙の本をパラバラとめくってみていくうちに大いに気になるものが

あった。それは，あとでいうが. しかしその不快は以上dらげた特徴lζ 半減さ

れたし，最後 lζ ，建築物の位泣をプロットした地図の折込があったのが，そ

のガイドさを引上げさせている。

気になった乙とは，広告に建物がくわれてしま っている ζ とであ乙。 出版

費用を広告にたよって少 しでもカバーしようというのはわかるが .< e ) 何人

位置やレイアウ トは，乙の際失敗丈といいた し、。広告頁の級巾 を 3 分の 2 頁

大にして内sl lj( ζ 入れたら，よかったのではな いか。バラバ ラとめくったと

き. 変な目ざわりから救われたのではなかったか。

最後に注文をひとつ。それは，大坂O) t j ! ; 築のふんいきを伝えるものがほし

いζ とである。ガイドブック「大阪の建築」と銘うって，価値のある建物約

300 点が17部門別lζ 紹介されてし』る形 これでよいと思うが，ふんいきを伝

えるス トリー トの写J ' J ; がない乙とでd.る。欧米では，人の名前のついた街路

と町が多 L、。それほど人間性はないに しても. 大阪のように 「橋」とか「草」

「花」な どの臼然にちなんだ名前の街路とが多い町と乙ろのふんいきは，こ

ういうガイドブックにいかに表現され るべきか。適切な方法ではないが，各

JW. f乙適当なストリートの写真を挿入するか，あるいはまとめて配置さすか .. 

等々の一考があったらなおよかったにちがいなし、。 ( M)

関西のすまい 第 二 集

関西建築家協会関西支郎会員による住宅の写ょミ集である。木造住宅 18点，

R C 住宅 9 点，計27点が紹介されている。関西のすまい第一wも好評だった

ように聞いているが，第- w，第二wとも関西の風土に咲くすまいの花の紹

介である。もちろん，関西の風土に咲くすまいの花という意味では，乙の建

築家協会会員以外の建築家の作品にもよいものがあるが，とにかくレイアウ

トも行き届レていて見て楽しいものになっている。乙の作品は去る 11 月下旬

阪急百貨応での 「住宅設計アイデア展」で展示された由。 (M)
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会 報 ( 11 月 分 )

| 定 時 評 議 員 会 1

21 日 12時半一一ー 1 J時 於会館集会室

出 席 者 評 議 且 神 谷，益尾正副議長外

13評 議 員 委 任状出席53名 計681，

理 事 管 理 事 外 2 理事

議 事 ( 1)  JlI:i和38年度評議員選出数決定の件

14 日 31時半一一 5 時 半 於会館会議室

11' ，席者 東 畑，塚本両副会長外 7 3m'!]:

井手京却1支郎長

;議 事 ( 1  ) 定時評議員会肉体ーの件

(  2 ) 南海屯気鉄道 KK 住宅設計 !臼11募集後援

の件

( 3 ) 大和栄術氏のl属託措置に関し再議の件

( 4 ) 忘年懇親会開催の件

( 5 ) 新年交礼会共催の件

( 6 ) 法規委員交代の件

( 7 ) 大阪府が木会にプレハブ住宅 l乙関する調

王Ij' ，並 i乙，プ レハブ際準案の作成を委嘱

する案 IL関する件

( 8 ) 入退会者承認の件

( 9 ) 報告事項

記念/y，版「ふるさとのすまい」が毎日

11' ，版文化1' l : を受11の件その他

| 運 営 審 議 会 |

14日 6 時一一 8 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚本委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) がj回議事 lζ 関する報告

94 

( 2 ) 会員 カードの様式決定

( 3 ) 恕事会，評議員会，部会，各委員会の構

成，迩1i :; 並 IC活動状況の説明

特 許 吹 付 タ イ ル ・ 内 遺 産 ・ 外 装 用 化 経 材

宮司r Z牢 2v

CE RAMI C S KI N 

i ! l ! : 造物 の 外 壁 画 に /1 陶 務 の 壁 紙

置Z 司r 9回

吹 1

CE RAMI C  C L OT H  

| 住 宅 委 員 会 |

8 日 3 時一- 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 海上委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) 南海電気鉄道 KK 主催の住宅設計懸賞募

wの審査員並 lζ 応募要項の決定

( 2 ) 千里山総立住宅と日本フ。レス コンク リー

ト和歌 山工場見学の件

(  3 ) 竹内委口作成の西ベ J レリンのハンサの住

宅スライ ド観11: の件

9 日 3  JI与半一一 5 11年半 於会館集会室

出 席 者 住 材 委 員 竹 内 委 員 長外 6 委員

製造会社 伊奈製陶伊奈氏外 5 氏

IT工事業者 大阪暖房:本田氏外 3 氏

前回に引き続 き11) Ｒ 同の ｩＡ ， ｜ｩｉｕｾｾｾ に関する倹討を 行
->. ・

ぞ，1 - 。

12日 51時半ーー 7 JI 寺 於 会 館 集 会 室

｡ｾ 席者岩崎委員長外 ＱＰ 委員

;義 'ji (  1  ) 忘年ー懇親会企画の件

( 2 ) 千里丘ニ ュータウン見学会の件

(  3 ) 各磁説明会企画の件

( 4 )  IIfltil 38年新年交礼会の件

近 代建 築 調 査 委 員会 |

20日 3 時一一ー 4 11寺 於 公 的 集 会 宅

出席省 滝沢委員長外 4 委員

議 事 ( 1  ) 報告‘ J]: 項

( イ) 長崎の9 J l 物調 i宅に関する件

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大阪市東淀川区西淡路町3- 176 T  E  L (371)4851"": 3  

関東地区取扱庖・小林窯業株式会社

東京都太田区新井宿 2 - 1  5  0  0  T  E  L  (771 )  6347 

• 
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( ロ〉毛馬悶門 O. P. の件

( ハ〉泉布観の発掘調査見学会の件

( 2 )  2月号発表建物の件

|編集委 員会|

幹 事 会

22日 正午一一 2 時 於会館会議室

出 席 者 大 久 保 幹 事 外 3 幹事

3 月「緑とま] 築特集」号ーの企画について協議

.. 

委 員 会

26日 4  11守一- 6 1時 於 会 館 会 議 室

1[¥席者 「一l砂委口

8 名出席予定の処用務のため: t . l . iζ 欠席者が増加し，

1'[¥席 1 名となったため下記の経過報告並に打合せを行

っfこ。

(  1  ) 経過報告

( イ) 12月「社会福祉施設特集J 号

( ロ〉 正月 「建築教育特集J 号

( ハ) 2 月 「消防火特集J 号

( 2 )  3月「緑と建築特集」号企画

( 3 )  4 月号の企闘

( 4 ) 公共建築特* 企聞のt足案

窒議

A

f

A
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第七回現場実務講習会 ( 後半の分)

1 と
ｾ＠

J  

c: 

11月 7 日一- 9 日 ' 子前 8 1時半ーー午後 5 時

11月10日 !Fliij 8 11寺半ーー午前 10時半

柏

村

院

葬

-
z
-
-

m一

六

号

副

担

造

販

売

器風通

戸

式

日

光

司

脂

刻

一

ｅ 討 ｅ 耳元通哩祖匹ｾｾ

t; $  

大阪市西区江戸姻下通2-79

田辺工業株式会社

電話土佐姻刷7437- 9

1. と乙ろ大阪建設会館 Ｖ 階ｾ会室

1. 科目並に諮問

11 月 7 日 地下工法竹中工 務庖 ｾｴＮ山 二十三 氏

7 口 土工事，基礎工事，排水工事

間組支l古 渡辺 男氏

鉄筋 コンクリート工事 ， 鉄 ＧｬｾＧ 工事

清水建設 支 庖 安 井 猛 氏

木工事，屋根工事，金属工事，雑工事

鹿 島 建 設 支 庖 岩 下 久 哉 氏

石工事， タイル工事， プロ ック工事

藤木工務庖 矢 野 盗 作氏

防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 武 藤 翻 吉氏

7 日

8 日

8 日

8 口

9 日

9 日

9 口 設備工事の内空気調和外廿工事

竹中工 務 庖 玉 田 世ｾ 氏

10 日 設備工事の内電気工事

竹 中 工 務 庖 鈴 木 俊 男 氏

6 日 現窃見学

北浜 2 丁目 三井信託ピノレ

鋼管構造デザインマニュアル講習会

1. と き 11月12日 午後 1 時一一一41時半

1. と乙ろ 新朝日ビ l レ フェステ ィパノレホー j レ

1. 科目並 l乙講師

鋼管J構造について 大阪大学ｾ｛ｾｾ尾教授

鋼:tr 構造の設; n・について

東 京 工 大 藤 本 教 筏

鋼tf 階造のデザインマ ニュア ノレにつ いて

東 京 大 学 加 藤 助 教授

WH' i ' 構造の施工について

川 崎 重 工 深 田 課 長

剣 ｾｔｲ 情造のｼ司而に つ い て

八 幡 銅 色 : 泊 山 卓 郎氏

鋼管構造の状況説IlJ j 川崎重工 。片岡 部長

1.  スライド

鋼管椛造のm物実胞例

1. 共 催 本 会 大 阪府建築士会

1. 後 復 日本建築学会近畿支部

大 会社株式
耐 !採 iまを

包hE阪 奥E  

理 錆
震 一一

日
的 。フロ

. 用

長全

耐 一 一

進軽火下

責 中

軽さ式量
一町 兵

三五 衛

量 一一

任 空

を鉄ーハ 商

四i 番地 庖

堅 一一

御
工 音 牢 同円

95 



1 . 協 賛 八 幡 製 鉄 KK 八幡鋼管 KK

ノ¥1幡工 コンスチー J レKK

八幡熔接棒 KK 川崎重工業 KK

1. 聴 衆 約2 ，000名

| 若 い 会 員 の 集 い |

21 日 6 時一一 8 時 半 於 会 館 集 会 室

ゲスト 電通大阪支社開発局

マー ケテ ィン グ 部 長 朝 倉 利 景 氏

テー マ「現代の広告産業，最近のマ ーケティングに

ついて」のお話を聞き ，質疑応答を行った。

出席者22名

| 工 高 生デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入選 者 表 彰 式 1

2 日 2 時一一 3 時 於 会 館 集会室

出 席 者 杉 本 主 査，吉岡審査員，

ーの会代表i海 上 氏 入 選 者11名

入選者の中には，東京，横浜，新潟からの 出席者が

あり，式後新住友ビ J レ並に新歌舞伎座を見学ラ

建 築 写 真 コンクー ル |

審 査 会

6 日 3 時一- 6 時 於会館集会室

出席者審査員弥屋氏外 5 審査員，白井委員

応募作品81点を審査して し 2 ， 3 等各 l 点入選 7

点計 10}当を決定。

表 彰 式

20日 1 1時一一 2 1時 於会館会議室

出 席 者 井上主査 入選者 2 名

入 ￬ｾ 者 ｬζ 対 し 白 状 ， 災金， ffi i J : D: などを交付

[ 見 学 会 |

「大阪屋証券 ピルと平和ピル見学会」

大阪屋証券本社 ピル

設 計 施 工 野 村 建 設 工 業 KK

平和ビル

設 計 施 工 清 水 建 設 は 大阪支庖

10日 1 時半一一 4 1時

大阪府建築士会と共催。参加者 100名

「三井託ビル見学会」

設 計 監 理 三 井 信 託 銀 行総務部

施 工 竹 中 工 務 庖

13日 3 時半一一 5 時

大阪府建築士会 と共 催 参 加 者 100名

96 

「日本板硝子舞鶴工場見学会」

17日 8 時一- 9 時 半 参 加 者50名

貸切ノミス で往復。会主( 300 円を交遇政の一部に充当

したが，中食，夕食など日本板硝子 KK 殿よりどJ ! i - re

を戴いた。なお同工t;，施工の銭高組殿からも 一同お土

産を頂戴した。多謝。

「秋の嵯峨野の古建築を訪ね る会」

24日 1時半一一 5 時 参加者30名

岡田孝男氏のど案内によって，時雨亭， 祇ヱ寺，族

柿舎，常寂光寺などを訪ね，逝 く秋を偲んた。

| 後 援 ま た は協 賛 した会 |

「住みよ い住居と新らしい自動車 ショウ 」

1. 主 催 山 和 田 市 岸和田商工会議所

1. と き 11月 1 円一一 25 1l

1. と乙ろ 岸和田市沼町

1. 本会後援

「鉄筋 コンクリ ート 構造基準講習会」

1. 主 催 日 本建築学会

1 . と き 11月30日，12月 1 日

1. と乙 ろ 大阪府験員会館

1. 本会後援

「関西デザイン会議」

1. 主 催 関 西 デ ザ イ ン 会議運営会

1. と き 11月 8 日

1.  と乙ろ : J  7 サイホテ J レ7 階

1.  テーマ 「貿 易θ 自由化 とデザイン」

1.  木会協狩

第五回「現代建築 シンポジウム」

1. 主 催 朝 日新聞大阪本社

1  ;  と き 11月29日一一12E' 1 日

1. と乙ろ 新朝日ビ、 J レ朝日丈化ホー J レ

1. 本会協賛

‘ ｾｉｉｉｉｉ ｉｉ ｉ ・ ， Ｇ ＱＱ Ｑ ＱＱＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ Ｑ ＱＱ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱ Ｑ ＱＱＱ Ｑ ＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＮ

編 集 後 記

あけまして， おめでとうございます。会総もf ' I l 44l l ! を迎え ました。乙

とし もがんばっていきたいと寄じます。

本号は m築教育特集」として， 中原茂， 相川浩， 篠原太郎，乾宛

三，相沢喜久太郎，谷口尚武， 大辻真喜夫の各氏 IC， 企画についてのと

協力をえました。総して感謝いたします。 企画の うち， 企業内( 除鍋)

での技術者教育のテーマが依頼先の都合で駄目になったととと ， その他

アンケ ー トも期待どおりでなかった乙とは残念であるが， 1: . んにちの強

策教育のありかたを ， 社会の立場と学校の立喝の両方からさぐったもの

として続んでいただければ幸いである。

今年よ り 「伎術の頁J . r限人シリ ーズJ . r会貝の頁」のシ リー ス

ものを加えた。「近代m築調査委員会報告J . m築の限J と並んで読ん

でいただければ幸いです。表紙デザイン担当は， 先年と同じく ， 山本純

孝，佐久間宏，小島将志の三氏と S Mデザイングループである .

寸.，.

.. 



• 

... 

52tf 大島化学のひふくτっlぎんさ

ｅＱ ￯ＶＱｩ己手仇佳子企ヨｾｾＺｆＢ ｾｾｊｾ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 京 之 InJ 4 の 10 4  ( 931)  7071ー3

支 出 新 JI'; '  浜 ・名 Ili  J主 ・I' q 11 ili • ｊｬ ｾ＠ Ａ ［ｾ＠

田中式

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌテールサ・ν シュ・ドアー

スチールシャ'Yター・オペレーター

何回中工業株式会事t大阪出張所

本 社 東 京 飢一 工 場 ｲＮｊＮ｛ ｊｾＡ＠ ，， ｾω ｛Ｑ｝区綿糸町 Ｑ - 25 

東 京 都ニ 工 場 ｭｲ ｲＡ Ｂ Ｇ ｾ掛悶区、 ＧＱ Ｎ 郷町東 Ｔ - 12 2  

小 倉 工 場 伺 附 以 小 倉 市 棒 銀上 の 1(;37

川崎 工 地神奈川以川崎市東 ｾｊＡ ｉ ｉｉＳ - 43  

札帆 μｾ ' m fiJj 北 海 道 札 制 市 北 大 通 点 4 r[ 1 4  

盛岡 ｩ￬Ｚ ｊＧｬｬ 応松下山［ｊ｟ Ｎ ｉ ｊＮＮ ｬｩｩ 陥 ｬ 市木 Ｑ ＮｉＡ ＴＹ ・ 東北ｩｊＡ ｮｾ ( 株 )

名 古 回 {¥::J'IUI; 愛知県名古崎市阿L > ! : 凶奇ljJ t-町2- 12 関口 l 坦付 K K

米 子 代 J '世 間 鳥取以米了市首ｾ ｉ［田 町 Ｒ - 93 ・古m工務日7

T E L 大 阪 (則 的 41 ( 代 点) ・11011 6 342

T E L 東 京 (623 ) ｉ ｾ＠ '!<01 06 - 01  08 .  (622 ) 0790  

T  1:: L 東 京 (6 11 ) 2118 - 9  

T E L 小 合 ( 52 ) 2833 ・2834

T  E  L  111*者 @ 7 594 - 5

T E L キL•. 見 。) 6762 ・0515

γ E L 叫. Il 'J 7642  

T E L 名 古 庖 (53 ) 0121 ・2057

ｔｅｌ 米子 ＧＭ ｾ 4683 

雇呆式

会 i t 商 庖

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 341) ＲＰＷｾＸ ・ Ｔ￟ＳＶｾＷ



安 .iE.. 

建

ラ凡

員又 業 者 有
士
一
ゆ

⑬ 

株 式

浅 沼 組l Zミ』
社

取締役社長
i斐l 沼 猪 之

三士7

仁Z

本 社 ・大阪市天王寺区石ケ辻町 ・屯話代表 (762) 0251- 9番

|・ト

支 庖 ・東京都新宿区荒木町五番地 ・屯 話 (351) 4141- 4 番

名古屋市中村区太閤通 リ一丁目 ・電話 (54)4020 ・4021

営 業 所 ・鳥取 ・広島 ・金沢 ・郡 山 ・奈 良 ・京 都 ・神 戸 ・仙 台

札幌 ・静岡 ・津 ・岐阜

。

7 タラシ

株 式

新 工 務 所ｾ＠ ミ 社

取締役社長
新 JI頃

本 居 ・大阪市北区曽綬崎 中一丁目四三 ・電話代表大阪 (341) 9151番

支 居 ・東京都千代田区神 田猿楽町二丁目七 ・屯 話 代 表 (291) 3741 

営 業 所 ・神
戸

< $ - 安藤建設株式会社大阪支底

F 2締室 瀬 Jl I  博

。

@  
式

社

株

会 大

取締役社長 大 林

林 組

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地

屯 話 大 代 表 (941) 8  6  1 番

支 庖 ・東京・札幌 ・仙台 ・横浜・名古屋・岡山・広 島・福岡 ・高松

出 張 所 ・神 戸

2  



奥 村

取締役社長 奥 村 太 平

本 庖 ・奈 良 県 北 葛 城 郡 香 芝 町 逢 坂 屯 話 奈 良 県 下 回 局 477

本居営業所 て大阪市阿倍野区松崎町一丁目五一 屯 話 大 阪 ⑪ 0336 代 表

支 店 ・束 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・八 幡

業 所 ・奈 良 ・ 堺 ・ 西 宮 ・ 光 ・ 福 岡

手且
株式会社

@  

社式 会株設建島鹿副

助

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 五 の 三

大 阪 市 東 区 瓦 町 五 の 七 一 ( 瓦 町 ビ J レ)

電 話 大 阪 (202) 代 7 4 6 1 ・8 1  6  6  

之守島鹿長会

本 社

大阪支庖

.. 

神 崎 組 大 阪 支 底

式

社

株

会令

市

阪 市 北 区 曽 娘 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

電 話 (341) 7  8  3  7  - 8  {s: 

庖 ・姫路市北条口 86- 3 ｾ｢ｌ話代表姫路 Ｈ Ｒ ＳＩ ＲＰＲＱ Ｍ Ｓ

繁西大市務取締役支居長

大

唐支阪大組谷

本

員長

式

社

株

会@  
大 阪 市 東 区 備 後 町 一 丁 目 十 三 番 地 ( 電 話 大 阪 (271) 代3291)

本 社 福 井 市 豊 島 上 町 一 番 地 ( 市 外 専 用 12 ・②4800- 2)

営 業 所 東 京 都 新 宿 区 築 土 八 幡 町二二番地( 電話大代 (332) 5111番)

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌

出 張 所 旭 川 ・山 形 ・仙 台 ・新 潟 ・苛 海 ・前 橋 ・横 浜 ・長 野

静 岡 ・佐久間 ・福 井 ・北山川 ・神 戸 ・岡 山 ・福 山

下 関 ・徳 山 ・高 松 ・高 知 ・八 幡 ・諌 早 ・宮 崎

• 

組池鴻株 式 会 社

<tt> 

大 阪 市 此 花 区 伝 法 町 北 3 - 6  7  

屯 話 代 表 (461) 2  6  3  1 番

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・広 島

庖本

庖

3  

支



佐 藤 工 業 顎 大 阪 支 底

電話大阪 (231) ＶＷＳＱｾＳ ，＠ 7293 大 阪 市 東 区 北 浜 ー ノ 二 五

本 社 ・富 山 市 総 曲 輪 二 三 O

東 京 支 庖 ・東京都中央区日本橋本町一ノニ

福 岡 支 庖 ・福 岡 市 大 名 町 柳 原 二 二 三

名古屋支庖 ・名 古 屋 市 中 区 仲 ノ 町 一 ノ 一

札 幌 支 庖 ・札 幌 市 南 七 条 西 十 一 丁 目

本 社 分 室 ・ 同 左

富 山 工 場 ・富 山 市 稲 荷 元 町 九 六

社式 会株
三m

nぇ建Jk 清

1.  

社 長 清 水 康 雄

本 社 ・東 京 都 中 央 区 宝 町 二 ノ

常務取締役支庖長 城 戸 七 太 郎

大阪支庖 ・大 阪 市 西 区 土 佐 例 通 リ 二 ノ

氾話 ( 441) 1531 (10) 夜間専用 (441) 1531- 32 

社
メ込

-;z::;; 設 株 式

社 長 斎 藤 武 幸

副 社 長 柴 田 光 三 郎

副 社 長 上 野 正 夫

支 j苫 長 大 久 保 重 明

本 社 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3  

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2

建友住

‘惨

組
r::t 

I司銭

式

社

株

会。 .. 
之

大阪市西区阿波座上通三丁目二審地 '，]1話大阪⑮6431番大代表

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

札 幌 ・盛 岡 ・仙 台 ・前 橋 ・新潟 ・千葉 ・神奈川 ・静岡 ・京都

神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・徳 島 ・松山 ・小 倉 ・熊 本 ・長 崎 . i

'

fl 総

指E高銭取締' 役社長

庖

庖

所

本

支

出張

社
A  

ｾ＠式株設建成大

⑨

 

郎+
方田稲

取 締 役

支 庖 長

大 阪 市 東 区 南 本 町 4 丁 目20番地

4  

大 阪 支 庖



去を 大阪支庖大日本土木⑧ 

取 締 役 支 庖 長 桜 井 徹 良

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 九 番 地 電話 ⑩ 代表 5931

社 ・岐 阜 市 長 住 I1汀二 丁 目 三番 地 電 話 岐 阜 ② 代 表6141- 6145番

j苫 ・東 京 ・ 名 古 屋

所 ・神 戸 ・ 和 歌 山 ・ 奈 良

本

文

営業

庖務工中竹
式

社

株

会@  

庖 ・大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 30 番 地

電 話 大 代 表 大 阪 (312) 1  2  5  1 番

営 業 所 ・札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・青争岡 ・名 古 屋

京 都 ・神 戸 ・広 島 ・高松 ・岡山 ・福岡 ・八幡

本

句ト

鉄道建設興業株式会社大阪支庖

① 
花

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地 ( 天六阪急、ビノレ七階)

電 話 (351) 883 ・2427 ・6680

東 京 都 千 代 間 区 神 田 三 崎 町 二 丁 目 六 番 地

電 話 東 京 (301) 3  4  1  1  

郎房取締役支庖長

社本

団 組 大 阪 支 底戸

株 式

会 社

⑧ 
名

光

正丸

地

石

芝

( 関西駐在)

役 支 庖 長

専務取締役

常 務 取 締

4砂

大 阪 市 北 区 真 砂 町 三 二 番 地 ・電 話 ⑩ 5951 - 8番

本 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 一 丁 目 二 番 地

大阪支后営業所 ・京 都 ・神 戸 ・福 井 ・金 沢 ・富 山

I T、
てフ

飛 島 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 庖

1者村藤常務取締役支庖長

⑫2595番

段 二 丁 目 三 番 地

電話⑩0394 ・7141番大阪市北区堂島浜通 1 丁目 21番地

東 京 都 千 代 九

5  

区国社本



を 大 阪 支 居

藤 幸

株

会産 建 設日@  

取締役支届長 武

大 阪 市 北 区

電 話 大 阪

東 京 都 港 区 赤

電 話 東 京 (408)

社本

会 社 関 西 支 庖西 松 建 設 株 式@  

-. 

雄逸

西久保桜川 町13番地

釣鐙町 2丁目 41番地

表 (941) 8  4  3  1 番

原姥

東京都港区芝

大 阪 市 東 区

電 話 大 阪 代

取締役支居長

社

庖

本

支

大 底支阪組
日

現

F

E

E

 

株 式

会 枇@  

巌

百七O番 地 ( 電 話 ⑫ 代 表 5 0  3  5)  

丁目一番地( 電話東京 (408) 代表2171)

屋 ・大 阪 ・福 岡

藤涼

一

大 阪 市 東 区 横 掘 町 二丁

庖 ・東京都港区赤坂青山南町一

庖 ・仙 台 ・名 古

取締役支居長・

本

支

底務工木藤

式

社

株

会@  .ト

丁目 一三 電 話 ⑭ 451- 4番

区 三 栄 町 二 三 番 地

敷 市 旭 町 六 六 O

丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 二

津 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島

庖 ・大阪市東区両替町一

j苫 ・東 京 都 新 宿

岡 山 県 倉

香 川 県 高 松 市

出 張 所 ・京 都 ・名 古 屋 ・

本

文

組 大 阪 支 底藤 田

式

社

株

会告齢

良 雄

地 電話( 代表〉⑭0757⑩5379

区 八 重 洲 凹 の 五

大 阪 ・広 島 ・九 州 ・札 幌

島

常務取締役 七十

支 庖 長 4・3

大阪市北区堂島中二丁目 三八番

本 社 ・東 京 都 中 央

支 庖 ・横 浜 ・名 古 屋 ・

6  



@  

前田建設工業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 田 光 =  
日ヨ

t工。

支 庖 大 阪 市 東 区 石 町 2 丁目 7 番 地 屯 話 大 阪⑭局9356 - 9358番

本 社 東 京 都 千 代 国 区富士見町2丁目3番 地 屯 話 東 京 ⑮ 局5511番( 代表)

+  
• 

真柄建設株式会社大阪支庖

E22 漆 村

大阪市天王寺区生玉寺町六番地の七

本 社 金 沢市弓ノ町 ｾ IL 番 地

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋

営 業 所 金 沢 ・富 山 ・稲 井 ・大 津 ・京 都 ・岡 崎 ・や1
1 戸 ・和 歌 山

重 -

1屯話⑪1272 ・1273 ・1274悉

氾話 金沢 代 表 ③ 1266若干

。 式

社

株

会 組松 村

雄
士

口

取締役社長 松 村

本 社 ・大阪市東区京橋二丁目 二八番地 屯話 代表大阪⑩ 3171

支 庖 ・東 京 ・札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

営 業 所 ・水戸 ・京都 ・福知山 ・岡山 ・呉 ・高松 ・八幡 ・大分 ・沖縄

、l

• ⑥ 

- : - ＭＱＭＱ今主島幸凡株 式｟Ｎ｟ｾ二ＱＺＧＢ t七

二ニムア ｲ ヌ五二匝又 会社ノ、 防ｾｾＩ白

受控室 岡 田 清 治

大 阪 市 西 区 江 戸 嫡 一 丁 目 一 九 番 地 電 話 大 阪 (441) 代表8951

本 社 東京都中央区 日本橋室町二ノー( 三井 ビノレ) 電話東京 (241) 代表3261

支 居 所 在 地 札 幌 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・大 阪

大 阪 支 庖 管 轄 営 業 所 京 都 ・神 戸 ・和 歌 山 ・奈 良 ・岡 山

。村 上 建 設 去を大阪支庖

取締役副社長

大 阪 支 庖 長
原 新 次

大阪支庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 三 五 番 地 電話大阪(312)0871- 6

本 社 東京都千代田 区九段四丁目 六番地 屯話東京 (331) 0511- 9

7  



組上井

式

社

株

会

蔵

屯話⑮0530・2823・4038・4782

屯 話 葺 合 @ 0 9 1  4  

福上

大阪市都島区東野 田町二丁目 一五番地

神 戸 市 生 田 区 加 納 町三丁目一番地

井代表取締役

本 社

出張所

組西
A  

I  

式

社

株

会
グ琴、

'¥.../1 

• 
松

屯 話 ⑪ 8231- 3

ｾｉｬ話 Ｈ ＳＴ Ｑ Ｉ Ｔ 4  7  6  

屯 話 @ 6 0 6 0  

ｾｩＺ｜話芦屋 Ｒ 2 2 6  

コヨ三

日

大阪市天王寺区上本何七丁目 二番地ノ ー

東 京 都 新 宿 区 内 孫 町 一 番 地

神戸市生田区下山手通四丁目四番地ノ

芦 屋 市 山 手 町 一 二 O 番 地

藤佐取締役社長

本 社

支 届

出張所

営業所

組岡
株 式 会 社

@  

良R

電話 (312)0776(代表) - 0779・0770番

(661)  8  2  7  2 番

岡

大阪市北区堂山 町八九番地

東京都中央区日本橋茅場町

二 の一( 植松 ビソレ)

取締役社長

庖

庖

本

支
話電

栗 本 建 設 工 業 株 式 会 社

⑧ 
。

勇

本 社 大 阪 市 西 区 北 堀 江 通一丁目 三一番 地 電 話 ⑮ 代 表 5801

東 京 出 張 所 東 京 都中央区日本橋江戸橋栗本鉄工所内電話 (271)代表6371

和歌山出張 所 和 歌 山 市 関 戸 高 松 二 五 六 番 地 電 話 ① 8 7  7  7  

上村取締役社長

組井坂
式

社

株

会⑥ 

ム

口

、
J
γ

1

屯話。⑪9331- 4 ・4664

屯 話 西 宮 ② 5248

盛崎

大阪市北区太融寺町五六番地

兵庫県西宮市産所町八五番地

i

 

l

 

-
-
E

，
，

，

 

代表取締役

本 届

出 張 所

8  



。

.  

Q  

• 

ｾ＾＠

;<j; 

てト

f'I 

総合建設

.. 

.  

④ 

本

東 京

名 古 屋

が昆晶 4

業

大 洋 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 木 戸 口 信 義

本 庖 大阪市天王寺区北河期町五凶器地 屯話大阪⑪代表2672 ・3880

支 出 和 歌 山 市 南 材 木 町三丁 目二番 地 屯 話 和 歌 山 ② 3 2 2 5  

営 業 所 京 都 市 下 京 区 揚 梅 通 烏 丸 西 入 屯 話 京 都 @0  4  7  9  

出 張 所 泉 大 津 市 我 孫 子 六 九 番 地 屯 話 泉 大 津 1 6  7  5  

式

社

株

会 末大 組

取締役社長 山 末 男本

本 社 大 阪 府 松 原 市 丹 南 町 6 3 5 電話 松原525 ・黒山135 ・61

大 阪 事 務 所 大 阪 市 南 区 大 和 町 l fE話 ⑪ 代 0555 ・代 6343

東 京 支 庖 東 京 都 豊 島 区 池 袋 東 l の 4 3 白話 (971) 365 8 ・3958

出 張 所 名 古 屋 ・神 戸 ・系 良 ・堺

式

社

株

会 務 眉西 田 工

取締役社長 西 田 義 郎

社 岸 和 田 市 加 守 町 六 二 六の一番 地 lfl 話岸和田員啄②代表7221

阪営業所大阪市浪速区元町四丁 目二二七の一審池沼話 ⑮ 代 表 5 6 6  1  

歌山出張所和歌山市新婦 北の丁 三丁目 一七 務 地 電 話 ② 9 4  0  4  

のお長谷川工努盾一

庖 大 阪 市 東 区 本 l町 1 の 1 8 T E  L  (261) 代表7631

京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 美 土 代 IIIJ 2  T E  L  (231) 代表 1591

U 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の24( 中経ビ J レ) T E L  (57) 代表3662

不 動 建 設 株 式 会 社

取締役社長
庄 野 勝

社 大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 五 七 番 地 屯 話 ⑪ 代 表 4 7 7 1 - 7

庖 東京都中央区銀座東八丁目 1
1月悉地〈燃料会館内〕 電話 (541) 5  6  4  2  - 6  

支 庖 名 古 屋 市 l ド区 南 大 津 通 り 五 丁 目 一一番 地 屯 話 @ 代 表 5141 ・直通9997

所 神 戸 市 ・八 幡 市 ・札 幌 市 出 張 所 堺 市

9  



社株 式 会組-------

E

-

-

-

E

E

，

 

谷長

⑮ 
長 谷 川 為

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 七 九

電 話 (771) 4  1  4  8 ・7 3 2 2 ・9 9 2 9  

大 阪 市 天 王 寺 区 大 道 二 丁 目 三

電 話 (771) 9  0  4  4 番

取 締 役 社 長

社本

工 作 場

1-. 

設 雲 言 大 阪

水 野 久 市

取締役支信長 水 野 正 三

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 1 20 電話大阪 (341) ( 代) Ｓ Ｙ Ｓ Ｑｾ Ｓ ＹＳＳ＠

工 作 場 同 北 区 鶴 野 町 7 1  電 話 大 阪 (371) 1  9  2  1  

本 庖 京 都 市 下 京 区 西 七 条 市 部 町17 電 話 (37) 8052・8277・5360

営 業 所 横 浜 市 ・ 平 塚 市

眉支建

取締役副社長

野水

株 式 会 社建 設月望
⑬ 

良E太月望取 締 役 社 長

電話⑭ ＶＱ Ｔ ｾ Ｕ ・ ＸＰＱ Ｍ Ｒ ・ Ｓ ＸＰＵ ・ ＷＹＱＳ

電 話 @ 1  1  6  番

大阪市北区堂島上ーノー八

豊 中 市 庄 内 東 町 2 丁目 37

本 社

工作所

@ト

底入 木 工 務

取 締 役 社 長 八 木 一 郎

社 大阪市阿倍野区阿倍野筋 1 丁目 25番地

電 話 ⑪ 1626 ・5772 ・9256 ・8990

大 阪 市 東 住 吉 区 爪 破 東 之 町

大 阪 市 住 吉 区 北 加 賀 屋 町 3- 5

電 話 ⑩ o 1  2  0  

式

社

株

会

〆人

、ν/
. 本

倉庫 ・工作場

社設

取締役社長 矢 島 浩 三

東京都中央区銀座七丁目五番地 電話東京 (572) 代1436

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (271) 代5837

取 締 役 副 社 長

支 庖 長 仁 平 信 也

支庖 ・営 業 所 仙 台 ・名 古 屋 ・福 岡 ・蒲 郡 ・和 歌 山

Z 込

Z 玉L式株建島

本 社

大阪支庖

矢。

号

10 
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. ふ

• 

⑨ 

メ¥
ν  

@  

得予

⑧ 

株 式
三円位

山 工 務
会 社

代表取締役 湯 原 来

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 7 番 地

電 話 大 阪 (371) 13 14 ・1315 ・1381 番

株 式 会 社 金 山 工 務

金 山 建 設 機 械 工 業 株 式

庖

居

会 社

代表 取締役社長 金 山 伊 三 次 郎

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 2  T  E  L  (941) 5466- 8 ・5763- 4

東 京 支 庖 東京都中央区日本橋掘留町1ー 2 T  E  L  (661)  3  8  3  3  

堺 支 底 堺市中瓦町 3 - 86 ( 博愛ピ J レ4 階) T E L 堺 (2) 2  7  5  1  

大 幸 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市東区今橋 5 丁 目2 番 地 T E L 大阪代表 (203) 0065- 9

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 松 江 ・ 広 島 ・ 富 山

出 張 所 伊 予三 島市 ・静 岡 ・近江八幡市 ・大 垣 市 ・岡 山

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 鎌 田 楢 次 郎

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地 電 話 (202) 代表4791

東京支庖 東京都千代田区大手町二丁目二番地電話 (241) 代表4171

株 式 会 社
句句司、、、 -フ ノ 工 務 底

社 長 崎 修

本 本土 京都市中京区夷川通河原町東入 電話( 代表) @  0177番

営 業 所 大 阪 ・ 大 津

11 
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白石基礎工事株式会社関西営業所

所 長 岸恒 治

大阪市東区淡路町四ノ二五( 埼玉ヒソレ三階) 電話大阪 (202) 代表4038番

本 社 東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 2 丸ヒソレ 426 区

名古屋営業所 名 古 屋 市 中 区 東 田 町 1 の 2 3  

ア ス フ

床 ア ス

ア ル ト 防 水 工 事

タ イ ル 張 工 事

、，

日 新 工 材 株 式 会 社

代 表 取 締 役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1 7 電 話 ( 641) 3785- 6 ・2721

三苗

H コエ
賀 新 年

昭 和 3 8 年 元 旦

社団 法人 日 本 建 材 協 会

.レ

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 1 7 0 番 地

電 話 ⑩ 5 5 9 0 ・5 0 9 2 番

常 設 展 示 場

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 丁 目 1 7 0 電 話 (441) 5  0  9  2  

大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 近 畿 建 築 会 館

広 島 市 鉄 砲 町 1  0  8  電 話 ( 4 )  5 4 6  9  

高 松 市 中 野 町 8 8 1 の 1  電 話 ( 3 )  5 3 3  9  

福 岡 市 住 吉 松 月 町 4 9 3 電 話 ( 3 )  1 2 5  9  

12  



年新賀謹

( いろは )1慎)建 材 信 和 会昔からの建材庖ゆるがぬ信用

大阪市東成区東今里111] 四丁目

40 

電

社
ム

一
品

式株業工フE岩
元 式 ス カ イ ラ イ ト

元 式 通 風 装 置

( ベ Y チレ ーター)

建 築 材 料

山

石

山

石

代o  6  1  6  (981)  話雄黄島フじ

ι-'-' 

Z玉長相dイ自0.) そ

大阪市西区新P l J 北通一丁目 17

社
ム

一
品

式株材工新日
③印ノレ ー フ イ ジ グ ・ブエノレト

@ 印 砂 付ノレ ー フ イ γ グ

③印石綿クエノレドノレ ー フイング

陸回線 ・地 F室防水及耐馬車工 '1' l ' t 任施工 代3  7  8  5  (541)  話電績場井長
L

L

 

A

d

-

大 阪 市 北 区 高 垣 III J 1  

所
ワh

7 u  
研口城阪大

エ1

討:

株

会

暖 冷 房 ・給付| 水 ・換 気 ・術 生

汚 水 浄 化 装 置 ・ 大 正 便 所

設 計 ・ 純 代7  5  7  5  (371)  話電平庸口城長
松一

J :  

大阪市西区立売婦北通一丁目

24 

庖商弥野
式

社

株

会接

物

圧

金

ス

築
6  7  2  1 代

1212 ・1667話電蔵甚野長社

大 阪 市 北 区 木 橋 町 56

広商衛兵重村奥

式

社

株

会

品百円

ス

ス

」

プ

式 経 fil 鉄

式 リ ブ ラ

式 メ タ ノ レ ラ

式 ク リ ッ

ガ

建

可

日

日

日

進

進

進

進 代4  1  3  1  (341)  話電衛兵重村奥長社

大 阪 市 北 区 堂 品 」二一丁目 24

社
. A  

ｾ＠式株飾装津河

室 内 装 飾 設 計 施 工

窓 掛 ・リノリ ューム ・アスタイノレ

オリエンタ J レクロス ・ニッポンクロス

カ ラ ー ク ロ ス 製 造 発 売 元 1 3 5 1 - 4  (341)  話電助之喜津河長社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80式

全1:

株

会
業工学

レ
じ，a什

1
酸耐

プ ラ ス チ γ ク 防 水 耐 酸 工 事

各 種 レ ヂ シ ラ イ ニ シ グ

ペ プ コ グ リ ッ プ デ ッ ク

ダ ク ラ テ ッ ク ス 5 6 0

(341)  4  9  5  7 代

(361)  0178代 ・4161話電彦邦井松長
L

L

 

A

，
A

，

 
大 阪 市 南 区 銀 谷 仲 之 町25

社
ム

一
品

式株業産置玉

石 灰 ・ セ メ γ ト ・ 壁 材 料

大 | 奴 窯 業 セ メ シ ト ( 抹 ) 代 理 庖

大阪生コンクリ ー ト( 株)

コガネライト( 飯石) 製 造 版 先 代5  6  7  4  (271)  話唱E良日太孝置
玉

長社

大 阪 Tli 北 区 茶 屋 IIIJ 78 式

社

株

会
業工装塗林竹

事工装塗般

各 種 ベ ニ ヤ 板 丸 徳 製 品

ヤ マ ハ ボ ー ド ・ハ ー ドボ ー ド

ホ モ グ ン ホ ノ レ ツ

4・ォ ー ツ カ ク ロ ー ス 総 代 理 佑 ー

フロ ー リγ グ( ブナ ・ナラ ・サクラ)

吸 音 板 ， ボ ー ド ， 販 売 並 施 工

内 装 材 各 種

代6  4  3  1  (341)  話電昭林竹長相:業負3青

大阪市快速区幸II fJ 通三丁目 20

社

メ』

ｾ＠式株板

メ〉、

口速?良

代220  1  (561)  EiIi 電

士

ロ秋石村長相じ

大 阪 市 北 区 指i 笠 II fJ 50  

( 堂ヒ・ノレ)
庖商谷室

式

社

株

会

話 代2 0 3  1  (312) 電水山谷室長
4

1
占

ムヴ

A

・

大 阪 市 南 区 北 炭 屋 III J 7  

式 会 社

建 材 特 殊 硝 子 部

経 政

株子硝田村
各 種 板 硝 子 ・鏡 販 売 ・施 工

各 務 ク リ ス タ ノ レ K K 代 理 ! 苫

ガ ラ ス プ ロ ック ・プ リ ズ ム

製 造 ・販 売 ・設 計 ・施 工 4580 ・3367(271)  話電田村長

大阪市東淀川 区新高南通一丁

目14
クトンケ

式

社

株

会)

E

 

内

川

レ

刈

引
t

[

J

 

物

州

版

4

一
一

具

兵

小

一

明

探

1

u

v

f

ク
品
脚

本

一

リ

ト

f

白

ロ

ノ

シ

寸

〔

円

い
け

ケ

負

ク

ク

ル

青

t

r

t

r

J
つ

1

y

y

オ

栂

ケ

ケ

ア

出

体

ロ

ニ
れ

艶

液

プ

床 電 話 (391)0864代・1416・1658市清木鈴長ネJ:

大阪市南区安堂寺橋通二丁目

3  
社本士百日

式

ネJ

株

会

物金金 物 ・建 具

ν 金 物

製 造 販 売

築建

サ

(261)  EiIi 
良円市太信日長才生

ツ

代

代

代

大阪市西区阿波陵中一丁目 5

電

1  0  0  3  

8  7  3  1  

5  0  9  1  
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(531)  

出斗

話

電

J レイ

良日

タ

伊田

田

平長

平

-
+
L
 

4

4

・

王t

刻:

株

会

式事工ノレイタ



一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す ー 一 一

議 器 産 : 富 美 設 計 施 工

盟 大 阪 城 口 研 究 所

代表取締役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪⑪7575( 代表)

京 都市東山区大和大路正面上ノレ電話京都⑮4945(代表)

事1
1
戸市生田区下 山手通六ノー ・危 話 神戸 ④ 5 8 9 2  

水道 ・衛 生 ・!援冷房 ・其 他 管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式 ループドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話大阪 ⑭ 4 1 4 5 ⑮ 2 6 8 7 ・2 8 8 7 番

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話( 281) 局6505- 8若手

高沢営業所 金 沢 市 高 岡 町 三 五 包括金沢 g 2074

井出張所 福井市城之繍下町 一 0 - 電話宿井② 2436

高総出渡所 高 松 市 二 番 T :tL 氾結高松② 5195

岡山出張所 岡山市大供松ノ木三八0 / ー 電話岡山③ 7047

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷役運搬機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱山機械

一 機 工 業 大 阪 支 鹿

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大阪市東区北浜2- 22( 三井信託ピル) m括大阪(202)代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 悶 区 有 楽 町 1 寸目 1 0 番地

支底 ・出強所 名古屋 ・福岡 ・干し幌 ・広島 ・仙台 ・沼山 ・金沢 ・静岡

工 羽 鶴 見 ・六 郷 ・中 山 ・高 槻

給 ・排水 ・衛生 ・消火 ・暖 冷房 設備

2言西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 44 電話大阪⑮ 3531番

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市西区京町堀1丁目62 電話 ( 441)代表2613 ・代表9431

出張所 東京都北区上十条 1丁目10 電 話 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町l の6 電 話 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通 7丁目1の1 電話( 4)  1778 ・4386

広島市中町 2 番地 の4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

14 

電気・暖冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株 式 大 阪 電 気 商 会

会 社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 底 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 的 審 地

電 話 大 阪 ⑭ 大 代 表 8 2 3 1 悉

支 底 東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

出 張 所 京 都 ・神 戸 ・岡山 ・高 松 ・広島 ・熊 本

札 幌 ・仙台 ・新 潟 ・富山 ・金 沢 ・福井

創 業 暖冷房・換気・空気調和

大正二年 病院諸機械・給排水・衛生

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ノ

電 話 大 阪 ⑩ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5立1.

札 幌 庖 札幌市北四条西16丁目 l 番 地 高 田 屋 ピノレ二階

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

名 古 屋 庖 名古屋市中区南大津通一丁目千代田 ピル522号. I  

f E 言舌 中 局 @  1 7  6  6川

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 電 話 441- 5171

支 庖一一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

空気調和装置 ・熱風乾燥装置

設 計 施 工

式

社

株

会
建 材

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 中 ノ 島 二 丁 目 ( 新朝日ビノレ5 階)

屯話大阪⑫6041 ・⑫ 7046(代)

本社 及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁 目七

営 業 所 名 古 屋 市 中 区 菅 原町 2 丁目

( セ ンタ ー ビノレ)

連 絡 所 広 島 市 基 町 一 ( 朝 日 ピJ レ)

社 • 

暖房・冷房 ・水道・衛生設備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代 表 ( 341) 7  0  3  1  

支 庖 東京都千代田区小川町 2丁目 1 桧ピル ( 201)  7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (  74 )  1  1  5 8  

出 張 所 名 古 屋 市 中 区 新 栄 町 2 丁目 1 (  97 )  1  8 2  0  

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 5  0 9 8  

広 島 市 紙 屋 町 8 ( 2 ) 4 5 3 7  

A

令

官



空気調和装也、各種冷凍静養

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 ・庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大阪 di 北区常烏船大工闘J 五三容地( 毎日大阪会館内)

m語 大 阪 ⑩ 局 8 3 5  6  ( 代表)

* 京 都 中 火 区 日 本 橋 兜11町三丁目 二四番地

東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 j何回I l IJ 3  6  0 帯 地

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

社

出

出

場

本

支

工

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急 ピノレ8 階)

む 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神国駿河台 4 丁目 2 番地本

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

暖

3日

ゐ

宮

業 社

大阪市北区中之島4- 39 m⑩6671- 5 

JU京支社 東京都港区芝浜松町2- 7 電( 431) 7341-5

支 底北梅道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工日朝

式

社

株

会
《長

l度 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 村 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

tE 話 大 阪 ⑪ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

む 話 (351) 2  1  7  7  - 8 悉

神戸市生同区下山手通八丁目 三三 III 新元町①3035苔

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 市 街 ② 5136l ff

株式会社

広

本

支
司ー

神戸出現所

仙台出損所

温 湿 度 調 整 ・緩 冷房・換気給排 水 ・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 躍 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 川 町 30 Ｎｾ同大阪⑩ ｪｊＵ ＳＲ 鍔 ［ＷＰ
本 社 東 京 都 千 代 聞 区 丸 ノ 内 2 ー 10

道 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 11町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 日IJ 3  - 6  

電 話 ③ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京 都 市 中京 区 両 犠UIJ 通 リ剣J小路上ノレ

電 話 @ ( 代 表 ) 7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満橋筋1-37( ι 渦縞北詰)

電 話 ⑩ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末lム町 'L[[ 話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 む 話 3 6 1 0

Mf  繁代表取締役

社本

大 阪 営 業 所flli 台 支 1，1;

四日市営業所

津 営 業 所

名古屋出張所

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 111}四 三 浪速ピノレ六階

匂 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2  5  

( 代) 9851  - 9 ・9951 - 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 ( 291) 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

社最

京

|⑨ 

大

大

東

10  時 空 気調 和 環 境 衛 生 工事 一 切

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大阪ビル

電 話 大 阪 ⑮ 8 6 7 1  

東 京 支 底 東 京 都 千 代 医 | 区 神 間 和 泉 町 1

定 話 (866) 51 56- 8 ・2 5 9 4 ・0 4 0 8

名古屋支庖 名 古 屋 市 中 区 域 代 町- 7

' b 話 ・③ 4 6  9  0 ・3 5  2  0  

営業所 ・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新iu.八憾 -i支部

.. 

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール ・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

鋼 機 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 宗 是 IIIJ ] ( 大ヒソレ〕

f巨 大 阪 代 (44}. ; 8  '6  '2 1 務

東 京 都 北 区 中1
1

谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 務

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ピノレ)

電 東 京 代 ( 501) 3  1  5  6 務

名 古 屋 ・仙 台 逮 絡 所 福 岡

出張所

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

投 言 十 施 工

理 研

大阪営業所

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市 北 区天 ｩｬｾｪ 織筋 Ｔ 一 Ｗ 1  

屯 訴 ⑩ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 郎 文 京 区 J l: 町 2 了 目 1 7 務 地

電話ー ( 811)  ( 代表) 6  2  9  4  

支后出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・1111台 ・高松 ・広島

社本

本社 ・分室
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一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 粍 お 願 い 致 し ま す 一 一

電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

fG 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 ー 5 '(存

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 二 丁 目十二

電 話 ( 551) 8 ・3 3 0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 ぬ ・福 岡

電 気 工 事 設 計 施 工

栗 原 エ 業 株 式

. 6.  

社ココE

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区永楽町 8 務地 ( 日産生命館〕

包 話 大 阪 ⑩ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社 東 京
.  

名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

盤

叩

日

間

び

作

社

;

l
，

、

也

昨

也

俳

也

得

地

昨

地

体

得

r

t

壮

衣

装

双

書

5

俳

2

併

5

F

十

'

俳

5

昨

0

9

昨

受

止

動

一
j

n

弘

文

~

附

H

M

4

4

吊

1

.

前

列

ハ

斗

夕

晴

A

-

Z

7

J
-

3

h

品

川

9

ヒ

5

H

-
J
H
r
-
-

白

州

T

1

d
w

ハ
凹
・

3

a

i

盤

問

視

ト

舵

.

'

削一

山

川
一
山

1

削

川

一

日

二

日
山
間

屯

川

監

大

気

武

川

1

d

r
M

町

日

時

分

け

方

一

郎

山

田町

1

0
町

日

安

い

M

T

白

河

E

M

利

一
号

J

・

む

き

制

的

朱

z

d

J

4内

側

同

唯

一

鴨

川

十

訴

4

九
州

M

区

郡

山

山

川

一
一

F
t
B
e
n
-

の

L
E

束

麻

東

北

り

村

笹

Z

町

配

石

視

チ

民

監』

h

J

げ

区

-
3

川

小

中

市

川

川

H

i

E

叫

す

-
d

U

宮

ラ

抑

地

司

阪

市

1

三

い

m

i

m

a則

一

ー

も

唯

忠

誠

括

間

話

帥

嶋

作

岐

ト

ザ

雷

】

点

句

点

也

大

事

山

市
也

一柏
市
川

広

政

胤

山

政

ン

ケ

判

場

町

所

所

所

川

む

』

什

ロ

什

・
・

4

E

A

川

帰

依

:

1

5

1

4

4

3

 

除

法

度

フ

円

引

列

ト

ト

刷

川

刈

』

i

l

t

J

H

B

給

日

前

山

間

以

1
N
-
相

オ

t

・1

F

l

屯

山

温

各

ク

森

点

て

大

名

M

広

電 気 工 事 設 計 施 工

ー 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

本 名1: 大 阪 市 北 区 品 目 笠 岡I 五 o ( 笠ピル 三 階 )

m ｾｩ ｦ［＠ (312) I  4  7  I  (代 )

支 円 以 ぷ 古11中 央 区 丙 八 丁 綱 四 丁 目 十 什世間ピル竺之島.1)

fU ｾ ｩＧｩ＠ (551)  5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 l互 城 見 通 二 T 1=1二 0 ;'1';地

m 訴 (98) 2 3 6 - 7  

1;  /1、 松 市 符 津 町 才 四 四 ノ 三

包 括 ( 粟 i章) 2 3 7  

1;  J)/: 市 三 室 町 七 丁 目 三 六 九

電 気 工 事 設 計 施 工

江 東 電 気 株 式 会 社

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 j勝 山 辺 9 T 日72

m 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

支 社 東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

包 括 東 京 (371) 6  2  0  3  

出張所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 ぬ

16 
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 気 株 式 社電

A

令

官

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

氾 話 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 支 社 来 京 都 港 区 赤 坂 溜 池I 1IJ 1  

fE話 (481) 8  6  2  1  - 4 ・3 5  7 3  

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・橋 間

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社 l

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 III J 二五都j也

fu諾 大 阪 代 表 ⑪ 8 1 3 1 - 7

東京支応 来京出I1港区金杉IIIJ 二丁目十三若手i也

営 業 所 名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役村長 山 本 飽 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(541)7464 

大阪商 ・北海道 ・名古屋 ・四日市 ・福山 ・稲岡

東京営業所

ヌL

計 ・ 施

事

工

電

設

エ

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 博 コ

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 尚 三 丁 目 三 朝日ピル 6 階

1[ 1 訴 大 阪 I.. j @  9  5  3  1  ( 大代表}

営業所 大 阪 市 丙 区 土 佐 編 通 リ 四 丁 目 八 番 地

1[ 1 語大阪日4 i T 5  2  0  1 番( 代表) - 3  

出張所 Jj( 郷 市 右 京 区 西 院 今 11¥ ruJ 六 帯 地

Hl 新 京 都 ) : j @  3  4  8  1 帯

.ト

電気工事・設計・施工

中 本 電

止 -

ヌL 株 式
4

2

 

社

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

1U 言;T- 大 阪 (931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

機器工場 大 阪 ili 城東区野江西之I 1IJ 三 丁目 一一三

資材倉庫 電 話 (931) 2  1  9  3  



電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

社

電 気 工 事 設 計 施 工

圏

井

一

一

一

坪

株式会社

メ

正 男姉 川支 社 長

大

大 阪 市 北 区 11j 笠 IIIS 50 ( 堂ビノレ 7 階)

1G : 活 ⑩ 2 1  3  8  ( 代) ｾ＠ 9  

東 京 高s 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町.3 丁目 2 務地

電 話 @ i 1 4 7 8  ( 代) ｾ＠ 9  

l!Il ・ 下 関

取締役社長

事土

庖

本

支

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  ｾ＠ 9 呑

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 来 之 町

電 話 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) ｾ＠ 5  

支 庖 名 古 屋

出議所 東 京 ・岡

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

司山 ・門

社 寺 数 寄 屋 用 瓦… 大 偽 瓦

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦… 大 和 瓦

美術建築内外装用 タイル … 大傍タイル

出張所

本 腐 京 都 市 東 山 区 今 熊野池凹町 ( 6 ) 3 5 5 5  

大阪営禦所 大阪市東区内淡路町 1 - 1  3  (941)  0  9  7  5  

名古屋営察所 名古屋市瑞穂区岨図通 l 丁目 (88) 2  7  0  3  

司，

ｾ療託・犬家耗
庖商木

各種瓦葺工事請負業

主 佐 村

合

会

矢 橋 大 理 石 商 庖

所張出阪大

株 式

会 社

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ヒソレ五階

話 大 阪 @ i 4 2 5 7 - 8 't昏
大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 町 8 1  1  

電 話 ( 691) 3  3 6 8  (代表) ・ 6 0 0 2

ド床・床材料リグノイ

.... ぺャ ー 商 月 報 無料 送 呈

。 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一0 一七番地 湊町駅貨物八号門前

話 (562) 0  8  0  0 ， 0  8  0  8  - 9  

社

. o.  

':z:s;' 

製造 ・販売 ・施 工

業 株 式福 屋 エ

.. 

大阪市西区南堀江上通一丁目三一

電話大阪⑬ ＳＴ ＲＶ ｾＷ

l苫本

社

販 売 工 事

各種 保 温保冷 材 料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防 熱 防音 工事

冷 凍機 ・石綿 製品 各種配管工事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 工 産 株 式

取締役社長 石 川 良 輿

本社夏大阪営蟻所 大阪 市西 区土 佐線 通 1 の 16 ( 石川ピル)

電話大 阪 (441) 2295 ・4167 ・4846 ・1761

九州支社及長崎営集所 長崎市茂里町13番地 電信 (4) 0092  .  0308 

営 鍵 所 及 出 張 所 広島・福岡 ・小倉 ・大分・徳島・舞鶴 ・東京

A

Q

冨
日

③ 

特約販売・工事庖

東洋 キャリ ア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パ ッキ ング製 造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

17 



アルミニウム

本社及工場カーテンウオールス テ ン レ ス

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

ン ズロプ

許特

所防予滅殺式平松

止
防

山

崎

量

岬

釆

乱

又

土

λ

耐

定

-

E

震

安

ν
H
n

f
m

 

扇

電話奈良 4 0 9 8

ナニワ鰻匂 ｾＲ 頁

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

治

速

区

元

町

一

丁

目

宣

旬

結

官

室

の 新 建 材

g ・"
局管・繰五 .t ューム警

ベン千t-?ー干潟寸し

.⑬-

プ リ ン ト 合 板

巳 弔 オ シ

九 徳 夫 義 弘

美 猿 A 本 "

'1 Z 'ι ' )  "1 ド

ス ー 穴 Ｍｚａ ョ ｾＭＺｊＭＭ

書

τ

れ

臨

抗

日

幸

呪

一

一

一

畑

制

量

工業用及建築用各種石灰製造販売

セ メ ン 卜

小野田 レ ミ コ ン 特約販売庖

プ ロ ッ ク

セシ トラ ノ レ 硝 子 特 約 販 売 庖 .. 
樫 野 石 灰 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 線 的 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽板崎新地西入〉 電話大阪⑪ Ｑ ＲＷＴｾ Ｖ

支 庖 ・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松

東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 株 式 会 社

( 旧社名東京鋼板工業株式会社)

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

m 話 ( 891) 8  1  3  1  ｾ＠ 8  

大 阪 市 北 区 絹 宝tjllJ 1 8 i 番地( 来日書ピノレ 3 階)

電話⑩ ＹＱＵ Ｔ ｾＷ
名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商ピノレ) 0  Ｒ Ｕ Ｗ Ｘ ｾ Ｙ＠

福岡市橋口町15番地の 1 ( サシヒソレ3階) qs8825  

白 蟻

奈 良 市 南 城 戸 南 方 10]" 28 

( 平日移転先)

奈良市登大路二番IU]" ( 博物館前) 電話奈良4098

山強所奈良市春日 IIIJ 尾 閏 組 内 電 話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 IIIJ2 6 3 9

CONTRACTOR 

負

ヨオt

H円事工

PAI NTI NG 

装塗

浪 速 合 板 株 式 会 社

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 の 3 φ 20
⑥ 

庖

18 

装

1' EL. 大 阪 ⑫ 1756- 7・東京 ⑮ 1335

塗林

株 式

会社



l  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア ト

株 式 会 社 鈴 木

.. 
ユノ ヤ 商

. 6.  

コヨEタ ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3  電 話 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・臼10

北 陸 営 業 所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 電 話 ② 2 2  8  7  

• ⑪会主 1Ul ま窯業商1&

大阪市西区靭本町 2 丁 目 98 市電靭甫巡り電停前

電話大阪 ・ ⑭ 8 4 6 7 - 9 番

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関 西 代 理 屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区里子恩" 汀1231 阪神同巡 野里氾停前

製造元東京j - ; ，- ヒ ッ ト商会 屯 大 阪 ⑪0417・4091
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本

支

出

日酸 Y ポ吋匂
天窓瓦福林産地直売

進努錦吉田弥芳雄翻高向ｾｾｊ＠
大 阪 市 北 区 南 森 町 交 叉 点 GL

高島
電 話 大 阪 (341 )2403 ・3904 ｾ＠

Z スロシqィ11.

雪ーヨz-l ，

涜し台・調理台

鱈亘亘雇11

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電話 (531) 1003- 5  ( 541)  8731 - 3  

つ ね な り す た じ お

建 築 写 真

大 阪 市 東 区 北 浜 '' i l1 @ 0 1 4 1
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日 軽 建 築 賞 受 賞

“特種プレスフォームアルミルーパー"

納 入 先 神 戸 市 庁 舎

設 計 日建設計工務 K K

泊 工 ( 株) 竹 中 工 務 庖

• 
製 作 品種 ア ル ミ ・サ ッシ

ス チ ー ル ・ サ ッ シ

式作製

一

ア

ル

訴

T

-

K

M

 

，

，

網

島・邑

一

オ

軒

ル

ド

ウ

制

ン

其

テカ

〔O K K J

大阪機工株ま曾雛

• 
大阪大阪市大淀区豊崎西通 l の4 電話大阪(371)664・665

工 場 兵庫県伊丹市北村猪名川製造所電話伊丹( 大代) 5121  

.ド



• 

• 

何よ りも安心で きる 年 限 仕 様

ω  

士也区 組 .g. 口 名 f主 所 電 3舌

( 株) 久 {呆 商 忠 大阪市北区民砂田T 5 大 阪 (341 Ｉ ＰＲＰＷ Ｍ Ｘ ・ ＴＸＳＶ ｾ Ｗ

近
( 株) 木 下 談 三 商 l苫 大 阪 市 西 区 江戸 堀 南 通 5 / 35 大 阪 (441 ) 5408 ・5486

( 株) 井 上 i争 失 商 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 下 通 1 / 7 大 阪 (441 )8531- 5  

( 株) 大 和 I街 ｾ＠ 大 阪 市 南 区 両 津 町 4 番 了73 大 阪 (631 )6221- 4  

( 株) 石 回 建 材 忠 大阪市東淀川区元今里北巡り 1 / 31 大 阪 (301)3340 ・3505

畿

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍聖子区旭IIIT 1  /  51 大 阪 (631 )3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371)6555- 7  

!頃

日 本 渡 苛 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町40 大 阪 (341 )  1804 

不

石 井 建 材 有 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁目 神 戸 ⑤12140 ・2697

同
( 株) 中 出 ｩＧｾ＠ ｾ＠ 神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 / 9 神戸 ⑤4630

)  

タ ア
ノミ

ヤ y  商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 京者世 ⑮ 0871 - 2  

田 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 ノ74 大 阪 (441) 5951代表

東
岡 田 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 ノ 8 名 古 屋 @ 7461τ 3

( 株) 名 建 尚 ヨAユ 名 古 屋 市 中 区 宮 出 町41/ 2  名 古 屋@ 1329 ・2817 ・2106

海 高 続 建 材 庖 名 古 屋 市 中 区 材 木 町 1 / 12 名古屋@ 3295

北

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側IJ 阿 8 金 沢 ②4552- 3  

北 川 工 業 ( 株) 富 山 出 張 所 富 山 市 奥 田 新 町23 富 山 ②'2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株) 福 井 出 張 所 福 井 市 大 和 中 町70 福井' @ 4532

陸

( 株) .i 22 工 務 庖 高 岡 市 大 坪 旭 町 2 丁目 32ノ 1 高 間 ③2463

( 株 ) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富 山市村1; .呂町 3 区 1003 富 山② 8221

中

青 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町108 中 ② '2281- 4  

IT 盛 建 材 ( 株 ) 阿 山 活 業 所 岡山市東回開T 3 問 Il J ②>7911 ・8169

国
( 有) 里T 甚 尚 庖 岡山市内山下30ノ 10 | 向 山 ②4272

( 株) j兵 原 盤 R話 底 尾 道 市 吉 和町新 浜 尾 道 2760

四
( 株) 浜 原 盤 商 庖 防 府 支 庖 防 府 市 大 林 寺 防 府 ②3611 - 2  

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高 松 市 宮 脇田T960 il7j :f氷] ) 5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

九

脊 盛 建 材 ( 株 ) 稲 附 蛍 業 所 福岡市方行寺前町14 E巨 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大統凹T l 3!:s 長 崎 ④1726

川l
高 稲 工 業 ( 株 ) 小 合 営 業 所 小倉市西本田T 2 小 倉156)6177

建設省阪建22号認可 出 資 金 6 0 0 万 円

星

西日本アスフ到し卜事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 -- 7  4  

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑩ 代 表 5951

T E L (866) 代表 6101

21 
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J  

燃 え な い 家 を 造 り ま し ょ う

わ が 国 で は ， 毎年 火 災 の た め に 4 0 0億 円 に 近 い 莫 大 な m失 仁 大 き な

不 幸 を 生 じ て い ま す 。

私 i議は. 一 日 も 早 〈 こ の よ う な こ と か ら 解 放 さ れ な け れ ば な り ま せ ん

そ の た め に は 燃 え な い 強 築 材 料 が 必 要 で す 。

当 社では， こ の 要 望 に 応 え る た め に ， :hl: i直 の 砲事匝 材 料 と し て . す で に

欧 米 で 大 公 に 使 用 さ れ て い る 「 舷 足 形 鋼J を，当事土川 崎 製鋼 所 の 新 鋭 校

側 で生 産 し て お り ま す 。

こ の 「軽: L l : 形鋼J は. 嵯 〈 て 丈 夫 な 「樽鋼 板 J を 冷tl l J 成型して. 各般

の 形 鋼 を 大1立 に 生 産 す る も の で 価 怖 も 低 廉 で す二

住 ー

雨 の 多 い 日 本 に は … … …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

• 

• 



' ・ -

ｾ・

設計責電気工事

適 正 配 線 の

御 相 談 と 御 用 命 は

当 社 へ

.f・

司，

取 締 役 会 長 佐 藤 太

取 締 役 社 長 大 森 久 司

本 庄 大 飯 市 北 区 南 扇 町11 電話( 対匂! i < ) 大阪 312- 1281

支活* 支 社 大 阪 北 ・大 阪 商 ・京 都 ・神 戸 ・姫 路 ・ 奈 良

和 歌 山 ・滋 賀 本 名 古 屋 ・広 島 ・東 京

- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 園 田 空 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 里 国 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 堅 固 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ・ -

E E 畠，E  : 面弓' :'kヨニー
. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

ト

ン

ト

ル

J レ

磐城セメシト株式舎融

ン

コ

イ

メ

生

レ

Jτ 
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セ

ス

キ

キ
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キ

キ
ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

イ

z

J

'

J
』

J

'

J

a
、J-，置、

• 

一____....

取締役社長 斎 藤 次 郎

本 社 栃 木 県 安 蘇 郡 葛 生 町 電話葛生 4 5 0 - 5  

東京支宇土 東 京 都 台 東 区 北 稲 荷 田T 1  3  電話浅草 (841) B  1  2  1  - 9  

大阪営業所 大 阪 市 東 区 大 川 町 一 番 地 ( 勧 銀 ビ l レ) 電話北浜 (202)

出 張 所 青 森 ・仙 台 ・ 金 沢 ・名 古 屋 ・小 倉

23 
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l  

く ｅ Ｎ［ｉｾｉＭ

日本包〆ント

関 西 事 務 所 大 阪 市 北 区 梅 田 町47番 地 新 阪 神 ピ ル 6階 電話大阪 (36) 3351""'6 

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 1 丁目 4 番地

事 務 所 北 海 道 ・東京 ・名古屋 ・関西 ・九州

出 張 所 仙 台 ・ 広 島 ・ 高 松

釧路・函館 ・青森 ・下板橋 ・横浜・新潟 ・名古屋・大阪・小倉

ヨ-*ヨーセメント

大阪窯業セメント株式会社 l

本 社

東 京 支 庖

名古屋支底

工 場

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 丁目 25 新大ピノレ内

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 郵 船 ビ J レ内

名古屋市中村区住友銀行名古屋駅前支庖ピル内

大 阪・伊 吹・高 知・横 浜

、，

• 



• 

• 

Jl l  B  ED ノl、 野 田

小 野 田

小 野 田

小 野 間

小 野 田

小 野 田

小 野 間

小 野 田

普 通

早 強

ダム用( 中庸熱)

ν D カ

高 炉

フラィアッ ν ュ

白 色

カ ラ ー

ポノレトラ γ ドセメシ ト

ポノレトラシドセメシ ト

ポノレ トラシドセメ/ ' ｾ＠

セ メ ジ ト

セ メ シ ト

セ メ ン ト

ポノレ トラγ ドセメント

セ メ ン ト

Jll 野百七メシト

キ土 長

』 よ4

女 藤

陸封

豆豆
禄

東京本部

大阪支庖

丸 ノ 内 ・ 鉄 鋼 ピ ル

梅田・第一生命ピル

宇都セメント

宇 都 普 通 セ メ ン ト

宇 部 超 高 紐 セ メ ン ト

宇 都 中 庸 熱 セ メ ン ト

( 混 合 セ メ ン ト ) 字 節 ポ ゾ ラ ン セ メ ン ト

( セ メ ン ト 混 和 材 F l y  A s h) 字 鶴 ボ ゾ ラ ン

( 経 量 骨 材 ) 字 鶴 パ ー ラ イ ト

宇 都 興 産

25 



支援、

器3

怪 ilI l全自動ポイラ 重油全自動ポイラ 瓦: J t i i ポイラ

ｎｏＮｋＲＰＰ Ｇ｜ｾ＠

本 邦 最 初

(8 4  S モリブデン

ステンレス製)

最高性能・経済的・安全な

(暖 房 ・ 給 湯)

営 業 品 目

オイルバーナー

瓦斯熱風暖房機

軽 油 ポ イ ラ (銅 水 管 製)

重油全自動ボイラ

( 水管2177二製)

都 市

プロパン瓦斯ポイラ

( 銅水管製)

(型録贈呈)

笠松工業株式会社
取締役社長 笠 松 正

オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

錆ひ、ない一三言語E 冨宅

‘ スチールザ・νシ・ドアm ・シヤ・νター

:イγ 3t ペレ・タ・・ドアーI，ンカ.ー

。帥E 同 偽

CB.T. K. S)  

スヲ〉ヂルミサ''1シ・ドアー

続 三 恵 製 作 所I

ｾ＠ --、
本社工場尼ケ崎市神崎五反田280 電 話 大 阪 (401) 6158 ・6159

26 
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一
一
一

一

一

一

一一

一
一
一
一
一
一
一
一一
一

一
一
一

鉄筋コ

アス Ｎｾｉｘ ト ］［Ｇｾｉｊｘ
ファイ ヤ ボ ー ド は今 量生英国

ケ ー プ ア ス ベ ス ト 社 と の 技

術 提 携 に よ り アスベス トラ

ッ ク ス と 改 称 数 しました 。

完 全 耐 火 性 ・ 軽 量 ・吸音 ・断熱性 ・

永 久 不 変 性 ・木 材 と 同 様 の 加 工 性

トムレ ' vI I X

4 議

日本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

ンクリー ト節杭

本 社東京都中央区銀座菌 6の3 電(572)ω21・ω3l(代)

大 阪 宝 庫 大 阪 市 南 区 嵐 町 通 4の2 5 電船場 (お1) 549 1- 8  

名古屋宝庫名古屋市中区下前埠町 117 電 南 (32) 6 59 1- 5

九州宝庫福岡市聾院大通り 2の8 1 電福岡 (74) 1747 ・2827

刺 殺 出 張 所 札 幌 市 北 四 条 西 2 丁 目 電 ( 2 )制72 (  3  )0520 

特 徴

1. 松丸太杭より遥かに堅固で安い

一一 工 費 節 減一一

2. 運 j鍛・打込とも簡単で工事迅速

一 一 施工容易一一

3 . 理想的なフリクショ ン ・パイル

一→全能優秀一一

4. 充填物に依る地盤の更正

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ー 11 併池筋) 旭1羊ビル 3 階

電 話 ・大 阪 ( 202) 3233 ・3234 ・3928番

株式 会 社 坂 本 組

取締役社長 坂本清五郎

繊 浜 市 鶴 見 区 朝 日 町 2 ー 71 山 叫

( 型録附呈)

電 話 鶴 見 ( 50) 3506 ・3195 ・4735 ・4171 、ー …

一
一=  

=  

5三

=  -

E 三

一=  
=  

-
r== 

一
=  
E三

=  
一
一一
炉開，四p

=  

一
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- ドアの設計・

伝統訪言用のおお下言脱会員へ

西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26(富国信用ヒりレ) ( 361)  6501  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 町 洲 端 2169 高松 (3) 3181  

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 城東区野江西之町1ノ44 ( 931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7  0  (401)  6  3  0  1  

( 株) 石 居 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町3ー 23( 新老松ピ J レ) (361) 5965 

( 株) 岩 住 鉄 工 所

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5  (401)  6  7  5  1  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町2ー 2 (931)  8  2  6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 ( 551)  1  7  1  8  

大 阪 機 工 ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 登 崎 西 通 1ノ4 ( 371)  0  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 ( 0722)  (3)  5241  

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 田 町 l ノ 4 4 ( 531)  1  2  5  4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

盤 中 市 大 字 洲 到 止 3 5  9  ( 391)  0  6  6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ 1 5  ( 731)  1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 神 戸 (85) 4343 

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大阪市城東区野江中之町2ノ5 ( 931)  6  0  4  5  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 町 1 0  0  2 広島 (3) 7293 

三 機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市東区北浜 2 の22(三井信託 ピJ レ) (202) 3071 

昭 和 鋼 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 3- 155 ( 471)  6 0  5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼 グ 崎 市 南 竹 谷 町 2 ｾ＠ 8 9  (401)  6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木 2 2 3 新居浜 5 1 1 1

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 1- 1  2  ( 931)  3  3  5  1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 問 機堤町230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 . 幸 町 6 1 2 ノ 1 広島 ( 3) 2081 

東京カ ーテンオ ール工業 ( 株〉 大阪支庖

大阪市北区絹笠町18 ( 衆鴫 ピル) ( 361)  9  1  5  4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ 74 ( 451)  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 田 横 堤 町41 (931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大阪市北区木幡町33 ( 木幡ピ J レ) (361)  4  9  4  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎日産業 ヒ勺レ) ( 361) 6758

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区備後町 3 ( 綿業会館) ω&七千+ を会T 内

Ｇｗ ｾ クア 宅 ｴＭ ､
( 株) 汎 建 製 一 作 〆〆 箭 d

大 阪 市 此 花 区 西 島 町 3 - 1 5  ( 461)  2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区御幣島中3ノ4 ( 471)  7  6  5  1  

不 動 サ ッ シ 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所

広 島 市 雑 魚 場 町 2 9 8 の1 広 島 @ 7 2 1 2

( 株) 三 高 製 作 所

尼 ケ 崎 市 神 崎 五 反 困 2 8 0 ( 401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町1 ( 大阪ピノレ) ( 441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 ( 株〉

大 阪 市 西 成 区 旭 北 通 2 ー 2 ( 632)  2  9  2  1  

設 日 本 サ ッ シ 協 会 関 西 支 部

支 部 長 福 田 好 雄

大 阪 市 北 区 神 山 町 2 6  ( 富 国 信 用 ビ ル ) ( 361)  6501 

• 

• 
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。短例の新年広告 ( 5 目会 ・10日会その他〉は紙面の都合上，目次は省略させていただ吉ます。ただし普通紙広告の 2 t' iから 1 mまで記載して

あります。
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S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地マミJ 予込J の

燃 え な い

狂 わ な い

取 り つ け 易 い • 
発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

大 阪 市 南 区 日 本 紙 筋 3 丁 目 2 fj}:! 也 川 話 大 阪 (641 ) 1156- 8  

MA N⑨T E N 

東 京都 江 東 区 f色戸 Il rf 2 T b1 114  ( 祈 l仙 l ピル内) 氾 話 東 京 (681) 8425 
東 京 出 5長所

建 設 用 鋲 打 銃 ド ラ イ ブ イ ッ ト が

軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 . ノ

同霊長

• ドライフ119べ外Z語

ド ラ イ ブ イ ッ 卜 ・ ド ラ イ ブ ピ ン

ドライブリ ベッ ター ・ ドライブ リベッ 卜

製 造 元

日車ド ヲ τＷＧｾ ・ ・ ，ト株式会組

東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋

T  E  L 34 1 - 6 4 4 4  

36 1  - 8  7  0  9  
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る
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が

完

成
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し

ま

し
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。

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T l l

30 



• 

• 

X然乞なも1泰子 sB ｾい暮し
， 

建 築 基 準 法 定 不 燃 材 料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ ト 板

孔 あ き 板

サンドイツチパネル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・ 化 粧 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

奨 し い カ タ ロ グ お 送 り し ま す

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会 東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3朝 日 石 綿 ビ ル

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会 電 話 ( 5 ワ 1) 1  3 5 9 ・6 9 1 4

新 日 窓 壁
‘ 一 一 ・ 繊 維 の 床 砂 材 …

- 塗 り つ け る 織 物 壁 材 一 一 '

パピロ〉

I 壁
‘ 一 一 ・ パル プの日本座敷 壁 材

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 歩

ω-.，' )'かベ'

新ωすぎかべ'
4 一一・ 吹イ寸のできる京砂壁材

- 繊 維 の 色 土 … … 一 一+

翠日

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋

営 業 所 明石市西王 子町 1 丁目 3 9

営 業 所 梱 | 河 市 西 唐 人 町 1 番 地
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円筒彰ト巳ラ錠の決定版/.1

デ ラ ッ ク ス { カ タ ロ グ 附 J ! ・ 乞 御 氏 名 御 制 慾 御 記 入

1 品 種 住宅五聞事務所J l I 、 1111仕 明 用 、 廊 下 油 開 則 、 迫 持

せる 1111仕 切 用 、 倉 刷 用 、 学 校 ・荊 院m、出口専用.

ピル玄関通路 ｊｉｉＮ 柿ｾ Ｎ トイレ ソ ト ｭ

2 材 質 ステ ン レス、砲金、

S 階 状 広 fl. 型、問重型. • ス タ ン ダ ー ド

1 品 種 住宅五問事務所則、I I l lfJ : ':mn、 廊 下 辿 時 間

2 材 質 硬 質 ア ル ミニ & ー ム

3 形 状 広 向 型

F UT ABAY A DE CORAT ORS ， LTD.  

j ] 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家 具 処 兵 ・市 内 装 飾 工 事 設 計 施 工

内外装飾織物 ・ ｴｾ 物知一式

⑧ {剣 山 7 it'- 1

二葉屋装備工業 株式会社

社

ポ

作

会

叩

仲

間

リ

武

山

川

山

引

株

川

崎

司

働

側

婦

問

。

富

山
一
一

黒

川内

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀医本! 主川崎町 2 の 6

( 天六 屯停商北 2 丁 )

電 話 ・大 I阪 tl7n3321- 3 ・3630

岩 元 式

iスカイライト並号明ンチレBI

• 

サ ッ シ ュ 、 ド ア 一 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

+ム
4

4

・

4

宮

山

引

式

馴

イ

朱

駒

山

4

4

区

、

川

業

糊

一則

f

(

 

-

-

夜

話

|

|

 

圃

-

大

電

一

冗

柑

山

宥

1818務長サ 965明会(ZC二[ 域)ス網 入 光 り 波 型 ガ ラ

波 板 ・平 板ラ イ ト毛チ ・ アダイ

( 硝子繊維強化ポリエステノレ板) 各種波，寸法( 長尺物有)

大日本硝子工業株式会社
製 造 販 売

⑮ 
大阪支底

本 社
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K K K プ レ ー ト ブ イ シ チ ュ ー プ

暖 冷 房 用 放 熱 器 各 種 専 門 製 作

木 村 工 機 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 上 本 町 1 丁目 13 番 地 電 話 (761) 代表 6 9 2 1

東京出張所 東京都千代田区和泉町1番地の 1 ( 直江 ビソレ)

電 話 (851) 4619 ・4629

八 尾 工 場 大 阪 府 八 尾 市 久 宝 寺1981番地の1 電話八尾 (0729) ②7041- 4

55 5  ナイロンベアリング? 扉の開閉が軽快グ

• 
ｾｩｦｴｬｾ トヒ ］ｆｩ 顎
7 ロアーヒシ1安

本3マ印ヲストシュート

三栄建材工業株式会社

大阪市生 n区紫矢柄町一五一番地

大 阪 ( 741) 4655 (716)  0188 ・0189

圃 ポ ン デ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 防 鈎 加I t 品

特 徴

圏 10 1転軸却にナイロンベアリングを採 III した耐久品

識

;

ド

A

G
京

制

巾

制

サ

島

蹴

U

機

二

民

間

川
崎

1

糊

一

楓

一

神

話
一

z

一

日

コ

+

$

凶

司

珂

万

川
町

T

J

③

・

=

一

冷

設

送

設

Z

若
十
屋

Z

媛

鵠

一

臓

部

一

一

N

西

山

超

一

A

関

空

D

E

一

.  .  .  

寄 木 目占 床 板

フ ロ ー ン グ 施 工 請 負

プ ロ .:; 
ク

ベ、ニヤフラッシュドアー
造 作 取 イサ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

6 株 式 寄 木 商

. 6  

会 社 ｾ＠

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 縞 6 - 4 9  

霞 話 (251) 373 1 ・3 !:J 6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 問T 1  
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聖 3 m t J I一一色- - -エ レ ベ ー タ ・ コ ン ペ ヤ

ホイス ト・リ フ ト・ クレ ー ン・エスカレ ータ

一 一 一 … … …
設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日 本 エ レ ベ ー タ 工 業 K . K

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 橋 筋 6 丁 目 天 六 阪 急 ピ ル

電 話 大 阪 ( 351) 4 9 2 7  ( 代) ・7 0 7 1 ( ピル)

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 豊 富 ビ ノ レ 内

包 話 (831) 7 9 4 9  ( 直) ・( 866) 5 2 7 6  ( 代)

工 場 大 阪 市 東 淀川区小松中通 5 丁目 6 番地ノ 2 電話 ( 381) 0363 ・4588

最 古 の 歴 史 ・ 最 高 の 品 質

カーペット、 タフトン

g  
市段 通、 毛 ケ ッ ト

椅子張地、 カーテン地 別 珍、 紡 毛 糸

住 江 織 物 株 式
A  

ネ土ヨ玄

本 ネ土 大阪市南区安堂寺橋通 4 ( 御堂筋) ( 篭) 大阪 ( 25J ) 代表81 番

東京支底 東京都港区芝田村町 4 番地 ( 電) 東京 (431) 代4166番

建 築 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

ト 内外之雪Tータ-r '内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラ ッ トホ ーム ・

体 育 館 ・ア ー ケ ー ド に 最 適

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西 区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピ J レ) T  E  L  ( 441) 3983 

工場 ・大阪市城東区天王田町 1 の 141 T  E  L  ( 981) 1149，、 平

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 一ι アスファノレト防水工事堅

議 一 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイノレ工事 S

議耐酸モノレタノレ工事 .  各 種 床 工 事 護

大 阪 耐 自 発 乏 業 P J {

大阪市北区浮田 町82番地 電 話 大 阪 (371 )1333番
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• 

超 硬 '!:t 材に/ l J j;料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 商1) で そ の 他

水 練 り 、 金 銭 仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 盈 寄 せ ず 、 色 ム ラ 、

ノ 口 汚 れ 等 の 政 点 が な い 耐j必 粍 性 特 に 強 大 、 表I函 滑

らかで美しく清潔、耐水性に1 : ' ; . ; . 価 格 低 廉 でるあ りま

す 。 ( 坪当り材料代> ( . 950) 仕 上 り 厚 さ 約 2 協 程 度

学 校 、 工 場 、 病 院 、 事 務 所 、 間 底 、 ガ レ ー ヂ 、 ガ ソ

リン ス タ ン ド 、 住 宅 の 五 l品l 、流 し 、 浴 室 、 プーノレ与

にh量i直 で あ り ま す 。

( カタログ進室)

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪市此花区四: l ' t ぬ旭町 1- 3 T  E  L  (461)  3  5  9 4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 Jt 砧 旭 町 1

I I . G. C武

. G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン バ ウ ン ド ア ス フ アル ト 販 売

N .  G  

F  

内外Z 業株式会粍

脇 山 静 夫

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

大 阪 ヨ レ べ ス 建 材 枇

ｾ＠
綜合建築設計への道

設 計 部 ＱＮ 各州鉄 Ｇｉｾｊ ・ 鉄筋コンク リ ート造

建築の設計 ｾＺ ［Ｚ ｉ 理

2. ダ イ ヤ モ ン ド ト ラ ス ージ グ ザ グ

トラス ・平 行 ト ラ ス 等

各州大日長l甘1鉄 廿 造 の 設 計l杭理E

1. 耐 isZ耐 s正 木 村 桜 合 金 具 の 製 造 販 売

P A T .  0 式 ( 総 本 式 ) ヂ ベ ノ レ 及 ク ラ ン プ

2. 鉄 筋 の 抜 手 及 末 端 定 渚 金 具

P  A  T.  / < コ及ノぐスト

、、

地 質 部 ポ ー リ ン グ ・ 建 築 物 基 礎 工 事

の 為 の 土 質 冒iJ1t

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( Il : l 総本建築設計々訴事務所・織4 ' 特殊桃造研究所・合体)

米 京 都 中 央 区 日 本 紙 か き が ら 聞T 3 の 2 電話(671) 6443 ・7007 ・7062
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標準セメン ト防水材 ・特許ニッポン

特許ニッポン| 坊水液 ・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッポシ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

Stdndard 

( 国立大阪工業試験所創製) セメシ l 防水材特許権実

施工場

( 大阪営業所) 北区芝田町六八電話大阪⑭7916

( 本社・工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

36 

事1
1戸③2723

窓掛、椴帳 、 日際 、壁紙 室 内 装 飾 紙 底、舗 床 材 一 般

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム の 寮 リ 拘 ー ぺ 吋 ト 発 売 冗

亀 井 株 式 会 社

大阪市東区南久宝寺町四丁 目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 ( 251) 1  3  5  3  ( 代) - 6  

s，ヤ吻9 -

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

圏 中 風 呂 難 信 京

大阪市浪速区，[ : 町 1丁目 742 但シ娠橋定停前 Ｈ ＶＴ Ｑ ＩＵＳ Ｑ ｾ ・ Ｘ Ｑ ＲＸ

施 工 迅 速

親 切 丁 寧

在 庫 豊 富

信 用 を 誇 る

( 乞 御 照 会)

T E L事41)5750 ・8836

- p Ｉｾ＠ ミ ミ サ 、y シ

ス テ シ レ ス ザ ヴ シ

宍 壁 の 防 錆

テrュラホン加工デ.ユ ラ ポ ン 3 S 加工

コヨえ ヂー - . J レザー 、ソ シ

- ......ー… h ・. a_ .  .  ____ ネ土

• 

• 
2・

s  

• 



λ フ ｾレ卜防水の材料一竺ＭＭ Ｎ

( アイクエズ )1闘)

( 301)  6437 ・6438

( 661) 8861- 2 

( 971)  44ω ・8288

(441)  5951 

(471) 3131- 2 

八尾 ( 2 ) 2308 ・3039

( 391) 0924- 5 ・2045

(531) 5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁目 9 1

大 阪 市 西 成 区 橋 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 明 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 掘 l 了 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0

八 尾 市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 嫡 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 1 8

1<. k .  

社

社

大阪出' l &所

業 k. k .

重量 k .k. 

大阪営業所

阪 支 底

割韓

英

盛

k

工

k

K

大

L

M

n

 

4 製 造 業 社

協 和 建 材

k . k. 工

k. k. 工

田 島 応 用 化 工

大 恵 工

東 亜 エ

日 漉 化 学 工 業

日 新 工 業 k. k.

( 202)  ＲＲＹｬｴ ｾ＠

( 451) 7601- 5 

( 312)  0871- 8  

(391)  2080 ・2207 ・0238

(361) 5858 ・5850

( 531)  4520 ・8401

(791) 4427 

( 361) 0774 

(341)  4305 

(441) 5195- 6 

(231)  2771- 2 

(441) 5223- 4 

( 731)  2514 

(441) 0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 勧銀ヒソレ)

大阪市福島区鷺州本通 1丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 al r 4  1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 目IJ 1  4  

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区絹笠町50 ( 堂ピノレ二階〕

大 阪 市 北 区 迄 松 PIJ 2 丁 目 7

大阪市西区京町編上i i ! i 3 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 期 北 通 5 丁目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 間 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 1丁 目 1 3
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k

k
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k

所
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R
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4・

J .  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  ( 371) 6301 ・8024

大 阪 市 西 区 江 戸 郷 下 辺 1 丁目 7 ( 441) 8531 

大阪市東淀川区元今皇 北 通 1 丁 目31 ( 301) 3505 

大 阪 市 北 区 浮 間 alJ 8  2  ( 371) 1333 

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104 ( 931 )  7071- 3 

大 阪 市 北 区 空 心 町 1 丁 目 3 0  (351) 2922 

大 阪 市 東 区 船 越 Plr 2 丁 目 3 4  (941)  5561- 2 

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5 ) 目 3 5  (441) 5408 ・5486

大 周 忌 ・ 市 北 区 ; n ; 砂 IIlr 5  (341) 0207- 8 ・4836- 7

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18 (341)  1105 ・8640

大 阪 市 北 区 制1 !Il f  IIfj" 3  4  (371)  0251- 3  

大 阪 市 南 区 時 五 町 2 J 目 1 3  ( 261) 7195代

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6 高槻 ( 5 )  1646- 7  

大 阪 市 南 区 高 津 四 器 丁 7 3  ( 631)  6221- 4 

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輪岡田IJ 28 京都 ( 5 ) 9954

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁目 4 1 円 (921) 0971 ・0531

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5lr  /'f eS41j  3434 ・0810 ・7390

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5' 2 ｾ Ｔ ＱＩ＠ 3785- 6  

大 阪 市 北 区 宮 凹 町 4 0  /  (361) 5496 

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 丁目 2 4(  111、ハ(451) ω8 9

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁 目 6 也市 t /  (301 )  3855 

大 阪 市 城 東 区 荻 田 町 横 堤 9 1  7  ( 931) 2397 

大 阪 市 福 島 区 占 福 島 南 通 1 丁目 152 (451)  23ω ・2030

大 阪 市 北 区 天 神 橋 筋 2 ー 1 ( 351) 21ω ・6595

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁 目 神戸 ( 5 )  2697 

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9 神戸 ( 5 ) 4630 

神 戸 市 兵 廊 区 神 田 町 4 3 9 神戸 ( 4 ) 6930 

神戸市生田区北長狭通 6 事1
1線共栄ピノレ 神戸 ( 4 ) 5鈎 4

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5 神戸 ( 6 ) 0505

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  岡山 ( 2 )  4272 

尾 道 市 吉 和 町 新 浜 尾道 2760

広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  広島 ( 2 ) 2881- 2 

高 松 市 宮 脇 町 9 6  0  高松 ( 3) 5034 

松 山 市 ー 務 町 松山 0525 ・1159 ・2159

松 山 市 笠 岡IJ 2 丁 目 9 5  松山 2717

4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 k. k.

k.11 . 井 上 浄 夫 商 底

k. k. 石 田 建 材 庖

大 阪 耐 酸 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

k. k . カ ナ ヱ 商 会

共 栄 渥 育 工 業 I<.k.

k .l， 木 下 議 三 商 庖

k. k. 久 保 商 庖

板 口 興 業 k. k.

清 水 興 業 1<. k .  

k.k. 新 光 商 庖

関 本 建 材 k. k .

k. k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 業 k. k .

友 田 工 業 緯 式 会 社

内 外 工 業 1<. k .  

日 新 工 材 k. k.

日 本 渡 膏 工 業 k. k. 大 阪 支 庖

フ ヲ パ 興 業 k .k .

k .k. 双 葉 商 会

松 本 渡 膏 工 業 k. k . 大 阪 支 庖

マ J!- ヱ ス 工 業 k. k.

丸 緩 衝 広

石 井 建 材 有 阪 会 社

k .k. 中 出 商 会

三 需 工 業 所

中 村 涯 青 工 業 締 式 会 社

日 建 涯 膏 工 業 k. k.

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k.  ;兵 原 豊 商 庖

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k . k

正 和 商 事 k .k.

k .k 山 本 商 会

a・

‘  

t.  

七・

• 

( 271)  1251 ( 代)

E E園 E 盟国- 璽盟国園田園田盟国田園
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大 阪 市 南 区 長 婦 橋 筋 3 丁 目k .k. j由石

‘ 賛 助 会 員

丸 善
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生 コ ン ク リ ー ト

磐 城 セ メ ン ト 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

電 話 (202) 0  1  7  1  - 7 番

工 場 所 在地 ( 春日 出・堺・西 宮 ・神足 )

大 阪 生 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

電 話 (361)代 表 1 2  3  1番

工 場 所 在 地 ( 佃 ・千 島 ・向日 IsT)

大 阪 ア サ ノ コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

ｾＨ｛＠ ｾ Ｎ古 Ｈ Ｓ Ｑ Ｒ Ｉ 0182， 1401， 4091  

工 場 所 在 地 ( 津 守 ・淀川 ・魚 崎)

小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支 席

7[ t 話 (361 ) 代 表 1 2 6 1需

工 場 所 在 地 ( 尻 無 川 ・京都 )

大 阪 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

，11 話 ( 271)  6  0  5  1  - 7 需

工 場 所 設 地 ( 大 阪 ・吹田)

ー 菱 セ メ ン ト 株 式 会 社 大 阪 支 庖

i' lJ:話 (361 ) 代 表 1 2 6 1需

工 場 所 在 地 ( 尼 崎 ・大 阪)

ツ ル ガ 生 コ ン ク リ ー ト 工 業 株 式 会 社

電 話 ( 361) 6  2  3  5  - 7 需

工 場 所 在 地 ( 春 日 出)

豊 国 生 コ ン ク リ 一
ト 株 式 会 社

1' [ [ 話 (312) 代 表 3 6  3  7 需

工 場 所 在 地 ( 尼 山奇)

ノ ザ ワ コ ニノ ク リ
一

ト 株 式 会 社

ｾｦｬ 話 Ｈ ＴＴＱ Ｉ 3  2  9  5  - 7 需

工 場 所 在 地 ( 茨 木 )

八 幡 高 炉 コ ン ク リ ー ト 株 式 会 社

電 話 燃 ( 3 ) 2 3 2 3 - 5 番

工 場 所 在地 ( 堺)

• 

.‘  

‘  ｾ＠
唱

』砂

f  
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浪建式

アルミサv シュ・ド?ー

スチールザ・，リシュ・ドアー

シヤIIJ I:J- ・オペレーター

lトカライジ羽処理工場繊

組館協一製造販売ー

£目出りJ! ‘

第二工 場建 拶

浪速建牧Z業株式会社

本社・工J l I . 大 阪 ill 械! J ! 民賢 i工 中 之 町 一 丁 目 九 帯 地 1 1 m大阪(931) 1171- 3需

第 二 工 場 ・大 阪 市 城 東 区 茨 悶 愉 波 町 四 一 帯 地 電 話 大 阪(931)6153 ・6824需

東京営業所・東京m中央民銀座東六丁目木t虫館ピル六月白s 607号室 電話 東京 ( 541) 4611 需

品』悶営業所 ・間 関 rli X . 神 町 三 番 地 { サンピル内 ) 電 話 福 岡 @ 8462帯

出 頓 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 ヒ 酢 地 電 話 大 分 1 3  6  6 帯

-
陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を

Ｍｨ ＮｾＱ ミー陣取帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法 ・冷工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

- 御申越次第カタログ進呈
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種

金

庫

扉

古

い

信

用

と

銅

製

家

具

新

し

い

技

術

写 真 は 京 帽 1 i E - 9 ピ ル

T E L  ( 3) 5241- 9  

T  E  L  (97)  7  2  6  4  

T E L (却1) 1  2  4  8  

T  E  L  (  3  ) 3427- 8  

幌 市 松 屋 町 1 - 6  

名古屋市東区東新llt 町 2 ー 7

東京都千代田区平河町 1- 2

金 沢 市 下 新 町 1 3  

本 社

名古屋営業所

東 京 事 務 所

金 沢 営 業 所

⑧ 大 阪 建 制I 業 短

40 
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2 日 本 建 鉄

の PS型レデ: ィ〆ードサッシ

1".1.・同 日 旬 日

~ す ' Y; / t-ア

ー・同
日 本 建 鉄 株 式 会 社

本 社 取Cｊ［ｾ＠ m: T-f¥: 川ド人 rIIIf2 8  11 L  ｾｏＺ＠ J;( 201 ，034!.f l.. 

人阪町耳 ｾＱＧＱｦ 人阪市」ヒ|メ，，;r: ，c: ，I  2  - 3  9  Ｇ ｛ ・ＱＮし人ド ｉｾ r361 675!!¥fU 

日本建築協会優震謡明 セ メ ン ト 港 強 防 水 剤

， 
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= ¥ a m“ l  

- 一ー一］ 、ｾｪｉｉｉ ｬ 、 ｹ

一 一
ー

一一一一

紫 綬

褒 章

EE賓室翠司

任 ・ 施 工 ・ 請 負

ヲ元- 9ィ1- 0望

株式会社日本セメント防水剤製造所

-・・11111111111111111111111111111111111111111川 山H ・M ・，.，..

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

圏直扇面亙直困

ｅ 白書事 ｅ ヨ園ＱＺＱＱ唐古滝 ｾｾｉ Ei f  ' ?  /  - } t ，蓮司

八幡メタルホーム K K 推奨品 一

22油 脂 化 工 社本 社 取 J;UX，' II' ，JII!><_ !I¥JIl f  1  441 ｾＮＮ，ｲ，＠ ＢｉＴＨｬ［ｾ＠ '.781) 1715言

取締役村長 矢中龍次郎大阪営業所大 ｾｉｾＢ I 京如仰"え仰k
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τ: { 1l包; 動 式

l - BMW- 製何合 手 動 式

合 バ ラ ン ス
'1{L lllf J 、人以} 、3011 ｦｾＳ＠ 6  56- 9 1ft  

合 パ イ フ

工場I I l JI¥ IMI 吋 支 庖 営 業 所 宇 山 村 山 松 It，jlll i::j 知l

代 行 販 売 庖 全111 i 故 郷 小 ア リ
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石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 神 山 町 四 六 電 蹟 大 阪 ( 制 ) 話器主語孟品

東 京 銀 座 七

東京、横浜、名古屋、岡山、新居浜、門司、争L 崎

東京、横浜、山梨、名古屋、大阪、附山、門司、富雄

朝 日

大阪官業所

本 社

官 業 所

エ 樋

朝日スレート

明日7・ロベスト/
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産ρd友枝

a売

価

シタィ ｊＯＩｾ、pζ ジ3

部 i

金

百h

八

十

円

株式会社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l軒 通 5 ノ 3 5  

電話 (441) 5  4  0  8 ・ 5 4  8  6  

商 高

砂 町 5

電話 (341) 0207 - 8 ・4836- 7

友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 南 幌 江 大 通 1 の 1 9  11l I重(541) 6161  - 4  

合名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長堀儲筋 2 ノ20 (道頓級官E停1)fJ )

11l l l; (211)  0  5  7  1  4  

京都営業所 京締市中京区河原町民川下ル 電 話 ⑧ 3 2 9 9

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 栂 筋 2 ノ 3 6  

電話 (632) 0  1  2  1  - 4  

限 会 社

田 町 1

電 路 ⑤ 2  6  9  7 ・2 1  4  0  

タ テ パ ヤ シ 商

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

電 話 @ 44闘・ @ ω71 - 2  

底
庖

品 ⑪ 7461 - 3  

岡 田 建 材 株 式 会

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8  

株式会社 名 建 商

名 古 届 市 中 区 富 山 町 4 1 ノ 2

7世話 ⑫ 1329 ・ 2106 .  2817 

キ土

-̂-

コ玄

久 保

市 北 区 民

株式会社

大 阪

(

送

料

共

)

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社 ・名 古 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  電話 @ 6 1 7 6 9  

舷阜出張所 ・岐 阜 市 竹 島 町 2 7  電 話 ③ 2201 ・2360

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8  電 話 ② 228 1 - 6  

岡 山・ 121 山 市 東 田 町 3 11l al ; ② 7911 .  8169 

福 岡 ・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  市 Jfi ② 5 5 6 6 - 8

③ 1225  - 6  

関西三星 タイル会員

有

区 荒

建 材

市 兵 胤

石 井

神 戸

ご 入 会 の お 申 込 は ・・ ・

「 建鎌 と 社会」発行所社団法人日本建築協会大阪市東区北浜 Ｓ ニ ｾＷ 電 館大阪 Ｈ ＲＳＱ ) 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

r  I 寸 ¥ 振 笹 口 座 大 阪 3 9  9  7  5 番


